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ｦ：はじめに 

 

 本稿は制アルカの語法に関して述べたものである。本稿では主に動詞を扱った。動詞は

語法以前に格組をまず制定し、それから語法を定めた 

 一つ一つの語を個別に分析するのではなく、意味が近いもの同士をまとめて分析した。

類義語や反義語と対照したほうがより精密な分析結果が得られるからである 

 まず始めに番号付見出で掲げた個々の語について結論を述べる。但しｎ対の場合は「/」

で囲み、「/」の左側の語を代表と見なす。右側が単に左側の反対の意味を持つだけで情報

として不必要な場合、右側の語の説明は省略した。尚、要約は惕～惕までの部分である。

続けて、それらの語の詳説に入る 

 

ｧ：行為一般：ｴﾏ┤ﾒ,ｴﾏﾉ┤ﾒ,ｴﾏﾌ┤ﾒ,ｴﾏﾏﾄ┤ﾒ,ﾉｴ┤ﾒ,ﾌｴ┤ﾒ 

 

惕 

ｴﾏ┤ﾒ 

 照応する動詞一語を受ける。照応するものがない場合、漠然と「する」の意味 

ｴﾏﾉ┤ﾒ/ｴﾏﾌ┤ﾒ 

 照応する句～段落を受ける。ｴﾏﾉ┤ﾒはﾄﾕと同じく近指示で、ｴﾏﾌ┤ﾒはﾄﾉと同じく遠指示 

ﾉｴ┤ﾒ/ﾌｴ┤ﾒ 

 ﾏｵが動詞性を持つか否かで別れる。持つならﾉﾄはﾏｵの目的語。持たないならﾉﾄはその行為

のよる損益を受ける相手を表わす。ﾏｵを行ったりﾏｵの能力を発揮するという意味を持つ。

但し、ﾏｵを取り組むという意味はなく、これはｴﾏﾏﾄ┤ﾒが受け持つ 

ｴﾏﾏﾄ┤ﾒ 

 ﾏｵにくる行為を目標と捉え、それについて励んだり練習したり取り組んだりすることを

表わす。ﾏｵの能力を発揮するという意味はなく、これはﾉｴ┤ﾒが受け持つ 

惕 



 

 これらはいずれも「する」という意味を持つが、ｴﾏ┤ﾒ,ｴﾏﾉ┤ﾒ,ｴﾏﾌ┤ﾒは代動詞で、ﾉｴ┤ﾒ,ﾌ

ｴ┤ﾒは死生動詞で、ｴﾏﾏﾄ┤ﾒは一般動詞である。その名称からも明らかなように、照応ができ

るのは代動詞だけである 

 

(ｧ) ﾄﾉ ｴﾉｵ┤ﾒ ﾉｵ┴ ﾉｵ ｱﾉｵ ｴﾏ┤ﾒ ﾄﾉ（彼は私が好きだ。私もそうだ） 

 

 ここのｴﾏ┤ﾒはｴﾉｵ┤ﾒを照応する代動詞で、死生動詞やｴﾏﾏﾄ┤ﾒに変えることはできない。で

は、代動詞だからｴﾏﾉ┤ﾒでも良いかというとそれも違う。ｴﾏﾉ┤ﾒとｴﾏﾌ┤ﾒは単独の動詞一つを

照応するのではなく、句や節や文、或いは段落を照応する 

 

(ｨ) ｲﾉｷ,ｱﾌ ｲﾕ┤ﾒ ｹﾌ ﾉﾄ ﾉｵ┴ ｱﾉﾄ ﾉｵ ﾄﾌｳ┤ﾒ ｱﾌ ｴﾏﾉ┤ﾒ（いつも君は私に対して口数が少ない

が、私は君にそうしてほしくない） 

 

 このｴﾏﾉ┤ﾒはｲﾕ┤ﾒでなくｲﾒﾉ,ｱﾌ ｲﾕ┤ﾒ ｹﾌ ﾉﾄ ﾉｵ全体を照応している。これをｴﾏ┤ﾒに変える

ことはできない 

 尚、ｴﾏﾉ┤ﾒとｴﾏﾌ┤ﾒの違いは指示のﾄﾕとﾄﾉの違いである。ゆえに次のｴﾏﾌ┤ﾒをｴﾏﾉ┤ﾒに変え

ることはできない。現在から見て五年前は遠指示と見なされるからである 

 

(ｩ) ｴﾉ ﾄﾌ ｴﾉﾄ,ｱﾌ ｲﾕ┤ﾉ ｹﾌ ﾉﾄ ﾉｵ┴ ｱﾉﾄ ﾉｵ ﾄﾌｳ┤ﾉ ｱﾌ ｴﾏﾌ┤ﾌ（五年前、君は私に対して口数が

少なかったが、私は君にああしてほしくなかった） 

 

 次に死生動詞であるが、これは照応が行えない。ﾏｵには動詞的な意味を持つ名詞か動詞

的な意味を持たない名詞がくる。前者の場合ﾏｵが動詞的であるので、このﾏｵは意味上の目

的語を持ち、それはﾉﾄにくる 

 

(ｪ) ﾄﾉ ﾉｴ┤ﾌ ｱﾉｷﾉｱﾉｷﾄ ﾉﾄ ｲﾕｱﾏ（彼は鳥に対して鷹狩りをする） 

 

 このように、ﾉﾄのｲﾕｱﾏはﾏｵのｱﾉｷﾉｱﾉｷﾄという動名詞の意味上の目的語である 

 尚、後者の例は(ｬ)である。(ｬ)にﾉﾄを付けると、傘をかけてもらう人を表わす 



 

 さて、生動詞はﾏｵを行ったりﾏｵの能力を発揮したりといった意味がある。死動詞はその

反対で、ﾏｵを止めたりﾏｵの能力の発揮を止めたりする意味がある。ゆえに(ｪ)は(ｫ)と比べ

ると、より鷹狩りを行行行行ううううという面に焦点が当たっているといえる 

 

(ｫ) ﾄﾉ ｱﾉｷﾉｱﾉｷﾄ┤ﾒ ｲﾕｱﾏ（彼は鳥を鷹狩りする） 

 

 つまり、死生動詞はﾏｵを行うのか止めるのかといった事柄に関心を置くものであるとい

える 

 

 一方、ｴﾏﾏﾄ┤ﾒは「する」とともに「行う」という意味で、ﾏｵに行為の内容がくる。生動詞

はﾏｵの能力を発揮するものであったが、ｴﾏﾏﾄ┤ﾒはﾏｵにくる行為を目標と捉え、それについて

励んだり練習したり取り組んだりすることを表わす。ゆえに(ｭ)では(ｬ)の意味は表わせない。

「傘を開く」とは傘の能力を発揮することだから、生動詞が使われる 

 

(ｬ) ﾄﾉ ﾉｴ┤ﾌ ﾒｴｵ（彼は傘を開いた） 

(ｭ)伃ﾄﾉ ｴﾏﾏﾄ┤ﾒ ﾒｴｵ 

 

 逆に生動詞はふつう取り組みを表わすことはできない。ゆえに(ｯ)は基本的に非文である 

 

(ｮ) ﾄﾉ ｴﾏﾏﾄ┤ﾉ ｱﾏﾄｸ（彼は合宿を行った） 

(ｯ)伀ﾄﾉ ﾉｴ┤ﾉ ｱﾏﾄｸ 

 

 ところで、ｴﾏ┤ﾒには代動詞以外に、極めて抽象的な意味での「する」という用法がある。

これは「照応するものがないｴﾏ┤ﾒ」ということができる。照応するものがない場合、ｴﾏ┤ﾒ

は漠然と抽象的に、或いは漠然と状況から判断できることを「する」という意味になる 

 

(ｧｦ) ｵﾉｸｱ┤ﾉｷ ｱﾌﾒ ﾒﾌ ｳﾏ ｲﾕ┤ﾒ ｱﾕｵ ﾏｴ ｱﾉﾄ ｱﾌﾒ ﾒﾌ ｳﾏ ｴﾏ┤ﾒ ｱﾕｵ（人が言うことよりも、人

がすることに注意しなければならない） 

(ｧｧ) (ﾂﾌ┤ﾌ ｳﾒ) ｴﾏ┤ﾉﾄ(ｷﾌｱ┤ﾉﾄ)（（何かを指差して）して（ちょうだい）） 



 

ｨ：開始終了：ｲﾉｱ┤ﾒ,ｲﾌｱ┤ﾒ,ｸﾉｲ┤ﾒ,ｸﾌｲ┤ﾒ,ﾏｵｲ┤ﾒ,ﾒｵｲ┤ﾒ,ｲﾌｹ┤ﾒ,ﾄﾏｹ┤ﾒ,ﾄﾒｹ┤ﾒ 

 

惕 

ｲﾉｱ┤ﾒ/ｲﾌｱ┤ﾒ 

 物事の開始や終了 

ｸﾉｲ┤ﾒ/ｸﾌｲ┤ﾒ 

 始まった物事を一旦止めたり、一度中断した物事をもう一度始める 

ﾏｵｲ┤ﾒ/ﾒｵｲ┤ﾒ 

 副詞の場合、「止めない」という意味でｸﾌｲ┤ﾕと同義。動詞の場合、「複数回行う」という

意味で、ﾒｵｲ┤ﾕと同義。即ちﾒｵｲ┤ﾒに対応する反義語 

ｲﾌｹ┤ﾒ 

 中断ではなく完全にやめること 

ﾄﾏｹ┤ﾒ/ﾄﾒｹ┤ﾒ 

 所属すること 

惕 

 

 これらは物事の開始や終了などを表わす動詞である。まず、ｲﾉｱ┤ﾒは物事の開始を表わす。

これに対してｸﾉｲ┤ﾒは一度始めてから途中で一時停止したものをもう一度再開する場合に

使う。尚、ﾏｵは動詞性の高い名詞である。用例は(ｧ)のとおり 

 

(ｧ) ﾉｵ ｲﾉｱ┤ﾉ ｷﾒﾄ┴ ｱﾉﾄ ﾉｵ ｸﾌｲ┤ﾉ ｱﾕ┴ ｴﾌ ｷﾏｵ,ﾉｵ ｸﾉｲ┤ﾉ ｱﾕ┴ ｾﾉｵ ﾉｵ ｲﾌｱ┤ﾉ ｱﾕ（私は勉強を

始めたが、中断した。暫くして再開し、そして終わらせた） 

 

 尚、ｲﾉｱ┤ﾒにもｸﾉｲ┤ﾒにもﾏｵﾉがあるが、その場合、動作主が焦点化されない場合に限られ

る。大抵その原因は自然的要因である。会議や戦争など、人間が意図的に始めるものはふ

つうﾏｵﾉにはならない。ﾏｵを焦点化したければ受動態を使うのがふつうである 

 

(ｨ)伃ｲﾉｱ┤ﾉ ﾉｲﾌｲ → ﾉｲﾌｲ ﾉｱ ｲﾉｱ（山崩れが起こった） 

(ｩ)仼ｶﾉｴ ﾉｱ ｲﾉｱ ┃ ｶﾉｴ ｲﾉｱ┤ﾉ ｾﾕ（戦争が始まった） 



 

 ﾏｵｲは解釈が二つある。一つは今の行動や状態を止めずに保つことである。「止めない」

という意味ではｸﾌｲ┤ﾕと同義である。もう一つは「ﾏｵを複数回行う」という意味であり、こ

れはｸﾌｲ┤ﾕと同義でない。では両者をどう区別するのかというと、前者は副詞で後者は動詞

である 

 そして後者のﾏｵｲ┤ﾒに対応するのがﾒｵｲ┤ﾒである。ﾒｵｲ┤ﾒはﾏｵを一度しか行わず、一度で完

結させるという意味を持つ。尚、これらもﾏｵは動詞性の高い名詞である 

 

(ｪ) ﾄﾉｴﾏ ｶﾉｴ┤ﾉ ﾏｵｲ ＝ ﾄﾉｴﾏ ｸﾌｲ┤ﾕ ｶﾉｴ（彼らは戦争し続けた（戦争を止めなかった）） 

(ｫ) ﾄﾉｴﾏ ﾏｵｲ┤ﾉ ｶﾉｴ ＝ ﾄﾉｴﾏ ﾒｵｲ┤ﾕ ｶﾉｴ（彼らは戦争し続けた（戦争を何度もした）） 

 

 尚、ﾏｵｲ┤ﾒ,ﾒｵｲ┤ﾒもﾏｵﾉがある。やはりﾏｵﾉは動作主が自然的要因である場合がふつうであ

る 

 

(ｬ)伃ﾏｵｲ┤ﾉ ﾒｴｲ → ﾒｴｲ ﾉｱ ﾏｵｲ（雨が続いた） 

 

 ｲﾌｹ┤ﾒは再開の余地のない「やめる」である 

(ｭ) ﾉｵ ｲﾌｹ┤ﾉ ｷﾒﾄｲﾉ（退学した） 

 

 ﾄﾏｹ┤ﾒは所属することで、ﾕﾄはﾏｵに所属するということを指す。対格には学校や会社などや

病院、団体などがくる。ﾄﾒｹ┤ﾒというと退学、退社、脱退、退院などの意味になる 

 人を取ると場所化的な用法になるが、その人の軍門に下ったり、影響下から去るという

意味になる 

(ｮ) ﾒｴｱﾉ ﾄﾒｹﾉ ｴﾒﾀﾒｵ ｾﾕﾄ ｸﾌﾄｴ（蛍は離婚することでセレンの影響下から逃れた） 

 

ｩ：遂行：ｻﾉｲﾄ┤ﾒ,ｻﾌｲﾄ┤ﾒ,ｶﾏｴｲ┤ﾒ,ｶﾒｴｲ┤ﾒ,ｷﾉﾉｵ┤ﾒ,ｷﾉﾌｵ┤ﾒ,ｵﾉｶ┤ﾒ,ｵﾌｶ┤ﾒ 

 

惕 

ｻﾉｲﾄ┤ﾒ/ｻﾌｲﾄ┤ﾒ 

 ﾏｵの進捗度を高める。完了相はﾏｵの完成・成就・攻略などを含意する。ﾏｵは抽象具象ど



ちらも 

 

 ﾏｵの完成・成就などを目的とする。完了相はその目的を含意しない。進捗度とは無縁。

ﾏｵは抽象具象どちらも 

ｶﾏｴｲ┤ﾒ/ｶﾒｴｲ┤ﾒ 

 ﾕﾄの一生懸命さに焦点。ｶﾏｴｲ┤ﾒは労力を多く使う。ｷﾉﾉｵ┤ﾒと比べると時間が短く、労力は

爆発的にかける。ｶﾒｴｲ┤ﾒは労力を温存しつつﾏｵに取り組む 

ｷﾉﾉｵ┤ﾒ/ｷﾉﾌｵ┤ﾒ 

 ﾕﾄの勤勉さに焦点。労力をｶﾏｴｲ┤ﾒと同じくらい使うが、かける時間が長く休みがなく、労

力のかけかたが爆発的でない点が特徴。ｷﾉﾌｵ┤ﾒは労力を使わない。ゆえにｶﾒｴｲ┤ﾒより労力

を使わない 

ｵﾉｶ┤ﾒ/ｵﾌｶ┤ﾒ 

 ﾏｵに対するﾕﾄの執着に焦点。労力に焦点は当たらない。ﾏｵの完成や成就を表わしたり、ﾏｵ

への渇望やﾏｵの保持への執念を表わしたりする） 

惕 

 

 ｻﾉｲﾄ┤ﾒは物事の進捗度を高めることを意味する。進捗度がｧｦｦ％に達すればそれ以上進捗

度を高めることができない。進捗度ｧｦｦ％はﾏｵの完成や攻略や成就などを表わす。アスペク

トは進捗度ｦ％を開始相とすると、ｧｦｦ％が完了相で、両者の間が経過相である 

 

(ｧ) ﾉｵ ｻﾉｲﾄ┤ﾌｴ ｷﾏﾄ（私は研究を進めている） 

(ｨ) ﾉｵ ｻﾉｲﾄ┤ﾌｲ ｷﾉｵ ﾄﾉ（私はあの女を攻略した（＝口説き落とした）） 

 

 (ｨ)は多義的で、それが争いなら倒したという意味になるし、恋愛なら口説き落としたと

いう意味になる。状況次第である 

 また、ﾏｵを進歩させたものが人のような動作主でなく火のような原因であれば、ﾏｵﾉにな

る。更に、動物の進化も動作主がﾒｸであるからﾏｵﾉになる 

 

(ｩ)仼ｷﾉﾌ ｻﾉｲﾄ┤ﾉ ﾉｵｻﾉｱ → ﾉｵｻﾉｱ ﾉｱ ｻﾉｲﾄ ｸﾉｵ ｷﾉﾌ（人類は火によって進化した） 

 



 尚、ｻﾌｲﾄ┤ﾒは進捗度を低めるもので、単純にｻﾉｲﾄ┤ﾒの反義語である 

 

 一方、ｶﾏｴｲ┤ﾒの場合、進捗度が高まることは含意されない。ﾏｵを完成・成就させようと

いう点ではｻﾉｲﾄ┤ﾒと同じであるが、進捗度については言及しない 

 ｶﾏｴｲ┤ﾒはむしろﾏｵを完成しようとする一生懸命な態度について述べるものである。努力

したにもかかわらず、ｶﾏｴｲ┤ﾒｲと言った時点で以前と進捗度が変化していないということも

ありえる 

 逆に、ｻﾉｲﾄ┤ﾒは態度については何も言及しないので、一生懸命でも怠けても結果さえ出せ

ば等しくｻﾉｲﾄ┤ﾒといえる 

 尚、ｶﾏｴｲ┤ﾒは動作主が一生懸命ﾏｵを行うことを表わすので、動作主が前面に出る。その

ため、動作主がﾒｸ化することはない。したがってﾏｵﾉがない。このことはｷﾉﾉｵ┤ﾒにもいえる 

 ｶﾒｴｲ┤ﾒは怠けるという意味ではなく、力を温存しながらﾏｵを行うことを意味する。ｶﾏｴｲ

┤ﾒが多くの労力をかけてﾏｵの成就を狙うのに対し、ｶﾒｴｲ┤ﾒは少ない労力でﾏｵを狙ってみる

といった消極的な意味しか持たない 

 

 一方、ｷﾉﾉｵ┤ﾒはその勤勉さに焦点が置かれている。ｷﾉﾉｵ┤ﾒが取るﾏｵはｶﾏｴｲ┤ﾒと文法的に

同じである。ｶﾏｴｲ┤ﾒとの違いは労力のかけかたの違いである 

 ｷﾉﾉｵ┤ﾒは勤勉で、ｶﾏｴｲ┤ﾒは一生懸命である。どちらも総合的には大きな労力をかけるこ

とを意味するが、前者は後者より長い時間をかけて少しずつ労力をかけていくことを意味

する。逆に、後者は一度に使う労力が大きいことを意味する 

 また、別の解釈もある。前者が休むことなく労力をかけ続けることを意味するのに対し

て、後者は途中で休みを入れてもどこかで爆発的に労力をかけるということを意味する場

合がそうである 

 つまり前者は労力のかけかたが長く途切れがないのに対し、後者は短く爆発的であると

いう違いがある 

 ところで、ｷﾉﾉｵ┤ﾒはｶﾒｴｲ┤ﾒより総合的な労力が大きいという点で異なる。ｶﾒｴｲ┤ﾒは労力

を惜しみながらﾏｵを狙うことであるが、ｷﾉﾉｵ┤ﾒは労力を惜しまない 

 一方、ｶﾒｴｲ┤ﾒとｷﾉﾌｵ┤ﾒはだいぶ意味が異なる。ｷﾉﾌｵ┤ﾒは怠けるという意味であるから労

力を使わない。ゆえに労力を使う順でいうと、始めにｶﾏｴｲ┤ﾒとｷﾉﾉｵ┤ﾒがあり、その次にｶﾒ

ｴｲ┤ﾒがあり、最後にｷﾉﾌｵ┤ﾒが続く 



 尚、ｶﾏｴｲ┤ﾒ～ｷﾉﾌｵ┤ﾒの完了相はﾏｵの完成・成就を含意しない。これは以下で述べるｵﾉｶ┤ﾒ

でも同じである 

 

 ｵﾉｶ┤ﾒはﾏｵにこだわることを意味する。ﾏｵは抽象具象どちらでも良い。ｵﾉｶ┤ﾒはﾏｵの完成

や成就を表わしたり、ﾏｵへの渇望やﾏｵの保持への執念を表わしたりする 

 

(ｪ) ﾉｵ ｵﾉｶ┤ﾌ ﾄﾌｹ┤ﾒ ｻﾉｷﾌ（私は橋を壊すことに固執する：成就） 

(ｫ) ﾉｵ ｵﾉｶ┤ﾌ ｷﾉｵ ﾄﾉ（私はあの女に固執する：渇望） 

(ｬ) ﾉｵ ｵﾉｶ┤ﾌ ﾀﾉ ｱﾕ（私はこの家に固執する（＝手放さない）：執念） 

 

 ところで、ｵﾉｶ┤ﾒｲが完成やﾏｵの取得を含意するわけではない。よって(ｭ)が成立する 

 

(ｭ) ﾉｵ ｵﾉｶ┤ﾉｲ ｱﾕ┴ ｱﾉﾄ ﾉｵ ｱﾉｷ┤ﾕﾄ ｱﾕ（私はそれに固執したが、手に入れられなかった） 

 

 ｵﾉｶ┤ﾒもｶﾏｴｲ┤ﾒと同じく動作主の固執する意志が前面に現われているため、動作主はﾒｸ化

せず、ﾏｵﾉはない 

 

ｪ：忍耐：ﾏｱｵ┤ﾒ,ﾒｱｵ┤ﾒ,ｷﾏｵﾄ┤ﾒ 

 

惕 

 ﾏｵは抽象具象 

ﾏｱｵ┤ﾒ/ﾒｱｵ┤ﾒ 

 ﾏｵは我慢する内容。ﾕﾄが人なら「ﾏｵを我慢する」。ﾕﾄが物なら「ﾏｵを凌ぐ（耐久する）」 

ｷﾏｵﾄ┤ﾒ 

 ﾏｵが抽象の場合、ﾏｵとの関与を避ける。具象の場合、ﾏｵとの物理的接触を避けるという

解釈と、ﾏｵとの関与を避けるという解釈の二つがある 

惕 

 

 ﾏｱｵ┤ﾒのﾏｵは我慢する内容で、具象抽象どちらでも良い 

 (ｧ)のようにﾏｵに節でなく語が入れば、その語が我慢を感じさせるような原因である。つ



まり(ｧ)では、私は彼に迷惑を感じているが、何らかの事情で彼の横暴を我慢しているとい

うことを表わす。我慢する内容をより具体的にいえば(ｨ)のようになる 

 

(ｧ) ﾉｵ ﾏｱｵ┤ﾌ ﾄﾉ（私は彼を我慢している） 

(ｨ) ﾉｵ ﾏｱｵ┤ﾌ ﾄﾉ ｲﾕ┤ﾒ ｹﾌ（私は彼が無口なのを我慢している） 

 

 尚、完了相は我慢の限界を表わす。或いは我慢する内容がなくなってもう我慢する必要

がなくなった場合にも使える。(ｨ)でいうなら、彼が無口でなくなればもう我慢しなくて良

いので完了相を使う 

 また、ﾕﾄが人でなく物の場合、「ﾏｵに対して耐久する」とか｢ﾏｵを凌ぐ」という意味になる

(ｩ)。この場合、可能時相詞を取ることが多い 

 

(ｩ) ﾀﾉﾒｴ ﾏｱｵ┤ﾒ[ﾏｱｵ┤ﾒﾄ] ｱﾒﾒﾁ（屋根は風を凌ぐ［凌げる］） 

 

 ﾒｱｵ┤ﾒのﾏｵは逆に甘える内容や甘える相手を取る。我慢せずに怒りをぶつけるという意味

ではないので注意。また、ﾒｱｵ┤ﾒは主に悪い意味で使われる。懐くという意味ではｴﾉｵ┤ﾒな

どを使う。用例は以下のとおり 

 

(ｪ) ﾉｵ ﾒｱｵ┤ﾌ ﾄﾉ（私は彼に甘えている） 

(ｫ) ﾉｵ ﾒｱｵ┤ﾒ ﾄﾉ ｷﾌｱ┤ﾌ ｺﾌﾄ ﾉﾄ ﾉｵ（私は彼がお金をくれることに甘えている） 

 

 一方、ｷﾏｵﾄ┤ﾒのﾏｵも抽象具象どちらも取る。具象の場合、ﾏｵとの接触や関与を避けるとい

う意味である。抽象の場合、ﾏｵとの関与を避けるという意味である 

 

(ｬ) ﾉｵ ｷﾏｵﾄ┤ﾌ ｺﾒｲ（私は球をよける） 

(ｭ) ﾉｵ ｷﾏｵﾄ┤ﾌ ﾄﾉ（私は彼をさける） 

 

 (ｭ)は解釈が二つあり、道で彼にぶつからないように避けるという場合と、彼に会わない

ようにするという場合がある 

 



ｫ：生活：ﾀﾉ┤ﾒ,ﾒﾁ┤ﾒ,ｸﾏｲﾄ┤ﾒ,ﾉｲｵ┤ﾒ,ﾌｲｵ┤ﾒ,ｶﾌﾀｱ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄは有生である。ﾏｵは場所である 

ﾀﾉ┤ﾒ 

 ﾏｵはﾀﾉ～ﾄﾒｲﾉﾌまでのどの大きさでも良い。自分の家にのみ使う。職場は不可 

ﾒﾁ┤ﾒ 

 ﾏｵは部屋を表わす場所。自分の部屋にのみ使う。但し、部屋がいくつかある宿泊所の場

合、そのうちのある部屋を使うという意味でなら使うことができる 

ｸﾏｲﾄ┤ﾒ 

 ﾏｵは宿泊所。一時的に泊まることを意味する。友人宅や学校やベンチなど、宿泊所でな

いものには使えず、"ｸﾏｲ┤ﾒ ｲﾉ ｱ"と言う 

 

ﾉｲｵ┤ﾒ/ﾌｲｵ┤ﾒ 

 ﾕﾄは有生である。ﾏｵは思想内容である。ﾏｵが人ならその人の思想に準拠することを表わす。

ﾏｵが思想名ならその思想に準拠することを表わす。ﾏｵには節もこれるが、一つの節に収ま

らなければﾏｵをｴﾏﾉにして後に照応する 

 ﾌｲｵ┤ﾒはﾉｲｵ┤ﾒの思想を思うだけでなく実践して日々を生きることを意味する。これらは

場所をﾏｵに取れない 

ｶﾌﾀｱ┤ﾒ 

 ﾕﾄは有生。ﾏｵは生活内容を取る。したがって「生きる」だけでなく「生活する」という意

味も出てくる 

惕 

 

 ﾕﾄは有生である。ﾏｵはﾀﾉ┤ﾒ～ｸﾏｲﾄ┤ﾒまでは場所で、ﾉｲｵ┤ﾒとﾌｲｵ┤ﾒは思想内容である 

 

 ﾀﾉ┤ﾒのﾏｵは自分が普段住んでいる場所を取る。自分の所有する家でも普段住んでいない

別荘は不自然。場所の広さは問わないので、理論的には(ｧ)～(ｫ)は全て可能であるが、ふつ

う(ｪ)と(ｫ)は使わない。(ｪ)をあえて使うなら、それはたとえば小説で宇宙人と話している

場面である 



 

(ｧ) ﾉｵ ﾀﾉ┤ﾌ ｲﾏﾉ[ｵﾏｳﾀﾉ ｱﾕ]（私はここに［この集合住宅に］住んでいる） 

(ｨ) ﾉｵ ﾀﾉ┤ﾌ ﾉﾀｵﾉ（私はアルナに住んでいる） 

(ｩ) ﾉｵ ﾀﾉ┤ﾌ ﾉﾀｼﾉﾁﾉﾀｹ（私はアルバザードに住んでいる） 

(ｪ) ﾉｵ ﾀﾉ┤ﾌ ﾉｱﾏﾄﾉｴ（私はアトラスに住んでいる） 

(ｫ) ﾉｵ ﾀﾉ┤ﾌ ﾄﾒｲﾉﾌ（私は霊界に住んでいる） 

 

 逆に狭さについては最小単位がﾀﾉである。ﾀﾉの内部に入り込んでﾒﾁまでいくとﾀﾉ┤ﾒは使

えない(ｬ)。尚、集合住宅の一室は日本語では家でなく一室或いは部屋というが、制アルカ

ではﾀﾉである(ｭ)。というのも集合住宅はｵﾏｳﾀﾉだからである 

 

(ｬ)伃ﾉｵ ﾀﾉ┤ﾒ ﾒﾁ ｱﾕ → ﾉｵ ﾒﾁ┤ﾒ ｲﾏﾉ [ｱﾕ ﾒｱ ﾒﾁ ﾒ ﾉｵ] [ﾉｵ ｳﾉ┤ﾒ ｲﾉｷ ﾒﾁ ｱﾕ]（私はここを

部屋としている［これは私の部屋だ］［私はいつもこの部屋にいる］） 

(ｭ) (ﾌｸ ﾀﾉﾉｵ ﾒ ﾀﾉ ｳﾒ ﾒ ｵﾏｳﾀﾉ ﾂﾌ┤ﾌ ﾀﾉ ﾒ ｵﾏｴ) 伃ﾉｵ ﾒﾁ┤ﾌ ｲﾏﾉ → ﾉｵ ﾀﾉ┤ﾌ ｲﾏﾉ[ﾀﾉ ｱﾕ] 

（（集合住宅の一室の住人が自分の部屋を指して）私はこの部屋に住んでいる） 

 

 (ｬ)からも分かるとおり、ﾒﾁ┤ﾒは部屋をﾏｵとする。用法はﾀﾉ┤ﾒと同じである。逆に(ｭ)で見

たように、集合住宅の一室を指して私はこの部屋に住んでいるとはいえない 

 ﾒﾁ┤ﾒは自分の家に使う。だが、宿泊所に部屋がいくつかあり、そのうちのある部屋を使

うのだということを述べる場合、自宅でなくともﾒﾁ┤ﾒを使うことができる 

 

 また、ｸﾏｲﾄ┤ﾒはホテルなので集合住宅と同じようにある一室（部屋）をﾏｵとする。意味は

「泊まる」である。用法はﾀﾉ┤ﾒと同じである。ただ、ﾀﾉ┤ﾒ,ﾒﾁ┤ﾒが普段住んでいる場所しか

使えないのに対し、ｸﾏｲﾄ┤ﾒはふつう一時的なもので、短くて数時間、長くても数日である。

もっとも、貸しきって何ヶ月も使うような例外もあるが、ふつうはそんなに泊まらないの

で一時的といって良い 

 ﾏｵには旅館やホテルなど、宿泊所しかこれない。ゆえに「泊まる」だからといっても(ｮ)

は非文である。自宅や宿泊地以外に泊まる場合、"ｸﾏｲ┤ﾒ ｲﾉ ｱ"と言う。(ｮ)で見る友人の家

はもちろん、野外、道端、公園のベンチ、学校などもそうである 

 



(ｮ)伃ｷﾌｴ,ﾉｵ ｸﾏｲﾄ┤ﾏ ﾀﾉ ﾒ ｽﾉｿｵ → ｷﾌｴ,ﾉｵ ｸﾏｲ┤ﾏ ｲﾉ ﾀﾉ ﾒ ｽﾉｿｵ（今日は友達の家に泊ま

る） 

 

 一方、ﾉｲｵ┤ﾒ,ﾌｲｵ┤ﾒは毛色が異なる。ﾉｲｵ┤ﾒはﾏｵの思想を持つという抽象的な意味で、ﾌｲｵ

┤ﾒはﾏｵの思想に基づいた生活をするという具体的な意味である 

 ﾏｵに人がくれば、その人の思想に準拠することを意味する(ｯ)。或いはﾏｵが具体的な思想

名ならば、その思想名に準拠することを意味する(ｧｦ)。ﾏｵに詳細な内容がくれば、ﾏｵには

節がくる(ｧｧ)。一つの節に内容が収まりきらない場合、一旦ﾏｵをｴﾏﾉにしておいてから後で

照応するやりかたを取る(ｧｨ)  

 

(ｯ) ﾉｵ ﾉｲｵ┤ﾒ ﾄﾉ（私は彼と同じ思想を抱いている） 

(ｧｦ) ﾉｵ ﾉｲｵ┤ﾒ ｳﾉｼﾉｲｵ（私は現実主義だ） 

(ｧｧ) ﾉｵ ﾉｲｵ┤ﾒ ｶﾌｴｱﾉｵ ｱﾏﾄ┤ﾒ ｶﾉｴｱﾉｵ（私は敗者は勝者に従うべきだという思想を持ってい

る） 

(ｧｨ) ﾉｵ ﾉｲｵ┤ﾒ ｴﾏﾉ┴ ｲﾉｺ ｱﾃﾒｵ┤ﾒ ｺﾌﾄ ﾉﾄ ｲﾌｺ┴ ｶﾏﾄ ｲﾌｺ ｱﾏﾄ┤ﾒ ｲﾉｺ（私はこういう思想を抱い

ている。金持ちは貧乏人に金を寄付する。そして貧乏人は金持ちに従うべきであると） 

 

 もし(ｧｨ)をﾉｲｵ┤ﾒでなくﾌｲｵ┤ﾒに変えると、そのﾕﾄは実際にその思想を実現するべく行動し

ながら生きているということを意味する。つまり、実際に寄付を行ったりしていることを

意味する。つまり、ﾌｲｵ┤ﾒはﾉｲｵ┤ﾒの実践である 

 

 ｶﾌﾀｱ┤ﾒは具体的な生き方をﾏｵに取る動詞である。この場合、「生きる」だけでなく「生活

する」という意味も現われる。ﾏｵがﾒｸになって省略されれば単に「生きる」である 

 ﾏｵが節で収まらないときはﾉｲｵ┤ﾒと同じくｴﾏﾉを使った照応をする(ｧｩ)。尚、生き方が副

詞一語で表現できるならﾏｵの代わりを副詞が表わす(ｧｪ) 

 

(ｧｩ) ﾉｵ ｶﾌﾀｱ┤ﾌﾄ ｴﾏﾉ┴ ﾌｸ ｶﾒﾄｸ,ﾉｵ ｷﾒﾄ┤ﾒ ﾉﾄｷ┴ ｾﾉｵ ﾌｸ ﾒﾀｶﾉ,ﾉｵ ｷﾒﾄ┤ﾒ ﾄﾒｸ（私はこのように

生活したい。ヴェルムには数学を学び、エルヴァには音楽を学ぶ。そのように生きたい） 

(ｧｪ) ﾄﾉ ｶﾌﾀｱ┤ﾉ ｵﾏﾄ（彼は幸せに生きた） 

 



 尚、アスペクトについてだが、ﾀﾉ┤ﾒ～ｸﾏｲﾄ┤ﾒの場合、完了相はその場所からの引越しやチ

ェックアウトを表わす。ﾉｲｵ┤ﾒ,ﾌｲｵ┤ﾒの場合、完了相は思想の変化を表わす。ｶﾌﾀｱ┤ﾒの場合、

完了相は生活内容の変化か、ﾕﾄの死を表わす 

 

ｬ：記憶：ｲﾏﾄ┤ﾒ,ｲﾒﾄ┤ﾒ,ｽﾒﾄ┤ﾒ 

 

惕 

 ﾕﾄは有生でﾏｵは抽具 

ｲﾏﾄ┤ﾒ/ｲﾒﾄ┤ﾒ 

 見知ってはいるもののまだ記憶していない情報や、未知の情報をﾏｵに取る。完了相はﾏｵ

が脳に定着した時点を指す。影響相はﾏｵを覚えていてまだ忘れていないことを指す。ｲﾒﾄ┤ﾒ

は一旦脳に定着していたものを忘れることを表わす。完了相は忘れた時点で、影響相は忘

れたまままだ再記憶していないことを表わす 

 ｲﾏﾄは副詞の場合、「覚えていて～する＝忘れずに～する」。ｲﾒﾄは副詞だと「忘れていて～

する」。ｲﾒﾄの前にﾏｴを置くと「～し忘れる」 

ｽﾒﾄ┤ﾒ 

 既に記憶しているものを引き出すという意味。完了相は思い出したその瞬間を指す 

惕 

 

 いずれも記憶に関する語である。ﾕﾄは有生でﾏｵは抽具 

 

 ｲﾏﾄ┤ﾒのﾏｵは抽象具象どちらでも良い。見知ってはいるもののまだ記憶していない情報や、

未知の情報をﾏｵに取る。完了相はﾏｵが脳に定着した時点を指す。影響相はﾏｵを覚えていて

まだ忘れていないことを指す(ｧ) 

 逆にｲﾒﾄ┤ﾒは一旦脳に定着していたものを忘れることを表わす。完了相は忘れた時点で、

影響相は忘れたまままだ再記憶していないことを表わす(ｨ) 

 ｲﾏﾄは副詞の場合、「覚えていて～する＝忘れずに～する」という意味を持つ(ｩ)。一方、

ｲﾒﾄは副詞だと「忘れていて～する」という意味を持つ(ｪ)。たとえば注意を受けていたのに

それを忘れて～してしまうといった場合に使う。「うっかり～してしまう」といっても良い 

 (ｪ)を応用して動詞を否定すれば「忘れていて～する」から「～し忘れる」を作ることが



できる(ｫ)。「忘れていて～する」の否定は「忘れていて～しない」だから、即ち「～し忘れ

る」と同じである 

 

(ｧ) ﾉｵ ｲﾏﾄ┤ﾉｵ ﾉｵ ﾉｲｱ┤ﾉ ﾄﾉ（私は彼に会ったことを覚えていた） 

(ｨ) ﾉｵ ｲﾒﾄ┤ﾉｵ ﾉｵ ﾉｲｱ┤ﾉ ﾄﾉ（私は彼に会ったことを忘れていた） 

(ｩ) ﾉｵ ﾏｲｱ┤ﾉ ｲﾏﾄ ｱﾕ ﾉﾄ ﾄﾉ（私は忘れずに彼にそれを伝えた） 

(ｪ) ﾉｵ ﾏｲｱ┤ﾉ ｲﾒﾄ ｱﾕ ﾉﾄ ﾄﾉ ｱﾌﾄ ｵﾒｲｱ（私は秘密なのにもかかわらず忘れてそれを彼に伝え

てしまった） 

(ｫ) ﾉｵ ﾏｲｱ┤ﾉ ﾏｴ ｲﾒﾄ ｱﾕ ﾉﾄ ﾄﾉ（私は彼にそれを伝え忘れた） 

 

 一方、ｽﾒﾄ┤ﾒは既に記憶しているものを引き出すという意味を持つ。つまり「思い出す」

である。ﾏｵには思い出す内容がくる。抽象具象を問わない。記憶していないこと、まだ知

らないことは引き出せないのでﾏｵにならない。ｽﾒﾄ┤ﾒの完了相は思い出したその瞬間を指す 

 ｽﾒﾄ┤ﾒｲは「思い出した」で、ｲﾏﾄ┤ﾒｲは「覚えた」で、ｲﾏﾄ┤ﾒｵが「覚えている」である。い

ずれも意味が異なる 

 

ｭ：感覚：ｵﾉ┤ﾒ,ｵﾉｲﾄ┤ﾒ,ﾏｴ┤ﾒ,ﾒｴ┤ﾒ 

 

惕 

 ﾕﾄは有生。ﾏｵは抽具。完了相は感じ終わった或いは考え終わった時点 

ｵﾉ┤ﾒ 

 抽具を自発的に思い起こすこと。また、感覚や感情を感じること。但し、ある感情がそ

の感情を向ける相手との関係で発生する場合、ｵﾉ┤ﾒは使えない 

ｵﾉｲﾄ┤ﾒ 

 ﾏｵを知覚すること。知覚できないものはﾏｵに取れないので、ｵﾉｲﾄ┤ﾒだけは抽象はﾏｵに取れ

ない 

ﾏｴ┤ﾒ/ﾒｴ┤ﾒ 

 ﾒｴ┤ﾒは抽具を意図的に思うことという点でｵﾉ┤ﾒと異なる。ﾏｴ┤ﾒは漠然とした感覚でなく

頭を使った思考という点でﾒｴ┤ﾒと異なる） 

惕 



 

 いずれも感覚や思考に関する語で、ﾕﾄは有生である。ﾏｵは抽具。完了相は感じ終わった或

いは考え終わった時点を表わす。影響相はもう感じておらず、その影響が残っている状態

だけを指す 

 ｵﾉ┤ﾒのﾏｵは具象の場合、ﾏｵのことが思い出されるという自発的な意味になる(ｧ)。抽象の

場合、ﾏｵのことが思い出されるとか、ﾏｵについて思わせられるとか、ﾏｵを感じるといった

意味になる(ｨ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ｵﾉ┤ﾌ ﾄﾉ（彼のことが思い出される） 

(ｨ) ﾉｵ ｵﾉ┤ﾌ ｲﾉｹｱﾌﾉﾄ（愛国主義のことが思い出される） 

 

 また、ｵﾉ┤ﾒはﾏｵに感覚(ｩ)や感情(ｪ)を取ることもできる。ｵﾉ┤ﾒの用法としてはこれがもっ

とも多い 

 

(ｩ) ﾉｵ ｵﾉ┤ﾌ ｾﾉﾌ（痛い） 

(ｪ) ﾉｵ ｵﾉ┤ﾌ ﾏｸｱ（嬉しい） 

 

 尚、気配を感じるとか、～がいる気がするの場合もｵﾉ┤ﾒを使うが、ｳﾉ┤ﾒを使った従属節

を伴う(ｫ) 

 

(ｫ) ﾉｵ ｵﾉ┤ﾌ ﾄﾉ ｳﾉ┤ﾌ ｲﾏﾉ（彼がここにいる気がする） 

 

 ところで、ｵﾉ┤ﾒのﾏｵには全ての感情と感覚がこれるわけではない。好きだという感情は

ｵﾉ┤ﾒ ｴﾉｵではなくｴﾉｵ┤ﾒ ﾏｵである。ある感情がその感情を向ける相手との関係で発生する

場合、ｵﾉ┤ﾒは使えない 

 

 一方、ｵﾉｲﾄ┤ﾒは知覚の意味で、五感で感じるもの以外はﾏｵになれない。感情や感覚など、

抽象は知覚できないのでﾏｵに取れない 

 ｵﾉ┤ﾒと同じﾏｵを取ることができるが、それだとｵﾉｲﾄ┤ﾒの場合、五感のいずれかでﾏｵを知覚

していることになる。(ｧ)では私は彼と一緒にいなくても良いし、いても触ったり見たりし



なくて良い。だが(ｬ)の場合、私は彼を五感のいずれかで知覚しなければならない。たとえ

ば見るなら視覚だし、暗闇で探してて触るなら触覚である 

 

(ｬ) ﾉｵ ｵﾉｲﾄ┤ﾌ ﾄﾉ（彼を知覚する） 

 

 一方、ﾒｴ┤ﾒとｵﾉ┤ﾒは何が違うか。ｵﾉ┤ﾒはﾏｵを想起することが自発的であったのに対し、

ﾒｴ┤ﾒはﾏｵを想起することが意図的である。ｵﾉ┤ﾒが「感じられる」だとするならﾒｴ┤ﾒは「感

じる」「思う」に当たる。取るﾏｵはおおよそ変わらないが、自発的か意図的かというニュア

ンスが異なる 

 日本語では「彼女は彼を思う」というと恋愛の意味で使われることが多い。だが、ﾒｴ┤ﾒ

は中立的である。もちろん恋愛対象を思い浮かべる場合もあるが、基本的にただﾏｵを想起

するだけである 

 

(ｭ) ﾉｵ ﾒｴ┤ﾌ ﾒｱﾌ（妹のことを考える（ただ想起するだけ）） 

(ｮ) ﾉｵ ﾒｴ┤ﾌ ｱﾌﾉｵ（恋人のことを思う（恋愛対象として）） 

 

 また、感覚や感情をﾏｵに取ることもできるが、その場合ｵﾉ┤ﾒとは意味が違う(ｯ) 

 

(ｯ) ﾉｵ ﾒｴ┤ﾌ ｾﾉﾌ ﾒ ﾄﾉ（彼の痛みとはどのようなものか想像する） 

 

 一方、ﾏｴ┤ﾒはﾒｴ┤ﾒとおおよそ同じﾏｵを取るが、ﾒｴ┤ﾒが思考をあまり使わない感覚的なも

のであるのに対し、ﾏｴ┤ﾒは思考的である。理路整然としてものごとを順序立てて考えるの

がﾏｴ┤ﾒである。ゆえに数学の問題など、頭を使うものはﾏｴ┤ﾒであり、ﾒｴ┤ﾒとはいわない 

 また、ﾒｴ┤ﾒ同様、感覚や感情をﾏｵに取れるが、その場合はﾏｵという感覚・感情について

どのようなものか思考するという意味になる(ｧｦ) 

 

(ｧｦ) ﾉｵ ﾏｴ┤ﾌ ﾒｸｱ（悲しみとは何かについて考える） 

 

ｮ：喜楽：ﾏｸｱ┤ﾒ,ﾒｸｱ┤ﾒ,ｵﾏﾄ┤ﾒ,ｵﾒﾄ┤ﾒ,ｼﾉｵ┤ﾒ,ｼﾌｵ┤ﾒ 

 



惕 

 ﾏｵﾉ。動詞はﾏｵにその感情を持たせるという使役的な意味。ﾕﾄ,ﾏｵ有生（ 

ﾏｸｱ┤ﾒ/ﾒｸｱ┤ﾒ 

 好ましい状況を歓迎する気持ち 

ｵﾏﾄ┤ﾒ/ｵﾒﾄ┤ﾒ 

 好ましい状況に対し、運が良いとか恵まれていると思う気持ち 

ｼﾉｵ┤ﾒ/ｼﾌｵ┤ﾒ 

 愉快な状況に積極的に参加しようという感情） 

惕 

 

 いずれもﾏｵﾉで、動詞として使うとﾏｵを喜ばせるといった使役的な意味になる(ｧ)(ｨ)。ﾏｵ

ﾉの場合、原因はｸﾉｵを取る。ﾕﾄは有生。ﾏｵも有生。ﾏｵﾉを取る。感情なのでｵﾉ┤ﾒのほうが優

勢 

 

(ｧ) ﾉｵ ｵﾉ┤ﾌ ﾏｸｱ ｸﾉｵ ﾄﾉ（彼のおかげで嬉しい） 

(ｨ) ﾉｵ ﾏｸｱ┤ﾌ ﾄﾉ（彼を喜ばせる） 

 

 ﾏｸｱは好ましい状況を歓迎することで、「嬉しい」の意味である。一方、ｵﾏﾄは好ましい状

況が起きたときに、運が良いとか恵まれていると思う気持ちを表わす。つまり「幸せ」に

当たる 

 これらはどちらも似ている。だが、ﾏｸｱは状況の好ましさに焦点を当てるのに対し、ｵﾏﾄ

は恵まれている程度に焦点を当てるという違いがある。ただ、これらは共起することが多

いので、同時に感じることが多い。しかし共起しない稀な例も考えうる。状況としては好

ましいが恵まれてはいないという場合、或いはその逆である。だが、ふつうはどちらも同

時に感じるので、より感じたほうを代表として述べるか、或いはどちらも述べるかといっ

た選択をする 

 

 一方、ｼﾉｵは状況を愉快だと思うことで、「楽しい」に当たる。ﾏｸｱに近い。ｼﾉｵはその愉

快な状況に積極的に参加しようという感情である。サッカーは楽しいという場合、サッカ

ーに積極的に参加したり観戦したりしようという感情を持っているといえる。ﾏｵが人の場



合、その人が愉快なので積極的に話したいと思うという感情を表わす 

 それに比べてﾏｸｱは積極性でなく、単に好ましい状況を歓迎しようという感情である。つ

まり、ﾏｸｱが受動的であるのに対し、ｼﾉｵは能動的であるといえる 

 

 ここで、これまでに述べたﾏｸｱ,ｵﾏﾄ,ｼﾉｵの違いを表わした用例を三つ挙げる 

 

(ｩ) ﾉｵ ﾏｸｱ┤ﾌ ﾄﾉ（彼を喜ばせる（彼は私がいることが原因で嬉しい）） 

(ｪ) ﾉｵ ｵﾏﾄ┤ﾌ ﾄﾉ（彼を幸せにする（彼は私がいることが原因で自分は恵まれていると思う）） 

(ｫ) ﾉｵ ｼﾉｵ┤ﾌ ﾄﾉ（彼を楽しいものにさせる。彼が面白い人） 

 

 尚、ﾒｸｱ,ｵﾒﾄ,ｼﾌｵに関しては全てそれぞれの逆の気持ちである。たとえばﾒｸｱの場合、その

状況を嫌だと思って嫌煙している感情を表わす 

 

ｯ：怒：ﾂﾏ┤ﾒ,ﾂﾒ┤ﾒ,ﾂﾏｲ┤ﾒ,ｹﾉｺｹ┤ﾒ 

 

惕 

ﾂﾏ┤ﾒ/ﾂﾒ┤ﾒ 

 ﾏｵﾉ。ﾕﾄ,ﾏｵ有生。原因はｸﾉｵ格。ﾂﾏはｸﾉｵに対する怒り。ﾂﾏ┤ﾒはﾏｵを怒らせるの意味 

ﾂﾏｲ┤ﾒ 

 ﾂﾏｲ┤ﾒはﾕﾄ,ﾏｵ有生で、「叱る」の意味。非ﾏｵﾉ 

ｹﾉｺｹ┤ﾒ 

 ﾏｵﾉ。ﾕﾄ,ﾏｵ有生。原因はｸﾉｵ格。イライラを表わす。ｹﾉｺｹ┤ﾒはﾏｵをイライラさせること 

惕 

 

 ﾂﾏ┤ﾒ/ﾂﾒ┤ﾒはﾏｵﾉ。ﾕﾄ,ﾏｵ有生。原因はｸﾉｵ格 

 ﾂﾏはｸﾉｵに対する怒りである。ﾂﾒは逆にｸﾉｵに対する柔和な気持ちである。後者は頻度が

少ない。怒りの矛先はﾉﾄが受ける 

 ﾂﾏ┤ﾒはﾏｵを怒らせるの意味で、ﾂﾒ┤ﾒは柔和にするの意味である。怒っている人をﾂﾒ┤ﾒす

ることも、怒っても柔和でもない通常状態の人をﾂﾒ┤ﾒすることもできる。ﾂﾏ┤ﾒについても

同様に、柔和な人を怒らせることも、通常状態の人を怒らせることもできる。無論、ﾏｸｱを



感じている人を怒らせてﾂﾏを感じさせることもできる 

 

 一方、ﾂﾏｲ┤ﾒはﾕﾄ,ﾏｵ有生で、「叱る」の意味。非ﾏｵﾉ。ふつう口に出して怒ることだが、折

檻だけでもﾂﾏｲ┤ﾒといえる 

 

 ｹﾉｺｹはﾏｵﾉ。ﾕﾄ,ﾏｵ有生。原因はｸﾉｵ格 

 ｹﾉｺｹはイライラを表わす。ﾂﾏの下位概念である 

 ｹﾉｺｹ┤ﾒはﾏｵをイライラさせることを表わす 

 

ﾉｵ ｵﾉ┤ﾌ ﾂﾏ ﾉﾄ ﾄﾉ 彼に怒っている 

ﾉｵ ｵﾉ┤ﾌ ｹﾉｺｹ ﾉﾄ ﾄﾉ 彼にイライラしている 

ﾉｵ ﾂﾏｲ┤ﾉ ﾄﾉ 彼を叱った 

 

ｧｦ：迷：ｻﾒﾄｴ┤ﾒ,ｻﾒｴ┤ﾒ,ﾄﾉﾁｵ┤ﾒ,ﾄﾌﾁｵ┤ﾒ,ﾂﾉﾄ┤ﾒ,ﾂﾌﾄ┤ﾒ,ﾁﾉｲ┤ﾒ,ﾁﾌｲ┤ﾒ 

 

惕 

 ﾏｵﾉ。ﾕﾄ,ﾏｵ有生（ 

ｻﾒﾄｴ┤ﾒ 

 自分が何をすれば良いのかは分かっているけれども、それでも問題を解決できなくて困

り悩む気持ち 

ｻﾒｴ┤ﾒ 

 ｻﾒｴは起きたことに対して悔やむことで、「後悔」の意味 

ﾄﾉﾁｵ┤ﾒ/ﾄﾌﾁｵ┤ﾒ 

 ﾄﾌﾁｵは問題に対してどうすれば良いのか分からない状態や気持ち。ﾄﾉﾁｵはその反対で、悟

るの意味） 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ,ﾏｵ有生（ 

ﾂﾉﾄ┤ﾒ/ﾂﾌﾄ┤ﾒ 

 ﾂﾌﾄ┤ﾒは「決めあぐねること」を意味する。決めあぐねる具体的な内容をﾏｵに取れるため、

具体的な内容があればﾄﾌﾁｵよりﾂﾌﾄ┤ﾒのほうが使われる 



ﾁﾉｲ┤ﾒ/ﾁﾌｲ┤ﾒ 

 ﾁﾌｲ┤ﾒは｢選ぶ」で、ﾁﾉｲ┤ﾒは「篩う」。ﾁﾌｲ┤ﾒは選ぶだから選択肢がない場合は使えない。

一方、ﾂﾉﾄ┤ﾒは選択肢がなくても使える） 

惕 

 

 ｻﾒﾄｴ┤ﾒ,ｻﾒｴ┤ﾒ,ﾄﾉﾁｵ┤ﾒ,ﾄﾌﾁｵ┤ﾒはﾏｵﾉ。ﾕﾄ,ﾏｵ有生。残り四つは非ﾏｵﾉで、以下同様 

 

 ﾄﾌﾁｵは問題に対してどうすれば良いのか分からない状態や気持ちを指す。対処法、解決法

など、自分のすべきことが分からずに迷う場合に使う。ﾄﾉﾁｵは逆に自分のすべきことが分か

っていて悟っている状態や気持ちを指す 

 一方、ｻﾒﾄｴは自分が何をすれば良いのかは分かっているけれども、それでも問題を解決で

きなくて困り悩む気持ちを指す。太っている人は痩せることが対処法だが、それが分かっ

ているのにダイエットできずに太り続ける場合、ｻﾒﾄｴに当たる。道に迷っている人はどの道

を行けば良いのかという方法が分からないのでﾄﾌﾁｵに当たる 

 ﾄﾌﾁｵは解決法を与えれば解消されるが、ｻﾒﾄｴは解決法は既に分かっているだけにかえって

深刻である。ﾄﾌﾁｵを解消してもｻﾒﾄｴに陥る場合がある 

 

 ｻﾒｴは起きたことに対して悔やむことで、「後悔」の意味である。ﾏｵﾉなので(ｧ)のように

使う 

 

(ｧ)伃ﾉｵ ｻﾒｴ┤ﾌ ｱﾉｻｴ → ﾉｵ ｵﾉ┤ﾌ ｻﾒｴ ﾉﾄ[ｸﾉｵ] ｱﾉｻｴ（テストの出来に後悔している） 

 

 ｻﾒﾄｴがひたすら困ったと思うことで、ﾄﾌﾁｵがどうすれば良いのかと悩むことである一方、

ｻﾒｴはああしなければ良かったと否定的に考えることである。ｻﾒﾄｴやﾄﾌﾁｵはその問題からの

脱却を目標にしている一方で、ｻﾒｴは単に否定的に悔やみ続けるだけである。ｻﾒｴのほうが

ｻﾒﾄｴ,ﾄﾌﾁｵより後ろ向きで否定的で消極的である 

 

 一方、ﾂﾌﾄ┤ﾒはﾄﾌﾁｵと似た意味を持つが、ﾄﾌﾁｵは「すべきことを知らない状態」を意味し、

ﾂﾌﾄ┤ﾒは「決めあぐねること」を意味する。決めあぐねる具体的な内容をﾏｵに取れるため、

具体的な内容があればﾄﾌﾁｵよりﾂﾌﾄ┤ﾒのほうが使われる 



 

 ﾂﾌﾄ┤ﾒの反対はﾂﾉﾄ┤ﾒで、決めるの意味である。何に決めるかはﾄﾒｳで表わす(ｨ) 

 

(ｨ) ﾉｵ ﾂﾉﾄ┤ﾌｲ ﾄﾉ ﾄﾒｳ ﾀﾏｴ（私は彼を長に決めた） 

 

 ところで、(ｨ)は(ｩ)でも言い換えられる 

 

(ｩ) ﾉｵ ﾁﾌｲ┤ﾌｲ ﾄﾉ ﾄﾒｳ ﾀﾏｴ（私は彼を長に選んだ） 

 

 ﾂﾉﾄ┤ﾒとﾁﾌｲ┤ﾒの違いは決めるか選ぶかの違いである。ﾁﾌｲ┤ﾒは選ぶだから選択肢がない場

合は使えない。一方、ﾂﾉﾄ┤ﾒは選択肢がなくても使える。(ｨ)(ｩ)では両者の違いは出てこな

いが、(ｪ)(ｫ)では意味が異なる 

 

(ｪ) ﾉｵ ﾂﾉﾄ┤ﾌｲ ﾏﾁ ｱﾕ（この規則を決めた（＝この規則の内容を作って制定した）） 

(ｫ) ﾉｵ ﾁﾌｲ┤ﾌｲ ﾏﾁ ｱﾕ（この規則を選んだ（＝いくつかある規則候補の中からこの規則を選

んだ） 

 

 尚、ﾁﾌｲ┤ﾒの反対はﾁﾉｲ┤ﾒである。これは篩うという意味である。ﾁﾌｲ┤ﾒが選択肢の中から

ﾏｵという必要なものを取り出して拾うのに対し、ﾁﾉｲ┤ﾒは選択肢の中からﾏｵという不必要な

ものを取り出して捨てることを意味する。したがって(ｬ)(ｭ)は同義である 

 

(ｬ) ﾉｵ ﾁﾌｲ┤ﾌｲ ﾄﾉ ﾄﾒｳ ｶﾉｴｱﾉｵ ﾌﾄ ﾀﾉｷﾉｵ（候補者の中から彼を勝利者として選んだ） 

(ｭ) ﾉｵ ﾁﾉｲ┤ﾌｲ ﾄﾉ ﾄﾒｳ ｶﾌｴｱﾉｵ ﾌﾄ ﾀﾉｷﾉｵ（候補者の中から彼を敗者として篩った） 

 

ｧｧ：動揺：ｵﾉｲ┤ﾒ,ｵﾌｲ┤ﾒ,ﾀﾒｷ┤ﾒ,ﾀﾏｷ┤ﾒ,ｽﾌｱ┤ﾒ,ｸﾉｹﾉ┤ﾒ,ﾉｸﾒｴ┤ﾒ,ｶﾒｸ┤ﾒ,ｶﾏｸ┤ﾒ,ｵﾏｻ┤ﾒ,ｵﾒｻ┤ﾒ,ｱﾌ

ｱｵ┤ﾒ 

 

惕 

 ﾏｵﾉ。ﾕﾄ,ﾏｵ有生。動詞はﾏｵをその感情を持った状態にさせるという使役的な意味（ 

ｵﾉｲ┤ﾒ/ｵﾌｲ┤ﾒ 



 ｵﾉｲは驚き。ｵﾌｲは平然 

ﾀﾏｷ┤ﾒ/ﾀﾒｷ┤ﾒ 

 ﾀﾏｷは興奮。ﾀﾒｷは沈静 

ｽﾌｱ┤ﾒ 

 焦り。問題と目的は把握している 

ｸﾉｹﾉ┤ﾒ 

 混乱 

ﾉｸﾒｴ┤ﾒ 

 おののき。近寄らないようにしたり動けなくなったりすることを表わす 

ｶﾏｸ┤ﾒ/ｶﾒｸ┤ﾒ 

 ｶﾏｸは恐怖のない勇敢な気持ち。ｶﾒｸは恐怖 

ｵﾏｻ┤ﾒ/ｵﾒｻ┤ﾒ 

 ｵﾏｻは緊張。ｵﾒｻは弛緩 

ｱﾌｱｵ┤ﾒ 

 ｱﾌｱｵはマイナスかつ消極的な感情のせいで自分の思うとおりの行動ができないとき 

惕 

 

 恐怖や驚きなどの動揺を表わす語で、全てﾏｵﾉ。ﾕﾄ,ﾏｵ有生。動詞はﾏｵをその感情を持った

状態にさせるという使役的な意味である 

 

 ｵﾉｲは驚きである。逆にｵﾌｲは全く驚かない平然を意味する。わっと驚かされたのに何も

なかったかのようにしている場合、ｵﾌｲに当たる 

 ｵﾌｲに似たものにﾀﾒｷがあるが、こちらは落ち着いているという意味である。平然ではな

くむしろ穏やかな気分に当たる。驚かされて全く驚かない場合には使えない。風呂に入っ

て気持ちがリラックスして落ち着いているときなどに使う 

 逆にﾀﾏｷは沈静していない興奮した状態を指す。仕事で神経が高ぶっていたりスポーツで

体が火照っているときなどに使う。勿論この場合ｵﾉｲには当たらない 

 尚、ﾀﾏｷ┤ﾒ,ﾀﾒｷ┤ﾒはﾏｵに無生も取れる。その場合、ﾏｵを荒れた状態にするとか整然とした

状態にするという意味になる(ｧ) 

 



(ｧ) ﾉｵ ﾀﾒｷ┤ﾌｲ ﾒﾁ ﾒ ﾉｵ（自分の部屋を片付けた） 

 

 一方、ｵﾉｲに近いものにｽﾌｱがある。ｽﾌｱは焦りを表わす。目的の事柄が実現しないとき、

早く実現させたくて落ち着きを失って急ぐ気持ちを表わす 

 また、ｸﾉｹﾉは突然の予期せぬ驚くべき事態に遭遇し、どうすれば良いかわからず落ち着

きを失うことを表わす。ｽﾌｱは問題と目的が分かっているがｸﾉｹﾉは自分のすべきことさえ分

からない。そのため、ｸﾉｹﾉのほうがｽﾌｱより混乱度が高い。ｽﾌｱは目的実現に急ごうとする

が、ｸﾉｹﾉはそれもなく単に慌てるだけである 

 一方、ﾉｸﾒｴは自分の力では適わないものに遭遇したときに、恐れて近寄らないようにし

たり動けなくなる気持ちを指す。これもﾏｵﾉなので(ｨ)のように使う 

 

(ｨ) ﾉｵ ｵﾉ┤ﾌ ﾉｸﾒｴ ｸﾉｵ ｺﾒﾄ（私は銃を前にしておののいた） 

 

 ﾉｸﾒｴは恐怖が原動力になっている。そしてその結果、近寄らないようにしたり動けなく

なったりすることを表わす。単に恐怖を感じていることだけを言いたい場合、ｶﾒｸを使う。

これはｸﾉｵに対して恐怖を感じていることを指す 

 逆にｶﾏｸはｸﾉｵに対してなんら恐怖を感じてなく、むしろ勇敢な気持ちで接していること

を指す(ｩ) 

 

(ｩ) ﾉｵ ｵﾉ┤ﾌ ｶﾏｸ ﾉﾄ ｶﾉｴ（戦争など少しも怖くない） 

 

 また、恐怖と少し近い分野に緊張がある。緊張はｵﾏｻである。ｵﾏｻを感じると失敗しない

ように気を使い、体も硬くなる。ふつう好ましくないので、悪い意味で使われる 

 逆にｵﾒｻは緊張の全くない弛緩した状態である。気も使わないし、体もだれている。だが

これもｵﾏｻ同様ふつう好ましくないとされ、悪い意味で使われることが多い。人間には適度

なｵﾏｻとｵﾒｻが必要とされ、偏りは好ましくない 

 だが、気持ちがリラックスしてくつろいでいるときの適度な弛緩は良いとされ、この場

合のｵﾒｻは歓迎される(ｪ) 

 

(ｪ) ﾉｵ ｵﾉ┤ﾌ ｵﾒｻ ｸﾉｵ ﾒﾀｳ（風呂のおかげで気持ちがくつろいでいる） 



 

 一方、緊張と近い分野にシャイがあるが、シャイはｱﾌｱｵである。ｱﾌｱｵは緊張したり恥ず

かしがったり恐れたりして人前で自分の思うように行動できないときの気持ちを指す。ｱﾌｱ

ｵを感じるときは内気で気が弱くなって声も小さめ、体勢も俯き気味になりがちである 

 また、怒られて萎縮しているときもｱﾌｱｵである。この点は日本語の内気とは違う。緊張、

恥、恐怖など、マイナスかつ消極的な感情のせいで自分の思うとおりの行動ができないと

きは全てｱﾌｱｵに当たる 

 

ｧｨ：落胆：ﾉｻﾒｵ┤ﾒ,ﾒﾄﾉｵｹ┤ﾒ,ｷﾌｵｹ┤ﾒ,ｷﾉｵｹ┤ﾒ 

 

惕 

 ﾕﾄ,ﾏｵ有生。ｷﾉｵｹ┤ﾒ/ｷﾌｵｹ┤ﾒはﾏｵに抽具もあり（ 

ﾉｻﾒｵ┤ﾒ 

 「呆れる」。原因に対して対処したり関わる気力が減り、評価も下げること。原因は人ま

たは人為的なもの。呆れた事態よりも原因そのものに焦点がいく 

ﾒﾄﾉｵｹ┤ﾒ 

 「失望」。結果が期待外れであること。原因に対して予め期待がなければ使えない点でﾉｻ

ﾒｵと異なる。ﾉｻﾒｵよりは失望する原因よりも結果そのものに焦点がいく 

ｷﾉｵｹ┤ﾒ/ｷﾌｵｹ┤ﾒ 

 ｷﾌｵｹは面白みが感じられなくなって場や人が沈静化すること。ｷﾉｵｹは逆に場や人が盛り

上がること） 

惕 

 

 ﾕﾄ,ﾏｵ有生。ｷﾉｵｹ┤ﾒ/ｷﾌｵｹ┤ﾒはﾏｵに抽具もある 

 

 ﾉｻﾒｵは悪い事態が起こって対処すべき行動や言葉を失い、その事態に対処したり関わっ

たりする気力が減ることを表わす。また、その悪い事態を引き起こした原因に対して評価

を下げることも意味する。更に、その原因がその事態を起こしたことを俄かには信じがた

いと思っているニュアンスも持つ。つまり「呆れる」である。ﾏｵﾉでｸﾉｵにはふつう人か、

人が引き起こした事態がくる(ｧ)(ｨ) 



 

(ｧ) ﾉｵ ｵﾉ┤ﾌ ﾉｻﾒｵ ﾉﾄ ｱﾌ（君には呆れるよ） 

(ｨ) ﾉｵ ｵﾉ┤ﾌ ﾉｻﾒｵ ﾉﾄ[ｸﾉｵ] ｱﾌ ｴﾏﾉ┤ﾉ（君のしたことには呆れるよ） 

 

 同じ悪い事態でも自然発生的なものにはふつうﾉｻﾒｵを使わない。ふつうﾉｻﾒｵは人為的な

原因に対して抱く気持ちである。よって(ｩ)は非文である 

 

(ｩ)伀ﾉｵ ｵﾉ┤ﾌ ﾉｻﾒｵ ｸﾉｵ ﾃﾉﾄｷﾉﾌ ｱﾕ（この山火事には呆れるよ） 

 

 ところが(ｩ)はある解釈を取れば非文でなくなる。もしこの山火事が放火魔の起こした人

為的なものであったり、工場のミスで起こした爆発が原因だったりする場合である。その

ときは人為的な山火事であるため、(ｩ)を使ってその山火事を起こした人間に対して呆れる

という意味になることができる 

 但し、完全な自然現象で人為的な余地がない場合、ﾉｻﾒｵは使えない(ｪ) 

 

(ｪ)伀ﾄﾉﾄﾉ,ｻﾉﾉ ﾒｱ ｱﾉｳ┴ ﾉｵ ｵﾉ┤ﾒ ﾉｻﾒｵ ｸﾉｵ ｱﾉｳﾉｱﾌｵ ﾒ ｻﾉﾉ（まったく、なんて光は速いんだ。

光の速さには呆れるばかりだよ） 

 

 この場合、ﾉｻﾒｵではなくｵﾉｲを使えば非文でなくなる 

 

 次に、ﾒﾄﾉｵｹは結果が期待はずれでがっかりすることを表わす。その結果は抽具いずれで

も良い。つまり「失望」である。ﾉｻﾒｵは起こった事態に対して抱く気持ちであり、ﾒﾄﾉｵｹは

予め結果を期待していたことが裏切られた場合に抱く気持ちである。つまり予め結果を期

待していることを強調するのがﾒﾄﾉｵｹである 

 また、ﾉｻﾒｵのほうがより原因に対する気持ちで、ﾒﾄﾉｵｹのほうがより結果そのものに対す

る気持ちであるというのも特徴である 

 

(ｫ) ﾉｵ ｵﾉ┤ﾌ ﾉｻﾒｵ ﾉﾄ ｱﾉｻｴ ﾒ ｱﾌ（君のテストには呆れるよ） 

(ｬ) ﾉｵ ｵﾉ┤ﾌ ﾒﾄﾉｵｹ ﾉﾄ ｱﾉｻｴ ﾒ ｱﾌ（君のテストにはがっかりするよ） 

 



 (ｫ)は君に対する落胆が強く、(ｬ)ではテストに対する落胆が強い。更に(ｫ)のほうが(ｬ)に

比べて「常識的に考えて、なぜこんな点を取ったのか信じられない。ふつうこんな間抜け

はしないだろう」といった俄かには信じがたいという気持ちがある 

 

 一方、ｷﾌｵｹ┤ﾒは面白みが感じられなくなって場や人が沈静化することで、「白ける」であ

る。白けるのが人でも座でもﾏｵﾉか動詞を取る(ｭ)(ｮ)(ｯ)(ｧｦ)  

 

(ｭ) ﾉｵ ｵﾉﾌ┤ ｷﾌｵｹ ｸﾉｵ ｱﾌ（君のせいで興ざめだ） 

(ｮ) ｱﾌ ｷﾌｵｹ┤ﾌ ﾉｵ（君のせいで興ざめだ） 

(ｯ) ｱﾌ ｷﾌｵｹ┤ﾉ ﾉﾄｵﾉ（君が宴会を白けさせた） 

(ｧｦ) ﾉﾄｵﾉ ﾉｱ ｷﾌｵｹ（宴会が白けた） 

 

 逆にｷﾉｵｹ┤ﾒは面白みを感じて場や人が興奮することで、「盛り上がる」である。文法的な

使い方としては(ｭ)～(ｧｦ)と同じである 

 

ｧｩ：健康：ﾉｵｹ┤ﾒ,ﾌｵｹ┤ﾒ,ｶﾉﾄ┤ﾒ,ｶﾌﾄ┤ﾒ,ｲﾒﾉ┤ﾒ,ｲﾒﾌ┤ﾒ 

 

惕 

 ﾏｵﾉ。ﾕﾄ,ﾏｵ有生。ﾏｵﾉとともに繋詞も共存する。ﾏｵﾉ＝精神的。繋詞＝肉体的（ 

ﾉｵｹ┤ﾒ/ﾌｵｹ┤ﾒ 

 ﾉｵｹは精神や肉体に疲労がなく、気力も活力もある状態。「元気」 

ｶﾉﾄ┤ﾒ/ｶﾌﾄ┤ﾒ 

 ｶﾉﾄは病気がないという意味。「健康」。「～にかかっている」はその病名を使った繋詞 

ｲﾒﾉ┤ﾒ/ｲﾒﾌ┤ﾒ 

 ｲﾒﾉはそのものの元々あるべき状態に戻すこと。ﾉｵｹ/ｶﾉﾄをおおまか覆う上位概念だが、元

気や健康といった細かな区別がなく、これらとは基本的に別次元の語） 

惕 

 

 全てﾏｵﾉ。ﾕﾄ,ﾏｵ有生。ﾏｵﾉとともに繋辞も共存する 

 



 ﾉｵｹは精神や肉体に疲労がなく、気力も活力もある状態。即ち「元気」である。ﾌｵｹは逆

に疲れた状態のことである 

 ｶﾉﾄは元気に近いが、病気がないという意味である。病気のない健康な人が一日遊び倒し

て疲れて帰ってきた場合、ｶﾉﾄであるがﾌｵｹである。ﾉｵｹではない。ゆえにｶﾉﾄとﾉｵｹは別物であ

る 

 逆にｶﾌﾄは病気を持っている状態である。「～病にかかる」は(ｧ)のように、病名を繋詞に

する 

 

(ｧ) ﾉｵ ﾒｱ ｽﾉｽｶﾌﾄ（私は喘息にかかっている（喘息持ちである）） 

 

 病気を持っている人は疲れやすいが、だからといってｶﾌﾄとﾌｵｹが共起するとは限らない。

慢性の持病で寝込んでいる人は毎日疲れているわけではない。疲れたと感じる日もあれば

今日は病気だが元気だと感じる日もある 

 仮に自分の体力や気力の上限をｧｦｦ％とすると、ﾉｵｹは体力や気力がｧｦｦ％に近い状態を指

し、ﾌｵｹはｧｦｦ％から遠い状態を指す。一方、ｶﾉﾄ,ｶﾌﾄは体力とは関係ない。体力や気力ｧｦｦ％

の人が病気になることもあるし、ｫｦ％しかない虚弱な人が病気は持たずに健康ということ

もある。この点でﾉｵｹ/ﾌｵｹとｶﾉﾄ/ｶﾌﾄは異なる 

 

 尚、これらはﾏｵﾉを取れば精神的な意味で使われ、繋辞を取れば肉体的な意味で使われる

(ｨ)～(ｫ) 

 

(ｨ) ﾉｵ ｵﾉ┤ﾌ ﾉｵｹ[ﾌｵｹ]（私は気持ちが元気だ[疲れている]） 

(ｩ) ﾉｵ ﾌｱ ﾉｵｹ[ﾌｵｹ] （私は体が元気だ[疲れている]） 

(ｪ) ﾉｵ ｵﾉ┤ﾌ ｶﾉﾄ[ｶﾌﾄ] （私は心が健康だ[病だ]） 

(ｫ) ﾉｵ ﾌｱ ｶﾉﾄ[ｶﾌﾄ] （私は体が健康だ[病気だ]） 

 

 また、ｲﾒﾉは「あるべき状態」を表わし、ｲﾒﾌは「あるべきでない状態」を、いうなれば

「ないべき状態」を表わす。ﾏｵには有生だけでなく無生も取れる。機械のような無生にと

ってはｲﾒﾌは故障した状態を表わすが、有生にとってのｲﾒﾌは様々である。態度、姿勢、生

活習慣、言葉遣い、仕事、勉強、健康など様々な解釈がありうる。その解釈はふつう文中



で判断される。特に断りがない場合、体力・気力・怪我や病気について述べる 

 その解釈はｲﾒﾉがﾏｵﾉ・繋辞のどれで使われているかである程度判断できる。ﾏｵﾉなら精神

的な面で直すといっている(ｬ)。繋辞なら肉体的(ｭ)である。(ｮ)になると(ｬ)(ｭ)の違いは中

和され、直すことが動作を伴った行為として見られる 

 

(ｬ) ﾉｵ ｵﾉ┤ﾌ ｲﾒﾉ（気持ちが元に戻った） 

(ｭ) ﾉｵ ﾌｱ ｲﾒﾉ（具合が元に戻った） 

(ｮ) ﾉｵ ｲﾒﾉ┤ﾌ ｵﾏｴ（自分を元の状態に戻す） 

 

 (ｬ)～(ｮ)で見るとおり、元々そうであるべき状態というのが分かっていて、その状態でな

くなってしまったものをその状態に戻すというのがｲﾒﾉの本質である。そのものの本来ある

べき状態というのが分からないとｲﾒﾉとはいえない。これはｲﾒﾌについても同様である 

 ｲﾒﾉは結局、元のあるべき状態に戻すことなので、それが元気か病気かという区別を持た

ない。ﾉｵｹやｶﾉﾄをおおまか覆うような別次元の語である 

 

ｧｪ：眠：ｸﾏｲ┤ﾒ,ｸﾒｲ┤ﾒ,ｵﾉｻｳ┤ﾒ 

 

惕 

 ﾏｵﾉ。ﾕﾄ,ﾏｵ有生（ 

ｸﾏｲ┤ﾒ/ｸﾒｲ┤ﾒ 

 ｸﾏｲ┤ﾒは「眠らせる」、ｸﾒｲ┤ﾒは「起こす」。ｸﾏｲ┤ﾒの完了相は寝入った時点。ｸﾒｲ┤ﾒは起き

た時点。ｵﾏｴ型だと意図的に寝る。ﾏｵﾉだとうっかり居眠りする 

ｵﾉｻｳ┤ﾒ 

 病気や怪我やショックなどが原因でﾏｵを「昏睡させる」こと） 

惕 

 

 ｸﾏｲ┤ﾒは「眠らせる」、ｸﾒｲ┤ﾒは「起こす」で、ともにﾕﾄ,ﾏｵ有生。横になるという意味でな

く睡眠するという意味である。ともにﾏｵﾉ。睡眠時間はｹﾕ格を取る。寝る場所はｲﾉで表わす

が、無標なら自分のベッドや布団である(ｧ) 

 



(ｧ) ﾄﾉ ｸﾏｲ┤ﾉ ｸﾌﾏ ｲﾉ ｷﾏｵｴｲﾌ ﾌｸ ｹﾒｶ ｹﾕ ｵﾏ ｷﾒﾉ（彼は夜、娘をベンチに７時間寝させた） 

 

 また、ｸﾏｲ┤ﾒの完了相は寝入った時点を表わす。ｸﾒｲ┤ﾒは起きた時点である 

 

 ところで、寝るのが自分である場合、ﾏｵﾉか再帰形を取るが、これらはニュアンスが異な

る。(ｨ)は自分の意思と関係なく自然に眠ってしまう場合で、寝過ごすときや居眠りすると

きに使う。(ｩ)は自分が意図的に自分を眠らせる場合で、毎夜の睡眠に使う 

 

(ｨ) ﾉｵ ﾉｱ ｸﾏｲ（私は眠ってしまった） 

(ｩ) ﾉｵ ｸﾏｲ┤ﾉ ﾏﾀ（私は寝た） 

 

 一方、ｵﾉｻｳ┤ﾒは「昏睡させる」であり、ﾕﾄ,ﾏｵともに有生。ﾏｵﾉ。病気や怪我、ショックな

どが原因で昏睡することをいう。見た目には寝ているように見えるため、観測者によって

は誤ってｸﾏｲ┤ﾒで表わすこともありえる。ただ、それが昏睡であると観測者が知っている場

合は必ずｵﾉｻｳ┤ﾒを使う。また、昏睡と睡眠は別物であるため、「彼は殴られて昏睡し、眠り

に入った」とはいえない(ｪ) 

 

(ｪ)伀ﾄﾉ ｼﾉﾏｴ┤ﾉ ｾﾕ,ｵﾉｻｳ┤ﾉ ｾﾕ,ﾉｱ ｸﾏｲ → ﾄﾉ ｼﾉﾏｴ┤ﾉ ｾﾕ,ｵﾉｻｳ┤ﾉ ｾﾕ 

 

 (ｪ)はｵﾉｻｳ┤ﾉ ｾﾕの代わりにﾉｱ ｵﾉｻｳとすると、殴った相手の昏睡させようという意図が薄

れる。殴ったら昏睡してしまったというニュアンスになる 

 

 尚、ｵﾉｻｳ┤ﾒの完了相は昏睡状態が始まった時点である 

 また、ｵﾉｻｳ┤ﾒはふつう再帰形がない。敢えていうこともできるが、特別な意味を持つ。

たとえばわざと頭をぶつけて昏睡させようとするという場合である(ｫ) 

 

(ｫ) ﾉｵ ｵﾉｻｳ┤ﾉ ｵﾏｴ（私は自分を昏睡させた） 

 

ｧｫ：泣笑：ﾒｵﾉ┤ﾒ,ｴﾕﾒ┤ﾒ,ｺﾉﾉｺ┤ﾒ,ｼﾏｽ┤ﾒ,ｵﾉｳ┤ﾒ,ｵﾌｳ┤ﾒ,ﾉﾄﾒｴ┤ﾒ,ｺﾉｽ┤ﾒ,ｴﾕｵ┤ﾒ,ｴﾕﾕｵ┤ﾒ,ｲﾕｲﾄ┤ﾒ 

 



惕 

 ﾏｵﾉ。ﾕﾄ,ﾏｵ有生（ 

ﾒｵﾉ┤ﾒ 

 悲しみや喜びなど、感情の高ぶりによって涙を流すことである。また、目にごみが入っ

て泣く場合にも使える 

ｴﾕﾒ┤ﾒ 

 すんすんとすすり泣くことである。内気で声を出して泣けないような人がやるようにめ

そめそ泣くこと 

ｺﾉﾉｺ┤ﾒ 

 子供が泣き喚くような泣き方。大人が声に出して泣くときでも子供が泣き喚くようには

しない。ゆえにｺﾉﾉｺは子供だけに起こる泣き方 

ｼﾏｽ┤ﾒ 

 咽び泣くことである。ごほごほと咳き込んで泣くこと 

ｵﾉｳ┤ﾒ/ｵﾌｳ┤ﾒ 

 ｵﾉｳ┤ﾒは笑うの代表で、ｵﾌｳ┤ﾒと対を成す。ｵﾌｳ┤ﾒは声を出さずに表情だけで笑う、即ち微

笑むこと。構文は「ﾏｵ（再帰）にﾉﾄを笑わせる」 

ﾉﾄﾒｴ┤ﾒ 

 あざ笑うこと。挑戦的かつ侮辱的。無礼 

ｺﾉｽ┤ﾒ 

 豪快に笑うことで、男性に多い。ユンクはふつうしない 

ｴﾕｵ┤ﾒ 

 くすくすと声を殆ど出さずに笑うことで、口でなく鼻で笑っている 

ｴﾕﾕｵ┤ﾒ 

 鼻で笑うことだが、ｴﾕｵと違って「ふんっ」という一回きりのものである。侮辱的で挑戦

的。怒っているときにも 

ｲﾕｲﾄ┤ﾒ 

 「きゃっきゃ」というような笑い声で、子供や女性が笑うときに良く使われる。はしゃ

いでいるときの笑い声） 

惕 

 



 泣くよりも笑うのほうが単純語のレベルで細かく区別されている。これは笑うのほうが

泣くよりも声の出し方が多いためであろう。ここで挙げた語の殆どが古アルカのオノマト

ペ由来である。泣くは笑うより声の出し方がないため古アルカにオノマトペが少なく、制

アルカでも単純語として残りづらかった 

 オノマトペからこれらの単純語が生まれていることが良く分かるのはｵﾌｳ┤ﾒにおいてで

ある。ｵﾌｳ┤ﾒは微笑みで音がないためオノマトペが生まれず、微笑み方を表わす細かな区別

は複合語に依存している 

 

 これらはいずれもﾏｵﾉ。ﾕﾄ,ﾏｵ有生 

 

 ﾒｵﾉはもっとも一般的な意味での泣くである。悲しみや喜びなど、感情の高ぶりによって

涙を流すことである。また、目にごみが入って泣く場合にも使える(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ﾒｵﾉ┤ﾌ ｸﾉｵ ｼﾒｴﾉ（埃が目に入って涙が出る） 

 

 ｴﾕﾒはすんすんとすすり泣くことである。内気で声を出して泣けないような人がやるよう

にめそめそ泣くことである。少女に多い泣き方である。ｴﾕﾒは静かに泣くのとは少し違う。

静かに泣くのはﾄﾌｶﾒｵﾉである。これはｴﾕﾒと違って大人などが声を出して泣きたいのを我慢

して、声を出さずに泣くことである 

 ｺﾉﾉｺは逆に泣き喚くことである。声を出して泣くのは他にもﾄﾉｶﾒｵﾉがある。だがｺﾉﾉｺはも

っとうるさく、子供が泣き喚くような泣き方である。大人が声に出して泣くときでも子供

が泣き喚くようにはしない。ゆえにｺﾉﾉｺは子供だけに起こる泣き方である 

 ｼﾏｽは咽び泣くことである。ごほごほと咳き込んで泣くことである 

 

 一方、ｵﾉｳ┤ﾒは笑うの代表で、ｵﾌｳ┤ﾒと対を成す。ｵﾌｳ┤ﾒは声を出さずに表情だけで笑う、

即ち微笑むことである。逆にｵﾉｳ┤ﾒは声を出して笑うことである。ふつうｵﾉｳ┤ﾒはｵﾌｳ┤ﾒを含

意するが、空笑いの場合は声だけで笑うこともできる 

 ﾉﾄﾒｴはあざ笑うことで、挑戦的かつ侮辱的である。無礼とされる 

 ｺﾉｽは豪快に笑うことで、男性に多い。ユンクはふつうしない 

 ｴﾕｵはくすくすと声を殆ど出さずに笑うことで、口でなく鼻で笑っているふうに聞こえる



ものである。ｵﾉｳより控えめな笑いである。嘲笑や侮蔑を表わす場合もあれば親近感を表わ

す場合もある 

 ｴﾕﾕｵは鼻で笑うことだが、ｴﾕｵと違って「ふんっ」という一回きりのものである。侮辱的

で挑戦的である。また、怒っているときにも使う 

 ｲﾕｲﾄは「きゃっきゃ」というような笑い声で、子供や女性が笑うときに良く使われる。は

しゃいでいるときの笑い声である 

 

 ﾒｵﾉ┤ﾒの構文はﾕﾄがﾏｵを泣かせるである。自然と泣く場合はﾕﾄがﾏﾀになる 

 ﾉｵ ﾒｵﾉ┤ﾉ ｵﾏｴ ｸﾉｵ ﾉｵ ｹﾒｸ┤ﾌﾄ ﾄﾉ（彼を騙したかったから泣いた）は自分で意図的に泣い

たか或いは嘘泣きである 

 もしこれが自然と泣いた場合ならﾉｵ ﾒｵﾉ┤ﾉ ｸﾉｵ ｲﾕﾄ ｱﾕ（私はその話を聞いて泣いた）で

ある。ﾏｵﾉの場合は自然と泣いた感じである 

 ﾕﾄとﾏｵが別人なら泣かせたという意味。ﾉｵ ﾒｵﾉ┤ﾉ ﾄﾉは殴ったり悪口を言うなどして泣かせ

るか、或いは「今だ、泣く芝居を打て」という合図をﾏｵに送って泣かせたかのどちらかで

ある。前者はﾏｵが非自発的に泣くが、後者はﾏｵが自発的に泣く。だがﾏｵの自発性は構文に

は現われない 

 

 笑うも事情は同じである。作り笑いの場合はﾉｵ ｵﾉｳ┤ﾉ ｵﾏｴである。つまらない駄洒落に

表面上は笑ってやったという場合、駄洒落は自分を笑わせてやろうと思わせた原因になる。

ゆえにﾉｵ ｵﾉｳ┤ﾉ ｵﾏｴ ｷﾌｵﾉ ｲﾏｲﾏｵ ｼﾌｵとなる 

 ﾉｵ ｵﾉｳ┤ﾒ ﾏﾀで「笑う」。ﾉｵ ｵﾉｳ┤ﾉ ｸﾉｵ ﾄﾉだと彼は笑わせた原因。ﾄﾉ ｵﾉｳ┤ﾒ ﾉｵにすると彼

が私を笑わせようとした意図が出てくる。ﾉｵ ｵﾉｳ┤ﾉ ﾉﾄ ﾄﾉだと彼を馬鹿にして笑った可能性

がある。はっきりあざけるといいたければﾉｵ ﾉﾄﾒｴ┤ﾉ ﾉﾄ ﾄﾉという 

 

ｧｬ：音声：ｳﾌｶ┤ﾒ,ｱﾉｴｱ┤ﾒ,ｱﾌｴｱ┤ﾒ,ｶﾒｳﾄ┤ﾒ,ｷﾏ┤ﾒ,ﾃﾉﾉ┤ﾒ,ﾃﾏﾏ┤ﾒ,ﾏｸｳ┤ﾒ,ﾒｸｳ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄは有生。ﾏｵはその声や音の内容。聞き手はﾉﾄ。副詞はｱﾌｵやﾄﾉｶなど（ 

ｳﾌｶ┤ﾒ 

 人間の声、動物の鳴き声。虫や機械はｷﾏ┤ﾒ 



ｱﾉｴｱ┤ﾒ/ｱﾌｴｱ┤ﾒ 

 大声。怒っているとは限らない 

ｶﾒｳﾄ┤ﾒ 

 痛みや恐怖などのショックによってあげる悲鳴 

ｷﾏ┤ﾒ 

 単に音を出すこと。声はｷﾏ┤ﾒでなくｳﾌｶ┤ﾒ。無生の物が音を出すとき、無生の物はﾕﾄでな

くｲﾏｵやﾌﾄになり、ﾒｸがﾕﾄに立つ 

ﾃﾉﾉ┤ﾒ 

 賞賛の声を声高にﾉﾄに投げかけること。即ち｢喝采」。ﾕﾄはふつう観客や群集のように集合

名詞 

ﾃﾏﾏ┤ﾒ 

 大勢がおたけぶこと。ﾕﾄは集合名詞 

ﾏｸｳ┤ﾒ/ﾒｸｳ┤ﾒ 

 歓喜の声を上げること 

惕 

 

 全て非ﾏｵﾉ。ﾕﾄは有生で、ﾏｵはその声や音の内容。内容にはﾕｵﾌのようにその声や音そのも

のを入れても良いし、ｷﾏ ﾒ ｱｳﾌｵのようにその声や音の説明を入れても良い。また、ﾏｵには

節がくることが多い 

 聞き手はﾉﾄ格が担う。副詞に関して、その声や音の大きさはうるさいと感じるならﾄﾉｶ、静

かならﾄﾌｶ、単に大きいならｱﾌｵ、小さいならｶﾒｵである。完了相はﾏｵの声や音を出し終わっ

た地点 

 

 ｳﾌｶ┤ﾒは人間が声を出すこと。これは言語音でなくても良い。或いは動物が鳴くことを表

わす。虫や機械のように声を使わないものはｷﾏ┤ﾒを使う。無論、声なら虫でもｳﾌｶ┤ﾒを使う。

逆に動物でも声でなければｷﾏ┤ﾒを使う 

 ｱﾉｴｱ┤ﾒは大声を出すこと。怒っているとは限らない。逆にｱﾌｴｱ┤ﾒは小さい声を出すこと。

囁きと呟きの意味を持つ。囁きは相手に聞かせることを目的とするが、呟きは相手に聞こ

えなくても良い。むしろ呟く場合、独り言か愚痴が大半なので、相手を挑発する気がない

かぎり聞こえさせたくない。相手に聞こえさせたいか否かで囁きと呟きは分かれるが、ｱﾌｴ



ｱ┤ﾒは小さい声を出すことであるからこの区別はない。強いて呟きと言いたい場合、ｸﾌｵｳｱﾌ

ｴｱ┤ﾒを使う 

 ｶﾒｳﾄ┤ﾒは痛みや恐怖などのショックによってあげる悲鳴のこと 

 

 一方、ｷﾏ┤ﾒは単に音を出すことである。声はｷﾏ┤ﾒでなくｳﾌｶ┤ﾒになる。構文は「ﾕﾄはﾏｵと

いう音を出す」である 

 ﾏｵは音の内容がくるが、漠然と音がするという場合、動詞が既に「音がする」という意

味を表わしているため、これ以上ﾏｵは必要ない。よってﾏｵはﾒｸになる 

 ﾃﾉﾉ┤ﾒは賞賛の声を声高にﾉﾄに投げかけること。即ち｢喝采」。ﾕﾄはふつう観客や群集のよ

うに集合名詞を取る 

 ﾃﾏﾏ┤ﾒは大勢がおたけぶこと。大勢がｱﾉｴｱ┤ﾒすることに近い。ﾃﾏﾏ┤ﾒは多少ﾃﾉﾉ┤ﾒの要素も

含む。賞賛といかないまでも、一致団結した士気の高さを感じさせるためである。ﾕﾄは集合

名詞 

 ﾏｸｳ┤ﾒは歓喜の声を上げること。逆にﾒｸｳ┤ﾒは悲痛な声を上げること 

 

ｧｭ：探：ｶﾌｱ┤ﾒ,ｶﾉｱ┤ﾒ,ｴﾉｲ┤ﾒ,ｴﾌｲ┤ﾒ 

 

惕 

ｶﾉｱ┤ﾒ,ｶﾌｱ┤ﾒ 

 ﾕﾄ有生。ﾏｵ抽具。「待つ」と「探す」の意 

ｴﾉｲ┤ﾒ,ｴﾌｲ┤ﾒ 

 ﾕﾄ有生。ﾏｵ抽具。ﾏｵﾉ。「見つける」と「なくす」の意。ﾏｵﾉは「見つかる」と「なくなる」 

惕 

 

 ﾕﾄ有生。ﾏｵは抽具 

 

 ｶﾌｱ┤ﾒは「探す」の意味。人や物をﾏｵに取れるし、「良い恋愛」のような抽象も取れる。

ｶﾌｱ┤ﾒの本義は「ﾏｵがﾕﾄの元に到達することを望むﾕﾄが自分からそれを実現させようとする」

ことである 

 これの対であるｶﾉｱ┤ﾒは「ﾏｵがﾕﾄの元に到達することを望むﾕﾄが自分からそれを実現させよ



うとしない」ことである。つまり、「待つ」である。これもﾏｵにｶﾌｱ┤ﾒと同じものを取れる 

 これらの完了相は探し終わった時点と待ち終わった時点である。成功は含意しない。つ

まり、見つかったとは限らないし、待つ相手がきたとも限らない。単に時間切れとか待ち

くたびれて諦めたという場合もある 

 

 一方、ｴﾉｲ┤ﾒは「発見する」という意味で、ﾏｵはｶﾉｱ┤ﾒと同じ。完了相は発見成功時を表

わす 

 ｴﾌｲ┤ﾒはｴﾉｲ┤ﾒの反対で「なくす」「見失う」の意味。ﾏｵはｴﾉｲ┤ﾒ同じ。完了相はなくした

瞬間を指す 

 ｴﾉｲ┤ﾒ,ｴﾌｲ┤ﾒはふつう完了相の意味で使う 

 これらにはﾏｵﾉがある。「見つかる」と「なくなる」である。ふと探していたものがひょ

んなことから見つかったときに使う。(ｧ)は探した結果見つけた場合だが、(ｨ)は特に探し

ていたわけでもないときに以前探していたものやそのうち探そうかなと思っていたものが

出てくる場合である 

 

(ｧ) ﾉｵ ｴﾉｲ┤ﾌｲ ｱﾕ（これを見つけた） 

(ｨ) ｱﾕ ﾌｱ┤ﾌｲ ｴﾉｲ（これが見つかった） 

 

ｧｮ：見：ﾌｵ┤ﾒ,ﾌｹ┤ﾒ,ｶﾉﾌｴ┤ﾒ,ｻﾌﾌｵ┤ﾒ,ﾁﾌﾌｵ┤ﾒ,ｽﾏﾌ┤ﾒ,ｴﾌｵｴ┤ﾒ,ｴﾏﾀｱ┤ﾒ,ｴﾒﾀｱ┤ﾒ,ｵﾏｲｱ┤ﾒ,ｵﾒｲｱ┤ﾒ, 

ｵﾏｲ┤ﾒ,ｵﾒｲ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵはふつう具象。完了相は目に入った瞬間（ 

ﾌｵ┤ﾒ 

 意識的に見ること 

ﾌｹ┤ﾒ 

 無意識で目に入ること 

ｶﾉﾌｴ┤ﾒ 

 凝視すること 

ｻﾌﾌｵ┤ﾒ 



 睨むこと。怒りや憎しみや軽蔑を持って目を細めて相手を見ること 

ﾁﾌﾌｵ┤ﾒ 

 覗くことで、小さな穴や隙間などからﾏｵに気付かれないように見ること 

ｽﾏﾌ┤ﾒ 

 ﾏｵを単にじっと見るだけでなく、管理監督し、場合によっては口出しもすること。監督 

ｴﾌｵｴ┤ﾒ 

 ﾏｵをﾉﾄに見せること 

ｴﾏﾀｱ┤ﾒ/ｴﾒﾀｱ┤ﾒ 

 ﾏｵを上に揚げてﾉﾄに見えるようにすること 

ｵﾏｲｱ┤ﾒ/ｵﾒｲｱ┤ﾒ 

 公開すること。一般的にｴﾌｵｴ┤ﾒより公的で、見せる相手の数も多い 

ｵﾏｲ┤ﾒ/ｵﾒｲ┤ﾒ 

 ﾕﾄはﾏｵをﾌﾄから出してﾉﾄの前に現すこと。隠していたものを表に出すこと 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵはふつう具象。完了相は目に入った瞬間を指す。見るのをやめた瞬間

ではない 

 

 ﾌｵ┤ﾒはもっとも一般的な意味での「見る」。意図的にﾏｵを見ようとして見ること。見方に

ついては何も語らない。見方による区別はここで挙げるいくつかの単純語と多くの複合語

で区別する 

 ﾌｹ┤ﾒはﾌｵ┤ﾒと殆ど同じで、無意識でﾏｵを見るという点だけが異なる。つまり「見える」

である。取るﾏｵもﾌｵ┤ﾒと同じ 

 ｶﾉﾌｴ┤ﾒはﾏｵを観察・凝視すること。じいっと興味深げに見ることである。動植物の観察

はもちろん、恋人同士が見つめあうことも表わす 

 ｻﾌﾌｵ┤ﾒはｶﾉﾌｴ┤ﾒと似ているが、こちらは「睨む」という意味である。アルバザードでは

睨むときには怒りや憎しみや軽蔑を持って目を細めて相手を見る 

 ﾁﾌﾌ┤ﾒは覗くことで、小さな穴や隙間などからﾏｵに気付かれないように見ることである。

もともとｸﾌｵｳの意味を含むので強調しないかぎりｸﾌｵｳと共起しない。尚、ﾁﾌﾌ┤ﾒには「覗く」

と違って何かの一部が見えているという意味はない。その場合、ﾌｵ┤ﾒを使う 



 ｽﾏﾌ┤ﾒ監督することである。本義は「しっかりとﾏｵを見ること」であるが、ｶﾉﾌｴ┤ﾒとは違

う。ｽﾏﾌ┤ﾒはﾏｵを管理するという意図を持つためである。単にじっと見るだけでなく、管理

監督し、場合によっては口出しもする。それではじめてｽﾏﾌ┤ﾒといえる。尚、ｽﾏﾌ┤ﾒは他よ

りはﾏｵに抽象を取ることが多い 

 ｴﾌｵｴ┤ﾒはﾏｵをﾉﾄに見せることである。特に注意点はない 

 ｴﾏﾀｱ┤ﾒは掲げるという意味で、「ﾏｵを上に揚げてﾉﾄに見えるようにする」というのが本義

である。ゆえにｴﾌｵｴ┤ﾒの要素も帯びている。一方、ｴﾒﾀｱ┤ﾒは「ﾏｵを下に下げてﾉﾄに見せよ

うとする」というのが本義である 

 但しこれらはｴﾌｵｴ┤ﾒの意味を常に持つわけではない。単に掲げるという位置変化を表わ

すだけの場合もある。この場合、見せる意図はなくとも良いし、むしろ隠すために行って

も良い(ｧ)。ところがｴﾌｵｴ┤ﾒの場合、見せる意図を確実に持つため、(ｨ)は非文となる 

 

(ｧ) ﾉｵ ｴﾒﾀｱ┤ﾉ ｱﾕ ﾁﾉｵ ｵﾒｲ┤ﾌ（隠すためにこれを下に下げた） 

(ｨ)伃ﾉｵ ｴﾌｵｴ┤ﾉ ｱﾕ ﾁﾉｵ ｵﾒｲ┤ﾒ（隠すためにこれを見せた） 

 

 (ｨ)はそもそも矛盾している。これを非文でないとするならたとえば、「これをあえて見

せることによってこれの本質を隠す」というような解釈が想定される 

 

 さて、見せるのｴﾌｵｴ┤ﾒに近いところにｵﾏｲｱ┤ﾒがある。これは公開するである。公開であ

るため、見せるだけでなく聞かせる触らせるなどの場合もありえるというのが違いの一つ

である 

 自分の日記を人に見せる場合はｴﾌｵｴ┤ﾒであるが、美術館が絵を観客に見せる場合はｵﾏｲｱ

┤ﾒである。もっとも、同じ日記でも昔の偉人の日記を記念展などで来客に見せる場合はｵﾏｲ

ｱ┤ﾒがふさわしい。つまり見せる対象が何かよりも、それが私的か公的か、見せる相手が多

いか少ないかで決まる 

 一方、ｵﾒｲｱ┤ﾒはｵﾏｲｱ┤ﾒの反対で秘匿するという意味である。諸点についてはｵﾏｲｱ┤ﾒと同

じである 

 

 また、ｴﾌｵｴ┤ﾒに近いものにｵﾏｲ┤ﾒがある。これは「ﾕﾄはﾏｵをﾌﾄから出してﾉﾄの前に現す」と

いう意味である(ｩ)。同時にｵﾏｲ┤ﾒは隠していたものを表に出すという意味も持つ。隠してい



たもの、或いはこれから隠れうるものでなければｵﾏｲ┤ﾒということはできない 

 

(ｩ) ﾄﾉ ｵﾏｲ┤ﾉ ﾀﾉｹﾄ ﾌﾄ ｲﾏｶ ﾉﾄ ｹﾏ（彼は宝を箱から出して皆の前に現した） 

 

 (ｩ)はｷﾉｱﾄ┤ﾒを使うこともできるが、それでは隠していたニュアンスは示せない。ｵﾏｲ┤ﾒは

あくまでも隠していたものを出すという意味を表わす 

 逆にｵﾒｲ┤ﾒは隠すの意味である。「ﾏｵをﾌﾄの目から逃れるためにﾉﾄに隠す｣である 

 尚、ｵﾏｲ┤ﾒにもｵﾒｲ┤ﾒにもﾏｵﾉがある(ｪ) 

 

(ｪ) ｻﾉﾀ ﾉｱ ｵﾒｲ ﾉﾄ ﾒｴｻ（太陽が雲に隠れた） 

 

ｧｯ：調査：ｱﾉｼ┤ﾒ,ｱﾉｻｴ┤ﾒ,ｸﾌｴ┤ﾒ,ｲﾌｻ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵふつう具象 

ｱﾉｼ┤ﾒ 

 ﾏｵの個人情報をｱﾏｱについて調べること。非テスト形式 

ｱﾉｻｴ┤ﾒ 

 ﾏｵをｱﾏｱについて試験して適正をはかること。テスト形式 

ｸﾌｴ┤ﾒ 

 ﾏｵがｱﾏｱに適切かどうか知ろうとすること。或いはﾏｵがｱﾏｱに勝るか挑戦すること。非テ

スト形式 

ｲﾌｻ┤ﾒ 

 ﾏｵの数量をｱﾏｱ単位で調べること 

惕 

 

 いずれも調べることに関わる語である。全て非ﾏｵﾉ。ﾕﾄは有生。ﾏｵはふつう具象 

 

 ｱﾉｼ┤ﾒはﾏｵについての情報を得ようとすることであり、「調べる」に当たる。ﾏｵの何につ

いて調べるかはｱﾏｱが担う。ｱﾉｻｴ┤ﾒはﾏｵに対して適性検査を行うことである。これもﾏｵの何



について調べるかについてはｱﾏｱが担う 

 ｱﾉｼ┤ﾒがﾏｵについて情報を得ようという行為であるのに対し、ｱﾉｻｴ┤ﾒはﾏｵが目的や基準に

達するかどうか調べることである。また、ｱﾉｻｴ┤ﾒはテスト形式の調査であることが多いの

に対し、ｱﾉｼ┤ﾒや後のｸﾌｴ┤ﾒはテスト形式でないことが多い 

 さて、ｱﾉｼ┤ﾒとｱﾉｻｴ┤ﾒの違いから(ｧ)(ｨ)のニュアンスの差が生まれる。(ｧ)ではその店員

の個人情報を調べようとしている。(ｨ)ではその店員が店の接客態度に適切な人材かどうか

を調査しようとしている 

 

(ｧ) ﾉｵ ｱﾉｼ┤ﾌ ﾉｱﾒﾉｵ ﾄﾕ（その店員について調べる） 

(ｨ) ﾉｵ ｱﾉｻｴ┤ﾌ ﾉｱﾒﾉｵ ﾄﾕ（その店員について調べる） 

 

 (ｨ)の意味には「試す」という意味も含まれている。だが、試すを表わす専用の語はｸﾌｴ┤

ﾒである。ｸﾌｴ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵがｱﾏｱに適正かどうか或いは勝るかどうか知ろうとする」ことで

ある。勝るかどうかという点で「挑戦する」の意味もある。適正かどうか知ろうとすると

ころはｱﾉｻｴ┤ﾒと同じであるが、ｱﾉｻｴ┤ﾒほど調査そのものに重点は置かれていない 

 要するに、ｱﾉｼ┤ﾒは調査を表わし、逆にｸﾌｴ┤ﾒは適正を表わし、ｱﾉｻｴ┤ﾒがその中間である。

ｱﾉｼ┤ﾒに近づくほど調査を重視し、ｸﾌｴ┤ﾒに近づくほど適正か否かが重視される(ｩ)(ｪ)(ｫ)。

(ｩ)は聞き込みなどをして彼について個人情報を調べたという意味である。(ｪ)は彼に試験を

受けさせてテストしたという意味である。(ｫ)はわざとひっかかりそうな問題などを出して

彼の真意をはかり、彼の適正を調べたという意味である 

 

(ｩ) ﾉｵ ｱﾉｼ┤ﾉ ﾄﾉ 

(ｪ) ﾉｵ ｱﾉｻｴ┤ﾉ ﾄﾉ 

(ｫ) ﾉｵ ｸﾌｴ┤ﾉ ﾄﾉ 

 

 ところで、調べるに近いところにｲﾌｻ┤ﾒがある。これは「測る」という意味である。本義

は「測量する単位量に対して何倍になっているかを道具を用いたりして知る」ことである。

それゆえｲﾌｻ┤ﾒはﾏｵの数量について調べるときに使われる。比較する単位はｱﾏｱで表わす(ｬ) 

 

(ｬ) ﾉｵ ｲﾌｻ┤ﾉ ﾒﾄ ﾒ ｲﾉﾒ ｱﾕ ｱﾏｱ ｸﾒﾄｼﾉ（そのタンクの水をメルバ単位で測った） 



 

ｨｦ：知：ｴﾒ┤ﾒ,ﾄﾏｲ┤ﾒ,ﾄﾒｲ┤ﾒ,ｳﾉｲﾄ┤ﾒ,ｳﾌｲﾄ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ抽具（ 

ｴﾒ┤ﾒ 

 未知の情報を脳に入力すること。ｲﾏﾄ┤ﾒは記憶に焦点が当たるが、ｴﾒ┤ﾒは知る過程そのも

のに焦点が当たる 

ﾄﾏｲ┤ﾒ/ﾄﾒｲ┤ﾒ 

 ﾄﾏｲ┤ﾒは頭で理解すること、未知或いは既知のものごとについてその仕組みを知ること。

漠然と知る場合はｴﾒ┤ﾒ。ﾄﾒｲ┤ﾒは体で理解すること、習得すること 

ｳﾉｲﾄ┤ﾒ/ｳﾌｲﾄ┤ﾒ 

 「認識する」「気付く」である。人がいると気付く場合、物事が起こっていることに気付

く場合、物事の真偽に気付く場合など、様々なﾏｵを取れる） 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ抽具 

 

 ｴﾒ┤ﾒは「知る」の意味。未知の情報を脳に入力すること。ｲﾏﾄ┤ﾒは記憶に焦点が当たるが、

ｴﾒ┤ﾒは知る過程そのものに焦点が当たる。ｲﾏﾄ┤ﾒは主に未知の情報であるが、ｴﾒ┤ﾒと違って

既知でもありえる。たとえばソームに７匹の悪魔がいて、それぞれの悪魔についても知っ

ているが、個々の名前は記憶していないという場合、ｴﾒ┤ﾒｵ ｴﾏﾏｸは言えてもｲﾏﾄ┤ﾒｵ ｴﾏﾏｸと

は言えない 

 ｴﾒ┤ﾒは「気付く」や「理解する」や「知覚する」などのときはふつう使えない。ﾄﾏｲ┤ﾒや

ｳﾉｲﾄ┤ﾒなどの専用の語を使うからである。ｴﾒ┤ﾒは未知の情報を入力することで、知り方や

知った後については無色である 

 尚、完了相は知った時点である 

 

 ﾄﾏｲ┤ﾒは「理解する」である。未知或いは既知のものごとについてその仕組みを知ること

である。単に漠然と知っている場合には使えない(ｧ)(ｨ)。(ｧ)の場合、私はジレンマを漠然



と知っている。それは理解かもしれないし、聞き及んでいるだけかもしれない。ところが

(ｨ)ではジレンマを理解しているので、その仕組みについて知っていることになる。聞いた

ことがあるとかぼんやり分かっているというレベルではない 

 

(ｧ) ﾉｵ ｴﾒ┤ﾌｵ ｱﾉｸﾌﾌﾀ 

(ｨ) ﾉｵ ﾄﾏｲ┤ﾌｵ ｱﾉｸﾌﾌﾀ 

 

 ﾄﾏｲ┤ﾒは頭で理解することである。一方、ﾄﾒｲ┤ﾒは体で理解することである。身をもって覚

えることであり、習得することである。その仕組みについて詳細に頭で理解しているわけ

ではなく、体が覚えているときに使う 

 幼い子供はふつうジレンマを頭では理解できない。だが、ジレンマを経験的に知ってい

ることは多い。たとえば、勝手に菓子を買ったら怒られて嫌だ。かといって買わなければ

怒られないが、菓子がないのでこれも嫌だ。いずれにせよ嫌だ。この程度のジレンマは子

供でも知っている。このように、子供はジレンマをﾄﾏｲすることはないがﾄﾒｲはしている。ゆ

えにﾄﾏｲ┤ﾒとﾄﾒｲ┤ﾒは別物である。尚、別の例として言語も挙げられる。言語の文法を子供は

ﾄﾏｲしていないが、ﾄﾒｲは確実にしている 

 ﾄﾏｲ┤ﾒ,ﾄﾒｲ┤ﾒの完了相は理解したり習得した時点である 

 

 ｳﾉｲﾄ┤ﾒは「認識する」「気付く」である。人がいると気付く場合、物事が起こっているこ

とに気付く場合、物事の真偽に気付く場合など、様々なﾏｵを取れる。ｳﾌｲﾄ┤ﾒは逆に「見過ご

す」ことである 

 完了相は認識したり看過した時点である 

 

ｨｧ：思考：ﾏｴｸ┤ﾒ,ﾄﾏﾉﾄ┤ﾒ,ﾉｳﾄ┤ﾒ,ｷﾄﾏｵ┤ﾒ,ｷﾄﾒｵ┤ﾒ,ｴﾒﾀｵ┤ﾒ,ｴﾏﾉﾄ┤ﾒ,ｵﾉｸｴ┤ﾒ, 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ抽具。基底となる情報を表わす格はｲﾏｵでなくﾌﾄ（ 

ﾏｴｸ┤ﾒ 

 頭を使って複雑な問題を解くこと。ﾏｵは複雑な処理を要する問題しか取らない 

ﾄﾏﾉﾄ┤ﾒ 



 既知の事実、仮定、前提など（ﾌﾄ格）を基にして未知の事柄を推測すること 

ﾉｳﾄ┤ﾒ 

 ﾏｵについて最善の結果が得られるように今ある情報や資材（ﾌﾄ格）を活かそうと考えるこ

と 

ｷﾄﾏｵ┤ﾒ/ｷﾄﾒｵ┤ﾒ 

 ｷﾄﾏｵ┤ﾒはﾌﾄ格の情報を使ってﾏｵを熟考すること。ﾏｴ┤ﾒよりも深く長く考えること 

ｴﾒﾀｵ┤ﾒ 

 既知の情報を基に、或いは何も参考にせずに、全く新しい考え方や情報や手段などを考

え出すこと。ﾕﾄはﾌﾄを基にﾏｵを発想すること 

ｴﾏﾉﾄ┤ﾒ 

 ﾕﾄはﾌﾄを聞いたり思い出したせいでﾏｵを自発的に思い出してしまうということ 

ｵﾉｸｴ┤ﾒ 

 ﾌﾄという情報からﾏｵという印象を抱くこと、或いはﾌﾄという情報からﾏｵというのがどうい

う人物・事物であるか想うこと。即ち「想像する」。但し仮定するの意味はない。そのとき

はｴﾌｵﾄ┤ﾒを使う） 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ抽具。基底となる情報を表わす格はｲﾏｵでなくﾌﾄ 

 

 ﾏｴ┤ﾒ,ﾒｴ┤ﾒは前述。ﾏｴｸ┤ﾒは脳の転換動詞で、「頭を使って複雑な問題を解く」ときに使う。

ﾏｵは複雑な処理を要する問題しか取らない。基底となる情報はﾌﾄ格 

 ﾄﾏﾉﾄ┤ﾒは推理すること。既知の事実、仮定、前提など（ﾌﾄ格）を基にして未知の事柄を推

し量ること、推測することである 

 ﾉｳﾄ┤ﾒはﾏｵについて最善の結果が得られるように今ある情報や資材（ﾌﾄ格）を活かそうと

考えること 

 ｷﾄﾏｵ┤ﾒはﾌﾄ格の情報を使ってﾏｵを熟考すること。ﾏｴ┤ﾒよりも深く長く考えること。ｷﾄﾒｵ┤ﾒ

は逆に考えの浅いことを示す 

 ｴﾒﾀｵ┤ﾒは既知の情報を基に、或いは何も参考にせずに、全く新しい考え方や情報や手段

などを考え出すこと。つまり「発想」すること。本義は「ﾕﾄはﾌﾄを基にﾏｵを発想する」であ

る。発想は精神活動で、新しい道具などの具体的なものの場合、発明するのｴﾉｹﾄ┤ﾒに当たる。



理論などは精神活動なのでｴﾒﾀｵ┤ﾒに当たる 

 ｴﾏﾉﾄ┤ﾒは「ﾕﾄはﾌﾄを聞いたり思い出したせいでﾏｵを自発的に思い出してしまう」というの

が本義で、「連想する」である 

 ｵﾉｸｴ┤ﾒは「ﾌﾄという情報からﾏｵという印象を抱く」こと或いは「ﾌﾄという情報からﾏｵとい

うのがどういう人物・事物であるか想う」ことであり、「想像する」である(ｧ)(ｨ)。「彼の

ことを想像する（思い浮かべる）」はﾒｴ┤ﾒである(ｩ)。尚、「彼が恋人だったらと想像する」

という場合、ｵﾉｸｴ┤ﾒではなくｴﾌｵﾄ┤ﾒ（仮定する）を使う(ｪ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ｵﾉｸｴ┤ﾒ ﾄﾉ（彼を想像する（彼がどんな人物か考える）） 

(ｨ) ﾉｵ ｵﾉｸｴ┤ﾒ ｱﾕ ﾒｱ ｱﾒﾉ ﾌﾄ ｱﾒｳ ｱﾕ（この情報から、これが正しいという印象を抱く） 

(ｩ)伃ﾉｵ ｵﾉｸｴ┤ﾒ ﾄﾉ → ﾉｵ ﾒｴ┤ﾒ ﾄﾉ（彼を想う） 

(ｪ)伃ﾉｵ ｵﾉｸｴ┤ﾒ ﾄﾉ ﾒｱ ｱﾌﾉｵ ﾒ ﾉｵ → ﾉｵ ｴﾌｵﾄ┤ﾒ ﾄﾉ ﾒｱ ｱﾌﾉｵ ﾒ ﾉｵ（彼が恋人だと想像する） 

 

ｨｨ：判断：ﾂﾌｵｴ┤ﾒ,ｲﾉﾉｳ┤ﾒ,ｾﾏｵ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ抽具。いずれも判断を決定した瞬間が完了相（ 

ﾂﾌｵｴ┤ﾒ 

 ﾕﾄはﾏｵをﾄﾒｳと判断するが本義。物事の是非曲直を選定したり、事柄を確かにそうである

と推量すること 

ｲﾉﾉｳ┤ﾒ 

 ﾕﾄはﾏｵをﾄﾒｳであると確信し、しばしば保障すること。ﾕﾄはﾏｵを良いと考えること 

ｾﾏｵ┤ﾒ 

 ﾕﾄはﾏｵをﾄﾒｳとして扱うこと。この「扱う」は見なすという意味の扱うで、商品を扱うな

どの扱うではない） 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ抽具。いずれも判断を決定した瞬間が完了相 

 

 ﾂﾌｵｴ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾄﾒｳと判断する」が本義。物事の是非曲直を選定したり、事柄を確か



にそうであると推量すること。裁判での判断にも使える。即ち「裁定」である 

 判断というほど固くない場面では単にﾏｴ┤ﾒで代用することもある。訳としては「見なす」

が妥当(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ﾏｴ┤ﾌ ﾒﾉ ｴﾒｲ┤ﾒ ﾉﾄ ﾉｵ ｳﾉｸ┤ﾒ ﾉｵ（返事のない者は賛成と見なす） 

 

 ｲﾉﾉｳ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾄﾒｳであると確信し、しばしば保障する」こと、或いは「ﾕﾄはﾏｵを良い

と考える」ことが本義。ｲﾉﾉｳ┤ﾒはﾏｵがﾄﾒｳであることを確信し、しばしば保障もすること(ｨ)。

ﾄﾒｳがなければﾏｵを価値あるものや適切なものや正しいものと認めることを意味する(ｩ)。尚、

「認識する」と「許可する」の意味はない(ｪ)(ｫ)。また、「判断する」の意味もないので、

判断の場合はﾂﾌｵｴ┤ﾒを使う 

 

(ｨ) ﾉｵ ｲﾉﾉｳ┤ﾌｵ ﾄﾉ ﾒｱ ﾄﾒﾉｱ（彼が賢いということを認めている） 

(ｩ) ﾉｵ ｲﾉﾉｳ┤ﾌｵ ﾄﾉ（彼を認めている） 

(ｪ)伃ﾉｵ ｲﾉﾉｳ┤ﾌ ﾄﾉ → ﾉｵ ｳﾉｲﾄ┤ﾌｵ ﾄﾉ（彼に気付いている） 

(ｫ)伃ﾉｵ ｲﾉﾉｳ┤ﾌ ﾄﾉ ｲﾒｱ┤ﾏ → ﾉｵ ｹﾏｻ┤ﾌ ﾄﾉ ｲﾒｱ┤ﾏ（彼が来ることを許可する） 

 

 ｾﾏｵ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾄﾒｳとして扱う」が本義である。この「扱う」は見なすという意味の扱

うで、商品を扱うなどの扱うではない。ある待遇で接するとか、見なすといった意味でし

かない。状況によってはｾﾏｵ┤ﾒがﾂﾌｵｴ┤ﾒのように判断の意味を持つ場合もある(ｬ)。(ｬ)はｾﾏ

ｵ┤ﾒをﾂﾌｵｴ┤ﾒに置換できるが、それだと犯罪者と判断することに焦点が置かれるようになる。

扱い方ではない 

 

(ｬ) ﾉｵ ｾﾏｵ┤ﾒ ﾄﾉ ﾄﾒｳ ｲﾉｳﾒﾉｵ（彼を犯罪者として扱う） 

 

ｨｩ：計略：ﾉｵﾏ┤ﾒ,ｲﾒｻﾄ┤ﾒ,ｴﾉｵﾏ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵふつう抽象（ 

ﾉｵﾏ┤ﾒ 



 ﾕﾄはﾏｵをｱﾏｱという内容で計画すること。未来の行動について何をどうするか決めること 

ｲﾒｻﾄ┤ﾒ 

 ﾕﾄはﾏｵをｲﾏｵを使って罠にかけること。これはﾏｵが具象を取りやすい 

ｴﾉｵﾏ┤ﾒ 

 ﾕﾄはﾏｵというイベントをﾉﾄという時間に行うことを決めること） 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵふつう抽象 

 

 ﾉｵﾏ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをｱﾏｱという内容で計画する」が本義である。未来の行動について何をど

うするか決めることで、「計画する」である。意味の範囲が広く、「企画」「予定」「計略」「設

計」などを含む 

 ｲﾒｻﾄ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをｲﾏｵを使って罠にかける」が本義である。ﾏｵを捕らえたり害したりす

る場合に使う。これはﾏｵが具象を取りやすい。抽象はまず無い 

 ｴﾉｵﾏ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵというイベントをﾉﾄという時間に行うことを決める」が本義である。つ

まり「予定を立てる」である。予定の時間はﾌｸではない。ﾌｸはその予定を組んだ時間を表

わす。よってﾉﾄとﾌｸの二つは別々の意味を持って共起する(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ｴﾉｵﾏ┤ﾉ ｲﾒｲｴ ﾉﾄﾒｵ ﾄﾕｱﾌﾉ ﾉﾄ ｼﾒﾒﾁﾒﾄ ｲﾒｴ ﾌｸ ｷﾉｴ（昨日、ルティアへの旅行を次のベ

ーゼルに行くことに決めた） 

 

ｨｪ：計算：ﾉﾄｳ┤ﾒ,ﾌﾄｳ┤ﾒ,ｷﾉｲ┤ﾒ,ｷﾌｲ┤ﾒ,ｷﾏｲ┤ﾒ,ｷﾒｲ┤ﾒ,ﾉｻ┤ﾒ,ﾏｻ┤ﾒ,ｷﾏｷ┤ﾒ,ｷﾒｷ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ抽象。完了相は計算した時点（ 

ﾉﾄｳ┤ﾒ/ﾌﾄｳ┤ﾒ 

 ﾉﾄｳ┤ﾒはﾏｵの数を数えること。当然可算名詞をﾏｵに取るが、抽象名詞の場合、何かの単位

で数えることを意味する。ﾌﾄｳ┤ﾒは「ﾏｵを点呼する」こと。「番号を与える」という意味では

ない 

ｷﾉｲ┤ﾒ/ｷﾌｲ┤ﾒ/ｷﾏｲ┤ﾒ/ｷﾒｲ┤ﾒ 



 接続詞で「足す」「引く」「かける」「割る」の意味 

ﾉｻ┤ﾒ 

 充足率ｧｦｦ％であるものに余剰や味付けとして加えること 

ﾏｻ┤ﾒ 

 充足率がｧｦｦ％でないものに対し、補いとしてプラスアルファを加えること 

ｷﾏｷ┤ﾒ/ｷﾒｷ┤ﾒ 

 ｨ倍（倍）、ｨ分のｧ（半分）） 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ抽象。完了相は計算した時点 

 

 ﾉﾄｳ┤ﾒはﾏｵの数を数えること。当然可算名詞をﾏｵに取るが、抽象名詞の場合、何かの単位

で数えることを意味する(ｧ)。たとえば(ｧ)ではコップなどに入った水を数えている 

 

(ｧ) ﾉｵ ﾉﾄｳ┤ﾒ ﾒﾄ（水を数える） 

 

 ﾉﾄｳ┤ﾒは言い換えれば「数を数える」ことである。ということはﾌﾄｳ┤ﾒは「ﾏｵの番号を数え

る」こと、即ち「点呼する」ことである。よって(ｨ)のように使う 

 

(ｨ) ﾉｵ ﾌﾄｳ┤ﾒ ｷﾒﾄﾉｵ（生徒を点呼する） 

 

 ﾌﾄｳ┤ﾒは「番号を与える」という意味ではない。「彼を三番にする」という場合、(ｩ)にな

る 

 

(ｩ) ﾉｵ ﾂﾉﾄ┤ﾒ ﾄﾕ ﾄﾒｳ ﾌﾄｳ ｶﾌ 

 

 ｷﾉｲ┤ﾒ～ｷﾒｲ┤ﾒは加減乗除を意味する。ﾏｵをﾉﾄに足す、など 

 これらは接続詞を持ち、順に「足す」「引く」「かける」「割る」の意味を持つ(ｪ)(ｫ)(ｬ)(ｭ)。

尚、これらは計算式と明らかに分かっている状況でのみﾉ,ﾌ,ﾏ,ﾒで代用することができる 

 



(ｪ) ｲﾏ ｷﾉｲ[ﾉ] ｲﾏ 

(ｫ) ｲﾏ ｷﾌｲ[ﾌ] ｲﾏ 

(ｬ) ｲﾏ ｷﾏｲ[ﾏ] ｲﾏ 

(ｭ) ｲﾏ ｷﾒｲ[ﾒ] ｲﾏ 

 

 (ｭ)はそのまま分数も表わせる。ﾄﾌ ｷﾒｲ ｶﾌでｩ分のｫである 

 また、ｷﾏｲは名詞として「～倍」という意味がある。ｶﾌ ｷﾏｲならｩ倍を意味する。但し、日

常的にはｨ倍とｪ倍は特別にｷﾏｷとｷﾉｷという。もっとも、数学などの場面ではｶﾉ ｷﾏｲなどと

いうほうがふさわしい 

 

 尚、ｷﾉｲ┤ﾒには加えるという意味もある。「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄに加える」である。逆にｷﾌｲ┤ﾒは「ﾕ

ﾄはﾏｵをﾌﾄから除く」という意味がある 

 また、ｷﾉｲ┤ﾒと似たものにﾉｻ┤ﾒとﾏｻ┤ﾒがある。どちらも構文は「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄに加える」で

ある 

 ﾉｻ┤ﾒは「おまけ」の意味である。充足率ｧｦｦ％であるものに余剰や味付けとして加える場

合にﾉｻ┤ﾒを使う。充足していないものには使えない。既に完全に満ちているものだけをﾏｵ

に取れる 

 一方、ﾏｻ┤ﾒは充足率がｧｦｦ％でないものに対し、補いとしてプラスアルファを加えること

である。充足率がｧｦｦ％のものには使えない 

 

  ｷﾏｷ┤ﾒはｨ倍を表わす。日本語で単に倍というときはｨ倍なのでｷﾏｷである。また、ｷﾒｷ┤ﾒ

はｨ分のｧを表わす。つまり「半分」である 

 構文は「ﾕﾄはﾏｵを～倍（分のｧ）にする」である 

 

ｨｫ：伝達：ﾏｲｱ┤ﾒ,ﾒﾄﾉ┤ﾒ,ｲﾄﾉｲ┤ﾒ,ｶﾒﾀｱ┤ﾒ,ｵﾏｵｹ┤ﾒ,ｴﾄﾒﾌ┤ﾒ 

 

惕 

 ﾕﾄ有生。ﾏｵは情報内容。完了相は伝達が完了した時点（ 

ﾏｲｱ┤ﾒ 

 ﾏｵをﾉﾄに伝えること。ﾏｵが単に名詞を取るとき、その名詞について伝える 



ﾒﾄﾉ┤ﾒ 

 ﾏｵをﾉﾄに報告する。ﾕﾄは依頼や命令などを受けて調査を行った人であり、それをﾉﾄに伝え

る 

ｲﾄﾉｲ┤ﾒ 

 機械やラジオやテレビを通してﾏｵをﾉﾄに伝えること。もしくは単に人が声で広めること 

ｶﾒﾀｱ┤ﾒ 

 メディアを使ってﾏｵをﾉﾄに広めること 

ｵﾏｵｹ┤ﾒ 

 ﾏｵをﾉﾄに披露・発表すること。ﾏｵはふつう具象 

ｴﾄﾒﾌ┤ﾒ 

 ﾏｵをﾉﾄに向けて掲示すること） 

惕 

 

 ﾕﾄ有生。ﾏｵは情報内容。完了相は伝達が完了した時点である。その伝達が相手に届いたか

どうかについては、ﾏｲｱ┤ﾒ,ﾒﾄﾉ┤ﾒ,ｵﾏｵｹ┤ﾒは比較的届いたと言えるが、それ以外は届いたかど

うか問わないことが多い 

 

 ﾏｲｱ┤ﾒはﾏｵをﾉﾄに伝えること。ﾏｵが単に名詞を取るとき、その名詞について伝えるという

意味(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ﾏｲｱ┤ﾕ ﾄﾉ ﾉﾄ ｱﾌ（君に彼のことを伝えよう） 

 

 ﾒﾄﾉ┤ﾒはﾏｵをﾉﾄに報告する。ﾕﾄは依頼や命令などを受けて調査を行った人であり、それをﾉﾄ

に伝える。ﾏｲｱ┤ﾒと同じく伝えているわけだが、与えられた任務の結果を伝えるという点で

意味が特化している。仕事や依頼など、任務の場合はﾒﾄﾉ┤ﾒを使うが、それ以外のことには

使えない。また、任務の場合に上位概念であるﾏｲｱ┤ﾒを使うこともできるが、ﾒﾄﾉ┤ﾒより公的

でない言い方である 

 

 ｲﾄﾉｲ┤ﾒは主に機械やラジオやテレビを通してﾏｵをﾉﾄに伝えることで、「放送」に当たる。ﾉﾄ

はふつう多数である。多数に広めるということに焦点が当たるため、機械などなく人が声



で多数に広める場合もｲﾄﾉｲ┤ﾒといえる 

 

 ｶﾒﾀｱ┤ﾒはメディアを使ってﾏｵをﾉﾄに広めることで、「報道」に当たる。ﾏｵはニュースがく

る。ﾉﾄはふつう多数 

 

 ｵﾏｵｹ┤ﾒはﾏｵをﾉﾄに披露・発表することである。ﾏｵはふつう具象である。それまでﾉﾄが知ら

なかったものを初めて公開して知らしめることである。ﾉﾄは多数であることが多い 

 

 ｴﾄﾒﾌ┤ﾒはﾏｵをﾉﾄに向けて掲示することである。掲示板のようなものに情報を書いておくと

きに使う。ﾉﾄは多数でも少数でもありえる 

 

ｨｬ：書：ﾉｳｱ┤ﾒ,ｳﾉｲ┤ﾒ,ｴﾒｶ┤ﾒ,ﾌｳｱ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵは読み書きする内容。完了相は読み書きの終了時点（ 

ﾉｳｱ┤ﾒ/ﾌｳｱ┤ﾒ 

 ﾉｳｱ┤ﾒはﾏｵをﾉﾄに書くである。絵はｳﾉｲ┤ﾒ。ﾌｳｱ┤ﾒはﾏｵをﾉﾄに読み聞かせる。ﾌｳｱ┤ﾒ単体だ

と朗読か否かは無色。ｳﾉｳﾌｶ,ｳﾌｳﾌｶを使って表わす 

ｳﾉｲ┤ﾒ 

 ﾏｵという絵をﾉﾄに描く 

ｴﾒｶ┤ﾒ 

 ﾏｵという内容をﾉﾄに執筆する。ﾉｳｱ┤ﾒより固い。作品性の高いものをﾏｵに取る） 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵは読み書きする内容。完了相は読み書きの終了時点 

 

 ﾉｳｱ┤ﾒはﾏｵをﾉﾄに書くである。字を書くことにしか使えないので、文章は良いが、絵は不

可である。ﾏｵが絵の場合、ｳﾉｲ┤ﾒを使う。つまりｳﾉｲ┤ﾒは「描く」である 

 尚、「書き込む」の場合はｸﾏｼﾄ┤ﾒを使う。ﾉｵ ｸﾏｼﾄ┤ﾉ ｸﾉｴ ｲﾏｵ ｽﾉｿ（字で紙を埋めた） 

 ﾉｳｱ┤ﾒ,ｳﾉｲﾒ┤ﾒの完了相は書き終わった時点で、その書物や絵画が完成した時点である。



食事休みのため作業を中断したときは完了相を使わない 

 また、文章を書くという意味では特にﾉｳｱ┤ﾒでなくｴﾒｶ┤ﾒを使うこともできる。ｴﾒｶ┤ﾒはﾏ

ｵという内容をﾉﾄに執筆するという意味である。ﾉｳｱ┤ﾒより固い語で、小説や論文など、作品

性の高いものを書くときに使う。日記やメモなど、雑多なものにはあまり使わない 

 

 ﾉｳｱ┤ﾒの対のﾌｳｱ┤ﾒは「ﾏｵを読む」である。朗読かどうかは無色であるが、ﾉﾄ格が伴って

いれば「ﾏｵをﾉﾄに読み聞かせる」になるので朗読になる。はっきり朗読か否かと言いたいと

きは(ｧ)(ｨ)のように区別する 

 

(ｧ) ﾉｵ ﾌｳｱ┤ﾌ ｱﾕ ｲﾏｵ ｳﾌｶ（声に出してこれを読む） 

(ｨ) ﾉｵ ﾌｳｱ┤ﾌ ｱﾕ ｲﾒｵ ｳﾌｶ（声に出さずにこれを読む） 

 

 尚、ﾌｳｱ┤ﾒの完了相は読み終わった時点を指す。今日はここまでと決めて読み終わった場

合、本の途中でも完了で良い 

 

ｨｭ：聞：ｱﾒｵ┤ﾒ,ｱﾒｸ┤ﾒ,ｱﾏｹ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵは聞く内容。完了相は聞いた時点（ 

ｱﾒｵ┤ﾒ 

 意識的に聞こうとしてﾏｵを聞くこと 

ｱﾒｸ┤ﾒ 

 耳をﾏｵに傾けて良く聞くことである。ﾏｵが遠くにいる場合は実際に耳に両手を当てて集

音することもある 

ｱﾏｹ┤ﾒ 

 無意識で自発的に聞くことである。つまり自然と「聞こえる」こと） 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵは聞く内容。完了相は聞いた時点 

 



 これらはいずれも同じﾏｵを取れる。聞く姿勢が異なるだけである 

 まず、ｱﾒｵ┤ﾒは意識的に聞こうとしてﾏｵを聞くことである。尚、「従う」の意味はなく、

その場合はｱﾏﾄ┤ﾒになる 

 これに対しｱﾒｸ┤ﾒは耳をﾏｵに傾けて良く聞くことである。ﾏｵが遠くにいる場合は実際に耳

に手を当てて集音することもある 

 ｱﾒｵ┤ﾒとｱﾒｸ┤ﾒが意識的に聞こうとしているのに対し、ｱﾏｹ┤ﾒは無意識で自発的に聞くこと

である。つまり自然と「聞こえる」ことである。「ﾕﾄはﾏｵが聞こえる」が構文である 

 

ｨｮ：言：ｲﾕ┤ﾒ,ｲﾕﾄ┤ﾒ,ｳﾏﾏｲ┤ﾒ,ｼﾒｴ┤ﾒ,ｼﾏｴ┤ﾒ,ﾄﾒﾏｵ┤ﾒ,ｷﾌﾏｲ┤ﾒ,ｺﾉｹ┤ﾒ,ｲﾄﾏｴ┤ﾒ,ｸﾌﾀｴ┤ﾒ,ｵﾉｲｳ┤ﾒ, ｻ

ﾌｲｱ┤ﾒ,ｱﾌﾉｲ┤ﾒ,ｱﾌﾌｲ┤ﾒ,ｶﾌｴｲ┤ﾒ,ｼﾉｱｴ┤ﾒ,ｼﾌｱｴ┤ﾒ,ｴﾏｲ┤ﾒ,ｴﾒｲ┤ﾒ,ｸﾒﾁ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵは言う内容。完了相は言った時点（ 

ｲﾕ┤ﾒ 

 もっとも一般的な意味での「言う」である。構文は「ﾏｵをﾉﾄに言う」 

ｲﾕﾄ┤ﾒ 

 ﾏｵがストーリー性を帯びている場合に使われる。つまり「話をする」である 

ｳﾏﾏｲ┤ﾒ 

 ただの対話のときはｳﾏﾏｲ┤ﾒを使う。ｳﾏﾏｲ┤ﾒは「ﾕﾄがﾏｵについてﾉﾄと対話する」 

ｼﾏｴ┤ﾒ/ｼﾒｴ┤ﾒ 

 ｼﾒｴ┤ﾒは「心にない相手のためにならないことをへつらって言う」ことで、追従である。

逆にｼﾏｴ┤ﾒは「相手のためになるが辛辣なので言いづらい内容をあえて言うこと」で、訓告 

ﾄﾒﾏｵ┤ﾒ 

 ﾄﾒﾏｵ┤ﾒは悪い意味ではない。相手との関係を円滑にするために言うお世辞である 

ｷﾌﾏｲ┤ﾒ 

 「本当のことを言う」という意味で、告白である。罪や気持ちなど、隠していることを

打ち明けるときに使う 

ｺﾉｹ┤ﾒ 

 「不平を言う」である。ﾏｵには不満内容がくる 

ｲﾄﾏｴ┤ﾒ 



 「主張をする」である。ｲﾄﾏｴ┤ﾒは自分の思っていることや言いたいことをﾉﾄに認めさせよ

うとして言うこと 

ｸﾌﾀｴ┤ﾒ 

 「ﾏｵについてﾉﾄと論理的に対話する」という意味である。論理的でなくただの感情のぶつ

け合いで終わる場合はｸﾌﾀｴ┤ﾒといえない。また、ﾏｵについてただだらだらと話すのでもな

い。ﾏｵの改善や解決を目的として話すこと 

ｵﾉｲｳ┤ﾒ 

 ﾏｵという冗談をﾉﾄに言うことである。冗談の意味が既にあるのでｵﾉｵﾉｵを文末にわざわざ

置かないことが多い 

ｻﾌｲｱ┤ﾒ 

 ﾏｵという言い訳をﾉﾄにすることである。弁明しかﾏｵに取らない 

ｱﾌﾉｲ┤ﾒ/ｱﾌﾌｲ┤ﾒ 

 ｱﾌﾉｲ┤ﾒはﾏｵという内容をﾉﾄに言ってﾉﾄを慰めること。ｱﾌﾌｲ┤ﾒは逆にﾏｵという辛辣な内容を

ﾉﾄに言ってﾉﾄを余計に落ち込ませること 

ｶﾌｴｲ┤ﾒ 

 ﾏｵを暗記してﾉﾄに言うことである。つまり暗唱である。ﾏｵは記憶した内容がくる 

ｼﾉｱｴ┤ﾒ/ｼﾌｱｴ┤ﾒ 

 ｼﾉｱｴ┤ﾒは相手の言ったことを汲んで踏まえて反映した上で協調的に返答することである。

逆にｼﾌｱｴ┤ﾒは相手の言葉を踏まえて非協調的な返事を返すことで、言い返すこと 

ｴﾏｲ┤ﾒ/ｴﾒｲ┤ﾒ 

 ｴﾏｲ┤ﾒはﾏｵという返事をﾉﾄに返すことで、ﾉﾄから話しかけられている状況以外には使えな

い。ｴﾒｲ┤ﾒはﾏｵという態度をﾉﾄに返してﾉﾄを無視すること 

ｸﾒﾁ┤ﾒ 

 ﾏｵという内容をﾉﾄに噂することである。ﾏｵはそこにいない人のことを話題にしてあれこれ

言うその内容 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵは言う内容。完了相は言った時点 

 

 ｲﾕ┤ﾒはもっとも一般的な意味での「言う」である。構文は「ﾏｵをﾉﾄに言う」。これはここ



で挙げた全ての動詞に共通する構文である。ｲﾕ┤ﾒは声、特に言語を使って表現することを

表わす 

 ｲﾕﾄ┤ﾒはﾏｵがストーリー性を帯びている場合に使われる。つまり「話をする」である。話

をﾉﾄに聞かせてやるという意味を持つため、対話ではなく語り聞かせである 

 ただの対話のときはｳﾏﾏｲ┤ﾒを使う。ｳﾏﾏｲ┤ﾒは「ﾕﾄがﾏｵについてﾉﾄと対話する」という意味

である(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ｳﾏﾏｲ┤ﾌ ｹﾒﾄｴ ｱﾕ ﾉﾄ ﾄﾕ（この映画について彼と話している） 

 

 尚、(ｧ)は私と彼をまとめてﾕﾄに持ってくることもできるが、その際ﾉﾄはｳﾏｲになる(ｨ) 

 

(ｨ) ﾉｵ/ﾄﾕ ｳﾏﾏｲ┤ﾌ ｹﾒﾄｴ ｱﾕ ﾉﾄ ｳﾏｲ 

 

 一方、ｼﾒｴ┤ﾒは「心にない相手のためにならないことをへつらって言う」ことで、追従で

ある。逆にｼﾏｴ┤ﾒは「相手のためになるが辛辣なので言いづらい内容をあえて言うこと」で、

訓告である 

 ｼﾒｴ┤ﾒはおべっかのことで、悪い意味で使われる。だが、相手を好意的に見て良く解釈し

てやるお世辞は必ずしも悪ではなく、その場合はﾄﾒﾏｵ┤ﾒという。ﾄﾒﾏｵ┤ﾒは悪い意味ではない。

相手との関係を円滑にするために言うお世辞である 

 ｼﾒｴ┤ﾒと違って本当に思っていることに少し味付けする程度がﾄﾒﾏｵ┤ﾒである。脚色が過ぎ

るとｼﾒｴ┤ﾒになって嫌われる。とはいえ、もちろんﾄﾒﾏｵ┤ﾒも相手に向かってよもやﾉｵ ﾄﾒﾏｵ┤ﾌ 

ｱﾌと言うことはない。どちらにせよ相手に気付かれれば好印象は失せる 

 ふつう相手がﾄﾒﾏｵ┤ﾒをしていると読み取っても恥らうときを除けば特に指摘することな

く済ませる。だがｼﾒｴ┤ﾒだと思えば嫌がって避ける 

 

 一方、ｷﾌﾏｲ┤ﾒは「本当のことを言う」という意味で、告白である。罪や気持ちなど、隠

していることを打ち明けるときに使う。ﾏｵは隠している本当のことである。どんな内容で

も良い 

 

 ｺﾉｹ┤ﾒは「不平を言う」である。ﾏｵには不満内容がくる(ｩ) 



 

(ｩ) ﾄﾉ ｺﾉｹ┤ﾌ ｱﾌ ﾒｱ ﾄﾉｶ ﾉﾄ ｱﾌ（彼は君に君がうるさいと不平をいう） 

 

 ｲﾄﾏｴ┤ﾒは「主張をする」である。ｲﾄﾏｴ┤ﾒは自分の思っていることや言いたいことをﾉﾄに認

めさせようとして言うことである(ｪ) 

 

(ｪ) ﾉｵ ｲﾄﾏｴ┤ﾒ ｱﾌ ﾏｱ ｹﾉﾌﾁ ﾉﾄ ｱﾌ（君が王になるようにと君に主張する） 

 

 ｸﾌﾀｴ┤ﾒは「ﾏｵについてﾉﾄと論理的に対話する」という意味である。論理的でなくただの感

情のぶつけ合いで終わる場合はｸﾌﾀｴ┤ﾒといえない。また、ﾏｵについてただだらだらと話す

のでもない。ﾏｵの改善や解決を目的として話すことである。改善や解決などの目的なしで

はｸﾌﾀｴ┤ﾒとはいえない。日本語の「論議」よりも実際は遥かに高尚である 

 

 ｵﾉｲｳ┤ﾒはﾏｵという冗談をﾉﾄに言うことである。冗談の意味が既にあるのでｵﾉｵﾉｵを文末に

わざわざ置かないことが多い 

 

 ｻﾌｲｱ┤ﾒはﾏｵという言い訳をﾉﾄにすることである。弁明しかﾏｵに取らない(ｫ) 

 

(ｫ) ﾄﾉ ｻﾌｲｱ┤ﾉ ﾄﾉ ﾄﾉｱ┤ﾕﾄ ﾉﾄ ﾄﾏｻ ﾉﾄ ﾉｵ（彼は私に電車に乗れなかったと言い訳した） 

 

 ｱﾌﾉｲ┤ﾒはﾏｵという内容をﾉﾄに言ってﾉﾄを慰めることである(ｬ) 

 ｱﾌﾌｲ┤ﾒは逆にﾏｵという辛辣な内容をﾉﾄに言ってﾉﾄを余計に落ち込ませることである 

 

(ｬ) ﾄﾉ ｱﾌﾉｲ┤ﾉ ﾉｵ ﾒｱ ﾄﾉｵｱ ﾉﾄ ﾉｵ ｴﾉｵ（彼は私を綺麗と言ってくれた） 

 

 ｶﾌｴｲ┤ﾒはﾏｵを暗記してﾉﾄに言うことである。つまり暗唱である。ﾏｵは記憶した内容がくる

(ｭ) 

 

(ｭ) ｸﾌﾏ ﾄﾌﾂｸ ｶﾌｴｲ┤ﾉ ｴﾏﾏｸ ﾉﾄ ﾉｵ（幼い娘が私にソームの名を暗唱してみせた） 

 



 ｼﾉｱｴ┤ﾒは相手の言ったことを汲んで踏まえて反映した上で協調的に返答することである。

逆にｼﾌｱｴ┤ﾒは相手の言葉を踏まえて非協調的な返事を返すことで、言い返すことである。

共に返す言葉がﾏｵにきて、返す相手がﾉﾄにくる 

 

 ｴﾏｲ┤ﾒはﾏｵという返事をﾉﾄに返すことで、ﾉﾄから話しかけられている状況以外には使えな

い。ｴﾒｲ┤ﾒはﾉﾄを無視してﾏｵを言うことである。言葉でなくても良い(ｮ)。何も返さずに完全

に無視する場合は(ｯ)になる 

 

(ｮ) ﾄﾉ ｴﾒｲ┤ﾉ ｴﾕﾕ ﾉﾄ ﾉｵ（彼は鼻で笑って私を無視した） 

(ｯ) ﾄﾉ ｴﾒｲ┤ﾉ ﾉﾄ ﾉｵ ＝ ﾄﾉ ｴﾒｲ┤ﾉ ﾕ ﾉﾄ ﾉｵ 

 

 ｸﾒﾁ┤ﾒはﾏｵという内容をﾉﾄに噂することである。ﾏｵはそこにいない人のことを話題にして

あれこれ言うその内容を表わす(ｧｦ)。ﾕﾄ,ﾉﾄは少数でも多数でも良い 

 

(ｧｦ) ｷﾒﾄﾉｵ ﾄﾕ ｸﾒﾁ┤ﾉ ﾄﾉ ﾄﾌｹ┤ﾉ ｱﾕ（その生徒は彼がそれを壊したと噂した） 

 

ｨｯ：問：ﾉｴｸ┤ﾒ,ﾌｴｸ┤ﾒ,ｲｵﾏ┤ﾒ,ｲｵﾒ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ質問内容。聞き手はﾉﾄ。完了相は質問を言い切った時点 

ﾉｴｸ┤ﾒ/ﾌｴｸ┤ﾒ 

 ﾉｴｸ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄに問う」。ﾌｴｸ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄに答える」。ﾉｴｸ┤ﾒの場合、ﾕﾄは答えを

知らない。ﾌｴｸ┤ﾒはﾉｴｸ┤ﾒされたものに返すとき使う 

ｲｵﾏ┤ﾒ/ｲｵﾒ┤ﾒ 

 ﾉｴｸ┤ﾒと同じ構文。意味もおおよそ同じ。違いは、ｲｵﾏ┤ﾒの場合、ﾕﾄは答えを知っていると

いうこと。ｲｵﾒ┤ﾒはｲｵﾏ┤ﾒされたものに答えるとき使う 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ質問内容。聞き手はﾉﾄ。完了相は質問を言い切った時点。ﾏｵにはいずれ

も節が取れ、ﾉｲなどの疑問詞を含んだ文も取れる(ｧ) 



 

(ｧ) ﾉｵ ﾉｴｸ┤ﾌ ﾉﾄ ｱﾌ ﾏｵ ﾉｲ ﾉｵ ｲﾒ┤ﾒﾄ ﾄﾏｻｵ（どうやったら駅に行けるかをあなたに問う） 

 

 ﾉｴｸ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄに問う」という意味で、ﾌｴｸ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄに答える」という意味

である 

 実はｲｵﾏ┤ﾒとｲｵﾒ┤ﾒもこれと全く同じ構文を取る。ではﾉｴｸ┤ﾒとｲｵﾏ┤ﾒの違いは何か。それ

は、ﾉｴｸ┤ﾒはﾕﾄが答えを知らない場合に使われ、ｲｵﾏ┤ﾒはﾕﾄが答えを知っている場合に使われ

るということである 

 学校のテストは教師が答えを知っているのでｲｵﾏ┤ﾒである。授業中に教師が生徒に答えさ

せるために生徒に問う場合も、教師は自分で答えを知っているのでｲｵﾏ┤ﾒである。純粋にﾕﾄ

が知りたくて問うのではなく、ﾕﾄは答えを知っているがそれをﾉﾄに自力で引き出させたいと

きにｲｵﾏ┤ﾒを使う 

 そしてｲｵﾒ┤ﾒはｲｵﾏ┤ﾒに対して答えるという意味である。また、ﾌｴｸ┤ﾒはﾉｴｸ┤ﾒに対して答

えるという意味である。ﾉｴｸ┤ﾒとｲｵﾏ┤ﾒが異なるので、それに対するﾌｴｸ┤ﾒとｲｵﾒ┤ﾒも異なる

といえる 

 ｲｵﾒ┤ﾒはｲｵﾏ┤ﾒに対して答えることであるから「ﾕﾄが知っている答えを返す」という意味で

はない。そもそも答えている以上、自信のあるなしにかかっわらず自分なりの答えを知っ

ていることは確かである。だからｲｵﾒ┤ﾒはそもそも「ﾕﾄが知っている答えを返す」という意

味にはなりえない 

 

ｩｦ：祈：ｹﾏﾀｱ┤ﾒ,ｹﾒﾀｱ┤ﾒ,ｹﾒｻﾒｵｱﾒ┤ﾒ,ﾄﾉﾀｱ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ有生。完了形は祈りをしきった時点（ 

ｹﾏﾀｱ┤ﾒ/ｹﾒﾀｱ┤ﾒ 

 ｹﾏﾀｱ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵの内容の祈りをﾉﾄに願う」。「ﾕﾄはﾏｵの内容の呪いをﾉﾄに願う」 

ｹﾒｻﾒｵｱﾒ┤ﾒ 

 「ﾕﾄはアルティス教の祈りであるデペンテでﾏｵの内容をﾉﾄに願う」 

ﾄﾉﾀｱ┤ﾒ 

 「ﾉﾄにかかっているﾏｵの呪いや魔法を解く」） 



惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ有生。完了形は祈りをしきった時点。たとえば祈りの言葉の最後の一

音を言い終わった時点 

 

 ｹﾏﾀｱ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵの内容の祈りをﾉﾄに願う」である。ﾏｵにはふつう節がくる(ｧ)。ﾏｵに人

がきた場合はその人の安泰やその人が自分のところに来たり行為を向けたりすることを祈

るということを意味する(ｨ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ｹﾏﾀｱ┤ﾌ ﾄﾉ ｲﾒｱ┤ﾏ ﾄﾉｸﾉ ｲﾏﾉ ﾉﾄ ﾉﾀｱﾒ（彼が無事にここに来ることを祈る） 

(ｨ) ﾉｵ ｹﾏﾀｱ┤ﾌ ﾄﾉ ﾉﾄ ﾉﾀｱﾒ（彼の無事を神に祈る） 

 

 ｹﾏﾀｱ┤ﾒはﾏｵの成就をﾉﾄに願うこととも言える。ではﾄﾉｳ┤ﾒと何が違うか。まず、ｹﾏﾀｱ┤ﾒの

ﾉﾄは神のように超越的なものだがﾄﾉｳ┤ﾒはそうでない。そしてｹﾏﾀｱ┤ﾒは宗教的な行為である

がﾄﾉｳ┤ﾒは違う。また、ｹﾏﾀｱ┤ﾒの内容はふつう誰かを守ったり救ったり益をもたらしたりす

ることであるが、ﾄﾉｳ┤ﾒにはそのような傾向はない 

 逆にｹﾒﾀｱ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵの内容の呪いをﾉﾄに願う」である。ﾏｵには呪いの内容がくる(ｩ)。ﾏ

ｵが人の場合、その人の不幸や失敗などを願うことを意味する(ｪ) 

 

(ｩ) ﾉｵ ｹﾒﾀｱ┤ﾌ ﾄﾉ ｴﾒｱ┤ﾏ ｾﾕ ﾉﾄ ﾄﾉｴｱﾌﾉ（彼なんて殺されてしまえとラスティアに願う） 

(ｪ) ﾉｵ ｹﾒﾀｱ┤ﾌ ﾄﾉ（彼を呪う） 

 

 一方、ｹﾒｻﾒｵｱﾒ┤ﾒは「ﾕﾄはアルティス教の祈りであるデペンテでﾏｵの内容をﾉﾄに願う」と

いう意味である。ｹﾏﾀｱ┤ﾒと違ってｹﾒｻﾒｵｱﾒ┤ﾒは特にデペンテを行うことに焦点が当たる 

 

 また、ﾄﾉﾀｱ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵという内容を呪いの厄払いをﾉﾄにする」という意味で、言い換え

れば「ﾉﾄの持つﾏｵという呪いを解く」という意味である。ここでいう呪いは日常的には呪い

という意味であるが、神話的には魔法という意味でもある。つまり魔法の存在する神話の

世界ではﾄﾉﾀｱ┤ﾒは「ﾉﾄにかかっているﾏｵの魔法を解く」という意味を持つ(ｫ) 

 



(ｫ) ﾉｵ ﾄﾉﾀｱ┤ﾌ ｺﾏｱ ﾉﾄ ﾄﾉ（彼にかかっているゴットの魔法を解除した） 

 

ｩｧ：賛否：ｳﾉｸ┤ﾒ,ｳﾌｸ┤ﾒ,ｱﾏﾄ┤ﾒ,ｱﾒﾄ┤ﾒ,ﾏｵｴ┤ﾒ,ﾒｵｴ┤ﾒ,ｹﾉﾄｸ┤ﾒ,ｹﾌﾄｸ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ有生。ｱﾏｱ賛否内容、完了形は賛否を決定したり表明した時点（ 

ｳﾉｸ┤ﾒ/ｳﾌｸ┤ﾒ 

 ﾕﾄはｱﾏｱについてﾏｵに賛成する 

ｱﾏﾄ┤ﾒ/ｱﾒﾄ┤ﾒ 

 ﾕﾄはｱﾏｱについてﾏｵに従う 

ﾏｵｴ┤ﾒ/ﾒｵｴ┤ﾒ 

 ﾕﾄはｱﾏｱについてﾏｵのいうことを聞いてやる、了承する 

ｹﾉﾄｸ┤ﾒ/ｹﾌﾄｸ┤ﾒ 

 ﾕﾄはｱﾏｱについてﾏｵを支持する） 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ有生。ｱﾏｱ賛否内容、完了形は賛否を決定したり表明した時点 

 

 ｳﾉｸ┤ﾒは「ﾕﾄはｱﾏｱについてﾏｵに賛成する」である。ｳﾌｸ┤ﾒは逆に、「ﾕﾄはｱﾏｱについてﾏｵに

反対する」である 

 ｱﾏﾄ┤ﾒは「ﾕﾄはｱﾏｱについてﾏｵに従う」である。逆に「ｱﾒﾄ┤ﾒ」は逆らうの意味である 

 ﾏｵｴ┤ﾒは「ﾕﾄはｱﾏｱについてﾏｵのいうことを聞いてやる、了承する」という意味である。ﾒ

ｵｴ┤ﾒは逆に「断る」の意味である 

 ｹﾉﾄｸ┤ﾒは「ﾕﾄはｱﾏｱについてﾏｵを支持する」である。逆にｹﾌﾄｸ┤ﾒは反対して邪魔することで

ある 

 

 いずれも賛否を表わすが、賛否の仕方やその後の行動がそれぞれ異なる。ｳﾉｸ┤ﾒはおよそ

ﾕﾄがﾏｵと同意見で主幹と支持の関係がないときに使われる。ﾏｵが主幹の場合、ﾕﾄは支持にし

かなれないのでｹﾉﾄｸ┤ﾒを使う 

 ｱﾏﾄ┤ﾒはﾕﾄがﾏｵと同意見であるなしにかかわらず、ﾏｵに従うことである。同志として従って



いるならﾏｵと同意見であるが、力で押さえつけられている場合はﾏｵと同意見でなくても従

うことがある。ゆえにｱﾏﾄ┤ﾒはﾏｵと同意見かどうかということは問わない。単にﾕﾄがﾏｵに従う

という主従関係を示すだけである 

 ﾏｵｴ┤ﾒはﾏｵの依頼を聞いてやる場合に使う。ﾏｵと同意見かどうかは問わない。ﾏｵと同意見

でなくともﾏｵに借りがあるので言うことを聞いてやろうと思う場合がありえるからである。

また、ｱﾏﾄ┤ﾒのような主従関係もない。目上が目下の言うことを聞く場合もあるからである 

 ｳﾉｸ┤ﾒとﾏｵｴ┤ﾒは近い語法を持つが、気をつけたいのは内容が提案のときである。依頼の

場合はﾏｵｴ┤ﾒになるが、意見や提案の場合はｳﾉｸ┤ﾒである 

 

ｩｨ：表現：ﾉﾂ┤ﾒ,ﾒｲｴ┤ﾒ,ﾂﾌ┤ﾒ,ｶﾏﾄｱ┤ﾒ,ｶﾒﾄｱ┤ﾒ,ｹﾏｵｲ┤ﾒ,ｹﾒｵｲ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ抽具。完了相は表現しきったとき（ 

ﾉﾂ┤ﾒ 

 ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄに表わす。ﾕﾄが記号だとするとﾏｵは指示物或いは意味 

ﾒｲｴ┤ﾒ 

 「ﾕﾄはﾏｵを意味する」である。ﾉﾂ┤ﾒと似ているが、ﾏｵがﾕﾄの意味に相当する場合以外は使

えない 

ﾂﾌ┤ﾒ 

 「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄに見てもらうように指さす」。足の指のときはｲﾏｵ ﾄﾌｴを伴う 

ｶﾏﾄｱ┤ﾒ/ｶﾒﾄｱ┤ﾒ 

 ｶﾏﾄｱ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄ（結果・産物）に具象化する」。実現化の意味はなく、その場合はｳ

ﾉｼ┤ﾒ。ｶﾒﾄｱ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄ（結果・産物）に抽象化する」という意味である 

ｹﾏｵｲ┤ﾒ/ｹﾒｵｲ┤ﾒ 

 ｹﾏｵｲ┤ﾒは「ﾕﾄはﾉﾄに対してﾏｵを言葉で表わす」。ｹﾒｵｲ┤ﾒは「ﾕﾄはﾉﾄに対してﾏｵについて言葉

で示さず、暗黙のうちに秘めて伝える」 

） 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ抽具。完了相は表現しきったとき。たとえば指を指した瞬間 



 

 ﾉﾂ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄに表わす」という意味である。この「表わす」は示すという意味の表

わすである。ﾕﾄが記号だとするとﾏｵは指示物或いは意味である(ｧ)。また、ﾕﾄがシニフィアン

だとするとﾏｵはシニフィエである 

 

(ｧ) ﾃﾌｲ ﾉﾂ┤ﾒ ﾏｵｴ（頷きは了承を表わす） 

 

 尚、(ｧ)は(ｨ)とも言える 

 

(ｨ) ﾃﾌｲ ﾒｲｴ┤ﾒ ﾏｵｴ 

 

 ﾒｲｴ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵを意味する」である。ﾉﾂ┤ﾒと似ているが、ﾏｵがﾕﾄの意味に相当する場合

以外は使えない(ｩ) 

 

(ｩ)伃ｸﾒﾄｲ ﾒｲｴ┤ﾌ ｲﾏ → ｸﾒﾄｲ ﾉﾂ┤ﾌ ｲﾏ（時計が一時を指している） 

 

 また、「指す」という意味ではﾂﾌ┤ﾒが使えることもある。但しﾂﾌ┤ﾒはﾂﾌが「指」であるこ

とからも分かるとおり、主に人が指でﾏｵを指す場合しか使えない。ﾏｵを指で指しているの

を見てほしい相手はﾉﾄ格が担う。つまりﾕﾄはﾏｵを指差してﾉﾄに見せたいという意味である。

尚、この指はふつう手の指である。足の指の場合、(ｪ)のようにｲﾏｵ格を付け足す 

 

(ｪ) ﾉｵ ﾂﾌ┤ﾌ ﾄﾉ ﾉﾄ ｱﾌ ｲﾏｵ ﾄﾌｴ ｲﾏｵｱ ｴｵﾌｲ（仰向けで寝つつ、足の指で君に彼を指した） 

 

 一方、ｶﾏﾄｱ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄ（結果・産物）に具象化する」という意味である。ﾏｵは抽象

しか取らない。はじめ抽象だったﾏｵを具象にするときに使う。たとえば考えのような抽象

的なものを文に書いて具象化することがプロトタイプである 

 ｶﾏﾄｱ┤ﾒは抽象的なものをより実現に向けた抽象的なものにする意味はない。現実化に向け

て一歩前進させるという意味はない。日本語では「このプロジェクトを具体化した」とい

えば抽象的なプロジェクトというものをより現実に近づけたという意味である。だが、プ

ロジェクトはたとえ現実化されても形がないので抽象のままである。ｶﾏﾄｱ┤ﾒはﾏｵの成就には



何ら関心がない。抽象のものを具象にすることだけを表わす。抽象のものを実現すること

とは一切関係がない。ゆえに(ｫ)は非文である。このように、現実化するという意味の場合

ｶﾏﾄｱ┤ﾒではなくｳﾉｼ┤ﾒを使う 

 

(ｫ)伃ﾉｵ ｶﾏﾄｱ┤ﾌｲ ﾉｵﾏ ｱﾕ → ﾉｵ ｳﾉｼ┤ﾌｲ ﾉｵﾏ ｱﾕ（この計画を具体化させた） 

 

 逆にｶﾒﾄｱ┤ﾒのﾏｵは具象しかなく、具象のものを抽象化するときに使う。「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄ（結果・

産物）に抽象化する」という意味である。詩という具象なものを音楽やダンスで表わす場

合、そこに抽象化が行われるが、そのような場合にｶﾒﾄｱ┤ﾒを使う。もちろん既に抽象のもの

には使えない 

 但し、ｶﾏﾄｱ┤ﾒにせよｶﾒﾄｱ┤ﾒにせよ、より具象化或いは抽象化する場合には、既に具象或い

は抽象のものをﾏｵに取ることができる。詩は具象であるが、散文や論文よりは抽象的であ

る。その詩を解釈して散文に変える場合、より具象化することになるのでｶﾏﾄｱ┤ﾒが使える。

この際、具象化によってできた結果や産物をﾉﾄ格が担うようになる(ｬ) 

 

(ｬ) ﾉｵ ｶﾏﾄｱ┤ﾉ ｶﾉﾏ ｵﾉﾄﾒｸ ｱﾕ ﾉﾄ ｴﾒｶ（その詩をより具象化して文章にした） 

 

 一方、ｹﾏｵｲ┤ﾒは「ﾕﾄはﾉﾄに対してﾏｵを言葉で表わす」という意味である。言葉という形に

具象化するという意味ではｶﾏﾄｱ┤ﾒも使えるが、既に具象である人物について言葉で表現する

ときもｹﾏｵｲ┤ﾒは使える。尚この場合、ｶﾏﾄｱ┤ﾒは使えない 

 逆にｹﾒｵｲ┤ﾒは「ﾕﾄはﾉﾄに対してﾏｵについて言葉で示さず、暗黙のうちに秘めて伝える」と

いう意味を持つ。ﾏｵにはふつう暗黙にする内容を表わす節がくる(ｭ) 

 

(ｭ) ﾉｵ ｹﾒｵｲ┤ﾉ ﾀﾒｱ ﾉﾄ ｱﾌ（君には依頼を暗黙のうちに伝えた） 

 

 ｹﾒｵｲ┤ﾒは言葉を使ってﾏｵを表わさないため、言葉以外の何かでﾏｵを伝えることになる。

それは身振りでも信号でも良い。或いは敢えて何もしないことでﾏｵを伝えても良い。たと

えば沈黙で何もしないことによって却って怒りをあらわにする場合が考えられる(ｮ) 

 

(ｮ) ﾉｵ ｹﾒｵｲ┤ﾉ ﾂﾏ ﾉﾄ ﾄﾉ ｲﾏｵｱ[ｾﾕﾄ] ｲﾕ┤ﾌ ﾕ（何も言わずに黙って彼への怒りを表わした） 



 

ｩｩ：音楽：ﾄﾒｸ┤ﾒ,ｸﾌｲｴ┤ﾒ,ｸﾒﾄﾏ┤ﾒ,ｸﾒﾄﾒ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ音楽内容。完了相は音楽をひき終わった時点（ 

ﾄﾒｸ┤ﾒ 

 ﾕﾄはﾏｵという何かしらの音楽活動をする 

ｸﾌｲｴ┤ﾒ 

 ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄに歌う 

ｸﾒﾄﾏ┤ﾒ/ｸﾒﾄﾒ┤ﾒ 

 ｸﾒﾄﾏ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵという歌曲をﾉﾄに歌う」。ｸﾒﾄﾒ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵという楽曲をﾉﾄに聞かせる」。

人間の声がメインパートを務めればｸﾌｲｴ、サブパートならｸﾒﾄﾏ） 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ音楽内容。完了相は音楽をひき終わった時点 

 

 ﾄﾒｸ┤ﾒは音楽にかんすることをするという意味で、ﾏｵは音楽に関する内容ならなんでも取

れる。作曲でも作詞でも歌でも良い。何かしらの音楽活動をするという意味である 

 それに対してｸﾌｲｴ┤ﾒの場合、歌を歌うことに限定される。ﾏｵは歌の内容しか取らない。

歌の歌詞を具体的に取っても良いが、ふつうは曲名をﾏｵに取る。歌い聞かせの場合、聞き

手はﾉﾄにくる。よってｸﾌｲｴ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄに歌う」である 

 ｸﾒﾄﾏ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵという歌曲をﾉﾄに歌う」である。ﾏｵは歌曲以外取らない。対してｸﾒﾄﾒ┤ﾒ

は「ﾕﾄはﾏｵという楽曲をﾉﾄに聞かせる」である。ﾏｵは楽曲以外取らない。尚、歌曲とは人間

の声が入ったもので、楽曲とは人間の声が入らないものである 

 ではｸﾒﾄﾏとｸﾌｲｴは何が違うのだろうか。ｸﾌｲｴはふつうのポップミュージックのように人

間の声がメイン部分を担当するものである。声がメインパートを務め、その他の楽器がそ

れを引き立てる。それがｸﾌｲｴである。尚、ｸﾌｲｴは声だけの歌で楽器がなくても良い 

 一方、ｸﾒﾄﾏは人間の声がバイオリンやピアノといった別の楽器と等しい関係にある場合に

使われる。つまり声がメインを担当するのではなく、あくまで一つのサブパートしか務め

ない場合に使われる。声を楽器の一つと見立て、他の楽器と等しく扱い、楽曲の中に人間



の声を楽器として取り入れる。それがｸﾒﾄﾏである 

 

ｩｪ：評価：ｲﾄﾌｹ┤ﾒ,ﾉﾂﾄ┤ﾒ,ﾌﾂﾄ┤ﾒ,ｽﾉｲ┤ﾒ,ｽﾌｲ┤ﾒ,ｲﾒﾏﾄ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵふつう有生。完了相は評価を下した瞬間（ 

ｲﾄﾌｹ┤ﾒ 

 ﾕﾄはﾏｵをｱﾏｱについて批評する。中立的な批判 

ﾉﾂﾄ┤ﾒ/ﾌﾂﾄ┤ﾒ 

 ﾉﾂﾄ┤ﾒは「ﾏｵをｱﾏｱについて良く評価する」。ﾌﾂﾄ┤ﾒは「ﾏｵをｱﾏｱについて悪く評価する」 

ｽﾉｲ┤ﾒ/ｽﾌｲ┤ﾒ 

 ｽﾉｲ┤ﾒは「ﾏｵをｱﾏｱについて誉める」。ｽﾌｲ┤ﾒは「ﾏｵをｱﾏｱについて貶す」 

ｲﾒﾏﾄ┤ﾒ 

 「ﾏｵをｱﾏｱについて侮辱する」。ﾌﾂﾄ┤ﾒ,ｽﾌｲ┤ﾒと違って不当な悪評価。ﾌﾂﾄ┤ﾒ,ｽﾌｲﾒは罪になら

ないがｲﾒﾏﾄ┤ﾒは罪になる 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵふつう有生。完了相は評価を下した瞬間 

 

 ｲﾄﾌｹ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをｱﾏｱについて批評する」である。ﾉﾂﾄ┤ﾒやﾌﾂﾄ┤ﾒと違って中立的に評価す

ることを表わす 

 

 ﾉﾂﾄ┤ﾒはｲﾄﾌｹ┤ﾒと似ているが、ﾏｵを良く評価するという点で異なる。「ﾏｵをｱﾏｱについて良く

評価する」ことである。逆にﾌﾂﾄ┤ﾒは「ﾏｵをｱﾏｱについて悪く評価する」ことである 

 また、良い評価という点ではﾉﾂﾄ┤ﾒはｽﾉｲ┤ﾒに似ている。ｽﾉｲ┤ﾒは「ﾏｵをｱﾏｱについて誉める」

という意味である。逆にｽﾌｲ┤ﾒは「ﾏｵをｱﾏｱについて貶す」という意味である 

 

 ﾉﾂﾄとｽﾉｲの違いについて。ﾉﾂﾄはｲﾄﾌｹとｽﾉｲの中間にあり、評価と誉めるを兼ねたものであ

る。一方ｽﾉｲは評価という意味合いはなく、単に賞賛の意味合いしかない。その点で両者は

異なる 



 アルバザードでは個人主義が発達しているので、個人がどう見るかということが非常に

重要視されている。そのため、個々人は独立した観点や評価を持っていることが期待され

る。それは身分の上下や年齢にかかわらず等しく持っているべきであると期待されること

で、逃げられない。ゆえに小さい子供でも自分なりの価値観で評価することが期待される 

 ゆえにアルバザードでは年下かつ目下のものが年上かつ目上のものを評価することに対

して何ら抵抗がない。よって、ﾉﾂﾄ┤ﾒもｽﾉｲ┤ﾒも抵抗なく年上の目上に使うことができる。ﾉﾂ

ﾄ┤ﾒの場合は評価が入っているが、ｽﾉｲ┤ﾒは評価がなく、感想である。そのため、社会的な場

面ではﾉﾂﾄ┤ﾒのほうが有難がられ、個人的な場面では感情の篭ったｽﾉｲ┤ﾒのほうが有難がられ

る 

 

 また、ｲﾒﾏﾄ┤ﾒは「ﾏｵをｱﾏｱについて侮辱する」という意味である。これはﾌﾂﾄ┤ﾒやｽﾌｲ┤ﾒより

程度が悪い語である。ﾌﾂﾄ┤ﾒやｽﾌｲ┤ﾒはそういわれても仕方のない何らかの原因がある場合が

多い 

 しかしｲﾒﾏﾄ┤ﾒはそういった原因がないのに言われる場合が多い。また、ｽﾌｲ┤ﾒはある程度

論説的に悪い点をつくが、ｲﾒﾏﾄ┤ﾒは単に感情的に相手の弱点をあげつらう意味合いが大きい。

更にｽﾌｲ┤ﾒは欠点や失点など、言われても仕方のない失敗について述べることが多いが、ｲﾒ

ﾏﾄ┤ﾒは相手の体の悩みなど、どうしようもない弱点をわざと突くことが多い 

 ﾌﾂﾄ┤ﾒ,ｽﾌｲ┤ﾒとｲﾒﾏﾄ┤ﾒの違いは要は相手の受け取り方しだいである。ﾌﾂﾄ┤ﾒのつもりでも穿

った相手が侮辱されたと取られればｲﾒﾏﾄ┤ﾒと取られてしまう。アルバザードの裁判でもﾌﾂﾄ┤

ﾒやｽﾌｲ┤ﾒは罪にならないがｲﾒﾏﾄ┤ﾒは罪になる。その点でもこれらの違いは重要かつ線引きの

難しいものである 

 

ｩｫ：呼：ｲﾒｲﾄ┤ﾒ,ｲﾒｱﾀ┤ﾒ,ﾉﾀｱﾒｴ┤ﾒ,ﾉｵｳ┤ﾒ,ﾒｴｱ┤ﾒ,ﾏｴｱ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ有生。完了形は呼び声を相手にかけ終わったとき（ 

ｲﾒｲﾄ┤ﾒ 

 「ﾕﾄはﾏｵにﾉﾄまで来てもらう」。用があって来てもらう場合 

ｲﾒｱﾀ┤ﾒ 

 「ﾏｵをﾉﾄに招待する」。ﾏｵとあって歓談したりﾏｵにﾉﾄに参加してほしい場合 



ﾉﾀｱﾒｴ┤ﾒ 

 「ﾕﾄはﾏｵ（神）をﾉﾄへ召喚する」。宗教的な語 

ﾉｵｳ┤ﾒ 

「ﾕﾄはﾏｵをﾄﾒｳという名前で呼ぶ」 

ﾏｴｱ┤ﾒ/ﾒｴｱ┤ﾒ 

 ﾒｴｱ┤ﾒの本義は「ﾕﾄはﾏｵにﾄﾒｳという名前を付ける」。ﾏｴｱ┤ﾒは名前でなく姓を担うだけで、

後はﾒｴｱ┤ﾒと同じ） 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ有生。完了形は呼び声を相手にかけ終わったときで、相手が来たとき

ではない 

 

 ｲﾒｲﾄ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵにﾉﾄまで来てもらう」という意味である。上下関係は一切ない。目上が

呼ぼうと目下が呼ぼうとｲﾒｲﾄ┤ﾒである。ﾉﾄには人も場所も取れる(ｧ)(ｨ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ｲﾒｲﾄ┤ﾌ ﾄﾉ ﾉﾄ ﾉｵ（彼を私のところに呼んだ） 

(ｨ) ﾉｵ ｲﾒｲﾄ┤ﾌ ﾄﾉ ﾉﾄ ｲﾏﾉ（彼をここに呼んだ） 

 

 ｲﾒｱﾀ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに招待する」で、ﾉﾄは人でも場所でも良いし、パーティのようなイベン

トでも良い 

 ｲﾒｲﾄ┤ﾒはﾏｵに用があるので来てもらうことである。対してｲﾒｱﾀ┤ﾒはﾏｵがﾉﾄに来て団欒した

り、ﾉﾄに参加するということをﾕﾄが望む場合に使う。パーティは参加して楽しむものだから

(ｩ)のようにｲﾒｱﾀ┤ﾒを使う 

 

(ｩ)伀ﾉｵ ｲﾒｲﾄ┤ﾉ ﾄﾉ ﾉﾄ ﾉﾄｵﾉ → ﾉｵ ｲﾒｱﾀ┤ﾉ ﾄﾉ ﾉﾄ ﾉﾄｵﾉ（彼をパーティに呼んだ） 

 

 また、(ｪ)(ｫ)はいずれも非文でないが、上記で述べた意味合いにおいて互いに異なる。

(ｪ)は彼に何か用があるので来てもらうという意味で、(ｫ)は彼と歓談したいので来てもら

うという意味である 

 



(ｪ) ﾉｵ ｲﾒｲﾄ┤ﾉ ﾄﾉ ﾉﾄ ﾀﾉ（彼を家に呼ぶ） 

(ｫ) ﾉｵ ｲﾒｱﾀ┤ﾉ ﾄﾉ ﾉﾄ ﾀﾉ（彼を家に招く） 

 

 一方、同じ来てもらうという意味でもﾉﾀｱﾒｴ┤ﾒは特殊である。これは神話に登場する語で、

神を召喚するという特殊な意味を持つ。したがってﾏｵには神がくる。神に助力してもらう

ためにアレフと引き換えに特別に来てもらうことを指す。日常的に使う場合は神に来ても

らうという宗教的な意味しか示さない 

 尚、ﾉﾀｱﾒｴ┤ﾒで呼べるのは神だけである。テームスやアデルは召喚できない。アトワーユ

やアヴェラントも召喚できない。エルト・サールのいずれかである 

 よって、ﾉﾀｱﾒｴ┤ﾒの意味は「ﾕﾄはﾏｵ（神）をﾉﾄへ召喚する」である 

 

 ところで、「呼ぶ」には来てもらう以外に声をかけるとか人を～という名前で呼ぶという

意味がある。後者の意味を担うのはﾉｵｳ┤ﾒである。ﾉｵｳ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾄﾒｳという名前で呼ぶ」。

である。再帰だと名乗るという意味にもなる(ｬ)(ｭ) 

 

(ｬ) ﾉｵ ﾉｵｳ┤ﾌ ﾄﾉ ﾄﾒｳ ｸﾌﾌﾀ（彼女をミールと呼ぶ） 

(ｭ) ﾉｵ ﾉｵｳ┤ﾒ ﾏﾀ ﾄﾒｳ ｱﾌｲｵﾏ（私はティクノと名乗っている） 

 

 ところで、(ｭ)の「呼ぶ」は名前にかんすることだから、ﾒｴｱ┤ﾒを使えるのではないかと

いう予想が立つ。ﾒｴｱ┤ﾒの本義は「ﾕﾄはﾏｵにﾄﾒｳという名前を付ける」である。ﾄﾒｳが省略さ

れれば単に「ﾏｵを名付ける」という意味である。そこで(ｭ)にﾒｴｱ┤ﾒが使えるかというとそ

うではない 

 

(ｮ) ﾉｵ ﾒｴｱ┤ﾉ ﾄﾉ ﾄﾒｳ ｱﾌｲｵﾏ（彼をティクノと名付けた） 

 

 この場合、私は彼の名付け親になってしまう。 (ｮ)では名付け親になってしまうので意

味が違う 

 

ｩｬ：論理：ｽﾉﾉﾄ┤ﾒ,ｽﾉﾌﾄ┤ﾒ,ﾄﾉｱｴ┤ﾒ,ﾄﾌｱｴ┤ﾒ,ｸﾉﾀｱ┤ﾒ,ｸﾌﾌﾀ┤ﾒ 

 



惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ抽象。完了相はたとえば演繹をし終わった瞬間（ 

ｽﾉﾉﾄ┤ﾒ/ｽﾉﾌﾄ┤ﾒ 

 「ﾕﾄはﾏｵを演繹してﾉﾄという結論を導く」 

ﾄﾉｱｴ┤ﾒ/ﾄﾌｱｴ┤ﾒ 

 ﾄﾉｱｴ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄからﾉﾄに導入する」。ﾄﾌｱｴ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄからﾉﾄに導出する」 

ｸﾉﾀｱ┤ﾒ 

 「ﾏｵという論理的な内容をﾉﾄに言う」 

ｸﾌﾌﾀ┤ﾒ 

 「ﾏｵを非論理の形から論理化された形に変える」） 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ抽象。完了相はたとえば演繹をし終わった瞬間 

 

 ｽﾉﾉﾄ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵを演繹してﾉﾄという結論を導く」である。学術的な演繹という意味しか

ないので特に語法の上で注意点はない。ｽﾉﾌﾄ┤ﾒは逆に帰納である。「ﾏｵを帰納してﾉﾄを導く」

である 

 ﾄﾉｱｴ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄからﾉﾄに導入する」という意味である。ﾏｵは抽象で、「この式に虚数を導

入する」というような学術的なシーンで使われる。逆にﾄﾌｱｴ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄからﾉﾄに導出する」

で、論理学などで良く使われる(ｨ) 

 

(ｨ) ﾉｵ ﾄﾌｱｴ┤ﾉ ｹﾒﾂﾌ ｱﾕ ﾌﾄ ｹﾒﾂﾉ ｱﾕ（この前提からこの結果を導出した） 

 

 ｸﾉﾀｱ┤ﾒは「ﾏｵという論理的な内容をﾉﾄに言う」である。ﾏｵには論理的な内容しかこない。

ﾏｵが長い場合、ふつうﾏｵにｴﾏﾉを入れて次の文に繰り越す 

 

 ｸﾌﾌﾀ┤ﾒは「ﾏｵを非論理の形から論理化された形に変える」ことである。日常的に使うと

すれば、意味不明なちぐはぐな言葉を分かるように論理的なものにしろと頼むときなどが

考えられる。だが、そういうことを除けばあまり使うことのない語である 

 



ｩｭ：騒：ﾄﾉｶ┤ﾒ,ﾄﾌｶ┤ﾒ,ｸﾉﾄｹ┤ﾒ,ｸﾌﾄｹ┤ﾒ 

 

惕 

 ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ有生。完了相はﾏｵが騒ぎはじめた瞬間（ 

ﾄﾉｶ┤ﾒ/ﾄﾌｶ┤ﾒ 

 ﾄﾉｶ┤ﾒは「ﾏｵをうるさくする」。ﾄﾌｶ┤ﾒは「ﾏｵを静かにさせる」 

ｸﾉﾄｹ┤ﾒ/ｸﾌﾄｹ┤ﾒ 

 ｸﾉﾄｹ┤ﾒは「ﾏｵを騒がせる」。ｸﾌﾄｹ┤ﾒは「ﾏｵを沈静する」。ﾄﾉｶは音がうるさいといって音に焦

点を当てている。音の原因には焦点がいかない。ｸﾉﾄｹは音でなくその原因に焦点がいく。人

だかりがうるさい場合、人の声に焦点なのでﾄﾉｶ。人だかりが騒がしい場合、人だかりその

ものに焦点なのでｸﾉﾄｹ） 

惕 

 

 ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ有生。完了相はﾏｵが騒ぎはじめた瞬間。ゆえに騒いでいる場合は影響相 

 

 ﾄﾉｶ┤ﾒは「ﾏｵをうるさくする」という意味で、ﾄﾌｶ┤ﾒは逆に「ﾏｵを静かにさせる」。非ﾏｵﾉの

ﾏｵはふつう有生だが、ﾏｵﾉの場合、ﾕﾄが無生をとることがある(ｧ) 

 

(ｧ) ｴﾏｲﾄ ﾌｱ ｸﾉ ﾄﾌｶ（公園が静かになった） 

 

 ｸﾉﾄｹ┤ﾒは「ﾏｵを騒がせる」で、ｸﾌﾄｹ┤ﾒは「ﾏｵを沈静する」である。ﾄﾉｶは音だけに焦点を当

てているが、ｸﾉﾄｹはその音を立てる原因に焦点を当てるという点で両者は異なる(ｨ)(ｩ) 

 

(ｨ) ｴﾏｲﾄ ﾌｱ ﾄﾉｶ（公園がうるさい） 

(ｩ) ｴﾏｲﾄ ﾌｱ ｸﾉﾄｹ（公園が騒がしい） 

 

 (ｨ)は音楽や子供の声などが公園から聞こえて、その音が大きくて不快だと考えている。

あくまで音に焦点を当てている。一方、(ｩ)では音が不快と感じているかどうかは不明であ

る。公園で何かあったらしく、人だかりができていてそれによって大きな音が出ている。

騒がしいと感じる人は不快に思っているかどうかは不明で、単に何が起こったのだろうと



不思議がる程度である。ｸﾉﾄｹにはうるささに関しては何も言わない。そこで非日常的な何か

が起こり、人だかりができて音がする。そのことをｸﾉﾄｹは表現するだけである 

 ｸﾌﾄｹも同様で、音が聞こえない静かさというよりは人だかりなどが沈静化していることそ

のものに焦点を置く。焦点は音ではない 

 

ｩｮ：演：ｾﾒｵ┤ﾒ,ｲｾﾏ┤ﾒ,ｲｾﾏｹ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ演じる内容。完了相は演じおわった時点（ 

ｾﾒｵ┤ﾒ 

 「ﾕﾄはﾏｵをﾄﾒｳとして振舞わせる」 

ｲｾﾏ┤ﾒ 

 「ﾕﾄはﾏｵを演じる」 

ｲｾﾏｹ┤ﾒ 

 「ﾏｵを演出する」） 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ演じる内容。完了相は演じおわった時点 

 

 ｾﾒｵ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾄﾒｳとして振舞わせる」である。ｾﾏｵ┤ﾒとの比較が重要(ｧ)(ｨ)。どちら

も彼女が本当に良い娘かどうか不明である 

 (ｧ)では娘に良い娘であるように仕向けている。娘は良い娘であろうと努力する。何もし

らない他人は娘を良い娘と思うだろう 

 逆に(ｨ)ではﾕﾄが勝手にそのように思い込んでいるので娘は何ら苦労を要求されない。ﾕﾄ

は娘を良い娘と思っているが、他人はそう思わないかもしれない 

 

(ｧ) ﾉｵ ｾﾒｵ┤ﾌ ﾄﾉ ﾄﾒｳ ｸﾌﾏ ﾉﾏ（私は彼女に良い娘であるように振舞わせている） 

(ｨ) ﾉｵ ｾﾏｵ┤ﾌ ﾄﾉ ﾄﾒｳ ｸﾌﾏ ﾉﾏ（私は彼女を良い娘として扱う） 

 

 一方、ｲｾﾏ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵを演じる」である。ﾏｵには役柄がきても良いし、演じる内容がき



ても良い 

 では、ｾﾒｵ┤ﾒとｲｾﾏ┤ﾒの違いは何か。ｲｾﾏ┤ﾒはﾏｵの内容を振舞うだけでなく、演技の役柄を

演じるという意味もある。だがｾﾒｵ┤ﾒには役柄を演じるという意味はない(ｩ) 

 

(ｩ) ﾉｵ ｾﾒｵ┤ﾒ ﾏﾀ ﾄﾒｳ ｸﾌﾌﾀ（伃ミール役を演じる→ミールのように振舞う） 

 

 ミールを演じるという意味では(ｪ)のようにいう 

 

(ｪ) ﾉｵ ｲｾﾏ┤ﾒ ｸﾌﾌﾀ 

 

 また、上述からもわかるとおり、ｲｾﾏ┤ﾒとｾﾒｵ┤ﾒは構文も異なる。以上２点が違いである 

 

 一方ｲｾﾏｹ┤ﾒは「ﾕﾄは筋書きどおりにﾏｵという劇やイベントが進行するよう影で指示したり

尽力したりすること」である。つまり「ﾏｵを演出する」ことである。ﾏｵにはイベントなど

がくる 

 

 ｲｾﾏｹ┤ﾒは「演出する」と違って自分が駒となって動く場合も含める。たとえば映画のデ

ィレクターは指示者で自分では動かないが、ｲｾﾏｹﾉｵは自分で動くこともある。それが違い

である 

 

ｩｯ：授受：ｷﾉｱ┤ﾒ,ｷﾌｱ┤ﾒ,ｱﾉｷ┤ﾒ,ｱﾌｷ┤ﾒ,ｳﾉｵｱ┤ﾒ,ｳﾌｵｱ┤ﾒ,ﾏｷｱ┤ﾒ,ﾒｷｱ┤ﾒ,ｴﾏｷ┤ﾒ,ｴﾒｷ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ具象。完了相は所有者が変化した時点（ 

ｷﾉｱ┤ﾒ/ｷﾌｱ┤ﾒ 

 ｷﾉｱ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾌﾄから取る」。ｷﾌｱ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄに与える」 

ｱﾉｷ┤ﾒ/ｱﾌｷ┤ﾒ 

 「ﾕﾄはﾏｵをﾌﾄから得る」。ｱﾌｷ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄになくす」 

ｳﾉｵｱ┤ﾒ/ｳﾌｵｱ┤ﾒ 

 ｳﾉｵｱ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄに送る」。ｳﾌｵｱ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾌﾄから受け取る」。ﾏｵはプレゼント 



ﾏｷｱ┤ﾒ/ﾒｷｱ┤ﾒ 

 ﾏｷｱ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾌﾄから奪う」。ﾒｷｱ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾌﾄから盗む」 

ｴﾏｷ┤ﾒ/ｴﾒｷ┤ﾒ 

 ｴﾏｷ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾌﾄから受け取る」。ｴﾒｷ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄに渡す」。所有権の移動ではな

く単に物理的な移動） 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ具象。完了相は所有者が変化した時点 

 

 ｷﾉｱ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾌﾄから取る」である。ｷﾌｱ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄに与える」である 

 一方、ｱﾉｷ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾌﾄから得る」である。ｱﾌｷ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄになくす」である。

ﾉﾄになくすとは、ﾉﾄがﾏｵの行方を表わしている 

 ｷﾉｱとｱﾉｷは、ﾕﾄがﾏｵを得たのが意図的か否かという違いである。意図的ならｷﾉｱ/ｷﾌｱで、

非意図的ならｱﾉｷ/ｱﾌｷである 

 これら四つはいずれも所有権の移動を示すが、例外的にｱﾌｷ┤ﾒはそうでないことがある。

ｱﾌｷは非意図的に与えることだが、ﾉﾄがなければただなくしたに過ぎない。単になくしたと

いうときはﾉﾄがないため、所有権の移動は起こらない 

 

 一方、ｳﾉｵｱ┤ﾒ,ｳﾌｵｱﾒも所有権の移動伴う授受を意味するが、こちらはﾏｵがプレゼントで

あることが条件である。構文は同じで、「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄに送る」と「ﾕﾄはﾏｵをﾌﾄから受け取る」

である。いずれもﾏｵがプレゼントでなければならない 

 

 また、他にも所有者の移動を表わす語にﾏｷｱ┤ﾒとﾒｷｱ┤ﾒがある。これは「ﾕﾄはﾏｵをﾌﾄから奪

う」と「ﾕﾄはﾏｵをﾌﾄから盗む」である。ﾏｵを得る方法が犯罪であるという点が共通する。だ

がﾏｷｱ┤ﾒは力ずくで奪い、ﾒｷｱ┤ﾒは知らぬ間に盗み取ることを意味する点で異なる。これら

の場合所有者は移動するが、手口が犯罪なので所有権は移動しない 

 

 一方、所有権が全く移動しない授受もある。ｴﾏｷ┤ﾒ,ｴﾒｷ┤ﾒである。これらは賃借のように

一時的に使用権が移ることでもない。ｴﾏｷ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾌﾄから受け取る」である。ｳﾌｵｱ┤ﾒ

と違って渡されたものを受け取るという意味である。たとえば食卓で「塩とって」といっ



て取ってもらったときの受け取るがｴﾏｷ┤ﾒである 

 ｴﾒｷ┤ﾒは逆に「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄに渡す」である。これは所有権の移動ではなく、単に物理的な

移動しか示さない。ｴﾒｷ┤ﾒは手渡しがふつうだが、投げて渡してもかろうじてｴﾒｷ┤ﾒのとい

える。ベルトコンベアに乗せて相手のところまで回してやっても一応ｴﾒｷ┤ﾒになる 

 

 

ｪｦ：賃借：ﾄﾉｻ┤ﾒ,ﾄﾌｻ┤ﾒ,ｴｱﾉ┤ﾒ,ｴｱﾌ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ具象。完了形は一時的に使用権が移った時点（ 

ﾄﾉｻ┤ﾒ/ﾄﾌｻ┤ﾒ 

 ﾄﾉｻ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄにｷﾄﾏの期間貸す」。ﾄﾌｻ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾌﾄからｷﾄﾏの期間借りる」。引き

換えるものはｷﾕｱで表わす。ﾏｵを返せばｷﾕｱは手元に戻る 

ｴｱﾉ┤ﾒ/ｴｱﾌ┤ﾒ 

 ｴｱﾉ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄにｷﾄﾏの期間ｺﾉﾀで賃貸しする」。ｴｱﾌ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾌﾄからｷﾄﾏの期間ｺ

ﾉﾀで賃借りする」。引き換えるものは金ならｺﾉﾀ、それ以外はｷﾕｱで表わす。ﾏｵを返しても引

き換えたものは手間賃として処理され、手元に返ってこない） 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ具象。完了形は一時的に使用権が移った時点 

 

 ﾄﾉｻ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄにｷﾄﾏの期間貸す」である。ﾄﾌｻ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾌﾄからｷﾄﾏの期間借りる」

である 

 ｴｱﾉ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄにｷﾄﾏの期間ｺﾉﾀで賃貸しする」で、ｴｱﾌ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾌﾄからｷﾄﾏの期

間ｺﾉﾀで賃借りする」である 

 ﾄﾉｻとｴｱﾉの違いは無料か有料かという違いである 

 尚、ｷﾄﾏでなくｲﾌﾄｲといって期限を示しても良い 

 また、金でなく自分の服の代わりに相手の服を貸した場合はﾄﾉｻ┤ﾒを使う(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ﾄﾉｻ┤ﾉ ｴﾉｼ ﾒ ｵﾏｴ ﾉﾄ ﾄﾉ ｷﾕｱ ｴﾉｼ ﾒ ﾄﾉ（私は彼の服と引き換えに彼に服を貸した） 



 

 また、金に準ずるものと引き換えに貸した場合もﾄﾉｷ┤ﾒを使う(ｨ) 

 

(ｨ) ﾉｵ ﾄﾉｻ┤ﾉ ｴﾉｼ ﾒ ｵﾏｴ ﾉﾄ ﾄﾉ ｷﾕｱ ｽﾏﾀｹ ﾒ ﾄﾉ（私は彼のダイヤモンドと引き換えに彼に服

を貸した） 

 

 ところが(ｧ)も(ｨ)もﾄﾉｻ┤ﾒでなくｴｱﾉ┤ﾒを使うことができる。その場合、意味はどう変わる

のか。実はｴｱﾉ┤ﾒを使った場合、一度貸したら引き換えたものをもう返さなくて良い。ｴｱﾉ

┤ﾒはいってみればレンタルするということだからである 

 たとえばビデオ屋でビデオをｩｦｦ円で借りる。この借りるはﾄﾌｻ┤ﾒでなくｴｱﾌ┤ﾒである。そ

して一度借りたらビデオを返してもｩｦｦ円は戻ってこない。つまりｴｱﾉ┤ﾒ/ｴｱﾌ┤ﾒではｺﾉﾀやｷ

ﾕｱに置かれたものは二度と戻ってこないのである 

 ところがﾄﾉｻ┤ﾒ/ﾄﾌｻ┤ﾒの場合、借りたものを返せばｷﾕｱに置かれたものは返ってくる。ゆえ

に(ｩ)と(ｪ)では意味が違う。(ｩ)では金を返せば娘は戻る。しかし(ｪ)では金を返しても娘は

帰ってこない。娘は貸してもらった手間賃や諸経費に充当されるためである 

 

(ｩ) ﾉｵ ﾄﾌｻ┤ﾉ ｺﾌﾄ ｷﾕｱ ｸﾌﾏ（娘と引き換えに金を借りた） 

(ｪ) ﾉｵ ｴｱﾌ┤ﾉ ｺﾌﾄ ｷﾕｱ ｸﾌﾏ（娘と引き換えに金を借りた） 

 

ｪｧ：売買：ﾉｱｸ┤ﾒ,ﾌｱｸ┤ﾒ,ｲﾉｱﾉ┤ﾒ,ｲﾉｱﾌ┤ﾒ,ｴｱﾉｱ┤ﾒ,ｴｱﾌｱ┤ﾒ,ｶﾉｱﾉ┤ﾒ,ｶﾉｱﾌ┤ﾒ,ﾃﾉｸﾉ┤ﾒ,ﾃﾉｸﾌ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ具象。完了相は取引成立時点（ 

ﾉｱｸ┤ﾒ/ﾌｱｸ┤ﾒ 

 ﾉｱｸ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄに売る」。唯一ﾏｵﾉがあり、「ﾕﾄは売れる」の意味。ﾌｱｸ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵを

ﾌﾄから買う」である 

ｲﾉｱﾉ┤ﾒ/ｲﾉｱﾌ┤ﾒ 

 ｲﾉｱﾉ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾌﾄから輸入する」。ｲﾉｱﾌ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄへ輸出する」 

ｴｱﾉｱ┤ﾒ/ｴｱﾌｱ┤ﾒ 

 ｴｱﾉｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに卸売りする」。ｴｱﾌｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに小売する」 



ｶﾉｱﾉ┤ﾒ/ｶﾉｱﾌ┤ﾒ 

 ｶﾉｱﾉ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに競で売る」。ｶﾉｱﾌ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから競で買う」 

ﾃﾉｸﾉ┤ﾒ/ﾃﾉｸﾌ┤ﾒ 

 ﾃﾉｸﾉ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄに売春する」。ﾃﾉｸﾌ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾌﾄから買春する」） 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ具象。完了相は取引成立時点 

 

 ﾉｱｸ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄに売る」である。唯一ﾏｵﾉがあり、「ﾕﾄは売れる」の意味である 

 ﾌｱｸ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾌﾄから買う」である 

 ｲﾉｱﾉ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾌﾄから輸入する」である。ｲﾉｱﾌ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄへ輸出する」である 

 ｴｱﾉｱ┤ﾒ/ｴｱﾌｱ┤ﾒはどちらも売るの仲間であるが、卸売りと小売の違いである。順に「ﾏｵ

をﾉﾄに卸売りする」と「ﾏｵをﾉﾄに小売する」である。小売とはふつうに売ることであるから、

日常生活ではふつうﾉｱｸ┤ﾒを使う。経済の話をしているときなどにようやくｴｱﾌｱ┤ﾒが使われ

る 

 ｶﾉｱﾉ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに競で売る」で、ｶﾉｱﾌ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから競で買う」である。どちらもオ

ークションをして売買することを表わす 

 ﾃﾉｸﾉ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄに売春する」である。ﾏｵは人を取る。再帰形も可能。ﾃﾉｸﾌ┤ﾒは「ﾕﾄ

はﾏｵをﾌﾄから買春する」である。ﾌﾄがﾏｵと同一の場合、ﾌﾄはなくなる(ｨ) 

 

(ｨ)伃ﾄﾉ ﾃﾉｸﾌ┤ﾉ ﾄﾉﾁ ﾄﾕ ﾌﾄ ﾄﾉﾁ ﾄﾕ → ﾄﾉ ﾃﾉｸﾌ┤ﾉ ﾄﾉﾁ ﾄﾕ（彼はその少女を買った） 

 

 尚、ﾃﾉｸﾉ,ﾃﾉｸﾌは人身売買ではなく売春である。主に金銭と引き換えに性交渉することで、

奴隷などとして売買することではない。人身売買の場合、ﾉｱｸ┤ﾒ,ﾌｱｸ┤ﾒを使って、ﾏｵに人が

くる(ｩ) 

 

(ｩ) ﾄﾉﾏ ﾄﾕ ﾒｵ ﾒｱ ｲﾌｺ ﾉｱｸ┤ﾉ ｸﾌﾏ ﾒ ｵﾏｴ ｷﾕｱ ｺﾌﾄ（その貧しい母親は金と引き換えに娘を売

った） 

 

ｪｨ：金：ｺﾉｲ┤ﾒ,ｺﾌｲ┤ﾒ,ｲﾉｺﾉ┤ﾒ,ﾀﾉｺ┤ﾒ,ﾄﾉｺ┤ﾒ,ﾄﾒﾌｺ┤ﾒ,ｴﾒﾀｺ┤ﾒ,ｱﾉｺ┤ﾒ,ｱﾀﾏｲ┤ﾒ,ｱﾀﾒｲ┤ﾒ,ｺﾉﾀ┤ﾒ 



 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ金銭、或いはそれに準じるもの。完了相は支払った時点（ 

ｺﾉｲ┤ﾒ/ｺﾌｲ┤ﾒ 

 ｺﾉｲ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄに払う」。ｺﾌｲ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾌﾄから払われる」 

ｲﾉｺﾉ┤ﾒ 

 「ﾕﾄはｸﾉｵが原因でﾏｵをﾉﾄに償いとして払う」 

ﾀﾉｺ┤ﾒ 

 ﾀﾉｺ┤ﾒはｺﾌｲ┤ﾒの一種で、「ﾏｵをﾌﾄから稼いだ」。「父は金を稼ぐ」という場合ﾀﾉｺ┤ﾒを使う。

ｺﾌｲ┤ﾒだと稼ぐでなく受け取ったというニュアンスになる 

ﾄﾉｺ┤ﾒ 

 「ﾏｵ（賃金）をﾉﾄに払う」 

ﾄﾒﾌｺ┤ﾒ 

 「ﾏｵという印税をﾉﾄに払う」 

ｴﾒﾀｺ┤ﾒ 

 「ﾏｵ（金銭）をﾉﾄに投資する」 

ｱﾉｺ┤ﾒ 

 「ﾕﾄはﾏｵという報酬をﾉﾄに与える」である。ﾏｵは金でも良いし、物や行為でも良い 

ｱﾀﾏｲ┤ﾒ/ｱﾀﾒｲ┤ﾒ 

 ｱﾀﾏｲ┤ﾒは「ﾏｵという報奨金をﾉﾄに与える」。ｱﾀﾒｲ┤ﾒは「ﾏｵという罰金をﾌﾄから奪う」 

ｺﾉﾀ┤ﾒ 

 「ﾕﾄはﾏｵという価格である」或いは「ﾕﾄはﾉﾄにとってﾏｵだけコストがかかる」） 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ金銭、或いはそれに準じるもの。完了相は支払った時点 

 

 ｺﾉｲ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾉﾄに払う」で、ﾏｵには金銭がくる。キャッシュでも良いし、カード上の

金銭でも良い。物と交換なら物をﾏｵにしても良い。また、買った品物は金と引き換えたも

のなのでｷﾕｱで表わせる(ｧ) 

 



(ｧ) ﾉｵ ｺﾉｲ┤ﾉ ｽﾏﾀｹ ﾉﾄ ﾄﾉ ｷﾕｱ ｷﾉｶﾉ（彼にダイヤを払ってドレスを買った） 

 

 逆にｺﾌｲ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾌﾄから払われる」である。詳細はｺﾉｲ┤ﾒと同じ 

 ｲﾉｺﾉ┤ﾒはｺﾉｲ┤ﾒの一種で、「償う」の意味。「ﾕﾄはｸﾉｵが原因でﾏｵをﾉﾄに償いとして払う」で

ある(ｨ)。ﾏｵは金銭だけでなく行為でも良い 

 

(ｨ) ﾉｵ ｲﾉｺﾉ┤ﾉ ﾉｵ ｶﾌｵｹ┤ﾒ ﾄﾉ ﾉﾄ ﾄﾉ ｸﾉｵ ﾉｵ ｶﾌｳ┤ﾉ ﾄﾉ（彼を傷つけた償いとして彼を守った） 

 

 ﾀﾉｺ┤ﾒはｺﾌｲ┤ﾒの一種で、「ﾏｵをﾌﾄから稼いだ」である。労働や窃盗など、金になる行為を

して金を得ることである。ｺﾌｲ┤ﾒは金が入ってくる収入のことで、ﾀﾉｺ┤ﾒは稼ぐことである。

「父は金を稼ぐ」という場合、(ｩ)になる 

 

(ｩ)伃ﾄﾉﾒ ｺﾌｲ┤ﾒ ｺﾌﾄ → ﾄﾉﾒ ﾀﾉｺ┤ﾒ ｺﾌﾄ 

 

 ｺﾌｲ┤ﾒでは「金を受け取る」という意味で、ニュアンスが違う 

 ﾄﾉｺは賃金の意味で、ﾄﾉｺ┤ﾒは賃金を払うである。つまり「ﾏｵ（賃金）をﾉﾄに払う」という

意味である。ﾕﾄは雇用者がくるが、雇用者の名でなく抽象的に会社ということが多い(ｪ) 

 

(ｪ) ｶﾒｵｱ ﾄﾉｺ┤ﾉ ﾉｵ（企業が私に賃金を支払った） 

 

 ﾄﾒﾌｺは印税で、ﾄﾒﾌｺ┤ﾒは「ﾏｵという印税をﾉﾄに払う」である 

 ｴﾒﾀｺ┤ﾒは「ﾏｵ（金銭）をﾉﾄに投資する」である 

 ｱﾉｺ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵという報酬をﾉﾄに与える」である。ﾏｵは金でも良いし、物や行為でも良い。

何の報酬か示すときはｷﾕｱで表わす(ｫ)。また、単に報酬の原因と考えるならｷﾕｱでなくｸﾉｵ

でも良い 

 

(ｫ) ｷﾉｵ ﾄﾕ ｱﾉｺ┤ﾉ ｽﾌｻｱ ﾉﾄ ﾄﾉ ｷﾕｱ ﾄﾉｼ（その女は労働の報酬として彼に体を許した） 

 

 また、ｱﾉｺ┤ﾒに似たものにｱﾀﾏｲ┤ﾒがある。これは「ﾏｵという報奨金をﾉﾄに与える」である。

罰金の反対で、何か良いことをしたときに特別に与えられる金である。ｱﾀﾏｲ┤ﾒのﾏｵは金し



か取らないし、良いことをしたときしか与えられない 

 逆にｱﾀﾒｲ┤ﾒは「ﾏｵという罰金をﾌﾄから奪う」である。ﾏｵの分だけﾌﾄから金銭を取ることで

ある。取ることだからﾌﾄを使う。ﾉﾄにしないように 

 

 ｺﾉﾀ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵという価格である」という意味。ﾕﾄは商品。ﾏｵは金額。ﾏｵは抽象的に高

い安いともいえる(ｬ)。また、「ﾕﾄはﾉﾄにとってﾏｵだけコストがかかる」と考えることもでき

る(ｭ) 

 

(ｬ) ｱﾕ ｺﾉﾀ┤ﾒ ｷﾏﾀ ＝ ｱﾕ ﾒｱ ｷﾏﾀ（これは高い） 

(ｭ) ﾀﾉ ｺﾉﾀ┤ﾒ ｷﾏﾀ ﾉﾄ ﾉｵ（家には非常にコストがかかる） 

 

ｪｩ：預：ｱﾏｷﾄ┤ﾒ,ｱﾒｷﾄ┤ﾒ,ｳﾉｵｹ┤ﾒ,ｳﾌｵｹ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ具象。完了相は預かり始めた時点（ 

ｱﾏｷﾄ┤ﾒ/ｱﾒｷﾄ┤ﾒ 

 ｱﾏｷﾄ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに預ける」。ｱﾒｷﾄ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから引き出す、返してもらう」 

ｳﾉｵｹ┤ﾒ/ｳﾌｵｹ┤ﾒ 

 ｳﾉｵｹ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから出てﾉﾄまで出迎える」。ｱﾏｷﾄ┤ﾒされた人を迎えることはできない。

ｳﾌｵｹ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから出てﾉﾄまで見送る」） 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ具象。完了相は預かり始めた時点 

 

 ｱﾏｷﾄ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに預ける」の意味。ﾏｵは預けるものを示す。子供など、人でも良い 

 ｱﾒｷﾄ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから引き出す、返してもらう」で、一度ｱﾏｷﾄ┤ﾒしたものを返してもらう

ときに使う。一度ｱﾏｷﾄ┤ﾒしたものでないと使えない。預けていた子供を返してもらうときに

も使える(ｧ)。このときは「迎えにいく」と訳す 

 

(ｧ) ﾉｵ ｱﾏｷﾄ┤ﾉ ｸﾌﾏ ﾉﾄ ﾄﾉ ｴﾉ ﾄﾉｼ┴ ｶﾏﾄ ｴﾌ ﾄﾉｼ,ﾉｵ ｱﾒｷﾄ┤ﾉ ﾄﾕ ﾌﾄ ﾄﾉ（仕事前、娘を彼に預けた。



そして仕事が終わると彼のところに彼女を迎えにいった） 

 

 (ｧ)はｱﾒｷﾄ┤ﾒでなくｳﾉｵｹ┤ﾒを使うことができるか？ ｳﾉｵｹ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから出てﾉﾄまで出

迎える」という意味である。だが(ｧ)では使えない。一度ｱﾏｷﾄ┤ﾒされた人を返してもらうに

はｱﾒｷﾄ┤ﾒしか使えない。ｳﾉｵｹ┤ﾒは預けられたもの以外を出迎えるときに使う。自主的に仕事

に赴いた人を出迎えるとか、空港まで来た友人を出迎えるとか、預けられたもの以外に使

う 

 逆にｳﾌｵｹ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから出てﾉﾄまで見送る」である。詳細はｳﾉｵｹ┤ﾒに同じ 

 

 

ｪｪ：学習：ｳﾉｳ┤ﾒ,ｳﾌｳ┤ﾒ,ｷﾒﾄ┤ﾒ,ｷﾏﾄ┤ﾒ,ｱﾏﾄｳ┤ﾒ,ｱﾒﾄｳ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ抽具。完了相はﾏｵについて学習しきった時点（ 

ｳﾉｳ┤ﾒ/ｳﾌｳ┤ﾒ 

 ｳﾉｳ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに教える」で、ｳﾌｳ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから習う」である。教える教わるの師

弟関係しか表わさない 

ｷﾏﾄ┤ﾒ/ｷﾒﾄ┤ﾒ 

 ｷﾏﾄ┤ﾒは「ﾏｵを研究する」。ｷﾒﾄ┤ﾒは「ﾏｵを学ぶ、勉強する」 

ｱﾏﾄｳ┤ﾒ/ｱﾒﾄｳ┤ﾒ 

 ｱﾏﾄｳ┤ﾒは「ﾕﾄはｱﾏｱの訓練をﾏｵにする」。ｱﾒﾄｳ┤ﾒは「ﾕﾄはｱﾏｱの教育をﾏｵにする、施す」 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ抽具。完了相はﾏｵについて学習しきった時点。覚えてマスターしたと

は限らないが、履修要項は満たしたような時点 

 

 ｳﾉｳ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに教える」で、ｳﾌｳ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから習う」である。教える教わるの師

弟関係しか表わさない。ﾏｵはいかなるものでも良い。物なら物について、人なら人につい

て、事ならその事について、である 

 ｷﾒﾄ┤ﾒ/ｷﾏﾄ┤ﾒは師弟関係は意識しない。あくまで自分ひとりの問題である。誰かに教わり



つつ勉強しようとも独学だろうとも関係ない。一切師弟関係は意識しない。あくまでﾏｵに

ついてどのように学ぶかの違いである 

 ｷﾒﾄ┤ﾒはﾏｵについての既知の知識を理解習得することである。ﾏｵは人・物・事いずれでも

かまわない。人ならその人について既知の知識を理解習得することである 

 一方、ｷﾏﾄ┤ﾒはﾏｵについての未知の知識を知るために考えたり書いたり調べたり実験した

りすることを表わす。つまり研究である。他の詳細はｷﾒﾄと同じ 

 このように、ｷﾏﾄ┤ﾒとｷﾒﾄ┤ﾒはﾏｵについての知識が未知か既知かという違いがある。日本語

の場合、大学院生以上が研究と呼ばれ、それまでは勉強と呼ばれることが多い。高校生が

研究をしてもふつう勉強とみなされる。研究などと言おうものなら生意気と取られる。日

本語の場合、研究と勉強は日常的には高尚かそうでないかという違いで実際は使われる。

アルカではそうではなく、ｷﾏﾄ┤ﾒする小学生もいるし、ｷﾒﾄ┤ﾒする学者もいる。高尚とかそう

でないという差別なく区別される 

 一方、ｱﾏﾄｳ┤ﾒはﾕﾄはﾏｵをｱﾏｱの内容で訓練するということで、つまり「ﾕﾄはｱﾏｱの訓練をﾏｵ

にする」という意味である。再帰形がある。具体的な訓練内容を更に述べる場合、ｾﾕﾄ格を

使う(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ｱﾏﾄｳ┤ﾉ ｱﾏｱ ｷﾀﾏｸﾄﾒｷ ｾﾕﾄ ﾄﾒｷ┤ﾌ ｷﾀﾏｸ（私は長い道を走ってマラソンの練習をした） 

 

 逆にｱﾒﾄｳ┤ﾒは教育するという意味で、構文は「ﾕﾄはｱﾏｱの教育をﾏｵにする、施す」という

意味である(ｨ)。ﾕﾄはふつう有生だが、メタファーなら無生も取れる(ｨ) 

 

(ｨ) ｸﾌｷﾉ ｱﾒﾄｳ┤ﾒ ｷﾒﾄﾉｵ ｱﾏｱ ﾉﾀｲﾉ ｹﾒﾄ ｴﾄﾏｲ（小学校では母語として生徒にアルカを教育す

る） 

 

ｪｫ：好悪：ｴﾉｵ┤ﾒ,ｴﾌｵ┤ﾒ,ﾄﾉｷ┤ﾒ,ﾄﾌｷ┤ﾒ,ｱﾌﾉﾄ┤ﾒ,ｱﾌﾌﾄ┤ﾒ,ｷﾒﾌﾄ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ抽具。完了相は好きになった瞬間（ 

ｴﾉｵ┤ﾒ/ｴﾌｵ┤ﾒ 

 ｴﾉｵ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵを好む」。ｴﾌｵ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵを嫌う」 



ﾄﾉｷ┤ﾒ/ﾄﾌｷ┤ﾒ 

 ﾄﾉｷ┤ﾒは「ﾏｵを好んで一緒にいたいと思う」。ﾄﾌｷ┤ﾒは「ﾏｵを嫌って近づきたくない」 

ｱﾌﾉﾄ┤ﾒ/ｱﾌﾌﾄ┤ﾒ 

 ｱﾌﾉﾄ┤ﾒは「ﾏｵを愛する」。ｱﾌﾌﾄ┤ﾒは「ﾏｵを憎む」 

ｷﾒﾒﾌ┤ﾒ 

 「ﾏｵを即座に第一の恋愛対象とみなす」） 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ抽具。完了相は好きになった瞬間 

 

 ｴﾉｵ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵを好む」である。ｴﾌｵ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵを嫌う」 

 ﾄﾉｷ┤ﾒは「ﾏｵを好んで一緒にいたいと思う」である。ﾄﾌｷ┤ﾒは「ﾏｵを嫌って近づきたくない」

である 

 ｱﾌﾉﾄ┤ﾒは「ﾏｵを愛する」である。ｱﾌﾌﾄ┤ﾒは「ﾏｵを憎む」である 

 これらはどれも意味が似ているが、ニュアンスが異なる。ｴﾉｵ┤ﾒはﾏｵに楽しみや面白みや

喜びを見出すということである。ﾏｵを良いものと見て、ﾕﾄがﾏｵに良さを見出し、ﾕﾄがﾏｵの良

さを享受することである。ﾏｵのために自分を犠牲にしようとまでは思っていない。また、

一緒にいたい、一体化したいとまでは思っていない 

 ﾄﾉｷ┤ﾒはﾏｵが好きで、しかも一緒にいたい、一体化したいと願うことである。ﾏｵが必要で

なくてはならないと思うことである。その意味でﾄﾉｷ┤ﾒはｴﾉｵ┤ﾒより思いが強い。だが、ﾄﾉｷ┤

ﾒは自分を犠牲にしてまでﾏｵの幸せを望むことはしない。ふつう恋人を好きだという場合、

ﾄﾉｷ┤ﾒであることが多い 

 ｱﾌﾉﾄ┤ﾒはﾏｵの幸せを自分の幸せより望むことで、ﾄﾉｷ┤ﾒより更に思いが強い。献身的な気

持ちであり、そもそもこの気持ちを誰にも持てない人もいる。恋人や夫婦が相手だとして

も「自分はそこまで献身的にはなれない。お互い助け合うだけだ」とドライに考える人はﾄ

ﾉｷ┤ﾒはできてもｱﾌﾉﾄ┤ﾒはできない。だが実際のところ、ﾄﾉｷ┤ﾒだけで恋愛を続ける人がいる

ため、愛してるというとｱﾌﾉﾄ┤ﾒだけでなくﾄﾉｷ┤ﾒと訳すこともある 

 尚、これらの取るﾏｵは全て共通。人も物も取れる。酒をｴﾉｵ┤ﾒすることもできるしｱﾌﾉﾄ┤ﾒ

することもできる。ｴﾉｵ┤ﾒならただ好きなだけだが、ｱﾌﾉﾄ┤ﾒになるとたとえ自分の体を壊そ

うとも飲むという強い意味になる 



 

 一方、ｷﾒﾌﾄ┤ﾒは「ﾏｵを即座に第一の恋愛対象とみなす」である。つまり一目ぼれである。

このﾏｵも上記と同じである 

 

ｪｬ：信：ｳﾉﾀ┤ﾒ,ｳﾌﾀ┤ﾒ,ｵﾌﾉｴ┤ﾒ,ｵﾌﾌｴ┤ﾒ,ｹﾒｸ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ抽具。完了相は信じ始めた時点（ 

ｳﾉﾀ┤ﾒ/ｳﾌﾀ┤ﾒ 

 ｳﾉﾀ┤ﾒは「ﾏｵを信じる」。ﾏｵが真だと信じること。ｳﾌﾀ┤ﾒは「ﾏｵを疑う」。ﾏｵが偽だと思う

こと 

ｵﾌﾉｴ┤ﾒ/ｵﾌﾌｴ┤ﾒ 

 ｵﾌﾉｴ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに任せる」。ｵﾌﾌｴ┤ﾒは「ﾏｵについてﾌﾄから任せられる」であり、換言す

れば「ﾌﾄのためにﾏｵについてあれこれと便宜をはかってやる」 

ｹﾒｸ┤ﾒ 

 「ﾏｵをｱﾏｱという内容で騙す」） 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ抽具。完了相は信じ始めた時点 

 

 ｳﾉﾀ┤ﾒは「ﾏｵを信じる」である。ﾏｵが真だと信じることである。ﾏｵには節も取れる。ﾏｵが

偽を表わす内容でも良い。その場合、ﾏｵ（が偽であるということ）を真だと思うという意

味になる 

 一方、ｳﾌﾀ┤ﾒは「ﾏｵを疑う」である。ﾏｵが偽だと思うことである。詳細はｳﾉﾀ┤ﾒに同じ 

 ｳﾉﾀ┤ﾒはﾏｵに人を取ると、その人の言うことや行動を正しいと思うことを意味する。逆に

ｳﾌﾀ┤ﾒの場合、その人の言うことを信じなかったり、その人を不審人物であると思うことを

意味する 

 

 ｵﾌﾉｴ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに任せる」である。ﾏｵは委任する内容で、ﾉﾄは人である 

 ｵﾌﾌｴ┤ﾒは「ﾏｵについてﾌﾄから任せられる」であり、換言すれば「ﾌﾄのためにﾏｵについてあ



れこれと便宜をはかってやる」ことである。やはりﾏｵが内容でﾌﾄが人である。したがって(ｧ)

が成り立つ。左の文は彼に焦点が当たり、右は私に焦点が当たる。事態としては同じであ

る 

 

(ｧ) ﾄﾉ ｵﾌﾉｴ┤ﾉ ｱﾕ ﾉﾄ ﾉｵ ＝ ﾉｵ ｵﾌﾌｴ┤ﾉ ｱﾕ ﾌﾄ ﾄﾉ（彼はそれを私に任せた） 

 

 一方、ｹﾒｸ┤ﾒは「ﾏｵをｱﾏｱという内容で騙す」である(ｨ)(ｩ) 

 

(ｨ) ｷﾌｵ ﾄﾕ ｹﾒｸ┤ﾉ ｷﾉｵ ﾄﾉ ｱﾏｱ ﾄﾕ ﾄﾉｷ┤ﾒ ﾄﾉ（この男はあの女を愛しているといって騙した） 

(ｩ) ｷﾌｵ ﾄﾕ ｹﾒｸ┤ﾉ ｷﾉｵ ﾄﾉ ｱﾏｱ ﾄﾕ ｷﾌｱ┤ﾏ ｺﾌﾄ ﾉﾄ ﾄﾉ ｷﾕｱ ｽﾌｻｱ（この男はあの女に性交と引き換

えに金をやるといって騙した） 

 

ｪｭ：助：ｹﾉﾄ┤ﾒ,ｹﾌﾄ┤ﾒ,ｻﾏｵﾁ┤ﾒ,ｻﾒｵﾁ┤ﾒ,ｶﾏｵｴ┤ﾒ,ｶﾒｵｴ┤ﾒ,ｹﾉﾂ┤ﾒ,ｹﾌﾂ┤ﾒ,ﾉｱｱﾒ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ抽具。完了相は助けた瞬間（ 

ｹﾉﾄ┤ﾒ/ｹﾌﾄ┤ﾒ 

 ｹﾉﾄ┤ﾒは「ﾏｵをｱﾏｱという内容で助ける」。ｹﾌﾄ┤ﾒは「ﾏｵをｱﾏｱという内容で邪魔する」 

ｻﾏｵﾁ┤ﾒ/ｻﾒｵﾁ┤ﾒ 

 ｻﾏｵﾁ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾌﾄからﾉﾄへどける」。ｻﾒｵﾁ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをｲﾉで通せんぼする」 

ｶﾏｵｴ┤ﾒ/ｶﾒｵｴ┤ﾒ 

 ｶﾏｵｴ┤ﾒは「ﾏｵとｱﾏｱという内容で協力する」。ｶﾒｵｴ┤ﾒは「ｱﾏｱについてﾏｵと競争する」 

ｹﾉﾂ┤ﾒ/ｹﾌﾂ┤ﾒ 

 ｹﾉﾂ┤ﾒは「ﾏｵを親切にする」。ｹﾌﾂ┤ﾒは「ﾏｵを不親切にする」） 

ﾉｱｱﾒ┤ﾒ 

 「ﾏｵをｱﾏｱという内容で励ます」 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ抽具。完了相は助けた瞬間。相手が助けられてもう大丈夫になり始め

た時点 



 

 ｹﾉﾄ┤ﾒは「ﾏｵをｱﾏｱという内容で助ける」ことである。ﾏｵには人を取ることが多い。ｱﾏｱが

書かれない場合、漠然とﾏｵの手伝いをしたとかﾏｵを救助したという意味になる 

 ｹﾉﾄ┤ﾒはﾏｵが何かをなしとげたり無事に生きたりすることを手助けすることである。たと

えば本来ﾏｵが自力でできたであろう達成度の割合をｮｦ％だとすると、それを何％でも良い

から上げてやることである。ｹﾉﾄﾒ┤ﾒｲは割合を上げた時点を意味するが、その量は定かでは

ない。ｧｦｦ％まで上げても良いし、たとえｧ％上げただけでもｹﾉﾄ┤ﾒといえる 

 ｹﾌﾄ┤ﾒは「ﾏｵをｱﾏｱという内容で邪魔する」ことである。ｱﾏｱがなければ漠然と邪魔をする

とか助かろうとするのを阻止する、邪魔立てするといった意味になる。これも相手の達成

度をｧ％でも落とせばｹﾌﾄ┤ﾒといえる 

 

 ｻﾏｵﾁ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをﾌﾄからﾉﾄへどける」である。邪魔なﾏｵの場所を変えることを表わす。

ﾏｵは人や物で、ふつう物理的な移動を表わす。だが、職場での係りから人をどかせるなど、

抽象的な意味も持つ 

 「どく」という意味では再帰形を使う。ﾉｵ ｻﾏｵﾁ┤ﾉのように。ゆえに「どいて」はｻﾏｵﾁ┤

ﾉﾄ  (ｷﾌｵﾉ ﾉｵ)になる 

 ｻﾒｵﾁ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵをｲﾉで通せんぼする」である。構文がｻﾏｵﾁ┤ﾒと違うので注意。ｻﾏｵﾁ┤ﾒ

はﾕﾄがﾏｵをどけようとすることで、その行為には動きと方向がある。ゆえにﾉﾄがくる。だが

ｻﾒｵﾁ┤ﾒはﾕﾄがﾏｵを通さないように道を固めることである。ﾕﾄはｻﾏｵﾁ┤ﾒと違って道を塞ぐだけ

なので動きと方向がない。ゆえにﾉﾄは取れずにｲﾉを取る。(ｧ)はｻﾏｵﾁ┤ﾒとｻﾒｵﾁ┤ﾒを使った例

である 

 

(ｧ) ﾄﾉ ｻﾒｵﾁ┤ﾉ ﾉｵ ｲﾉ ｻﾏｵ┴ ｴﾏｵ ﾉｵ ｻﾏｵﾁ┤ﾉ ﾄﾉ ﾌﾄ ｻﾏｵ（彼は道で私を通せんぼした。だから

私は彼を道からどけた） 

 

 また、ｻﾒｵﾁ┤ﾒして通せんぼしている者が、やってきた別の人を邪魔なので突き飛ばして

どけた場合、その人はｻﾒｵﾁ┤ﾒしつつｻﾏｵﾁ┤ﾒも行ったことになる 

 

 ｶﾏｵｴ┤ﾒはｹﾉﾄ┤ﾒと似ていて、協力するという意味である。つまり「ﾏｵとｱﾏｱという内容で協

力する」である。ﾏｵには人を取り、ｱﾏｱに内容を取る点でｹﾉﾄ┤ﾒと同じである。それもそのは



ず、これらの意味は良く似ている 

 ｶﾏｵｴ┤ﾒも相手の達成度を上げようとすることである。ｹﾉﾄ┤ﾒの場合ﾕﾄはあくまでサブ要素

でﾏｵがメイン要素であったが、ｶﾏｵｴ┤ﾒの場合、ﾕﾄもﾏｵと同じくらいメイン要素である。ｹﾉﾄ┤

ﾒはﾏｵが行為をしているところにその補助としてﾕﾄが付く。だがｶﾏｵｴ┤ﾒはﾏｵと協力する形で

ﾕﾄがﾏｵとともに行為をする。行為への干渉度の違いがｹﾉﾄ┤ﾒとｶﾏｵｴ┤ﾒの違いである 

 一方、ｶﾒｵｴ┤ﾒは「ｱﾏｱについてﾏｵと競争する」であり、協力するの反対である(ｨ)。競う、

対抗するなどと訳しても良い。競走ではないので走ることではない。単にﾏｵと協力関係で

なく敵対関係でｱﾏｱに臨むという意味である 

 

(ｨ) ﾉｵ ｶﾒｵｴ┤ﾉ ﾄﾉ ｱﾏｱ ﾃﾏ ｱﾌﾉｵ┤ﾒﾄ ｸﾉｵﾉ ﾄﾉ（私は彼とどちらがあの少女を彼女にできるか

競争した） 

 

 ｹﾉﾂは親切の意味で、これは気持ちではない。性質である。よってﾂﾏなど、感情を表わす

語と一線を画す。ｹﾉﾂ┤ﾒはむしろ性質を表わすｴﾏﾀ（高い）などの仲間である。よって構文

もｴﾏﾀ┤ﾒと同じである。よってｹﾉﾂ┤ﾒは「ﾏｵを親切にする」という意味である。ｹﾉﾂ┤ﾒは動詞

で使われることは少ない。ふつう形容詞か繋詞である。ｹﾌﾂ┤ﾒに関しても同様で、「ﾏｵを不

親切にする」という意味である 

 ではｹﾉﾂとｹﾉﾄの違いは何か。ｹﾉﾂは弱い立場の者に優しくしてやる態度のことである。優

しい態度で接してやることや、あれこれと便宜を図ってやることである。だがｹﾉﾄは態度が

優しいかどうかということには頓着しない。また、あれこれ便宜を図るというのとも違う。

なぜならｹﾉﾄは相手がしようとしている行為の達成度を上げるが、ｹﾉﾂは行為の達成度にかん

しては頓着しないからである 

 ｹﾉﾄは相手が何を達成したいのかはっきりしているときに具体的にその達成度を上げてや

る行為である。より目的が具体的な行為である。比べてｹﾉﾂは漠然としていて目的はない。

単に相手に優しい態度であれこれ便宜を図ることである。その意味でより抽象的である。

どちらも助力の意味を持つことは確かだが、意味はこのように異なる。尚、ｹﾌﾂとｹﾌﾄに関し

ても同様である 

 

 一方、ﾉｱｱﾒ┤ﾒは「ﾏｵをｱﾏｱという内容で励ます」ことである。励ます内容なら何でも良い。

ここでの励ますとは相手の元気ややる気がでるように落ち込んだ相手を言葉や行為で慰め



ることである。慰めるのｱﾌﾉｲと違うのは言葉だけでなく動作も取れるという点と、優しく

宥めるようにではなくむしろ奮い立たせるように元気良くという点である。つまりﾉｱｱﾒは

ﾕﾄの態度も元気が良くなければ成立しない 

 

ｪｮ：許：ｹﾏｳ┤ﾒ,ｹﾒｳ┤ﾒ,ｱﾒﾂ┤ﾒ,ｹﾏｻ┤ﾒ,ｹﾒｻ┤ﾒ,ｹﾏｻｴ┤ﾒ,ｹﾒｻｴ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ抽具（人か節）。完了相は許したとき（ 

ｹﾏｳ┤ﾒ/ｹﾒｳ┤ﾒ 

 ｹﾏｳ┤ﾒは「ﾏｵを許す」。 ｹﾒｳ┤ﾒは「ﾏｵを許さず仕返しする」 

ｱﾒﾂ┤ﾒ 

 ｱﾒﾂ┤ﾒは「ﾏｵに復讐する」。ｹﾒｳ┤ﾒより意味が強い 

ｹﾏｻ┤ﾒ/ｹﾒｻ┤ﾒ 

 ｹﾏｻ┤ﾒは「ﾏｵを許可する」である。ﾏｵは抽具。人なら漠然とその人の申し出を許可してや

ること。具体的な許可内容を述べるにはｾﾕﾄ 

ｹﾏｻｴ┤ﾒ/ｹﾒｻｴ┤ﾒ 

 ｹﾏｻｴ┤ﾒは「ﾏｵを許可あってする」。ｹﾒｻｴ┤ﾒはｹﾏｻｴ┤ﾒの反対だから「禁止されてﾏｵする」） 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ抽具（人か節）。完了相は許したとき。もう罪はないと決めた瞬間や、

しても良いと認めた瞬間 

 

 ｹﾏｳ┤ﾒは「ﾏｵを許す」である。ﾏｵは抽具である。ﾏｵに人がくればその人を、節がくればそ

の節の内容を許す 

 ｹﾒｳ┤ﾒは「ﾏｵを許さず仕返しする」である。詳細はｹﾏｳ┤ﾒに同じ。許さない内容はﾏｵに取

れ、具体的な復讐方法はｾﾕﾄで表わす(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ｹﾒｳ┤ﾉ ﾄﾉ ｼﾉﾏｴ┤ﾉ ﾉｵ ｾﾕﾄ ﾉｵ ｼﾉﾒｴ┤ﾌ ﾄﾉ（彼を蹴ることによって彼が私を殴ったこと

の仕返しをした） 

 



 一方、ｱﾒﾂ┤ﾒは「ﾏｵに復讐する」である。構文はｹﾒｳ┤ﾒと同じ。ｱﾒﾂ┤ﾒはｹﾒｳ┤ﾒより意味が

強いというだけの違いである。ｱﾒﾂ┤ﾒはｹﾒｳ┤ﾒに比べると恨みが積年のものであったり、仕

返しの仕方が酷いものである 

 

 ｹﾏｻ┤ﾒは「ﾏｵを許可する」である。ﾏｵは抽具。人なら漠然とその人の申し出を許可してや

ること。具体的な許可内容を述べるにはｾﾕﾄ(ｨ) 

 

(ｨ) ﾉｵ ｹﾏｻ┤ﾉ ﾄﾉ ｲﾒ┤ﾏ ｲﾏﾉ ｾﾕﾄ ｲﾕ┤ﾌ ｻﾉｴｴﾏ（いいよと言って彼がそこに行くのを許した） 

 

 ｹﾒｻ┤ﾒは逆に「ﾏｵを禁止する」である。ﾏｵが人ならﾏｵの漠然と申し出や行為を禁止するこ

と 

 

 ｹﾏｻｴ┤ﾒは「ﾏｵを許可あってする」ことである。ｹﾏｻｴ┤ﾒ自体に含まれる「する」という意

味は抽象的である。これだけでは具体的に何をするのか分からない。そこでｹﾏｻｴ┤ﾒのﾏｵは

ふつう節を取る(ｩ)。ただ、何のことだか分かっている場合には節でない場合もありえる(ｪ) 

 

(ｩ) ﾉｵ ｹﾏｻｴ┤ﾉ ﾉｵ ｲﾒｱ┤ﾌｵ ｲﾏﾉ（私は許可あってここに来ているのだ） 

(ｪ) ﾉｵ ｹﾏｻｴ┤ﾉ ｱﾕ（私は許可を得てこうしているのだ） 

 

 逆にｹﾒｻｴ┤ﾒはｹﾏｻｴ┤ﾒの反対だから「禁止されてﾏｵする」である。より日本語らしく言え

ば「禁止されているのにﾏｵする」である(ｫ) 

 

(ｫ) ﾉｵ ｹﾒｻｴ┤ﾉ ｲﾒ┤ﾏ ﾒﾁﾏ（禁止されていているのに森へ行った） 

 

ｪｯ：養：ｲﾉﾉﾄ┤ﾒ,ｲﾉﾌﾄ┤ﾒ,ｲﾉｵｱ┤ﾒ,ｲﾌｵｱ┤ﾒ,ｲﾉﾌｱ┤ﾒ,ｴｱﾌｵ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ具象。完了相はﾏｵが育ちきって大人になった時点（ 

ｲﾉﾉﾄ┤ﾒ/ｲﾉﾌﾄ┤ﾒ 

 収穫目的 



ｲﾉｵｱ┤ﾒ/ｲﾌｵｱ┤ﾒ 

 収穫目的でない 

ｲﾉﾌｱ┤ﾒ 

 ｲﾉﾌｱ┤ﾒは授受構文で、「ﾏｵという栄養をﾉﾄに与える」 

ｴｱﾌｵ┤ﾒ 

 ｲﾉﾌｱ┤ﾒの下位概念で、「ﾏｵという肥料をﾉﾄに与える」。植物相手にしか使わない 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ具象。完了相はﾏｵが育ちきって大人になった時点 

 

 ｲﾉﾉﾄ┤ﾒは収穫目的で育てること。人を取る場合はたとえば源氏の若紫のようにいずれ嫁に

しようとして養うといった意味になる 

 ｲﾉｵｱ┤ﾒは収穫を目的としない 

 

 ｲﾉﾌｱ┤ﾒは授受構文で、「ﾏｵという栄養をﾉﾄに与える」という意味である 

 栄養とはﾉﾄが活動する上で必要な体内物質のうち、外部から経口摂取できるものである。

塩・砂糖・脂といった身近なものはもちろん、アントシアニンやルチンといったものも全

て栄養に含まれる。水さえ栄養である 

 ただ、血はふつう栄養とはいわない。食品でないし、輸血の場合は経口摂取でないため

である。但し、それは人の話しであって、蚊にとっては栄養である 

 

 ｴｱﾌｵ┤ﾒは「ﾉﾄにﾏｵという肥料を与える」で、これも授受構文である。ｴｱﾌｵ┤ﾒは植物にと

ってのｲﾉﾌｱ┤ﾒであり、ｲﾉﾌｱ┤ﾒの下位概念に当たる 

 

 

ｫｦ：捕縛：ｷﾏｴｵ┤ﾒ,ｷﾒｴｵ┤ﾒ,ｷﾏｱｴ┤ﾒ,ｷﾒｱｴ┤ﾒ,ｷﾏｱ┤ﾒ,ｷﾉﾉﾄ┤ﾒ,ｷﾉﾌﾄ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ有生。完了相は捕らえて逃げられなくした時点（ 

ｷﾏｴｵ┤ﾒ/ｷﾒｴｵ┤ﾒ 



 ｷﾏｴｵ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに捕らえる」。ｷﾒｴｵ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから解放する」。肉体的な拘束 

ｷﾏｱｴ┤ﾒ/ｷﾒｱｴ┤ﾒ 

 ｷﾏｱｴ┤ﾒは「ﾏｵを自由にする」。ｷﾒｱｴ┤ﾒは「ﾏｵを不自由にする」。精神的な拘束 

ｷﾏｱ┤ﾒ 

 ｷﾏｱ┤ﾒは「紐を使ってﾏｵを縛る、結ぶ」 

ｷﾉﾉﾄ┤ﾒ/ｷﾉﾌﾄ┤ﾒ 

 ｷﾉﾉﾄ┤ﾒは「ﾏｵをきつくする」。ｷﾉﾌﾄ┤ﾒは「ﾏｵをゆるめる」で、ﾏｵには物を取る） 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ有生。完了相は捕らえて逃げられなくした時点 

 

 ｷﾏｴｵ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに捕らえる」で、逃げられないように捕まえることである。ふつう、が

んじがらめにするまではいかない。逃げられないようにすれば道具は何でも良い。縄でも

手錠でも良い。また、逃げたら殺すと言っておいて縛らない場合、言葉を道具にして捕ま

えていることになる。これもｷﾏｴｵ┤ﾒといえる。つまり、ｷﾏｴｵ┤ﾒに使う道具は無形でも良い 

 ｷﾒｴｵ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから解放する」である。ﾏｵが自由にどこへなりとも行けるようにするこ

とである。一度ｷﾏｴｵ┤ﾒされたもの以外には使えない 

 ｷﾏｱｴ┤ﾒは「ﾏｵを自由にする」である。ｷﾒｴｵ┤ﾒとの違いは、ｷﾒｴｵ┤ﾒが肉体的な自由である

のに対し、ｷﾏｱｴ┤ﾒは精神的な自由という点である 

 ｷﾒｱｴ┤ﾒは「ﾏｵを不自由にする」である。これはﾏｵを精神的に拘束するという意味である。

ｷﾏｴｵ┤ﾒは肉体的な拘束なので意味が違う 

 一方、ｷﾏｱ┤ﾒはｷﾏｴｵ┤ﾒに似ていて、「紐を使ってﾏｵを縛る」である。ﾏｵが動けないように

紐で縛ることである。ただ、ｷﾏｱ┤ﾒはﾏｵが自分に逆らえないように縛るというニュアンスも

ある。これはｷﾏｱ┤ﾒと似ていない。ｷﾏｱ┤ﾒは逃げられなくすることに焦点が置かれている 

 そのため、暴れている人を抵抗できなくするために縛ることはできても捕まえることは

できない。暴れている人を捕まえた場合、抵抗できないようにというところに焦点は当た

らず、むしろ逃げられないようにといったニュアンスが強い 

 一方、ｷﾉﾉﾄ┤ﾒは「ﾏｵをきつくする」で、がんじがらめにすることである。ｷﾏｱ┤ﾒより意味

が強いが、紐を使うかどうかの指定はない。そのため、紐で縛る場合はｷﾏｱと明示する必要

がある。また構文も異なる。彼をきつく縛ると言う場合、彼はﾏｵになれない(ｧ) 



 

(ｧ) ﾉｵ ｷﾉﾉﾄ┤ﾉ ｷﾏｱ ｱﾏｱ ﾄﾉ（彼の紐をきつくした＝彼をきつく縛った） 

 

 ｷﾉﾉﾄ┤ﾒは方向がないため、ﾉﾄではなくｱﾏｱを使う 

 また、ｷﾉﾌﾄ┤ﾒは「ﾏｵをゆるめる」で、ﾏｵには物を取る。縄を緩める場合、人はｱﾏｱを取る

(ｨ)。また、靴の紐をゆるめるは(ｩ)になる 

 

(ｨ) ﾉｵ ｷﾉﾌﾄ┤ﾉ ｷﾏｱ ｱﾏｱ ﾄﾉ（彼の紐をゆるめる） 

(ｩ) ﾉｵ ｷﾉﾌﾄ┤ﾉ ｷﾏｱ ｱﾏｱ ﾄﾉｴﾄ 

 

 尚、ｷﾏｱ ｱﾏｱ ｱはｷﾏｱ ﾒ ｱと名詞句に代えることができる 

 

ｫｧ：共：ﾏｲ┤ﾒ,ﾒｲ┤ﾒ,ｲﾏｴｵ┤ﾒ,ｲﾒｴｵ┤ﾒ,ﾏｲﾄ┤ﾒ,ﾒｲﾄ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ抽具。完了相は随伴しはじめた時点 

ﾏｲ┤ﾒ/ﾒｲ┤ﾒ 

 ﾏｲ┤ﾒは「ｱﾏｱについてﾏｵを伴う」。ﾒｲ┤ﾒは逆に「ｱﾏｱについてﾏｵを伴わない」 

ｲﾏｴｵ┤ﾒ/ｲﾒｴｵ┤ﾒ 

 ｲﾏｴｵ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵを兼用する」。ｲﾒｴｵ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵを専用にする」 

ﾏｲﾄ┤ﾒ/ﾒｲﾄ┤ﾒ 

 ﾏｲﾄ┤ﾒは「ﾄﾏｳｱについてｱﾒﾄに対してﾕﾄはﾏｵをﾏｲと共有する」。ﾒｲﾄ┤ﾒは「ﾄﾏｳｱについてｱﾒﾄに対

してﾕﾄはﾏｲとﾏｵを特有する」 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ有生。ﾏｵ抽具。完了相は随伴しはじめた時点 

 

 ﾏｲ┤ﾒは「ｱﾏｱについてﾏｵを伴う」である。ｱﾏｱで表わされた事態にﾏｵを随伴することを表

わす(ｧ) 

  



(ｧ) ﾉｵ ﾏｲ┤ﾏ ｸﾌﾏ ｱﾏｱ ｲﾒｲｴ（娘を旅行に連れて行く） 

 

 ｱﾏｱについてはﾕﾄがメインの役を担う。ﾏｵはサブか或いは最高でもﾕﾄと対等の役を担う。ﾏ

ｵのほうがｱﾏｱについてメインの役を担えば、ﾏｵがﾕﾄを随伴すると言い換える。たとえば(ｧ)

では父のおまけとして娘が旅行にいくのであり、娘はサブである。娘の勉強のための旅行

ならば娘がメインなので、娘が父を同伴することになる 

 尚、ﾒｲ┤ﾒは逆に「ｱﾏｱについてﾏｵを伴わない」ことである 

 

 ｲﾏｴｵ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵを兼用する」で、ｲﾒｴｵ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵを専用にする」である。(ｨ)(ｩ) 

 

(ｨ) ﾉｵ ｲﾏｴｵ┤ﾒ ｽﾏｲｵ ﾏｲ ｸﾌﾏ（スプーンを娘と兼用する） 

(ｩ) ﾉｵ ｲﾒｴｵ┤ﾒ ｽﾏｲｵ（スプーンを自分専用にする） 

 

 尚、晴れ雨兼用の傘に対して(ｪ)のようにいうこともできる 

 

(ｪ) ﾉｵ ｲﾏｴｵ┤ﾒ ﾒｴｵ ｱﾕ ﾁﾉｵ ﾏｴｲ/ﾒｴｲ 

 

 一方、ﾏｲﾄ┤ﾒは「ﾄﾏｳｱについてｱﾒﾄに対してﾕﾄはﾏｵをﾏｲと共有する」である。ﾕﾄはﾏｲと共にﾏ

ｵを共有する。ふつうﾏｲは省略されない。ﾄﾏｳｱは範囲指定で、特に指定がなければ省略する。

ｱﾒﾄは誰に対して共有するかを表わすが、特に指定がなければ省略する(ｫ) 

 

(ｫ) ﾉｵ ﾏｲﾄ┤ﾒ ｲﾒｱｴ ﾏｲ ﾄﾉ（私は彼と猫を共有している） 

 

 ﾏｵは物でも良いし、共通の性質でも良い。ﾏｲﾄ┤ﾒのﾕﾄとﾏｲの関係は対等で、どちらも等しい

割合でﾏｵを共有している。ゆえにﾏｲをﾕﾄに持っていき、代わりにｳﾏｲを置いても良い(ｬ) 

 

(ｬ) ﾉｵ/ﾄﾉ ﾏｲﾄ┤ﾒ ｷﾉｵﾒｱ ﾏｲ ｳﾏｲ（私と彼女は女という特徴を互いに共有している） 

 

 ﾒｲﾄ┤ﾒは「ﾄﾏｳｱについてｱﾒﾄに対してﾕﾄはﾏｲとﾏｵを特有する」である。ﾕﾄは物でも良い。その

場合は特徴を持つと訳す。ﾏｲは特有する仲間である。ここにｱ,ｲ,ｳの三人がいて、ｱとｲだけ



女だとする。そのとき、ｱというﾕﾄはｲというﾏｲとともにｷﾉｵであるというﾏｵをｳに対して特有

する(ｭ) 

 

(ｭ) ｱ ﾒｲﾄ┤ﾒｵ ｷﾉｵﾒｱ ﾏｲ ｲ 

 

 (ｭ)は言い換えればｱはｲと女という特徴を共有することである。つまり(ｭ)は(ｮ)ともいえ

る。(ｮ)はｳが念頭に置かれていない。ｱがｲと女であることを共有することが重要で、ｳのこ

とはどうでも良い。逆に(ｭ)はｳに対してｱとｲが女という特徴を持っているということが焦

点化されている 

 

(ｭ) ｱ ﾏｲﾄ┤ﾒ ｷﾉｵﾒｱ ﾏｲ ｲ 

 

 尚、ﾄﾏｳｱは範囲を表わす。ｱ,ｲ,ｳの中では確かにｱ,ｲは女を特徴とするが、これはあくま

でｩ人の中だけであり、世の中にはもっと女が存在する。そこでﾄﾏｳｱはこのｩ人の中でという

範囲を表わす。また、ｱﾒﾄは誰に対する特有かということを表わす(ｯ) 

 

(ｯ) ﾄﾏｳｱ ﾄﾕｴﾏ,ｱ ﾒｲﾄ┤ﾒ ｷﾉｵﾒｱ ﾏｲ ｲ ｱﾒﾄ ｳ 

 

ｫｨ：望：ﾄﾉｳ┤ﾒ,ﾄﾌｳ┤ﾒ,ｸﾌﾄｳ┤ﾒ,ﾄﾉｻｵ┤ﾒ,ﾀﾏｱ┤ﾒ,ﾀﾒｱ┤ﾒ,ｵﾉｴ┤ﾒ,ｵﾌｴ┤ﾒ 

 

惕 

ﾄﾉｳ┤ﾒ/ﾄﾌｳ┤ﾒ 

 ﾏｵを望むこと。完了相はﾏｵをはっきりと望みだしたとき。ﾏｵは抽具語節 

ｸﾌﾄｳ┤ﾒ 

 ｸﾌﾄｳ┤ﾒは適わないと分かっているときに使うﾄﾉｳ┤ﾒ 

ﾄﾉｻｵ┤ﾒ 

 適えるを意味する。完了相は実際に願いを適えた時点 

 ﾏｵには適えてやる内容がくる。抽具語節 

ﾀﾏｱ┤ﾒ/ﾀﾒｱ┤ﾒ 

 「ﾏｵという命令をﾉﾄに命じる」である。ﾏｵにはふつう節がくるが、語も 



 ﾀﾒｱ┤は命令でなく依頼 

ｵﾉｴ┤ﾒ/ｵﾌｴ┤ﾒ 

 ｵﾉｴ┤ﾒは「ｱﾏｱについてﾏｵを支えてやる、補佐する」。ｵﾌｴ┤ﾒは「依存する」 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ抽具 

 

 ﾄﾉｳ┤ﾒはﾏｵを望むこと。完了相はﾏｵをはっきりと望みだしたとき。たとえばケーキを見て

一瞬ほしいかなと思いはじめたときがﾄﾉｳ┤ﾒｱ。だがまだこの段階ではケーキが目に入った瞬

間である。徐々に自分がほしいと意識していくところがﾄﾉｳ┤ﾒｴ。そして自分はこれがほし

いと思い、「あ、ほしい」と思った瞬間がﾄﾉｳ┤ﾒｲである 

 ﾏｵが物や人なら「ほしい」という意味。人をほしいとは解釈が多く、人材としてほしい

とか恋人としてほしいとか、さまざまである。また、ﾏｵは抽象も節を取れる(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ﾄﾉｳ┤ﾌ ｱﾌ ｲﾒｱ┤ﾏ ｲﾏﾉ 

 

 尚、願う相手がﾏｵから推測できない場合、相手はﾉﾄに来る。(ｨ)の場合、君がくるように

彼に願うという意味である。相手がﾉﾄに来るのはﾄﾌｳ┤ﾒもｸﾌﾄｳ┤ﾒも同じである 

 

(ｨ) ﾉｵ ﾄﾉｳ┤ﾌ ｱﾌ ｲﾒｱ┤ﾏ ｲﾏﾉ ﾉﾄ ﾄﾕ 

 

 逆にﾄﾌｳ┤ﾒはそうなってほしくないと思うこと。詳細はﾄﾉｳ┤ﾒと同じ。物や人を取る場合、

いらないという意味になる 

 

 ｸﾌﾄｳ┤ﾒはﾄﾉｳ┤ﾒと同じく願うことだが、ｸﾌﾄｳ┤ﾒは適わないと分かっているときに使う。後

はﾄﾉｳ┤ﾒと同じである 

 

 ﾄﾉｻｵ┤ﾒは適えるを意味する。完了相は実際に願いを適えた時点。ﾏｵには適えてやる内容が

くる。節を取ることが多いが、人を取ってその人の願いを聞いてやるという意味になるこ

ともある(ｨ)(ｩ) 



 

(ｨ) ﾉｵ ﾄﾉｻｵ┤ﾉ ｱﾌ ｲﾒｱ┤ﾌ ｲﾏﾉ 

(ｩ) ﾉｵ ﾄﾉｻｵ┤ﾉ ｱﾌ 

 

 ﾀﾏｱ┤ﾒは命令を表わす。完了相は命令を出したときで、遂行されたときではない。「ﾏｵと

いう命令をﾉﾄに命じる」である。ﾏｵにはふつう節がくる(ｪ)。語だけで命令が伝われば語で

も良い(ｫ)。また、ﾉﾄはﾏｵから分かれば省略する 

 

(ｪ) ﾉｵ ﾀﾏｱ┤ﾌ ｱﾌ ｲﾒｱ┤ﾏ ｲﾏﾉ 

(ｫ) ﾉｵ ﾀﾏｱ┤ﾌ ｱﾕ ﾉﾄ ｱﾌ 

 

 ﾀﾒｱ┤ﾒは「ﾏｵという依頼をﾉﾄに頼む」である。命令が依頼に軟化しているだけである 

 

 ｵﾉｴ┤ﾒは「ｱﾏｱについてﾏｵを支えてやる、補佐する」という意味である。完了相は支え始

めた瞬間。ﾏｵはモノである。物理的に体を支えるという意味と補佐するという抽象的な意

味がある 

 後者はｹﾉﾄｸ┤ﾒとどう違うか。ｹﾉﾄｸ┤ﾒは選挙民が利益をくれそうな政治家を支えるようなイ

メージがある。計算的な支持である。ｵﾉｴ┤ﾒは妻が夫を支えるようなイメージがある。人情

的である。自分と利害が一致している者を利益のために主に金銭的に支えるのがｹﾉﾄｸ┤ﾒで、

好きな相手を主に励ましや愛情などや金銭で支えるのがｵﾉｴ┤ﾒである。大きな違いはないが、

語の持つイメージが異なる 

 ｵﾌｴ┤ﾒは逆に「ｱﾏｱについてﾏｵに依存する」である。詳細はｵﾉｴ┤ﾒと同じ 

 

ｫｩ：戦：ｶﾉｴ┤ﾒ,ｶﾌｴ┤ﾒ,ｱﾏｶ┤ﾒ,ﾉﾄｱﾒﾂ┤ﾒ,ｶﾉｴﾉ┤ﾒ,ｶﾉｴﾌ┤ﾒ,ｶﾉｴﾄ┤ﾒ,ｶﾌｴﾄ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。いずれも敵などの相手をﾏｵに取る。ﾏｵ有生。完了相は戦争終了時 

ｶﾉｴ┤ﾒ/ｶﾌｴ┤ﾒ 

 「ﾕﾄはﾏｵと戦う」である。戦う相手をﾏｵに取る。味方はﾏｲで表わす 

ｱﾏｶ┤ﾒ 



 「ﾏｵと喧嘩する」で、ｶﾉｴ┤ﾒの下位概念 

ﾉﾄｱﾒﾂ┤ﾒ 

 「ﾏｵと決戦する」という意味で、ｶﾉｴ┤ﾒの下位概念 

ｶﾉｴﾉ┤ﾒ/ｶﾉｴﾌ┤ﾒ 

 「ｱﾏｱについてﾏｵと試合する」という意味。ルールのある競争を意味する 

 逆にｶﾉｴﾌ┤ﾒはルールのない競争を意味する 

ｶﾉｴﾄ┤ﾒ/ｶﾌｴﾄ┤ﾒ 

 ｶﾉｴﾄ┤ﾒは「攻撃側としてﾏｵと戦う」「ﾏｵを攻める」。ｶﾌｴﾄ┤ﾒは「ﾏｵに対して防戦する」 

惕 

 

 ｶﾉｴ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵと戦う」である。戦う相手をﾏｵに取る。味方はﾏｲで表わす(ｧ) 

 

(ｧ) ﾒﾀｱ ｶﾉｴ┤ﾉ ｱﾒﾒｸｴ ﾏｲ ｴﾉﾉﾀ 

 

 ｶﾌｴ┤ﾒは「ﾏｵと和平する、仲良くする」という意味である。和平相手をﾏｵに取る。ﾕﾄが誰

とともにﾏｵと和平するかを表わすにはﾏｲを取る 

 

 ｱﾏｶ┤ﾒは「ﾏｵと喧嘩する」で、ｶﾉｴ┤ﾒの下位概念である。程度や規模の小さい戦いで、殺

し合いではなくせいぜい殴り合い程度のもの。また、ｶﾉｴは一対一の戦いでも複数体複数の

戦いでもあるが、ｱﾏｶは一対一が多い 

 

 ﾉﾄｱﾒﾂ┤ﾒは「ﾏｵと決戦する」という意味で、ｶﾉｴ┤ﾒの下位概念。決戦なので最も大きな、そ

してふつう最後の戦いのときに使う 

 

 ｶﾉｴﾉ┤ﾒは「ｱﾏｱについてﾏｵと試合する」という意味である。ルールのある競争を意味する。

逆にｶﾉｴﾌ┤ﾒは「ｱﾏｱについてﾏｵと争う」という意味である。こちらはルールのない競争を意

味する 

 

 ｶﾉｴﾄ┤ﾒは「攻撃側としてﾏｵと戦う」であり、つまりは「ﾏｵを攻める」である。ｶﾉｴ┤ﾒと同

じく戦うであるが、それが攻撃側としてであるということを明示したものがｶﾉｴﾄ┤ﾒである 



 逆にｶﾌｴﾄ┤ﾒは「防御側としてﾏｵと戦う」である。つまり「ﾏｵに対して防戦する」である(ｨ) 

 

(ｨ) ﾉﾀｱﾒ ｶﾌｴﾄ┤ﾉ ｶﾉﾀｱﾒ ｲﾉ ﾉﾀｼﾉﾁﾉﾀｹ 

 

ｫｪ：勝敗：ｶﾉｴｱ┤ﾒ,ﾏﾉｶ┤ﾒ,ｶﾌｴｱ┤ﾒ,ｶﾏｴﾄ┤ﾒ,ｶﾒｴﾄ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ抽具。完了相は勝敗が決まった時点 

ｶﾉｴｱ┤ﾒ/ｶﾌｴｱ┤ﾒ 

 ｶﾉｴｱ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵに勝利する」という意味 

 ﾏｵ抽具。人だけでなく試験や宝くじも取れる 

ﾏﾉｶ┤ﾒ 

 「ﾏｵという競技会で優勝する」である。ﾏｵは競技会を取り、人は取らない 

ｶﾏｴﾄ┤ﾒ/ｶﾒｴﾄ┤ﾒ 

 「ﾏｵに対して勝ち名乗りを上げる、勝利宣言をする、勝鬨をあげる」 

 ｶﾉｴｱ┤ﾒと同じﾏｵを取る 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ抽具。完了相は勝敗が決まった時点 

 

 ｶﾉｴｱ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵに勝利する」という意味である。ﾏｵが有生の場合、戦いや競争に勝つこ

とを意味する。ﾏｵが無生の場合、たとえば試験や宝くじの場合、合格するや当たるという

意味になる 

 ﾏﾉｶ┤ﾒは「ﾏｵという競技会で優勝する」である。ﾏｵは競技会を取り、人は取らない(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ｶﾉｴｱ┤ﾉ ﾄﾉ,ﾏﾉｶ┤ﾉ ｶﾉｴﾉ 

 

 逆にｶﾌｴｱ┤ﾒは「ﾏｵに負ける」である。同じﾏｵを取る 

 

 一方、ｶﾏｴﾄ┤ﾒは「ﾏｵに対して勝ち名乗りを上げる、勝利宣言をする、勝鬨をあげる」であ



る。ｶﾉｴｱ┤ﾒと同じく勝利を表わすが、ｶﾏｴﾄ┤ﾒは勝利を声明に出して公表するという行為を

表わす。ｶﾉｴｱ┤ﾒと同じﾏｵを取れる(ｨ)(ｩ)。(ｩ)は合格したことを皆に公表するときに使う 

 

(ｨ) ﾉﾀｱﾒ ｶﾏｴﾄ┤ﾉ ｱﾒﾒｸｴ ｱﾏｱ ｶﾉｴｱﾒ 

(ｩ) ﾉｵ ｶﾏｴﾄ┤ﾉ ｱﾉｻｴ 

 

 逆にｶﾒｴﾄ┤ﾒは「ﾏｵに降伏する、負けを認める」である。ｶﾌｴｱ┤ﾒと同じﾏｵを取れる。試験

の場合、落ちたことを認めて公表するという意味になる 

 

ｫｫ：会：ﾉｲｱ┤ﾒ,ﾌｲｱ┤ﾒ,ｹﾏｵｴ┤ﾒ,ｹﾒｵｴ┤ﾒ  

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ有生。完了相は集合した時点 

ﾉｲｱ┤ﾒ/ﾌｲｱ┤ﾒ 

 「ﾏｵに会う」である。何か用事があって特定の場所と時間に会うことを指す。待ち合わ

せと鉢合わせの区別はない。ﾌｲｱ┤ﾒは別れる 

ｹﾏｵｴ┤ﾒ/ｹﾒｵｴ┤ﾒ 

 ｹﾏｵｴ┤ﾒは「ﾏｵに待ち合わせて会う」で、ﾉｲｱ┤ﾒの下位である 

 ｹﾒｵｴ┤ﾒは鉢合わせを意味する。「ﾏｵにたまたま会う、出くわす」 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ有生。完了相は集合した時点。たとえば人が待ち合わせ場所に行って会う人と

出くわした瞬間 

 

 ﾉｲｱ┤ﾒは「ﾏｵに会う」である。何か用事があって特定の場所と時間に会うことを指す。ま

た、ちょっとすれ違って道端で話す程度ではﾉｲｱ┤ﾒといわない。教室や病院の待合室で一緒

になってちょっと世間話した程度でもﾉｲｱ┤ﾒといわない。何か用事があってそのためにわざ

わざ集まるとき、ﾉｲｱ┤ﾒという 

 ただ、わざわざでなく鉢合わせの場合でもﾉｲｱ┤ﾒといえる。かねてから用事があった人に

たまたま出くわして、好都合なのでその場で用事を済ませる場合もﾉｲｱ┤ﾒといえる。ゆえに



ﾉｲｱ┤ﾒは待ち合わせと鉢合わせの区別がない 

 

 ﾌｲｱ┤ﾒは「ﾏｵと別れる」である。会っていた人と別れる場合にしか使えない。恋人が別れ

るという意味や、人が仲たがいするという意味では使えない(ｨ) 

 

(ｨ) ﾉｵ ﾌｲｱ┤ﾉ ﾄﾉ ｲﾉ ｷﾒﾄｲﾉ（学校で彼と別れた） 

 

 ｹﾏｵｴ┤ﾒは「ﾏｵに待ち合わせて会う」で、ﾉｲｱ┤ﾒの下位である。ﾉｲｱ┤ﾒは待ち合わせと鉢合

わせの区別をしないが、ｹﾏｵｴ┤ﾒは待ち合わせを専門に表わす。その他の詳細はﾉｲｱ┤ﾒと同じ

である 

 そしてｹﾒｵｴ┤ﾒが鉢合わせを意味する。「ﾏｵにたまたま会う、出くわす」という意味である。

これもﾉｲｱ┤ﾒと詳細は同じである 

 

ｫｬ：集：ｵﾏｳ┤ﾒ,ｵﾒｳ┤ﾒ,ｸﾉｱ┤ﾒ,ｸﾌｱ┤ﾒ 

 

惕 

 ﾏｵﾉあり。ﾏｵ抽具。ふつうモノ。完了相は集合しきった時点 

ｵﾏｳ┤ﾒ/ｵﾒｳ┤ﾒ 

 ｵﾏｳ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄからﾉﾄに集める」である 

 ﾌﾄは随意格。ﾉﾄは集合地点を指す。ふつう人や物を取る 

 ｵﾏｳ┤ﾒ,ｵﾒｳ┤ﾒは個体性を失わない 

ｸﾉｱ┤ﾒ/ｸﾌｱ┤ﾒ 

 ｸﾉｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに合流させる」。ｸﾌｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに分ける」 

 ｸﾉｱ┤ﾒはﾏｵが個体、ﾉﾄが集合。ｸﾌｱ┤ﾒは逆にﾏｵが集合、ﾉﾄが個体 

 ｸﾉｱ┤ﾒ,ｸﾌｱ┤ﾒは個体性の捨象が鍵 

惕 

 

 ﾏｵﾉあり。ﾏｵ抽具。ふつうモノ。完了相は集合しきった時点 

 

 ｵﾏｳ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄからﾉﾄに集める」である。ﾏｵﾉあり。ﾌﾄは随意格。ﾉﾄは集合地点を指す。



ふつう人や物を取る。金という物も取れるし、力という抽象的なモノも取れる 

 ｵﾏｳ┤ﾒは集めるというところから、ﾏｵは一般名詞のときは大抵複数なので、ﾏｵをわざわざ

複数形で書くことはない(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ｵﾏｳ┤ﾉ ﾄﾒﾌ ﾉﾄ ｲﾌｼ 

 

 ｵﾒｳ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄからﾉﾄに散らばらせる」である。ﾌﾄは集まっていた地点を指す。ﾉﾄはふつ

う様々な場所を取る。ﾌﾄ,ﾉﾄは随意格 

 

(ｨ) ｸﾌｶ ｵﾒｳ┤ﾉ ﾄﾒﾌ ﾌﾄ ｲﾌｼ 

 

 一方、ｸﾉｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに合流させる」である。ﾏｵﾉあり 

 ｵﾏｳ┤ﾒはいくつもの個体を合わせることであった。ｵﾏｳ┤ﾒの場合、集まった個々の要素は

個体として認識される。ところがｸﾉｱ┤ﾒは一つのまとまりで認識され、個々の要素は個体性

を失う。ｸﾉｱ┤ﾒのプロトタイプは川である。川がｨ本集まってｧ本の川になるとき、もっとも

ｸﾉｱ┤ﾒがふさわしい。ｨ本の川は個体性を失って一つのまとまりになる 

 ﾏｵが川でなく人間のときも同様である。人間が融合することはないが、個体性を焦点化

しないで集団を焦点化することによって個体性を失うことができる。ｸﾉｱ┤ﾒが人間を取る場

合、個々の人間には焦点を当てず、集合に焦点を当てている 

 また、ｸﾉｱ┤ﾒのﾉﾄは集合や集合地点でも良いし(ｩ)、結果状態でも良い(ｪ)。(ｪ)の場合、別々

に動いている彼らを一つの集団にまとめたということで、ｲﾏは一つの集団という結果状態

を表わしている 

 

(ｩ) ﾒｲﾒ ｱﾕ ﾒｱ ｸﾉｱ ﾉﾄ ﾒｲﾒ ﾄﾒ 

(ｪ) ﾉｵ ｸﾉｱ┤ﾉ ﾄﾕｴﾏ ﾉﾄ ｲﾏ 

 

 ｸﾌｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに分ける」である。ｸﾉｱ┤ﾒはﾏｵという個体の個体性を失わせてﾉﾄという集

合に集めることを指す。そしてｸﾌｱ┤ﾒはﾏｵという個体性を失った集合をﾉﾄという個体に分け

ることを指す。集合がﾉﾄからﾏｵに代わっているが、いずれにせよ個体性の捨象が両社を理解

する上で共通の鍵である 



 ｸﾌｱ┤ﾒもやはりﾉﾄに分岐物や分岐地点(ｫ)と結果状態(ｬ)を取れる 

 

(ｫ) ﾉｵ ｸﾌｱ┤ﾉ ﾒｲﾒ ｱﾕ ﾉﾄ ｱﾉ ﾒｲﾒ 

(ｬ) ﾉｵｴﾏ ｸﾌｱ┤ﾉ ｵﾏｴｴﾏ ﾉﾄ ｱﾉ（二手に分かれた） 

 

ｫｭ：催：ﾌｱﾉ┤ﾒ,ﾌｱﾒ┤ﾒ,ﾉｱﾉ┤ﾒ,ﾉﾄｵﾉ┤ﾒ, 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは抽具。完了相は会議終了時点 

ﾌｱﾉ┤ﾒ 

 「ﾕﾄはﾏｵという会に出席する」という意味である。ﾏｵには会の名や内容がくる 

ﾌｱﾒ┤ﾒ 

 「ﾕﾄはﾏｵとデートする」 

ﾉｱﾉ┤ﾒ 

 「ﾕﾄはﾏｵについてﾏｲと会議する」である。ﾏｵは会議の内容で、ﾏｲは会議する相手である 

ﾉﾄｵﾉ┤ﾒ 

 「ﾏｵについての宴会とﾏｲと開く」である。ﾏｵには宴会する理由がくる 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは抽具。完了相は会議終了時点 

 

 ﾌｱﾉ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵという会に出席する」という意味である。ﾏｵには会の名や内容がくる。

ﾏｵはイベントであるなら何でも良い。人が集まって何かするイベントを漠然とﾌｱﾉと呼んで

いる。そしてﾌｱﾉ┤ﾒはそれに参加することである 

 

 ﾌｱﾒ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵとデートする」である。ﾕﾄとﾏｵは恋人同士かこれから恋人未満の間柄であ

る。恋人や恋人未満が互いに会い、どこかで何かして楽しく時間をすごすことである。遊

園地にいったり図書館にいったりと、内容は何でも良い。性交渉があってもなくてもﾌｱﾒ┤ﾒ

といえる。本当は好きでないが金のためにするデートでもﾌｱﾒ┤ﾒといえる 

 



 ﾉｱﾉ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵについてﾏｲと会議する」である。ﾏｵは会議の内容で、ﾏｲは会議する相手

である。何かを話し合って決めるための集まりがﾉｱﾉである 

 

 ﾉﾄｵﾉ┤ﾒは「ﾏｵについての宴会とﾏｲと開く」である。ﾏｵには宴会する理由がくる(ｧ)。尚、

ﾕﾄがﾏｲも表わすことがある。(ｧ)はﾕﾄがﾉｵでﾏｲがﾄﾕｴﾏでも良いが、ﾏｲをﾕﾄにまとめてﾉｵｴﾏとし

ている 

 

(ｧ) ﾉｵｴﾏ ﾉﾄｵﾉ┤ﾉ ｸﾌｵﾉ（花見をした） 

 

ｫｮ：敵：ﾀﾏｳ┤ﾒ,ﾀﾒｳ┤ﾒ,ｽﾉｿｵ┤ﾒ,ｽﾌｿｵ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ有生。完了相は敵と認めた時点 

ﾀﾏｳ┤ﾒ/ﾀﾒｳ┤ﾒ 

 「ｱﾏｱについてﾕﾄはﾏｵの味方をする」「ﾏｵと組む」 

ｽﾉｿｵ┤ﾒ/ｽﾌｿｵ┤ﾒ 

 「ｱﾏｱについてﾕﾄはﾏｵを友人にする」 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ有生。完了相は敵と認めた時点 

 

 ﾀﾏｳ┤ﾒは「ｱﾏｱについてﾕﾄはﾏｵの味方をする」「ﾏｵと組む」という意味である。ﾏｵは有生、

特に人 

 逆にﾀﾒｳ┤ﾒは「ｱﾏｱについてﾕﾄはﾏｵの敵になる」「ﾏｵと敵対する」という意味である。やは

りﾏｵは人 

 

 ｽﾉｿｵ┤ﾒは「ｱﾏｱについてﾕﾄはﾏｵを友人にする」である。逆にｽﾌｿｵ┤ﾒは「ｱﾏｱについてﾕﾄはﾏｵ

をライバルにする」である 

 

ｫｯ：推薦：ｹﾉｴ┤ﾒ,ｹﾌｴ┤ﾒ,ｷﾒｳ┤ﾒ,ｳﾌﾌｱ┤ﾒ,ﾀﾉｷ┤ﾒ,ﾀﾌｷ┤ﾒ 



 

惕 

ｹﾉｴ┤ﾒ/ｹﾌｴ┤ﾒ 

 「ﾏｵをﾉﾄに推薦する」である。ﾏｵは抽具。推薦内容が来ても良いし、人が来ても良い。人

が来ると、その人を適任として薦めることを指す 

ｷﾒｳ┤ﾒ 

 「ﾏｵをﾉﾄに勧誘する」。ｹﾉｴ┤ﾒとｷﾒｳ┤ﾒの違いはﾕﾄを含まないか否かの違いである 

ｳﾌﾌｱ┤ﾒ 

 「ｱﾏｱについてﾏｵを誘惑するである」。ﾏｵは人が来る。大抵は異性を恋仲や性交渉に誘惑

することである。ただ、悪事に誘う場合もある 

ﾀﾉｷ┤ﾒ/ﾀﾌｷ┤ﾒ 

 「ﾏｵをﾉﾄに立候補させる」である(ｧ)。自発的な立候補の場合、再帰形を使う(ｨ)。ふつう

再帰形を使う。ﾀﾌｷ┤ﾒは推薦 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ抽具。完了相は推薦を申し込んだ時点 

 

 ｹﾉｴ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに推薦する」である。ﾏｵは抽具。推薦内容が来ても良いし、人が来ても

良い。人が来ると、その人を適任として薦めることを指す 

 ｹﾌｴ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに警告する」である。ﾏｵが内容ならその内容を警告する。ﾏｵが人ならそ

の人は不適であるとか危険であると警告することを指す 

 

 ｷﾒｳ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに勧誘する」である。ｹﾉｴ┤ﾒと詳細は同じ。何が違うかというと、ｹﾉｴ┤ﾒ

はﾉﾄが賛成すればﾉﾄは一人でﾏｵを行う。だが、ｷﾒｳ┤ﾒはﾉﾄが賛成すればﾕﾄとともにﾏｵを行う。

ﾕﾄを含まないか否かの違いである 

 

 ｳﾌﾌｱ┤ﾒは「ｱﾏｱについてﾏｵを誘惑するである」。ﾏｵは人が来る。大抵は異性を恋仲や性交

渉に誘惑することである 

 ただ、悪事に誘う場合もｳﾌﾌｱ┤ﾒを使う。この場合、異性間でなくとも良い 

 



 ﾀﾉｷ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに立候補させる」である(ｧ)。自発的な立候補の場合、再帰形を使う(ｨ)。

ふつう再帰形を使う 

 

(ｧ) ﾉｵ ﾀﾉｷ┤ﾉ ﾄﾉ ﾉﾄ ﾀﾏｴ（彼を委員長に立候補させた） 

(ｨ) ﾉｵ ﾀﾉｷ┤ﾉ ｵﾏｴ ﾉﾄ ﾀﾏｴ 

 

 ﾀﾌｷ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに推薦する」である(ｩ)。では、(ｧ)と(ｩ)の違いは何か。(ｧ)は「君が立

候補すれば絶対受かる」などと入れ知恵してﾏｵを立候補させることである。表向きはﾏｵが

立候補したように見える 

 (ｩ)は私が彼を委員長に推薦する場合で、公言しているので表向きにもﾏｵが推薦されたよ

うに見える。(ｧ)の場合、立候補枠に入るが、(ｩ)は推薦枠に入る 

 

(ｩ) ﾉｵ ﾀﾌｷ┤ﾉ ﾄﾉ ﾉﾄ ﾀﾏｴ 

 

ｬｦ：案内：ﾂﾏｱ┤ﾒ,ﾂﾒｱ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ抽具。完了相は紹介を終えた時点 

ﾂﾏｱ┤ﾒ/ﾂﾒｱ┤ﾒ 

 ﾂﾏｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに紹介する」である。ﾏｵは人や物を取る。学問や理論や思想など、抽象

的なものも取れる。ﾉﾄが知らない人、物、考えなどを知らせることである 

 ﾂﾒｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに案内する」である。ﾏｵは人を取る。ﾉﾄは主に場所を取る。ﾏｵが不案内で

あるﾉﾄにﾏｵを連れて行くことである。また、ﾉﾄは場所以外も取れる 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ抽具。完了相は紹介を終えた時点 

 

 ﾂﾏｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに紹介する」である。ﾏｵは人や物を取る。学問や理論や思想など、抽象

的なものも取れる。ﾉﾄが知らない人、物、考えなどを知らせることである 

 考えは取るが情報は取らない。たとえば勝利を知らせる場合、ﾂﾏｱ┤ﾒは使えない。ﾂﾏｱ┤ﾒ



は知らせるというのが本義ではない。ﾉﾄが知らない人、物、考えなどを知らせることによっ

てﾉﾄがﾏｵに不案内でなくなること指す。不案内でなくするという点でｳﾉｴ┤ﾒとも異なる 

 

 ﾂﾒｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに案内する」である。ﾏｵは人を取る。ﾉﾄは主に場所を取る。ﾏｵが不案内で

あるﾉﾄにﾏｵを連れて行くことである。また、ﾉﾄは場所以外も取れる。数学の世界へ案内する

というような比喩的な用法である(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ﾂﾒｱ┤ﾌ ｱﾌ ﾉﾄ ﾉﾄｷ 

 

ｬｧ：訪：ｳﾏｸ┤ﾒ,ｳﾒｸ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは人か場所。完了相は訪問した時点 

ｳﾏｸ┤ﾒ/ｳﾒｸ┤ﾒ 

 どちらも「ﾏｵを訪れる」。ﾏｵは人か場所。ｳﾏｸ┤ﾒは目的のある訪問。ｳﾒｸ┤ﾒは目的のない訪

問で、物見遊山 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは人か場所。完了相は訪問した時点。たとえばチャイムを鳴らして相手が応対

した時点。中に入って話してから帰る時点ではない 

 

 ｳﾏｸ┤ﾒは「ﾏｵを訪れる」である。ﾏｵは人か場所を取る。実はｳﾒｸ┤ﾒも「ﾏｵを訪れる」であ

る。では何が違うのか。ｳﾏｸ┤ﾒは目的があってﾏｵを訪ねることである。一方、ｳﾒｸ┤ﾒは目的

がなくﾏｵを訪ねることである。つまり、物見遊山することである 

 友人が遊びに来る場合、特に目的もなく遊びに来るならｳﾒｸ┤ﾒである。一方、何か話しが

あって来たり、何か遊ぶ内容が決まっている場合はｳﾏｸ┤ﾒになる 

 

ｬｨ：雇：ｷﾏｵｴ┤ﾒ,ｷﾒｵｴ┤ﾒ 

 

惕 



 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは人。完了相は雇うことが決定した時点 

ｷﾏｵｴ┤ﾒ/ｷﾒｵｴ┤ﾒ 

 ｷﾏｵｴ┤ﾒは「ﾏｵをﾄﾒｳの役職で雇う」である。ﾕﾄはメタファーとしての企業でも個人でも良

い。ｷﾒｵｴ┤ﾒは解雇 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは人。完了相は雇うことが決定した時点 

 

 ｷﾏｵｴ┤ﾒは「ﾏｵをﾄﾒｳの役職で雇う」である。ﾕﾄはメタファーとしての企業でも個人でも良

い(ｧ) 

 

(ｧ) ﾄﾏﾌｱ ｷﾏｵｴ┤ﾉ ﾄﾉ 

 

 ｷﾏｵｴ┤ﾒはﾏｵを雇い、労働を得る代わりに賃金を払う契約をすることである。企業でなく、

親が手当てを当てる代わりに子に特別な手伝いをさせる場合もｷﾏｵｴ┤ﾒといえる 

 

 ｷﾒｵｴ┤ﾒは「ﾏｵをﾄﾒｳの役職から解雇する」である。一度雇用したものだけをﾏｵに取る 

 

ｬｩ：期待：ﾄﾉｵｹ┤ﾒ,ﾄﾌｵｹ┤ﾒ,ﾄﾉｵｳ┤ﾒ,ﾄﾌｵｳ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ抽具。完了相は期待を抱いた時点 

ﾄﾉｵｹ┤ﾒ/ﾄﾌｵｹ┤ﾒ 

 「ﾏｵに期待する」。ﾏｵが人ならその人のこれからの行為を楽しみに待つことや、その人が

上手くいくだろうと心待ちにすることを表わす。ﾄﾌｵｹ┤ﾒは心配する 

ﾄﾉｵｳ┤ﾒ,ﾄﾌｵｳ┤ﾒ 

 ﾏｵが大丈夫だろうと信頼することと、大丈夫だろうかと心配すること 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ抽具。完了相は期待を抱いた時点 



 

 ﾄﾉｵｹ┤ﾒは「ﾏｵに期待する」である。ﾏｵが人ならその人のこれからの行為を楽しみに待つこ

とや、その人が上手くいくだろうと心待ちにすることを表わす。(ｧ)は、君がこれから上手

くやるだろうと心待ちにすることを表わす。つまり期待するである 

 ﾏｵが物や節ならﾏｵが実現することを心待ちにすることである。(ｨ)は、君が試験に受かる

ことを心待ちにすることで、期待するである 

 

(ｧ) ﾉｵ ﾄﾉｵｹ┤ﾌ ｱﾌ 

(ｨ) ﾉｵ ﾄﾉｵｹ┤ﾌ ｱﾌ ｶﾉｴｱ┤ﾏ ｱﾉｻｴ 

 

 ﾕﾄはﾏｵが実現することを願うが、どれくらいの確率で実現するかについては語らない。な

るかもしれないという予測や、まぁなるだろうという予想などがありえる。ただ、絶望視

していることはない 

 

 ﾄﾌｵｹ┤ﾒは「ﾏｵを心配、懸念する」である(ｨ) 

 

(ｨ) ﾉｵ ﾄﾌｵｹ┤ﾌ ｱﾌ ｶﾌｴｱ┤ﾏ ｱﾉｻｴ 

 

 ﾄﾉｵｳ┤ﾒはﾏｵが大丈夫だろうと信頼すること。ﾄﾌｵｳ┤ﾒは大丈夫だろうかと心配すること(ｩ) 

(ｩ) ﾉｵ ﾄﾌｵｳ┤ﾌ ﾄﾉ（彼、大丈夫かなぁ） 

 

ｬｪ：吝：ﾁﾏｺ┤ﾒ,ﾁﾒｺ┤ﾒ,ｲﾄﾏｱ┤ﾒ,ｲﾄﾒｱ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは物。完了相は節約行為をした時点 

ﾁﾏｺ┤ﾒ/ﾁﾒｺ┤ﾒ 

 ﾁﾏｺ┤ﾒは「ﾏｵを気前良くﾉﾄに与える」である。ﾏｵは物を取る 

 ﾁﾏｺ┤ﾒは良い意味 

 ﾁﾒｺ┤ﾒは「ﾏｵをケチってﾉﾄに与える」 

ｲﾄﾏｱ┤ﾒ/ｲﾄﾒｱ┤ﾒ 



 ｲﾄﾏｱ┤ﾒは「ﾏｵを無駄なく使う」ことである。やはりﾏｵは物を取る 

 ｲﾄﾒｱ┤ﾒは「ﾏｵを浪費する」 

 ｲﾄﾒｱ┤ﾒは悪い意味 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは物。完了相は節約行為をした時点 

 

 ﾁﾏｺ┤ﾒは「ﾏｵを気前良くﾉﾄに与える」である。ﾏｵは物を取る 

 ﾁﾒｺ┤ﾒは「ﾏｵをケチってﾉﾄに与える」である。ﾉﾄはなくとも良い。ﾉﾄがなければﾏｵをケチっ

て誰にも与えないことを指す 

 

 ｲﾄﾏｱ┤ﾒは「ﾏｵを無駄なく使う」ことである。やはりﾏｵは物を取る 

 ｲﾄﾒｱ┤ﾒは「ﾏｵを浪費する」である 

 ｲﾄﾏｱ┤ﾒ,ｲﾄﾒｱ┤ﾒはﾉﾄを取らない。ﾁﾏｺ┤ﾒはｷﾌｱ┤ﾒと同じ構文であるが、ｲﾄﾏｱ┤ﾒはｾﾏﾄ┤ﾒと同じ構

文である 

 

 尚、ﾁﾏｺ┤ﾒとｲﾄﾒｱ┤ﾒの違いは気前が良いかただの浪費かの違いである。ﾁﾏｺ┤ﾒはｷﾌｱ┤ﾒ型な

のでその与えるさまが気前良いと誉めていることを指す。つまり良い意味である。一方、

ｲﾄﾒｱ┤ﾒは単に使い方が無駄であるということを指し、悪い意味である 

 

ｬｫ：持：ﾉｶ┤ﾒ,ﾌｶ┤ﾒ,ｱﾌｹ┤ﾒ,ｱﾉｲ┤ﾒ,ｳﾏｴ┤ﾒ,ｻﾌﾉ┤ﾒ,ｷﾄﾏｳ┤ﾒ,ｷﾄﾒｳ┤ﾒ,ｷﾄﾒ┤ﾒ,ｼﾌｲ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは物。完了相は持った時点 

ﾉｶ┤ﾒ,ﾌｶ┤ﾒ 

 「ﾏｵを所有する」という意味である。ﾏｵは物がふつうだが、人を取ることもできる。そ

の場合は人身売買における人の所有を表わす場合と、所属を表わす場合がある。但し、所

属は低頻度 

ｱﾌｹ┤ﾒ 

 「ﾏｵを持つ」という意味である。ふつう手で持つことを指す。手以外で持つ場合はｲﾏｵ 



 ｲﾏｵに脚でも服でも取れる 

ｱﾉｲ┤ﾒ 

 腕で持つ場合はｲﾏｵを使わずにｱﾉｲ┤ﾒを使う。これは「ﾏｵを抱える」という意味 

ｳﾏｴ┤ﾒ 

 背中で持つ場合、つまり背負う場合はｲﾏｵを使わず、ｳﾏｴ┤ﾒを使う 

ｻﾌﾉ┤ﾒ 

 「ﾏｵを携帯する」である。持つことと運ぶことを同時に行う行為。但し、目的地はない 

ｷﾄﾏｳ┤ﾒ/ｷﾄﾒｳ┤ﾒ 

 「ﾏｵをﾉﾄに持ち上げる」と「ﾏｵをﾉﾄに下ろす」 

ｷﾄﾒ┤ﾒ 

 「ﾏｵを担ぐ」 

ｼﾌｲ┤ﾒ 

 「ﾏｵを握る」。人間の手以外でも手と見なせるものなら使える 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは物。完了相は持った時点 

 

 ﾉｶ┤ﾒは「ﾏｵを所有する」という意味である。ﾏｵは物がふつうだが、人を取ることもでき

る。その場合は人身売買における人の所有を表わす場合と、所属を表わす場合がある(ｧ)。 

 

(ｧ) ﾉｵ ﾉｶ┤ﾒ ﾒｱﾌ（私には妹がある） 

 

 ｱﾌｹ┤ﾒは所有ではなく、「ﾏｵを持つ」という意味である。ふつう持っているのは所有者で

あるが、確実にそうとは言い切れない。ｱﾌｹ┤ﾒは単に体で物を持っていることだけを指す。

ふつう手で持つことを指す。手以外で持つ場合はｲﾏｵを使う(ｨ) 

 

(ｨ) ﾉｵ ｱﾌｹ┤ﾌｵ ｴﾌﾁ ｲﾏｵ ｱﾌｲ（脚で板を持っている＝脚に板を挟んでいる） 

 

 手以外といったが、実は腕で持つ場合はｲﾏｵを使わずにｱﾉｲ┤ﾒを使う。これは「ﾏｵを抱え

る」という意味である(ｩ) 



 

(ｩ) ﾉｵ ｱﾉｲ┤ﾌｵ ｵﾉｵﾉ 

 

 また、背中で持つ場合、つまり背負う場合もｲﾏｵは使わず、ｳﾏｴ┤ﾒを使う(ｪ) 

 

(ｪ) ﾉｵ ｳﾏｴ┤ﾌｵ ｵﾉｵﾉ 

 

 尚、日本語の「持つ」は服の中に入れている場合は使えない。「携帯を手で持つ」は言え

るが、「携帯をポケットで持つ」とは言えない。だがｱﾌｹ┤ﾒはｲﾏｵに脚でも服でも取れる。更

に、工事のクレーンを使って岩を持つ場合もｱﾌｹ┤ﾒである(ｫ)(ｬ)。但し、上述のように腕と

背中はふつうｱﾉｲ┤ﾒとｳﾏｴ┤ﾒを使うのでｲﾏｵは使えない 

 

(ｫ) ﾉｵ ｱﾌｹ┤ﾌｵ ｲﾉｻ ｲﾏｵ ｴﾉｸﾉ 

(ｬ) ﾉｵ ｱﾌｹ┤ﾌｵ ｱﾉｹ ｲﾏｵ ﾀﾉｵ 

 

 一方、ｻﾌﾉ┤ﾒは「ﾏｵを携帯する」である。持つことと運ぶことを同時に行う行為である。

ゆえにｱﾌｹ┤ﾒしつつｻﾌﾏ┤ﾒ（運ぶ）することを意味する。ただ、運ぶはある地点が目的地に

なるが、ｻﾌﾉ┤ﾒに目的地はない。目的地がなく持ち運ぶことである。だから携帯するである。

やはり何を使って携帯するかはｲﾏｵで表わす(ｭ) 

 

(ｭ) ﾉｵ ｻﾌﾉ┤ﾌｵ ｺﾒﾄ ｲﾏｵ ｴﾉｸﾉ 

 

 ｷﾄﾏｳ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに持ち上げる」である。肩を支点にして、肩と同じか肩より上にあげる

ことに焦点を置くｷﾄﾒｷﾄﾏｳ┤ﾒと、肘を支点にして、肘と同じか肘より上にあげることに焦点

を置くｵﾉｴｱｷﾄﾏｳ┤ﾒがある。バーベル上げは前者である。地面の米袋を持ち上げたりダンベ

ルカールをする場合は後者である。但し、ｷﾄﾏｳ┤ﾒの段階では両者の区別はない 

 ｷﾄﾏｳ┤ﾒはふつう手腕で行う。手腕以外だとｲﾏｵを使うが、ふつうありえない。脚のトレー

ニングでバーベルを持ち上げることがあるが、恐らく日常的にはそのくらいだろう 

 一方、ｷﾄﾒｳ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに下ろす」ことである。詳細はｷﾄﾏｳ┤ﾒと同じである。つまりｷﾄﾒｷﾄ

ﾒｳ┤ﾒとｵﾉｴｱｷﾄﾒｳ┤ﾒがあるということである 



 

 ｷﾄﾒ┤ﾒは「ﾏｵを担ぐ」である。肩で持つことである。これもｱﾌｹ┤ﾒはふつう使わない 

 

 ｼﾌｲ┤ﾒは「ﾏｵを握る」である。手で握ることを示す。手以外だと握るのは難しいが、手と

見なされるものなら使うことができる 

 たとえばロボットの手や動物の手、或いは工場で部品を組み立てるアームの手の部分な

ど、これらは全てｼﾌｲ┤ﾒといえる(ｮ)。猫は拳を作れないが、手を軽く丸めて握る程度なら

可能であり、(ｮ)はそれを表わしている 

 

(ｮ) ｲﾒｱｴ ｼﾌｲ┤ﾌｵ ｳﾒ（猫が何か握っている） 

 

 また、ｼﾌｲ┤ﾒは「ﾏｵを掴む」とか「ﾏｵにつかまる」といった意味もある(ｯ) 

 

(ｯ) ｼﾌｲ┤ﾉﾄ ﾉｵ（俺につかまれ（ふつう「俺の手につかまれ」の意味）） 

 

ｬｬ：比：ｵﾏｹ┤ﾒ,ｵﾒｹ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ抽具。完了相は比較を行った時点 

ｵﾏｹ┤ﾒ/ｵﾒｹ┤ﾒ 

 ｵﾏｹ┤ﾒは「ﾏｵを相対化する」「ﾏｵをﾉﾄと比べる」である。比べる対象は相手なのでﾉﾄを取る。

ﾏｵは抽具、節を取れる 

 一方、ｵﾒｹ┤ﾒは「ﾏｵを絶対化する」である。意味上、ﾉﾄは取れない。 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ抽具。完了相は比較を行った時点 

 

 ｵﾏｹ┤ﾒは「ﾏｵを相対化する」「ﾏｵをﾉﾄと比べる」である。比べる対象は相手なのでﾉﾄを取る。

ﾏｵは抽具、節を取れる(ｧ) 

 



(ｧ) ﾉｵ ｵﾏｹ┤ﾉ ﾉｵ ｲﾒ┤ﾏ ﾉﾄ ｱﾌ ｲﾒ┤ﾏ 

 

 一方、ｵﾒｹ┤ﾒは「ﾏｵを絶対化する」である。意味上、ﾏｲは取れない。ｵﾒｹ┤ﾒはﾏｵを比較が

行われない絶対的なものにすることを意味する。あまり日常的な語ではない 

 

ｬｭ：攻守：ｶﾉｵｹ┤ﾒ,ｶﾌｵｹ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは抽具。完了相は攻撃防御を完成させた時点 

ｶﾉｵｹ┤ﾒ/ｶﾌｵｹ┤ﾒ 

 ｶﾉｵｹ┤ﾒは「ﾏｵを攻撃する」である。ﾏｵに損害や損傷を与えることを表わす 

 ｶﾌｵｹ┤ﾒは「ﾏｵをｱﾒﾄから守る」 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは抽具。完了相は攻撃防御を完成させた時点。たとえば盾をかざして今から守

れると決まった時点。影響相は盾をかざしたままの状態を保っている時点。今はもう守っ

てない場合、今と連続していないので単純に守ったと過去形になる 

 

 ｶﾉｵｹ┤ﾒは「ﾏｵを攻撃する」である。ﾏｵに損害や損傷を与えることを表わす。ﾏｵは人や国

を取ることができる。更に、理論という抽象も取れる。(ｧ)の場合、理論に反論を立てると

いう意味である。彼を殴ることではない 

 

(ｧ) ﾉｵ ｶﾉｵｹ┤ﾉ ｸﾌﾌﾀ ﾒ ﾄﾉ 

 

 ｶﾌｵｹ┤ﾒは「ﾏｵをｱﾒﾄから守る」である。ﾏｵを損害や損傷から守ることである。敵はｱﾒﾄに来

る。ﾏｵもｱﾒﾄも抽具を取る。ｶﾉｵｹ┤ﾒと同じﾏｵを取れる。つまり、理論も取れる(ｨ) 

 

(ｨ) ﾄﾉ ｶﾌｵｹ┤ﾌｵ ｸﾌﾌﾀ ﾒ ｵﾏｴ ﾌﾄ ｴﾉﾄ ｲﾏｴ ｱﾒﾄ ﾉｵ（彼は私に対抗して自分の理論を去年から

守り続けている） 

 



ｬｮ：使：ｾﾏﾄ┤ﾒ,ｾﾒﾄ┤ﾒ,ｾﾏﾄｳ┤ﾒ 

 

惕 

 ﾏｵ具象。完了相は使用した時点 

ｾﾏﾄ┤ﾒ/ｾﾒﾄ┤ﾒ 

 「ﾏｵを使う」である。ﾏｵの能力を引き出して役立てることである。ﾏｵは人でも物でも良

い。悪い意味はない。中立的である。ｾﾒﾄ┤ﾒは「ﾏｵを温存する」 

ｾﾏﾄｳ┤ﾒ 

 「ﾏｵを使ってなくす」である。つまり使い切ることである。詳細はｾﾏﾄ┤ﾒと同じ 

惕 

 

 ﾏｵ具象。完了相は使用した時点 

 

 ｾﾏﾄ┤ﾒは「ﾏｵを使う」である。ﾏｵの能力を引き出して役立てることである。ﾏｵは人でも物

でも良い。人の場合、日本語の「使う」と違って悪い意味はない。中立的である。単に相

手の能力を役立てたという意味である。完了相は使った時点。ペンなら書きたいことを書

き終わって役目を終えた時点を指す 

 

 ｾﾒﾄ┤ﾒは「ﾏｵを温存する」で、死蔵するの意味もある。ﾏｵを使わずに取っておくことであ

る。詳細はｾﾏﾄ┤ﾒに同じ 

 

 ｾﾏﾄｳ┤ﾒは「ﾏｵを使ってなくす」である。つまり使い切ることである。詳細はｾﾏﾄ┤ﾒと同じ。

ﾏｵに人を取る場合は、その人の能力や財力を出し切らせ、もうなくなった状態にすること

である。こちらはｾﾏﾄ┤ﾒより悪い意味で使われることが多い 

 ｾﾏﾄｳ┤ﾒにはﾏｵﾉがある。ﾕﾄには物を取ることが多い(ｧ) 

 

(ｧ) ｲﾉﾁ ﾌｱ┤ﾌｲ ｾﾏﾄｳ（ペンが切れた） 

 

ｬｯ：飾：ｹﾏﾄｲ┤ﾒ,ｳﾒﾀ┤ﾒ,ｳﾏﾀ┤ﾒ 

 



惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ具象。完了相は飾り終えた時点 

ｹﾏﾄｲ┤ﾒ 

 ｹﾏﾄｲ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで飾る」である。ﾏｵは場所や人や物が来る。言葉や文といった抽象も

取れる 

ｳﾏﾀ┤ﾒ/ｳﾒﾀ┤ﾒ 

 ｳﾒﾀ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで化粧する」。ｳﾒﾀ┤ﾒはﾏｵに人以外のモノやコトも取れる。その場合、

実際より良く見せるという意味になる。ｳﾏﾀ┤ﾒは「ﾏｵの化粧をｲﾏｵでとる」 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ具象。完了相は飾り終えた時点 

 

 ｹﾏﾄｲ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで飾る」である。ﾏｵは場所や人や物が来る。言葉や文といった抽象も

取れる(ｧ)。文などを取る場合、要点だけを伝えた簡潔な文に比喩などの表現法を付け足す

ことを表わす。別の論点や別の解釈を加えることではない。つまりは文飾である。また、

語句の修飾という意味もある 

 

(ｧ) ﾉｵ ｹﾏﾄｲ┤ﾉ ｴﾒｶ ｲﾏｵ ﾌﾄｴｲﾒｶ（メタファーで文を飾った） 

 

 ｳﾒﾀ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで化粧する」である。ﾏｵには人や身体部がくる(ｨ)。ﾏｵに人をおいてｱ

ﾏｱに身体部を置くこともできる。これは全体主義のアルカらしい言い方である(ｩ)。但し、

(ｨ)のほうが短いため、(ｨ)もふつうに使われる 

 

(ｨ) ﾉｵ ｳﾒﾀ┤ﾉ ｴﾒｳ ｲﾏｵ ﾀﾉｸ 

(ｩ) ﾉｵ ｳﾒﾀ┤ﾉ ｵﾏｴ ｱﾏｱ ｴﾒｳ ｲﾏｵ ﾀﾉｸ 

 

 また、ｳﾒﾀ┤ﾒはﾏｵに人以外のモノやコトも取れる。その場合、実際より良く見せるという

意味になる(ｪ) 

 

(ｪ) ﾉｵ ｳﾒﾀ┤ﾉ ｴﾒｶ 



 

 (ｪ)は(ｧ)とどう違うか。(ｪ)は実際より文を良く見せるために表紙を綺麗にしたりレイア

ウトを考えたり、字を見やすくしたり、短文や分かりやすい表現を心がけたりすることで

ある。(ｧ)も良くしようという意図がないわけではないが、味気ないものを派手にしようと

いうところに焦点が当たっている点で異なる 

 

 ｳﾏﾀ┤ﾒは「ﾏｵの化粧をｲﾏｵでとる」である。ｳﾒﾀ┤ﾒしているものしかﾏｵに取れない。詳細は

ｳﾒﾀ┤ﾒと同じである。人の化粧をとることや、文を良く見せるためのものを取ることである。

ｲﾏｵには化粧落としなどがくる 

 

ｭｦ：準備：ｴﾉｶ┤ﾒ,ｴﾌｶ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ抽具。完了相は準備完了した時点 

ｴﾉｶ┤ﾒ/ｴﾌｶ┤ﾒ 

 ｴﾉｶ┤ﾒは「ｱﾏｱについてﾏｵを準備する」である。いつでも実行可能なように備えておくこ

とである。ﾏｵは物、人、抽象、節全て取れる 

 ｴﾌｶ┤ﾒは「ｱﾏｱについてﾏｵをアフターケアする」。ｴﾌｶ┤ﾒはｱﾏｱが起きた後にﾏｵの環境を整え

ることである 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ抽具。完了相は準備完了した時点 

 

 ｴﾉｶ┤ﾒは「ｱﾏｱについてﾏｵを準備する」である。いつでも実行可能なように備えておくこ

とである。ﾏｵは物、人、抽象、節全て取れる(ｧ)(ｨ)(ｩ)(ｪ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ｴﾉｶ┤ﾌｲ ｶﾉﾉｲ ｱﾏｱ ｶﾉｴ（戦争のための武器を用意した） 

(ｨ) ﾉｵ ｴﾉｶ┤ﾌｲ ｵﾏｴ ｱﾏｱ ｲﾏｹ（外出の準備をした） 

(ｩ) ﾉｵ ｴﾉｶ┤ﾌｲ ｷﾒﾄ ｱﾏｱ ｱﾉｻｴ（試験に向けて勉強の準備をした） 

(ｪ) ﾉｵ ｴﾉｶ┤ﾌｲ ﾉｵ ｳﾏｴ┤ﾏ ｸﾌﾏ ｱﾏｱ ｲﾏｹ（出先で娘をおぶっていく準備ができた） 



 

 尚、(ｧ)は軍議の時点で述べた場合は「武器を用意した」と訳して良いが、敵が目の前に

いて実際に武器をふるっている白兵戦の場合は「構えた」と訳すべきである。たとえばｴﾉｶ

┤ﾒ ｷﾀﾒﾌは軍議の段階では「剣を用意する」だが、実戦の段階では「剣を構える」である 

 

 ｴﾌｶ┤ﾒは「ｱﾏｱについてﾏｵをアフターケアする」。ｴﾉｶ┤ﾒはｱﾏｱが起こる前にﾏｵの環境を整え

ておくことである。逆にｴﾌｶ┤ﾒはｱﾏｱが起きた後にﾏｵの環境を整えることである。詳細はｴﾉ

ｶ┤ﾒと同じ。(ｫ)は戦争が終わってから、再戦に備えて或いは単に戦後処理として武器の数を

数えたり直したり並べたりして、アフターケアすることである 

 

(ｫ) ﾉｵ ｴﾌｶ┤ﾌｲ ｶﾉﾉｲ ｱﾏｱ ｶﾉｴ（戦争後、武器のアフターケアをした） 

 

 上述のようにｴﾌｶ┤ﾒもﾏｵに人などを取れる。(ｬ)では喧嘩の後、謝ったりして相手を宥める

場合に使う 

 

(ｬ) ﾉｵ ｴﾌｶ┤ﾉ ﾄﾉ ｱﾏｱ ｱﾏｶ（喧嘩の後、彼をアフターケアした） 

 

ｭｧ：働：ﾄﾉｼ┤ﾒ,ﾄﾌｼ┤ﾒ,ｷﾉｹ┤ﾒ,ｷﾌｹ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。再帰形が多い。ﾏｵは人。完了相は労働時間終了時点 

ﾄﾉｼ┤ﾒ/ﾄﾌｼ┤ﾒ 

 ﾄﾉｼ┤ﾒは「ﾏｵを働かせる」である。内容はｾﾕﾄで表わし、関連はｱﾏｱで表わす。場所はｲﾉで

ある。ふつう再帰形を使う。ﾄﾌｼ┤ﾒは労働の休み 

ｷﾉｹ┤ﾒ/ｷﾌｹ┤ﾒ 

 ｷﾉｴ┤ﾒは「ﾏｵを働かせる」である。ﾄﾉｼ┤ﾒは生活のためにしなければならない労働であり、

ｷﾉｴ┤ﾒは自分の使命としての仕事である 

 ｷﾌｴ┤ﾒは「ﾏｵを休ませる」 

惕 

 



 非ﾏｵﾉ。再帰形が多い。ﾏｵは人。完了相は労働時間終了時点 

 

 ﾄﾉｼ┤ﾒは「ﾏｵを働かせる」である。内容はｾﾕﾄで表わし、関連はｱﾏｱで表わす。場所はｲﾉで

ある。ふつう再帰形を使う(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ﾄﾉｼ┤ﾒ ｲﾉ ﾄﾏﾌｱ ｱﾕ ｱﾏｱ ｴﾏﾀｴ ｹﾕ ﾄﾌ ｴﾒﾄ ｱﾉｱ ｴﾏﾏｱ（この会社でコンピュータについ

て週五日働いている） 

 

 ｷﾉｹ┤ﾒは「ﾏｵを働かせる」である。ﾄﾉｼ┤ﾒは生活のためにしなければならない労働であり、

ｷﾉｹ┤ﾒは自分の使命としての仕事である。前者は必ず有償であるが、後者は使命感次第では

無償でありうる 

 

ｭｨ：吸吐：ｴﾉｻｲ┤ﾒ,ｴﾌｻｲ┤ﾒ,ｴﾉｻｴ┤ﾒ,ｴﾌｻｴ┤ﾒ,ｸﾉｸｻ┤ﾒ,ｺﾏﾉ┤ﾒ,ｲﾕﾒ┤ﾒ,ｻﾕｻ┤ﾒ,ｳﾒｷ┤ﾒ,ｴﾒｳ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ物。完了相は吸った時点 

ｴﾉｻｲ┤ﾒ/ｴﾌｻｲ┤ﾒ 

 ｴﾉｻｲ┤ﾒは「ﾏｵを吸う、しゃぶる」ことである。ストローでジュースを吸う場合、キスマ

ークを付けようと肌を吸う場合、飴を口に入れてしゃぶる場合、全てｴﾉｻｲ┤ﾒである 

 ｴﾌｻｲ┤ﾒは吸うの反対動作である。口内の圧力を変えて「ﾏｵを吹く、吐く」こと 

ｴﾉｻｴ┤ﾒ/ｴﾌｻｴ┤ﾒ 

 ｴﾉｻｴ┤ﾒは「ﾏｵに息を吸わせる、呼吸させる」。ｴﾌｻｴ┤ﾒは「ﾏｵに息を吐かせる」 

ｸﾉｸｻ┤ﾒ 

 「ﾕﾄはﾏｵの乳首を吸う」である。ふつう性的な意味はない。ﾕﾄは赤ん坊でﾏｵは授乳者しか

取らない 

ｺﾏﾉ┤ﾒ 

 「ﾏｵをﾉﾄに吐く」である。ﾏｵは体内に取り込んだものである。物しか取らない。抽象的な

意味はない。ﾏｵは液体でも固体でも良い 

ｲﾕﾒ┤ﾒ 

 「ﾏｵに唾を吐く、垂らす」である。吐くか垂らすか或いは付けるかは不明。但し、ふつ



うは吐きつける。ﾏｵは場所でも人でも物でも良い 

ｻﾕｻ┤ﾒ 

 「ﾏｵをﾉﾄにぷっと吐き出す」である。ﾏｵは物しか取らない。固体でも液体でも良い。人は

物理的に取れない 

ｳﾒｷ┤ﾒ 

 「ﾏｵに息を吹きかける」「ﾏｵを吹く」である。蝋燭を消すときや手を暖めるときなどに使

う。ﾏｵは物や人で、抽象は取らない 

ｴﾒｳ┤ﾒ 

 「ﾏｵを唇で咥える」ことである。「口に咥える」と訳しても良い。唇で挟んで口の中にﾏｵ

の一部を含むことである。犬が紐を咥える場合や、人が棒アイスを咥える場合などに使う。

ﾏｵは人や物だけで、抽象は取れない 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ物。完了相は吸った時点 

 

 ｴﾉｻｲ┤ﾒは「ﾏｵを吸う、しゃぶる」ことである。ストローでジュースを吸う場合、キスマ

ークを付けようと肌を吸う場合、飴を口に入れてしゃぶる場合、全てｴﾉｻｲ┤ﾒである 

 ｴﾉｻｲ┤ﾒは口内の圧力を変えてﾏｵを吸い込むことを指す。ふつう物を取る。人は物理的に

吸えない。また、精力を吸い取るという場合は精力を取る（ｷﾉｱ┤ﾒ）という。抽象はﾏｵに取

れない 

 完了相は吸い込んだ時点である。ジュースを吸おうとした時点が将前相、吸い始めで口

に力を入れれば開始相、ジュースが管を上ってくる時点が経過相、口に届いた時点が完了

相、届いて飲んでいる時点が影響相である。力を緩めてジュースが下に戻ったとき、影響

相が終わる 

 

 ｴﾌｻｲ┤ﾒは吸うの反対動作である。口内の圧力を変えて「ﾏｵを吹く、吐く」ことである。

ストローでジュースをぶくぶくさせる場合も使える(ｧ) 

 

(ｧ) ｸﾌｶ ｴﾌｻｲ┤ﾌｵ ﾉｵﾒ 

 



 ところで、ｴﾉｻｲ┤ﾒは空気を吸う場合にはふつう使わない。代わりにｴﾉｻｴ┤ﾒというからで

ある。ｴﾉｻｴ┤ﾒは「ﾏｵに息を吸わせる、呼吸させる」ことである。厳密にいえば呼吸のうち、

吸うほうだけを指す 

 逆にｴﾌｻｴ┤ﾒは「ﾏｵに息を吐かせる」である。ｴﾉｻｴ┤ﾒと組み合わさって初めて呼吸である。

尚、これらはﾏｵに人を取る(ｨ)(ｩ)。ふつう再帰形を取る 

 

(ｨ) ﾉｵ ｴﾉｻｴ┤ﾉ（息を吸った） 

(ｩ) ｴﾉｻｴ┤ﾉﾄ （はい吸って～） 

 

 一方、ｸﾉｸｻ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵの乳首を吸う」である。ふつう性的な意味はないので公的に使え

る。但し、ふざけて性的な意味で使うこともある 

 ﾕﾄは赤ん坊でﾏｵは授乳者しか取らない。授乳するでなく乳首を吸うなので、ﾕﾄとﾏｵを逆に

しないように注意(ｪ) 

 

(ｪ) ｵﾉｵﾉ ｸﾉｸｻ┤ﾌｴ ﾄﾉﾏ 

 

 ｺﾏﾉ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに吐く」である。ﾏｵは体内に取り込んだものである。物しか取らない。

抽象的な意味はない(ｫ)。ﾏｵは液体でも固体でも良い 

 

(ｫ) ﾉｵ ｺﾏﾉ┤ﾉ ｶﾒﾄｹ ﾉﾄ ｻﾏｵ 

 

 ｲﾕﾒ┤ﾒは「ﾏｵに唾を吐く、垂らす」である。吐くか垂らすか或いは付けるかは不明。但し、

ふつうは吐きつける。ﾏｵは場所でも人でも物でも良い(ｬ) 

 

(ｬ) ｲﾕﾒ┤ﾏﾄ ｻﾏｵ（道に唾を吐くな） 

 

 ｻﾕｻ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄにぷっと吐き出す」である。ｲﾕﾒ┤ﾒは吐いた様態が良く分からないが、ｻ

ﾕｻ┤ﾒ ｲﾕﾒといえばぺっと吐いたことを表わす 

 ﾏｵは物しか取らない。固体でも液体でも良い。人は物理的に取れない。無論、恐竜が人

を飲み込んで吐くことはできるが、非日常的である。ﾉﾄは場所や人や物など、受取人を取る



(ｭ) 

 

(ｭ) ﾉｵ ｻﾕｻ┤ﾉ ﾒﾀﾌ ﾉﾄ ｻﾏｵ 

 

 ｳﾒｷ┤ﾒは「ﾏｵに息を吹きかける」「ﾏｵを吹く」である。蝋燭を消すときなどに使う。ﾏｵは

物や人で、抽象は取らない(ｮ) 

 

(ｮ) ﾉｵ ｳﾒｷ┤ﾉ ﾁﾏｵﾏ 

 

 ｳﾒｷ┤ﾒは蝋燭を消す「ふー」なのか、冬に手を温める「はー」なのか分からない。後者の

場合もある(ｯ)。日本語で息を吹きかけるというと(ｮ)のように「ふー」を連想するが、ｳﾒｷ

┤ﾒは「ふー」も「はー」もあり、文脈で区別する 

 

(ｯ) ﾉｵ ｳﾒｷ┤ﾉ ﾄﾉｴ ﾁﾉｵ ﾌｷ┤ﾌ ｱﾕ（暖めるために手に息を吐いた） 

 

 ｴﾒｳ┤ﾒは「ﾏｵを唇で咥える」ことである。「口に咥える」と訳しても良い。唇で挟んで口

の中にﾏｵの一部を含むことである。犬が紐を咥える場合や、人が棒アイスを咥える場合な

どに使う。ﾏｵは人や物だけで、抽象は取れない(ｧｦ) 

 尚、ﾏｵの全体を含むとｴﾒｳ┤ﾒとはいえない 

 完了相は咥えた時点で、咥えた後の持続状態は影響相である 

 

(ｧｦ) ｷﾌﾉｵ ｴﾒｳ┤ﾌｵ ﾒﾒｳﾌ 

 

ｭｩ：食：ｳﾏｵ┤ﾒ,ｳﾒｵ┤ﾒ,ｹﾌﾏ┤ﾒ,ｶﾒｴｵ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは食物。完了相は食べて飲み込んだ時点 

ｳﾏｵ┤ﾒ/ｳﾒｵ┤ﾒ 

  ｳﾏｵ┤ﾒは「ﾏｵを食べる」。ｳﾒｵ┤ﾒは「ﾏｵを飲む」。咀嚼するものがｳﾏｵ┤ﾒ。尚、元々飲むも

のに対して特別に咀嚼が必要な場合は食べるでなくｹﾌﾏｳﾒｵ┤ﾒという 



ｹﾌﾏ┤ﾒ 

 「ﾏｵを噛む」である。ﾏｵが結果的にバラバラになるかどうかは不明 

ｶﾒｴｵ┤ﾒ 

 「ﾏｵを舐める」である。舌を出して舐める場合と口の中に含んだものを舐める場合の区

別はない。ベロベロ舐めるのかペロっと舐めるかの区別もない。ﾏｵは具象である。特に固

体を取る 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは食物。完了相は食べて飲み込んだ時点 

 

 ｳﾏｵ┤ﾒは「ﾏｵを食べる」である。ｳﾒｵ┤ﾒは「ﾏｵを飲む」である。では、どこからが食べ物

でどこからが飲み物か 

 パン・肉・野菜は食べ物である。水は飲み物である。どうも固体か液体かという違いが

大きいようである。では液体の中に固体が入るスープはどうか。アルバザードのスープは

具が多いため、スープは大抵食べるものとして認識される(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ｳﾏｵ┤ﾉ ﾄﾒｸﾌ 

 

 一方、薬は英語のように取るものではなく、中国語のように食べるものでもなく、日本

語のように飲むものである(ｨ)。但し、食材を薬代わりに食べる場合はｳﾏｵ┤ﾒという(ｩ) 

 

(ｨ) ﾉｵ ｳﾒｵ┤ﾉ ｻﾌｱﾉ 

(ｩ) ﾉｵ ｳﾏｵ┤ﾉ ｺﾒﾀ ﾄﾒｳ ｻﾌｱﾉ 

 

 また、ゼリーは食べ物である。ヨーグルトも食べ物である。粥も食べ物である 

 つまり、食べ物は咀嚼を必要とするものである。ヨーグルトやゼリーは殆ど噛まずに食

べることもできるが、全く噛まないことはない。一方、飲み物は咀嚼を必要としないもの

である。スープは具を噛むので食べるである。薬は噛まないので飲むという 

 では、チュアブル錠の薬はどうか。これは噛んで飲むという。食べるとは言わない。な

ぜか。薬は元々飲むものだからである。元々飲むものに対して特別に咀嚼が必要な場合は



食べるでなく噛んで飲むという(ｪ) 

 

(ｪ) ｹﾌﾏｳﾒｵ┤ﾉﾄ ｻﾌｱﾉ ｱﾕ 

 

 また、ｳﾒｵ┤ﾒはﾕﾄが風や水や波のとき、ﾏｵを飲み込むという意味になる。これは比喩的な

用法で、擬人法である 

 

 一方、ｹﾌﾏ┤ﾒは「ﾏｵを噛む」である。ﾏｵが結果的にバラバラになるかどうかは不明である。

噛んで壊れなくても噛んで壊れても、いずれにせよｹﾌﾏ┤ﾒである。ﾏｵは食べ物だけでなくそ

れ以外の物も取れる(ｫ)。ｹﾌﾏ┤ﾒは食べるための行為とは限らないということである 

 

(ｫ) ﾉｵ ｹﾌﾏ┤ﾉ ｹﾏﾄ 

 

 ｶﾒｴｵ┤ﾒは「ﾏｵを舐める」である。舌を出して舐める場合と口の中に含んだものを舐める

場合の区別はない。文脈で判断する。ベロベロ舐めるのかペロっと舐めるかの区別もない 

 ﾏｵは具象である。特に固体を取る。雨より氷のほうが共起しやすい 

 また、境界線のある雨粒のほうが境界線の曖昧な火よりも舐めやすい。火のように境界

線がハッキリしない非固体までいくとｶﾒｴｵ┤ﾒといえなくなってくる 

 尚、抽象的な意味はない 

 

ｭｪ：置：ﾏｶ┤ﾒ,ﾒｶ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは具象。完了相は配置を終えた時点 

ﾏｶ┤ﾒ/ﾒｶ┤ﾒ 

 「ﾏｵをﾉﾄに置く」。ﾏｵが人・物を取れる。抽象は取れない。無形物は一応取れる 

 ﾒｶ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから取り除く」 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは具象。完了相は配置を終えた時点 



 

 ﾏｶ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに置く」である。ﾏｵが人の場合、文脈に合わせて配置するとか待たせてお

くなどと訳す。ﾏｵが物の場合、配置するという意味である。抽象は取れない 

 (ｧ)は松明やライターなどの火種を着火点に設置する場合である。だがこれはｷﾉﾌが松明

などのメタファーになっていると言えなくもない 

 

(ｧ) ﾉｵ ﾏｶ┤ﾉ ｷﾉﾌ ﾉﾄ ﾁﾏｸ 

 

 また、水も火と同じくﾏｶ┤ﾒと言えなくない。ただ、その場合はたいてい容器に入った水

を置くという意味で、これも容器と内容物のメタファーである 

 

 一方、ﾒｶ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから取り除く」という意味である。ﾏｶ┤ﾒの反対動作である。詳細は

ﾏｶ┤ﾒと同じである。単に置くか除くかの違いである 

 汚れを取る場合も使える。逆に汚れが付く場合は「置く」のﾏｶ┤ﾒを使うので注意 

 

ｭｫ：打：ｼﾉｹ┤ﾒ,ｼﾉﾏｴ┤ﾒ,ｼﾉﾒｴ┤ﾒ,ｵﾏﾁ┤ﾒ,ｺﾌｵﾏ┤ﾒ,ﾁﾏｵｹ┤ﾒ,ｺﾒﾄｳ┤ﾒ,ｼﾏﾄｱ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ具象。完了相は力を与えきった時点 

ｼﾉｹ┤ﾒ 

 「ﾏｵをｲﾏｵで打つ」。ﾏｵに衝撃を加えること全般を表わす 

ｼﾉﾏｴ┤ﾒ/ｼﾉﾒｴ┤ﾒ 

 ｼﾉﾏｴ┤ﾒは「ﾏｵを殴る」。ｼﾉﾒｴ┤ﾒは「ﾏｵを蹴る」 

ｵﾏﾁ┤ﾒ 

 「ﾏｵをｲﾏｵで引っ掻く」。ふつう爪で引っ掻くことを指す 

ｺﾌｵﾏ┤ﾒ 

 「ﾏｵをｲﾏｵで引っ掻く」 

ﾁﾏｵｹ┤ﾒ 

 ﾁﾏｵｹ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄにショットする」である。スポーツなどで使う 

 ﾁﾏｵｹ┤ﾒのほうがｺﾒﾄｳ┤ﾒより弱い 



ｺﾒﾄｳ┤ﾒ 

 ｺﾒﾄｳ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄにシュートする」である。スポーツなどで使う 

ｼﾏﾄｱ┤ﾒ 

 「ﾏｵをハンマーでﾉﾄへ打つ」である。釘などを板へ打つような場合に使う 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ具象。完了相は力を与えきった時点 

 

 ｼﾉｹ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで打つ」である。ﾏｵに衝撃を加えること全般を表わす。ｼﾉﾏｴ┤ﾒなどの

上位概念にある 

 

 ｼﾉﾏｴ┤ﾒは「ﾏｵを殴る」である。ｼﾉﾏｴ┤ﾒは拳で殴る場合にか使えない 

 ｼﾉﾒｴ┤ﾒは「ﾏｵを蹴る」である 

 

 ｼﾉﾏｴ┤ﾒの完了相は殴った時点である。殴る準備動作がｼﾉﾏｴ┤ﾒｻ、腰を回し始め腕を伸ばし

始めた時点がｼﾉﾏｴ┤ﾒｱ、相手に届くまでの間がｼﾉﾏｴ┤ﾒｴ、相手に当たった瞬間がｼﾉﾏｴ┤ﾒｲ、

その結果が残存する間がｼﾉﾏｴ┤ﾒｵである 

 また、野盗が酔っ払いを殴っているという場合は(ｧ)である 

 

(ｧ)伃ﾉｼﾒｵ ｼﾉﾏｴ┤ﾌｴ ｶﾏﾄｹ → 伃ﾉｼﾒｵ ｼﾉﾏｴ┤ﾌｵ ｶﾏﾄｹ → ﾉｼﾒｵ ｼﾉﾏｴ┤ﾌ ｹﾉ ｶﾏﾄｹ 

 

 日本語の殴っているというのは一回の殴打ではない。複数回殴るという意味である。し

たがって一回一回の殴るという動作の相は無視される 

 殴るという一回の動作が複数回集まった動作の集合が焦点化されているので、一回の動

作、ましてその中の相などという小さなものには焦点が当たらないというわけである。し

たがってｼﾉﾏｴ┤ﾌ ｹﾉのように動詞はアオリストを取り、そこに副詞のｹﾉが加わって表わされ

る 

 日本語では、殴るのような瞬間動詞について「～している」というと、それは複数回を

意味することが多い。このような場合、アルカではアオリスト＋副詞のｹﾉで表わすので注

意。経過相、影響相にしないよう注意が必要である 



 

 一方、ｵﾏﾁ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで引っ掻く」である。ふつう爪で引っ掻くことを指す。その場

合、特にｲﾏｵは添えない 

 

 ｺﾌｵﾏ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで引っ掻く」である。ｵﾏｴ┤ﾒと違うのは、ｺﾌｵﾏは鉤爪という武器であ

る点である。ゆえにｺﾌｵﾏ┤ﾒはｶﾉｵｹ┤ﾒの下位概念であるといえる 

 

 一方、ﾁﾏｵｹ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄにショットする」である。ﾏｵはふつう球。スポーツなどで使う 

 ｺﾒﾄｳ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄにシュートする」である。これもスポーツなどで使う 

 では両者の違いは何か。ﾁﾏｵｹ┤ﾒのほうがｺﾒﾄｳ┤ﾒより弱い。それが違いである。ﾁﾏｵｹ┤ﾒは牽

制的な攻撃で、ｺﾒﾄｳ┤ﾒは必殺の一撃である。卓球でいうなら、パチパチと互いに打ち合って

いるときはﾁﾏｵｹ┤ﾒであるが、スマッシュを決めるときはｺﾒﾄｳ┤ﾒである 

 ﾁﾏｵｹ┤ﾒとｺﾒﾄｳ┤ﾒの頻度と役割は競技によって変わる。サッカーのようにゴールへ向けて打

てる数が卓球より圧倒的に少ない球技の場合、一発一発の攻撃が全てｺﾒﾄｳ┤ﾒである必要があ

る。卓球のように相手のゴール（陣地）に入れ続けないと成立しない競技の場合、一発一

発はﾁﾏｵｹ┤ﾒで、ここぞというときのスマッシュだけがｺﾒﾄｳ┤ﾒになる 

 このことから、テニスなどは卓球と同じタイプで、ホッケーはなどはサッカーと同じタ

イプであるといえる 

 尚、これらのﾉﾄは受取人である。ゴールキーパーや競技の相手を取る。また、ﾉﾄに場所を

取ることもできる。そのときは相手のゴールか陣地を取る 

 

 ｼﾏﾄｱ┤ﾒは「ﾏｵをハンマーでﾉﾄへ打つ」である。釘などを板へ打つような場合に使う 

 

ｭｬ：投：ｻﾌｻ┤ﾒ,ｷﾒｻ┤ﾒ,ｽﾕﾉ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ具象。完了相は物が手を離れたとき 

ｻﾌｻ┤ﾒ 

 「ﾏｵをﾉﾄに投げる」である。ﾏｵは投げられる具象物を取る 

 形のないものは投げられない 



ｷﾒｻ┤ﾒ 

 「ﾏｵをﾉﾄに放り投げる」である。ｻﾌｻ┤ﾒの下位概念である。ｷﾒｻ┤ﾒは弧を描いて遠くに投げ

飛ばす場合に使う 

ｽﾕﾉ┤ﾒ 

 「ﾏｵをﾉﾄにふわっと投げる」である。ｽﾕﾉ┤ﾒはふつう前方ではなく上方に投げることを指

す 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ具象。完了相は物が手を離れたとき 

 

 ｻﾌｻ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに投げる」である。ﾏｵは投げられる具象物を取る。形のないものは投げ

られない。但し、火でも松明のようにメタファーとして使う場合は投げられる。また、神

話では魔法で出した火を投げられる 

 ｷﾒｻ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに放り投げる」である。ｻﾌｻ┤ﾒの下位概念である。ｷﾒｻ┤ﾒは弧を描いて遠

くに投げ飛ばす場合に使う 

 

 ｽﾕﾉ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄにふわっと投げる」である。スポーツのトスやコイン投げなどに使う。

ｽﾕﾉ┤ﾒはふつう前方ではなく上方に投げることを指す。結果として前方に行ってしまっても

良い。ただ、上方へ投げたことに焦点が当たっている 

 ただ、「ふわっと」がついていることからも分かるように、勢い良く投げると上方に投げ

てもｽﾕﾉ┤ﾒとはいえない。石を上方に投げるとき、下手投げで軽く投げるのはｽﾕﾉ┤ﾒだが、

上手投げの場合はｻﾌｻ┤ﾒになる 

 逆に前方に投げる場合でもソフトボールのように下手で投げる場合はｽﾕﾉ┤ﾒといえる 

 

ｭｭ：捨：ｶﾉｵｴ┤ﾒ,ｶﾌｵｴ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは抽具。完了相は拾った時点 

ｶﾉｵｴ┤ﾒ/ｶﾌｵｴ┤ﾒ 

 ｶﾉｵｴ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから拾う」。ｶﾌｵｴ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄへ捨てる」 



 ﾏｵは物・人・抽象全て取れる 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは抽具。完了相は拾った時点 

 

 ｶﾉｵｴ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから拾う」という意味である。ｶﾌｵｴ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄへ捨てる」である 

 ﾏｵは抽具いずれでも良い。物のときは所有権を放棄しつつ、地面やゴミ箱へ投げたり置

いたりすることである(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ｶﾌｵｴ┤ﾉ ｳﾒｱ ﾉﾄ ｳﾒｱﾉ 

 

 ﾏｵが人のときはﾏｵとの関係を絶つことを意味する。実際に地面に投げることは意味しな

い。単に関係を絶つことである。ﾕﾄとﾏｵの関係によって具体的な意味は変わる。上司と部下

なら上司を見限ったり部下を切ることである。男女なら振る、別れるという意味である 

 ﾏｵが物の場合、ﾕﾄは所有者である。所有者と所有物では所有者のほうが立場が上である。

つまりﾕﾄのほうがﾏｵより立場が上である。このことはﾏｵが人のときも同様である。たとえば

(ｨ)の場合、男は女より立場が上である 

 

(ｨ) ｷﾌｵ ｶﾌｵｴ┤ﾉ ｷﾉｵ 

 

 但し上なのは関係を絶つということに関してだけ言えることである。実は会社では男は

女の部下かもしれない。だが、女をふったということに関しては男のほうが立場が上であ

る。どういう風に上なのかというと、女のほうが男にぞっこんであったり、或いは女の浮

気が発覚したため、男に文句を言えないような場合である 

 

 ﾏｵは抽象も取れる。たとえば理論などを取れる。ﾏｵが抽象の場合、却下する、棄却する

などという意味になる。(ｩ)の場合、この理論を私は駄目だと思って棄却している 

 

(ｩ) ﾉｵ ｶﾌｵｴ┤ﾉ ｸﾌﾌﾀ ｱﾕ 

 



 いずれにせよ所有権かそれに近いものを持っていなければ捨てることはできない。それ

に近いものとは具体的にはたとえば人間である。天気のような誰のものでもないものはﾏｵ

に取れない 

 

 ｶﾉｵｴ┤ﾒについても同様で、人も物も抽象も取れる。ﾏｵは捨てられたものや元々そこにあ

ったものしか取れない。物の場合は正に「拾う」である 

 人の場合は捨てられた人や元々孤独にしていた人をﾏｵに取る。ﾕﾄはﾏｵより立場が上で、ﾏｵ

と何らかの関係を持つ。ふつうは協力か庇護の関係である 

 抽象の場合、一度駄目だと捨てた理論をもう一度良いと考えなおすことを示す。或いは、

誰が言い出したか分からないようなそこらにあった理論を良いと認めて自分のものにする

ことを表わす 

 

 完了相は捨てた瞬間である。ぽいっと手から離れた瞬間である。或いは物を拾って物に

触れた瞬間である 

 

ｭｮ：触：ﾏﾂ┤ﾒ,ﾒﾂ┤ﾒ,ｴﾏｵｱ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは具象。完了相は接触した瞬間 

ﾏﾂ┤ﾒ/ﾒﾂ┤ﾒ 

 ﾏﾂ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで触る」である。ふつう手で触ることを表わす。手の場合、ｲﾏｵは省略

する。ﾏｵは触れる具象物なら何でも良い 

 ﾒﾂ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで弄る」である。これは性的に弄ることも意味する。ﾏｵは人を取る 

 ﾒﾂ┤ﾒは再帰形を取れる。自分を弄ることであるから、つまりは自慰である 

ｴﾏｵｱ┤ﾒ 

 「ﾏｵをｲﾏｵで撫でる」である。やはりふつうは手である。ﾏｵを優しく触ることである。さ

わさわと同じ部分を優しく往復することが多い 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは具象。完了相は接触した瞬間 



 

 ﾏﾂ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで触る」である。ふつう手で触ることを表わす。手の場合、ｲﾏｵは省略

する。ﾏｵは触れる具象物なら何でも良い。形がなくても触れるので、火でも空気でも良い。

ただ、火はともかく空気はあまり触っている実感がないので、ふつうﾏｵに取らない 

 勿論ﾏｵは人も取れる。単に触れることを指す。他意はない 

 

 ﾒﾂ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで弄る」である。触ってその上で動かすことである。これは性的に弄る

ことも意味する。ふつうは手で行う。手のときはｲﾏｵを省略する 

 ﾒﾂ┤ﾒは触る行為しか意味しないので、それ以上の行為は含まない。舐めたり、キスした

り性交したりといった意味はない 

 ﾒﾂ┤ﾒは相手が合意しない場合は痴漢を意味する。性交のできない少女をﾏｵに取る場合、

悪戯すると訳すほうが自然である。但し、悪戯するといってもあくまで触るだけである。

それ以上のことは意味しない 

 ﾒﾂ┤ﾒは再帰形を取れる。自分を弄ることであるから、つまりは自慰である。ﾄﾒﾒｳ┤ﾒのやや

婉曲な用法である 

 

 ｴﾏｵｱ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで撫でる」である。やはりふつうは手である。ﾏｵを優しく触ることで

ある。さわさわと同じ部分を優しく往復することが多い 

 また、性交時は愛撫するという意味にもなる。これはﾒﾂ┤ﾒともいえるが、ニュアンスが

異なる。ｴﾏｵｱ┤ﾒ ｷﾉｵの場合、主に性器以外を撫でることである。背中や髪などを撫でるこ

とである。ﾒﾂ┤ﾒ ｷﾉｵの場合、主に性器を弄ることである。日本語ではどちらも愛撫である

が、アルカでは区別するので注意 

 

ｭｯ：摩擦：ｷﾌｻ┤ﾒ,ｹﾉｳｸ┤ﾒ,ｸﾉﾌｹ┤ﾒ,ｷﾏｳ┤ﾒ,ｱｳﾒ┤ﾒ,ﾒｳｻ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは物。完了相は掃除を終えた時点 

ｷﾌｻ┤ﾒ 

 ｷﾌｻ┤ﾒは「ｱﾒﾄに対してﾏｵをｲﾏｵで拭く」である。ｲﾏｵをﾏｵに接触させ、ﾏｵの上を移動させる

ことによってﾏｵの汚れや水分などを除去することである。ｲﾏｵは手や布などがくる 



ｹﾉｳｸ┤ﾒ 

 ｹﾉｳｸ┤ﾒは「ﾏｵをタオルで拭く」ことである。ｷﾌｻ┤ﾒの下位概念である 

ｸﾉﾌｹ┤ﾒ 

 ｸﾉﾌｹ┤ﾒは「ﾏｵをバスタオルで拭く」ことである。ｷﾌｻ┤ﾒの下位概念である 

ｷﾏｳ┤ﾒ 

 ｷﾏｳ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで摩擦する」である。ｲﾏｵとﾏｵを接触させたままﾏｵの表面でｲﾏｵを何度

も移動させることである。「ﾏｵをｲﾏｵと擦り合わせる」と訳すこともある 

ｱｳﾒ┤ﾒ 

 ｱｳﾒ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで磨く」である。ﾏｵは光沢を持ちえるものしか取らない。磨いた結果、

ﾏｵは光沢を持つようになる。元々光沢を持ちえない物は取れない 

ﾒｳｻ┤ﾒ 

 ﾒｳｻ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵでごしごし擦る」である。ｷﾏｳ┤ﾒとｱｳﾒ┤ﾒの間にある。まず、ｷﾏｳ┤ﾒよ

り一生懸命擦るという点で異なる。更に、ｱｳﾒ┤ﾒと違って光沢を作ることが目的でない 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは物。完了相は掃除を終えた時点 

 

 ｷﾌｻ┤ﾒは「ｱﾒﾄに対してﾏｵをｲﾏｵで拭く」である。ｲﾏｵをﾏｵに接触させ、ﾏｵの上を移動させる

ことによってﾏｵの汚れや水分などを除去することである。ｲﾏｵは手や布などがくる 

 ﾏｵは拭けるものなら何でも良い。人を取ることもできる。水など、固体でないものは物

理的に拭けない 

 ﾏｵには拭く場所がくるので、ｱﾒﾄには除去するものそのものが来る。たとえば汚れや汗な

どが来る 

 完了相は拭いた時点である。汚れが取れたかどうかに関わらず、拭くのを止めた時点で

ある(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ｷﾌｻ┤ﾌｲ ﾒﾒﾄ ｲﾏｵ ﾉｼﾒ ｱﾒﾄ ｽﾌｵｲ（顔の汗を布で拭いた） 

 

 ｹﾉｳｸ┤ﾒは「ﾏｵをタオルで拭く」ことである。ｷﾌｻ┤ﾒの下位概念である 

 ｸﾉﾌｹ┤ﾒは「ﾏｵをバスタオルで拭く」ことである。ｷﾌｻ┤ﾒの下位概念である 



 

 ｷﾏｳ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで摩擦する」である。ｲﾏｵとﾏｵを接触させたままﾏｵの表面でｲﾏｵを何度

も移動させることである。「ﾏｵをｲﾏｵと擦り合わせる」と訳すこともある(ｨ)(ｩ) 

 

(ｨ) ﾉｵ ｷﾏｳ┤ﾉ ｲﾉﾉｸ ﾒ ﾄﾉ ｲﾏｵ ｲﾉﾉｸ ﾒ ｵﾏｴ（彼の頬に自分の頬を擦り合わせた） 

(ｩ) ﾉｵ ｷﾏｳ┤ﾉ ﾄﾉｴ ｲﾏｵ ﾄﾉｴ（手を擦り合わせた） 

 

 ｷﾌｻ┤ﾒと違って必ず何度もﾏｵの表面で移動をするし、綺麗にするという意図もない 

 

 ｱｳﾒ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで磨く」である。ﾏｵは光沢を持ちえるものしか取らない。磨いた結果、

ﾏｵは光沢を持つようになる。元々光沢を持ちえない物は取れない。水、火、空気など、形

がなかったり固体でなかったりするものは磨けない。固体でも、豆腐のような磨かれるほ

ど耐久性のないものにも使えない 

 磨けるのは机、石、刃物など、光沢を持つものである。写真も磨ける。指紋や曇りを取

れば磨いたことになる 

 ｱｳﾒ┤ﾒはｷﾌｻ┤ﾒと違って光沢を作る。また、清潔にするのが目的ではなく光沢を作るのが

目的である 

 

 ﾒｳｻ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵでごしごし擦る」である。ｷﾏｳ┤ﾒとｱｳﾒ┤ﾒの間にある。まず、ｷﾏｳ┤ﾒよ

り一生懸命擦るという点で異なる。更に、ｱｳﾒ┤ﾒと違って光沢を作ることが目的でない。ご

しごし擦ることなのである程度の強度があるものにしか使えない 

 風呂釜やフライパンなどを主に取る。ｷﾏｳ┤ﾒなどと違ってﾒｳｻ┤ﾒはｷﾌｻ┤ﾒの要素がある。つ

まり、清潔にするという意味が入る 

 

ｮｦ：積：ｽﾉｵｱ┤ﾒ,ｽﾌｵｱ┤ﾒ,ｽﾉｵｴ┤ﾒ 

 

惕 

ｽﾉｵｱ┤ﾒ/ｽﾌｵｱ┤ﾒ 

 ｽﾉｵｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに積み上げる」。ｽﾌｵｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから降ろす」 

ｽﾉｵｴ┤ﾒ 



 「ﾏｵを畳む」。絨毯や紙など、平面的なものを折り曲げて重ねること 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは物。完了相は積み上げた時点 

 

 ｽﾉｵｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに積み上げる」ことである。ﾏｵは物を取る。人はふつう取らないが、サ

ーカスや死体置場なら取りうる 

 ｽﾌｵｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから降ろす」ことである。積み重ねてあるものしかﾏｵを取れない 

 

 ｽﾉｵｴ┤ﾒは「ﾏｵを畳む」ことである。絨毯や紙など、平面的なものを折り曲げて重ねるこ

とを指す 

 

ｮｧ：表裏：ｽﾉﾄ┤ﾒ,ｽﾌﾄ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは物。完了相は面を変えた時点 

ｽﾉﾄ┤ﾒ/ｽﾌﾄ┤ﾒ 

  ｽﾉﾄ┤ﾒは「ﾏｵを表にする」。ｽﾌﾄ┤ﾒは「ﾏｵを裏にする」 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは物。完了相は面を変えた時点 

 

 ｽﾉﾄ┤ﾒは「ﾏｵを表にする」。ｽﾌﾄ┤ﾒは「ﾏｵを裏にする」である。両者はどちらも「ﾏｵをめくる」

という意味がある。カレンダーやページをめくることができる。ｽﾉﾄ┤ﾒの場合、ｧページ前に

戻し、ｽﾌﾄ┤ﾒの場合、ｧページ後ろに進める 

 

ｮｨ：回：ｸﾒｴ┤ﾒ,ｸﾏｴ┤ﾒ,ｽﾏﾄ┤ﾒ,ｷﾉｱｵ┤ﾒ,ｲｵﾌ┤ﾒ,ｲｵﾉ┤ﾒ,ｽﾉｸ┤ﾒ,ｺﾒﾄｱ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは具象。完了相は回し終えた時点 



ｸﾏｴ┤ﾒ/ｸﾒｴ┤ﾒ 

 ｸﾒｴ┤ﾒは「ﾏｵの周りを回る」或いは「ﾏｵを囲む」である。ﾏｵは具象。囲む場合、一人では

行えないのでﾕﾄは二人以上になる 

ｽﾏﾄ┤ﾒ 

 ｽﾏﾄ┤ﾒは「ﾏｵを回転させる」である。再帰形あり。ｸﾒｴ┤ﾒはﾕﾄが回るが、ｽﾏﾄ┤ﾒはﾏｵ自身が回

る 

ｷﾉｱｵ┤ﾒ 

 ｷﾉｱｵ┤ﾒは「ﾏｵをくるっと回らせる」である。再帰形が多い。ﾄﾉﾁからｱﾏｵﾉまでがしがち 

ｲｵﾉ┤ﾒ/ｲｵﾌ┤ﾒ 

 ｲｵﾌ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに曲げる」である。折ってはいけない。ﾏｵは物か人である。ﾉﾄは曲げる位

置や方向を表わす。方向と特に言いたければｲﾏﾀを使うこともあるが、ﾉﾄで代用することが

多い。ｲｵﾉ┤ﾒはまっすぐにすること 

ｽﾉｸ┤ﾒ 

 ｽﾉｸ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵでぶんぶん振り回す」である。ふつう手を使う 

ｺﾒﾄｱ┤ﾒ 

 ｺﾒﾄｱ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで捻る」である。ﾏｵは捻れるものが来る。栓や腕や首などを取れる。

何かの一部分を持って左右に回転させることである 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは具象。完了相は回し終えた時点 

 

 ｸﾒｴ┤ﾒは「ﾏｵの周りを回る」或いは「ﾏｵを囲む」である。ﾏｵは具象。囲む場合、一人では

行えないのでﾕﾄは二人以上になる 

 ﾕﾄは無生のこともある。地球が太陽の周りを回るような場合である(ｧ)。これは一種の擬

人法である。ただ、これでは地球が意思を持っているかのように聞こえるため、より厳密

に(ｨ)と言うこともある 

 (ｨ)の場合、誰だか分からない者が地球に陣取って、地球を動かして太陽の周りを回ると

いうイメージである。これだとあくまで回っているのはその誰かであり、無生の地球では

ない 

 



(ｧ) ﾉｱﾏﾄﾉｴ ｸﾒｴ┤ﾒ ｻﾉﾀ 

(ｨ) ﾒｸ ｸﾒｴ┤ﾒ ｻﾉﾀ ｲﾏｵ ﾉｱﾏﾄﾉｴ 

 

 ｸﾏｴ┤ﾒは逆に「ﾏｵを中央にする」である 

 

 ｽﾏﾄ┤ﾒは「ﾏｵを回転させる」である。再帰形あり。ｸﾒｴ┤ﾒはﾕﾄが回るが、ｽﾏﾄ┤ﾒはﾏｵ自身が回

る(ｩ)(ｪ) 

 

(ｩ) ﾉｵ ｽﾏﾄ┤ﾉ（回った） 

(ｪ) ﾒｸ ｽﾏﾄ┤ﾒ ﾉｱﾏﾄﾉｴ → ﾉｱﾏﾄﾉｴ ﾒｱ ｽﾏﾄ（地球は自転している） 

 

 ｷﾉｱｵ┤ﾒは「ﾏｵをくるっと回らせる」である。再帰形が多い。スカートを履いた女性が可

愛げに或いは優美にくるっと回転することを表わす。少女も若い女も可能。老女は体力的

にあまりしない。幼女は身体技能がそこまで発達していないことが多く、あまりできない。

したがってふつうはｷﾌﾉｵからｴﾉﾉﾁまでである。但し、実際はﾄﾉﾁからｱﾏｵﾉまでがしがちであ

る(ｫ) 

 

(ｫ) ｷﾌﾉｵ ﾄﾕ ｷﾉｱｵ┤ﾉ ﾏﾀ 

 

 ｲｵﾌ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに曲げる」である。折ってはいけない。ﾏｵは物か人である。ﾉﾄは曲げる位

置や方向を表わす。方向と特に言いたければｲﾏﾀを使うこともあるが、ﾉﾄで代用することが

多い(ｬ) 

 

(ｬ) ﾉｵ ｲｵﾌ┤ﾉ ﾁﾏｵ ﾉﾄ ｻﾉ（杖を右に曲げた） 

 

 ﾏｵが人の場合、体を折り曲げるという意味である。再帰形あり。(ｭ)は体操の指示である 

 

(ｭ) ｲｵﾌ┤ﾉﾄ ｵﾏｴ ﾉﾄ ｴﾌ（はい、後ろに曲げて～） 

 

 ｲｵﾉ┤ﾒは逆に「ﾏｵをまっすぐにする」である。特に方向や位置は表わさない。どうしても



言うならﾉﾄである 

 

 ｽﾉｸ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵでぶんぶん振り回す」である。ふつう手を使う 

 

 ｺﾒﾄｱ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで捻る」である。ﾏｵは捻れるものが来る。栓や腕や首などを取れる。

何かの一部分を持って左右に回転させることである 

 

ｮｩ：覆：ﾄﾏｼ┤ﾒ,ｲﾒﾒﾄ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは具象。完了相は覆った時点 

ﾄﾏｼ┤ﾒ 

 ﾄﾏｼ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで覆う」である 

ｲﾒﾒﾄ┤ﾒ 

 ｲﾒﾒﾄ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで包む」である 

惕 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは具象。完了相は覆った時点 

 

 ﾄﾏｼ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで覆う」である。主に守るため、隠すために行う。ﾏｵは物である。人で

も良い。ﾏｵの一部或いは全部を何かで見えなくすることや、寒さなどから守ることである 

 ｲﾒﾒﾄ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで包む」である。こちらは完全にﾏｵが見えないようにすることである。

大抵は紙や布などで巻くことである 

 贈答用にラッピングする場合も表わせる。紙でなく箱に入れる場合も贈答用なので包む

といえる(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ｲﾒﾒﾄ┤ﾉ ｳﾉｵｱﾏ ｲﾏｵ ｲﾏｶ 

 

 人を包むこともできる。赤ん坊を布にくるむような場合である。その場合、完全に包む

と窒息するので、ふつう顔、特に鼻は覆わない 



 

 ﾄﾏｼ┤ﾒは主に上から何かをかぶせることを指す。かぶせ方は平面的である。ｲﾒﾒﾄ┤ﾒはｩｬｦ度

全方向から見えなくする。かぶせ方は立体的である 

 

 尚、包みを開ける場合は合成語のﾒｲﾒﾒﾄ┤ﾒを使う 

 

ｮｪ：挟：ｽﾏｸｴ┤ﾒ,ｲﾄﾉｻ┤ﾒ,ﾁﾉｸﾏ┤ﾒ 

 

惕 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは具象。完了相は挟んだ時点 

ｽﾏｸｴ┤ﾒ 

 ｽﾏｸｴ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで挟む」である。指で挟む場合は抓むと訳す。ﾏｵは具象を取る 

ｲﾄﾉｻ┤ﾒ 

 ｲﾄﾉｻ┤ﾒは「ﾏｵをクリップなどのはさみで挟む」ことである。道具は挟みと決まっている 

ﾁﾉｸﾏ┤ﾒ 

 ﾁﾉｸﾏ┤ﾒは「ﾏｵを股で挟む」「ﾏｵにまたがる」 

惕 

 

 ﾏｵﾉあり。ﾏｵは具象。完了相は挟んだ時点 

 

 ｽﾏｸｴ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで挟む」である。指で挟む場合は抓むと訳す(ｧ)。ﾏｵは具象を取る 

 

(ｧ) ﾉｵ ｽﾏｸｴ┤ﾌｵ ｲﾕｻﾏ ｲﾏｵ ﾂﾌ（指で虫を抓んでる） 

 

 指をドアに挟んだような場合もｽﾏｸｴ┤ﾒといえる。再帰形を使うかﾏｵﾉにするかでニュアン

スがかわる。(ｨ)は自分でドアを閉めたときに指を挟んでしまった場合で、自業自得な場合

である。(ｩ)は電車のドアなどに知らずに指を挟まれた場合である 

 

(ｨ) ﾉｵ ｽﾏｸｴ┤ﾉ ﾂﾌ ｲﾏｵ ﾏｸﾌ 

(ｩ) ﾂﾌ ﾉｱ ｽﾏｸｴ ｲﾏｵ ﾏｸﾌ 



 

 ｲﾄﾉｻ┤ﾒは「ﾏｵをクリップなどのはさみで挟む」ことである。道具は挟みと決まっている 

 

 ﾁﾉｸﾏ┤ﾒは「ﾏｵを股で挟む」である。ﾏｵが物でなく馬を取る場合、馬に乗るという意味に

なる。もちろん、またがって乗るものなら何でも良い。つまり「ﾏｵにまたがる」という意

味も持つ 

 

ｮｫ：切：ｲﾌﾄ┤ﾒ,ﾌﾒｲ┤ﾒ,ｲﾄﾉｴ┤ﾒ,ｱﾌｻｴ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは具象。完了相は切った時点 

 

 ｲﾌﾄ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで切る」である。ｲﾏｵは刃物かそれに準じるものである。ﾏｵを切断する

か切り目を入れるだけか不明である。切断ならｲﾌﾄｸﾒｱ┤ﾒ、切りつけるならｲﾌﾄｶﾌｳ┤ﾒを使う 

 

 ﾌﾒｲ┤ﾒは「ﾏｵをカッターで切る」。ｲﾄﾉｴ┤ﾒは「ﾏｵを鋏で切る」。ｱﾌｻｴ┤ﾒは｢ナイフで切る」。

これらはｲﾌﾄ┤ﾒと同じﾏｵを取る 

 

ｮｬ：刺：ｱﾏﾒ┤ﾒ,ﾀﾉｲｴ┤ﾒ,ﾄﾏｵｱ┤ﾒ,ｻﾌｵｹ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは具象。完了相は突いた時点 

 

 ｱﾏﾒ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで刺す、突く」。ﾏｵの内部にまで入っていくかどうかは不明。ﾀﾉｲｴ┤ﾒと

違ってﾏｵを貫通してﾏｵの向こう側までいくことはない。ﾏｵの表面か内部に留まる 

 

 ﾀﾉｲｴ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで貫く」である。貫通した時点で初めて完了相である。刺し通す意味

を持つ。ﾏｵの内部に必ず入る。そしてﾏｵを突き抜けてﾏｵの向こう側まで行くことを表わす 

 

 ﾄﾏｵｱ┤ﾒはｱﾏﾒ┤ﾒとﾀﾉｲｴ┤ﾒの間で、「ﾏｵを串で突き刺す」である。ﾏｵの内部か或いはﾏｵの向こ

う側まで通る。表面で止まることはない。必ず内部にめり込むか貫通する。バーベキュー

は先端の肉は串が肉の内部で止まるが、中間の肉は突き抜けている。どの肉にせよﾄﾏｵｱ┤ﾒと



いえる 

 

 ｻﾌｵｹ┤ﾒは「ﾏｵを針で刺す」である。ﾏｵの内部にまで至る。裁縫などの場合、貫通もある。

ちくっと人肌を刺すとき、血が出ない程度に留めると、表面で止まったことになる。つま

りｻﾌｵｹ┤ﾒは表面、内部、貫通、全て使える 

 

ｮｭ：剥：ｱﾌｶ┤ﾒ,ｱﾉｶ┤ﾒ,ｾﾏｲ┤ﾒ,ｾﾒｲ┤ﾒ,ｷﾒｴｱ┤ﾒ 

 

 ｱﾌｶ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵでﾌﾄから剥ぐ」である。貼ったものしかﾏｵに取れない。ｱﾉｶ┤ﾒは「ﾏｵを

ｲﾏｵでﾉﾄに貼る」である。ｲﾏｵに道具を取れる。ふつう糊やテープである。ﾏｵは貼れるものな

ら何でも良い。ﾉﾄは貼る場所である 

 粘性のある接着物や圧力などを媒介として何かを何かの表面に接触させ、重力に負けて

離れないようにすることがｱﾉｶ┤ﾒである。ポスターを壁に貼る場合も使える。人に絆創膏を

貼る場合も使える。野菜にステッカーを貼る場合も使える 

 そして一度ｱﾉｶ┤ﾒしたものを除去するのがｱﾌｶ┤ﾒである。ﾒｶｵ┤ﾒとは言えない 

 

 ｾﾏｲ┤ﾒは「ﾏｵにｲﾏｵで皮をつける」である。この皮はﾏｵの一部でなくても良い。りんごの

皮はりんごの一部だが、ロールキャベツのキャベツは中身の肉の一部ではない。肉はキャ

ベツではないからである。しかしながらこのキャベツは肉を包む皮として機能している。

このような場合にｾﾏｲ┤ﾒを使う 

 逆にｾﾒｲ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで肉にする」である。皮の反対なので、「ﾏｵの皮を剥く」ともいえ

る。りんごの皮もｾﾒｲ┤ﾒである。ロールキャベツのキャベツもｾﾒｲ┤ﾒを使える 

 

 ｷﾒｴｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから剥ぎ取る」である。ﾏｵは服などの装身具を取る。追いはぎの意味と、

女などの服を剥ぎ取る意味がある。前者は服がほしいために剥ぎ取るが、後者は女を裸に

したくて剥ぎ取る。後者は追いはぎとはいえないが、アルカでは区別せずにｷﾒｴｱ┤ﾒである 

 では、ｴﾌｼ┤ﾒとどう違うか。まず、ｷﾒｴｱ┤ﾒは服を奪う可能性がある。そしてｷﾒｴｱ┤ﾒは無

理やり脱がせるという意味を持つ 

 

ｮｮ：着脱：ｴﾉｼ┤ﾒ,ｴﾌｼ┤ﾒ 



 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは装身具。完了相は着た時点 

 

 ｴﾉｼ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに着せる」である。ﾉﾄが再帰の場合が多く、その場合は「ﾏｵを着る」で

ある。ﾏｵは装身具である。服だけでなく、身に付けるものなら全てﾏｵに取れる。帽子、靴

下、靴、アクセサリー、生理用品、おむつ、包帯（巻くでも良い）、絆創膏（貼るでも良い）、

湿布（貼るでも良い）、カツラ、義足など、全てﾏｵに取れる 

 着た時点でｴﾉｼ┤ﾒｲである。部屋で着替えた時点でｴﾉｼ┤ﾒｲで、その後でかける時点から脱

ぐ時点まではずっとｴﾉｼ┤ﾒｵである 

 

 ｴﾌｼ┤ﾒは「ﾌﾄのﾏｵを脱がせる」である。ﾌﾄは再帰が多く、その場合は「ﾏｵを脱ぐ」である。

ｴﾉｼ┤ﾒしたものしかﾏｵに取れない 

 

ｮｯ：踏：ﾃﾏｵｴ┤ﾒ,ﾃﾏｵｱ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ具象。完了相は踏んだ時点 

 

 ﾃﾏｵｴ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで踏む」。足がｲﾏｵならｲﾏｵは省略するのがふつう。ｲﾏｵには靴の種類な

どが来る。ﾏｵは場所か物か人を取る。抽象は取れない 

 

 ﾃﾏｵｱ┤ﾒは「ﾏｵのペダルをﾉﾄまで漕ぐ」である。乗物を使った移動動詞である点に注意。ﾏ

ｵはペダルを持つ乗り物が来る 

 では、「漕いでいる」は何というか。これは移動動詞なので完了相はｼﾉﾏｴ┤ﾒとは違って一

回漕いだ時点ではない。ゆえに「漕いでいる」はアオリスト＋ｹﾉではない。ﾃﾏｵｱ┤ﾒの完了

相は目的地に着いた時点である。したがって「漕いでいる」は経過相である(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ﾃﾏｵｱ┤ﾌｴ ｾﾉｸﾒ ﾉﾄ ｷﾒﾄｲﾉ（学校に向かって自転車を漕いでいる） 

 

ｯｦ：歩：ﾄﾏｷ┤ﾒ,ﾄﾒｷ┤ﾒ,ｱﾏｻ┤ﾒ 

 



 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは場所。完了相は目的地到着時点 

 

 ﾄﾏｷ┤ﾒは「ﾏｵを歩いてﾉﾄまで行く」である。ﾏｵは場所で、ﾉﾄは目的地である。ﾏｵはどこを歩

くかという意味で、道や公園やアルバザードなどが来る。特にどこを歩いたか明示しない

場合はﾒｸ化する(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ﾄﾏｷ┤ﾉ ﾉﾄ ｷﾒﾄｲﾉ 

 

 完了相は着いた時点なので、「歩いている」は経過相である(ｨ) 

 

(ｨ) ﾉｵ ﾄﾏｷ┤ﾌｴ ﾉﾄ ｷﾒﾄｲﾉ 

 

 ﾄﾒｷ┤ﾒは「ﾏｵを走ってﾉﾄまで行く」である。詳細はﾄﾏｷ┤ﾒと同じ 

 では、ﾄﾏｷ┤ﾒとﾄﾒｷ┤ﾒはどう違うか。ふつうは速さの違いと思われるが、それは厳密ではな

い。速く歩く方が非常にゆっくり走る場合よりも速いこともあるからである。むしろ両者

の違いは速度でなく足の動かし方にある 

 ﾄﾒｷ┤ﾒは常に片方の足しか地面に接触していない。片方が上がっているとき、もう片方は

宙に浮いている。ところがﾄﾏｷ┤ﾒはそうでなく、両足が地面に付く瞬間がある。ﾄﾏｷ┤ﾒは片方

の足が付いてからほぼ同時にもう片方を上げる。だが、ﾄﾒｷ┤ﾒは片方が付く前にもう片方が

上がっている 

 また、ﾄﾒｷ┤ﾒのほうが腿があがるというのも違いである 

 

 ｱﾏｻ┤ﾒは「ﾏｵをよちよち歩いてﾉﾄまで行く」である。ﾄﾏｷ┤ﾒの一種である。子供の歩く様を

述べるものである 

 

ｯｧ：泳：ﾄﾏｲｴ┤ﾒ,ﾄﾒｲｴ┤ﾒ 

 

 ﾄﾏｲｴ┤ﾒは「ﾏｵを泳いでﾉﾄまで行く」である。非ﾏｵﾉ。移動動詞。ﾏｵは場所。完了相は到着

時点 

 



 一方、ﾄﾒｲｴ┤ﾒは移動動詞ではない。「ﾏｵをﾉﾄに溺れさせる」である。ﾉﾄは海や水や湖や滝な

どを取る。ﾏｵﾉあり(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ﾉｱﾉ ﾄﾒｲｴ ﾉﾄ ﾉｲﾉ（海で溺れた） 

 

ﾄﾒｲｴ┤ﾒは泳ぎのコントロールを失うことである。死亡を意味するかどうかは不明(ｨ)。完了

相を勝手に溺死にしてはならない 

 

(ｨ) ﾉｵ ﾉｱ ﾄﾒｲｴ ﾉﾄ ﾉｲﾉ┴ ｱﾉﾄ ﾉｵ ｶﾏﾀｱ┤ﾉ ﾏｴ 

 

ｯｨ：寝：ｴｵﾉｲ┤ﾒ,ｴｵﾌｲ┤ﾒ,ｴｵﾏｲ┤ﾒ,ｴｵﾒｲ┤ﾒ,ｴｱﾏﾀ┤ﾒ,ｶﾌﾄｸ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。再帰頻発。ﾏｵは人や物。完了相は寝せた時点 

 

 ｴｵﾉｲ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄにうつぶせにする」。ﾏｵは人か物。物の場合、人間に見立てられるよう

な長い物でないと言えない。玉は寝せずらい。また、ｴｵﾉｲ┤ﾒのﾏｵに物を取るのははやや擬

人法的である。ふつうはｳﾉ┤ﾒという 

 ｴｵﾌｲ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに仰向けで寝かせる」である 

 ｴｵﾏｲ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに右を下にして寝かせる」である 

 ｴｵﾒｲ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに左を下にして寝かせる」である 

 

 ｴｱﾏﾀ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに伏せさせる」である。床などに伏せることである。腹は床につくか、

或いはつかんばかりである。物を伏せることもできる。玉のように形が伏せられないもの

があるが、本などの平面的なものは伏せられる。本の場合、開いて字のある面を床に向け

て置くことを伏せるという。紙の場合、字面を床に向けることである。伏せるには多少な

りとも隠す要素があるようである 

 

 ｶﾌﾄｸ┤ﾒは「病でﾏｵをﾉﾄに臥せさせる」である。ﾏｵは人しか取らない。病名を述べる場合は

ｸﾉｵを取る(ｧ)。臥せた時点が完了相である。影響相はその後の寝ている状態である 

 



(ｧ) ﾉｵ ｶﾌﾄｸ┤ﾌｵ ﾉﾄ ｸﾏｲｱ ｸﾉｵ ﾒｷﾉ（風邪で床に臥せっている） 

 

ｯｩ：風呂：ﾒﾀｳ┤ﾒ,ｻｳﾒｱ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは人。再帰頻発。完了相は風呂から上がる直前 

 

 ﾒﾀｳ┤ﾒは「ﾏｵを風呂に入れる」である。風呂に入った時点がﾒﾀｳ┤ﾒｱ。入って温まっている

時点がﾒﾀｳ┤ﾒｴ。もう出ようと上がった時点がﾒﾀｳ┤ﾒｲ。その後のぽかぽかが持続したり清潔

が持続したりしている時点がﾒﾀｳ┤ﾒｵである 

 また、風呂でごしごし物を洗う場合なら物をﾏｵに取れる 

 

 ｻｳﾒｱ┤ﾒは「ﾏｵをシャワーで綺麗にする」である。詳細はﾒﾀｳ┤ﾒと同じ。ｻｳﾒｱ┤ﾒもﾏｵに物

を取れる。シャワーをかけて物を洗うことがある 

 

ｯｪ：作：ﾄﾉｹ┤ﾒ,ﾌｲﾄ┤ﾒ,ｻﾉｵﾄ┤ﾒ,ｴﾉｹﾄ┤ﾒ,ﾄﾌｹ┤ﾒ,ｹﾉｴｲ┤ﾒ,ｹﾏﾀ┤ﾒ,ｱﾒﾉｱ┤ﾒ,ｱﾒﾉｱﾄ┤ﾒ,ｶﾒﾀｵ┤ﾒ,ｹﾏｸ┤ﾒ 

 

 一部ﾏｵﾉあり。ﾏｵは物。完了相は完成時や破壊時 

 

 ﾄﾉｹ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで作る」である。ｲﾏｵが材料でﾏｵが完成品である。ﾏｵは物が来るが、人

間も子供なら取れる。ｸﾌｶではなくｸﾌﾕである。完了相は完成した時点である 

 ﾄﾉｹ┤ﾒは直すではない。直すは元々完成品だったものが損傷を受けたのでその損傷を取り

除くことである。そうではなく、ﾄﾉｹ┤ﾒは作るである。つまり元々完成品でないものしかﾏｵ

に取れない。ﾄﾉｹ┤ﾒ ｱﾒｸｴといった場合、元はただの材料でしかないガラスをやパッキンを使

って窓という完成品にすることである。この窓は始めの時点では完成品どころか存在すら

なかった。それを完成品にする行為がﾄﾉｹ┤ﾒである 

 ﾏｵは物を取るが、作りうるものであれば何であろうと取れる。また、新理論や音楽やコ

ネのように抽象的なものも作ることができる。ゆえにﾄﾉｹ┤ﾒのﾏｵは抽具を取る 

 

 ﾌｲﾄ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで建てる」である。建物を作るときに使う「作る」である。築くともい

える。ﾏｵは建物である。建物以外には使えない。抽象的な意味はない。日本語では信頼は



築くというが、ﾌｲﾄ┤ﾒに抽象的な意味はないので不可である。その代わりﾄﾉｹ┤ﾒは抽象も取れ

るので、アルカでは信頼は作るものである 

 

 ｻﾉｵﾄ┤ﾒは「ﾏｵを開拓する」である。ﾏｵは場所である。森や山など、自然を取る。自然を切

り開いて人間の暮らす文明に即すことである。具体的には道路をひいたり家を作ったり水

道をひいたりすることである 

 

 ｴﾉｹﾄ┤ﾒは「ﾏｵを発明する」である。発明品がﾏｵに来る。他はﾄﾉｹ┤ﾒと同じ 

 

 ﾄﾌｹ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで壊してﾉﾄにする」である。ﾄﾉｹ┤ﾒしたものをﾏｵに取る。完成品として機

能しているものに機能できなくなる程度の損傷を与えることである。ﾏｵは物を取る。人も

取れる。ﾉﾄは壊した結果物である 

 物は完成品を取る。火や水のように既製品はふつう取れない。取るなら作った水や火の

場合である 

 ﾄﾌｹ┤ﾒはﾏｵがﾏｵとして機能しなくすることである。どう機能しなくなるかまでは語らない。

ラジオを壊す場合、ラジオとして機能しなくすれば良い。具体的な方法は問わない。つま

りハンマーで壊しても良いし、過度な電気を流して内部を壊しても良い。形状が変わろう

と変わらなかろうと構わない 

 窓についても窓と機能しなくすればﾄﾌｹ┤ﾒである。ここでいう機能とは限定された時間で

の機能ではない。全開にした窓は現在は機能していない。だが、それは現在という限定さ

れた時間において機能しないだけである。閉めればまた機能する。ゆえに全開の窓は壊れ

た窓ではない 

 また、少し傷がついたくらいではふつう壊れたとはいわない。小さな穴が開いた程度で

も壊れたとはいわない。ただ、このあたりだと個人差が大きい。同一人物でも状況によっ

て評価が変わる。ただ、いずれにせよバラバラにガラスが割れればまちがいなく壊れた窓

であるといえる 

 ﾄﾌｹ┤ﾒはﾏｵﾉがある。「壊れる」である 

 また、ﾄﾌｹ┤ﾒは幅がある。といっても「ちょっと壊れた」という日本語的な表現はしない。

つまり、ｱﾕ ﾉｱ ｾﾏ ﾄﾌｹとはいえない。ちょっと壊れたとは壊れかけているという意味なので

相で表わす 



 まだ損傷はないが損傷が近づいている場合、ﾄﾌｹ┤ﾒｻである。損傷が始まるとﾄﾌｹ┤ﾒｱ。損傷

を受けたがまだ壊れていない間はﾄﾌｹ┤ﾒｴ。壊れた時点でﾄﾌｹ┤ﾒｲ。壊れた状態を保持するのが

ﾄﾌｹ┤ﾒｵである(ｧ) 

 

(ｧ) ｱﾕ ﾌｱ ﾄﾌｹ（ちょっと壊れた） 

 

 ﾏｵに人を取る場合、人間として機能しなくさせることを意味する。この人間とはまとも

な人間のことである。つまり五体満足で精神を病んでいない人間である。風邪や怪我ぐら

いではﾄﾌｹ┤ﾒは使えないが、もう戻らない重大な怪我の場合はﾄﾌｹ┤ﾒといえる。また、精神に

異常をきたして狂った場合もﾄﾌｹ┤ﾒといえる 

 ﾄﾌｹ┤ﾒのﾏｵはかなり広い。壊すより遥かに広い。形状をどう変化させるかとか、形状を変

化させるさせないとか、そういったことは言及しない。その物がその物として機能しなく

なるようにすることを表わす。抽象的な分、ﾏｵの領域が広い 

 また、上記のとおり、ﾄﾉｹ┤ﾒはﾉﾄを取れる。ﾉﾄは結果物である(ｨ) 

 

(ｨ) ﾉｵ ﾄﾌｹ┤ﾉ ｱﾒｸｴ ﾉﾄ ｶﾉﾉｲ（ガラスを砕いて武器とした） 

 

 ｹﾉｴｲ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで砕いてﾉﾄにする」である。ｹﾏﾀ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで割ってﾉﾄにする」で

ある。これらはﾄﾌｹ┤ﾒと似ているが、必ず形状変化を伴う点で異なる。砕くと割ると分けて

はいるが、別に逆でも良い。割ると砕くでも良い 

 実は両者の違いはﾏｵがﾏｵでなくなるか否かにある。両者はいずれも力を加えてﾏｵをより

小さな欠片に変えることである。だが、ｹﾉｴｲ┤ﾒはﾏｵをﾏｵのまま欠片にすることである。一

方、ｹﾏﾀ┤ﾒはﾏｵをﾏｵでなくすることである 

 たとえば砂糖の塊を砕いた場合、粉状の砂糖になる。ﾏｵは砂糖だが、砂糖を砕いても依

然として砂糖のままである。つまりﾏｵをﾏｵのまま欠片にしたといえる。この場合、ｹﾉｴｲ┤ﾒ

と使う。だが窓はどうか。窓を欠片にすればもはや窓ではなくガラスである。この場合、

ｹﾏﾀ┤ﾒを使う 

 尚、窓でなくガラスの場合は砕いてもガラスの欠片になるだけなのでｹﾉｴｲ┤ﾒである。他

にもｹﾉｴｲ┤ﾒを使うものは水晶や宝石の類、塩などの塊、金属の塊などである 

 これらが取るﾏｵは固体である。液体と気体は欠片にできない。塊やガラス板など、同じ



材質のものが寄り集まってできているものは砕いても同じものであるため、ｹﾉｴｲ┤ﾒを使う。

窓など、道具として何らかの機能を持っているものは砕くと壊れて道具でなくなるため、

ｹﾏﾀ┤ﾒを使うことが多い 

 また、布にｹﾉｴｲ┤ﾒやｹﾏﾀ┤ﾒは使えない。これらは何らかの打撃を加えることによって壊す

ときに使う。たとえばハンマーで殴ったりする場合である。布はハンマーで殴っても壊れ

ないからこれらが使えない 

 厳密にいえば、引っ張った布を機械で固定して機械のハンマーで殴れば千切れるだろう。

それならｹﾉｴｲ┤ﾒといえる。ただ、ふつうそのようなことはしないので言わない。つまり、

ある物を壊そうとするときに打撃力を加えるならｹﾉｴｲ┤ﾒやｹﾏﾀ┤ﾒが使えるというわけであ

る 

 布はふつう殴っても壊れないので切るはずである。だからｹﾉｴｲ┤ﾒやｹﾏﾀ┤ﾒといわない。同

じように紙や本にも使えない。破いたりや切るものだからである 

 

 ｱﾒﾉｱ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵでバラバラにする」である。ｹﾉｴｲ┤ﾒとｹﾏﾀ┤ﾒの区別はない。その物の

機能を保持するかどうかは問わない。またﾄﾌｹ┤ﾒとも違って必ず形状変化を伴う 

 ｱﾒﾉｱ┤ﾒはﾄﾌｹ┤ﾒ,ｹﾉｴｲ┤ﾒ,ｹﾏﾀ┤ﾒと違って爆発的な勢いで壊すことを意味する。ハンマーで殴

って水晶を割るくらいではｱﾒﾉｱ┤ﾒとはいえない。爆発的な勢いでバラバラにすることなの

で、爆弾で窓を吹き飛ばしたり、バイクで窓に突っ込んで吹き飛ばしたりしなければｱﾒﾉｱ┤

ﾒとはいえない。爆発的な威力で吹き飛ぶため、破片もしばしば遠くに散乱しがちである 

 ｱﾒﾉｱ┤ﾒは人を取ることもできる。爆弾などでバラバラに吹き飛ばすことである。刃物な

どでバラバラ殺人を行うときは勢いが弱いので使えない 

 

 ｱﾒﾉｱﾄ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで大破壊する」である。これは窓や水晶といった小さいレベルの話で

はない。街を爆弾で破壊したり国を戦争で壊滅させたりすることである。最低でもビルを

爆破するくらいのことをしなければ使えない 

 

 ｶﾒﾀｵ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで崩壊させる」である。ﾏｵは塔など、建っているものを取る。抽象的

な意味はない。信頼関係が崩壊したという場合、ﾄﾌｹ┤ﾒを使う。ｶﾒﾀｵ┤ﾒは崩すことであるか

ら、ふつうは建物や山などに使う。高さがない本の山でもｶﾒﾀｵ┤ﾒを使える。要は高さのあ

るものが壊れ、重力に従って下方向に落ちていく場合に使うわけである 



 

 ｹﾏｸ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵでﾉﾄに折る」である。このﾉﾄはﾄﾌｹ┤ﾒのﾉﾄとは違い、ｲｵﾌ┤ﾒのﾉﾄと同じであ

る。つまり折ってできる物ではなく、折る方向である(ｩ) 

 

(ｩ) ﾉｵ ｹﾏｸ┤ﾉ ｸﾉｴ ﾉﾄ ﾄﾌﾏ（手前に紙を折った） 

 

 ｹﾏｸ┤ﾒはﾏｵを折ることを表わす。棒か面の一部分をある線に沿って鋭く曲げることである。

折った結果、ふつうはﾏｵが分断することはない。もし分断するならｹﾏｸｸﾒｳ┤ﾒという。折り

紙の場合、折っても紙は分断しないのでｹﾏｸ┤ﾒである。骨は折ると分断するのでｹﾏｸｸﾒｳ┤ﾒ

という。だが、そのようなことは常識で分かるため、骨も単にｹﾏｸ┤ﾒということがあり、む

しろそのほうが自然である 

 ｹﾏｸ┤ﾒは形状変化を意味する。ﾏｵがﾏｵでなくなるかどうかとは関係がない。つまり、ﾄﾌｹ┤

ﾒの一種ではない。ﾄﾌｹ┤ﾒは形状がどうなろうが構わない。代わりにﾏｵがﾏｵとして機能するか

どうかを気にする。しかしｹﾏｸ┤ﾒはそうではなく、形状変化を気にする 

 

ｯｫ：手芸：ｸﾒﾄｻ┤ﾒ,ｸﾒﾄｳ┤ﾒ,ｴﾒｸｱ┤ﾒ,ｴﾏｸｱ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは縫う対象。ﾉﾄは縫ってできた結果物。ｲﾏｵは材料や道具。完了相は縫い終わっ

た時点。完成したかどうかは不明。単に止めた時点 

 

 ｸﾒﾄｻ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで縫ってﾉﾄを作る」である。ﾏｵは縫う対象である。縫える物を取る。

布などである。ｲﾏｵは材料や道具 

 

 ｸﾒﾄｳ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵでﾉﾄに刺繍する」である。刺繍内容がﾏｵ。ｲﾏｵは道具や材料。ﾉﾄは刺繍

の受取人(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ｸﾒﾄｳ┤ﾉ ｽﾉｿｸ ｲﾏｵ ｸﾒﾄﾌ ｽﾉﾀ ﾉﾄ ｴﾉｼ（服に赤い糸で幻字を刺繍した） 

 

 ｴﾒｸｱ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで編んでﾉﾄを作る」である。ﾏｵは草や糸など、材料を取る。したがっ

てｲﾏｵは道具だけを取る。道具は編み棒である。ﾉﾄはマフラーやセーターなどの結果物であ



る。ｸﾒﾄｻ┤ﾒと違ってﾏｵに材料を取る 

 

 ｴﾏｸｱ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで織ってﾉﾄを作る」である。詳細はｴﾒｸｱ┤ﾒと同じ 

 

ｯｬ：掘：ｸﾒｼ┤ﾒ,ｸﾒｼﾌ┤ﾒ,ｸﾒｼﾉ┤ﾒ,ｵﾏﾁﾉ┤ﾒ,ｸﾏｼ┤ﾒ,ﾉﾄｹ┤ﾒ,ｸﾏｼﾄ┤ﾒ,ｸﾒｼﾄ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは物。完了相は穴が完成した時点 

 

 ｸﾒｼ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで掘ってﾉﾄを作る」である。ﾏｵは掘れる物で、土などが来る。ﾉﾄは掘っ

てできたものである。日本語は土を掘るとも穴を掘るともいえるが、アルカでは穴を掘る

とはいえない。土を掘って穴を作るである。穴はﾏｵでなくﾉﾄに来る。ﾉﾄだけ言いたければﾏｵ

は省略できる(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ｸﾒｼ┤ﾉ ﾉﾄ ｸﾉｳ 

 

 ｸﾒｼﾌ┤ﾒは「ﾏｵをシャベルで掘ってﾉﾄを作る」である。ｸﾒｼ┤ﾒの一種 

 ｸﾒｼﾉ┤ﾒは「ﾏｵを鋤で耕してﾉﾄを作る」である 

 ｵﾏﾁﾉ┤ﾒは「ﾏｵを熊手で掘ってﾉﾄを作る」である 

 

 ｸﾏｼ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに埋める」である。ﾏｵは埋められる物なら何でも良い。ﾉﾄは埋める場所

である 

 

 ﾉﾄｹ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに葬る」である。ﾏｵは死人を取る。ﾉﾄは埋める場所である。動物にも使え

る 

 

 ｸﾏｼﾄ┤ﾒは「ﾏｵを満員にする、埋まった状態にする」である。ｸﾏｼ┤ﾒと違って土をかぶせて

埋めるという意味ではない。用紙に必要事項を埋めるとき、時間の空きに予定を埋めると

き、席を満員にするときなどに使う。抽象的な意味での埋めるである 

 

 ｸﾒｼﾄ┤ﾒは「ﾏｵを空いた状態にする」である。意味はｸﾏｼﾄ┤ﾒの逆である 



 

ｯｭ：刷：ｻﾀﾒｱ┤ﾒ,ｽﾉｿｱ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは印刷物。完了相は刷り終わった辞典 

 

 ｻﾀﾒｱ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵでﾉﾄに刷る」である。ﾏｵは印刷物、印刷内容が来る。ｲﾏｵはプリンター

やパソコンなどの道具が来る。フォント名もｲﾏｵである。ﾉﾄは普通紙、感熱紙、新聞紙など

印刷の素地となるものが来る 

 プリンターがガーガーと音をたてて印刷している最中はｻﾀﾒｱ┤ﾒｴである。ｻﾀﾒｱ┤ﾒｲは印刷

終了を意味する。ｧｦ枚印刷する場合、ｧ枚出た時点でｻﾀﾒｱ┤ﾒｲではなく、ｧｦ枚目が終わって

初めてｻﾀﾒｱ┤ﾒｲである 

 

 ｽﾉｿｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄにｲﾏｵで印字する」である。特に印字面を強調したｻﾀﾒｱ┤ﾒである(ｧ) 

 

(ｧ) ｽﾉｿｱ┤ﾉﾄ ｱﾕ ﾉﾄ ｸﾉｴ ｲﾏｵ ｱﾉｻｽﾉｿ 

 

ｯｮ：撮影：ｲﾉｳｵ┤ﾒ,ｴﾒｿ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ具象。完了相は撮影終了時点 

 

 ｲﾉｳｵ┤ﾒは「ﾏｵをビデオカメラでﾉﾄに撮影する」である。ﾏｵは撮る対象で、人でも景色でも

良い。ﾉﾄはテープやメモリなどの記憶媒体である 

 ｴﾒｿ┤ﾒは「ﾏｵを写真でﾉﾄに撮る」である。ﾉﾄはフィルムなどを表わす 

 

ｯｯ：料理：ｼﾒﾄ┤ﾒ,ｷﾉﾌ┤ﾒ,ﾒｸｷ┤ﾒ,ｶﾉｻﾒﾄ┤ﾒ,ｷﾉｴｻ┤ﾒ,ﾉｷｸ┤ﾒ,ｷﾉｻ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ材料。ﾉﾄ結果物。完了相は料理を終えた時点 

 

 ｼﾒﾄ┤ﾒは「ﾏｵを料理してﾉﾄを作る」である。ﾏｵは材料で、ﾉﾄはできた料理の名が来る。抽象

的にｹﾉｶﾉなどといっても良い 



 尚、料理とはただ材料を切って盛り付けるだけのことも含む。盛り付けただけでもｼﾒﾄ┤ﾒ

といえる。火を通す必要はない。最悪、切る必要もない。ﾉﾄはどんな手ぬるい過程でできた

ものでも良い 

 但し、盛り付けるといっても材料を皿に配列することである。できた料理を皿に移し変

えるだけではｼﾒﾄ┤ﾒではない。たとえば切ってある野菜を皿に盛り付ければサラダを料理し

たことになるが、炒めたナポリタンをフライパンから皿に移しただけでは料理とはいえな

い。盛り付けは食材を綺麗に見せるという点で料理であるが、皿に移し変える行為はそう

ではない。尚、仮に綺麗にフライパンから皿に盛り付けるなら料理といえるが、ふつうそ

のようなことはない 

 

 ｷﾉﾌ┤ﾒは「ﾏｵを焼いてﾉﾄを作る」である。料理動詞が本領ではないが、料理動詞としても

使える 

 以下は全てｼﾒﾄ┤ﾒやｷﾉﾌ┤ﾒと同じ構文である 

 ﾒｸｷ┤ﾒは「炒める」、ｶﾉｻﾒﾄ┤ﾒは「煮る、茹でる」、ｷﾉｴｻ┤ﾒは「蒸す」、ﾉｷｸ┤ﾒは「揚げる」、

ｷﾉｻ┤ﾒは「燻す」である 

 

ｧｦｦ：洗：ﾏﾄｳ┤ﾒ,ﾒﾒｳ┤ﾒ,ﾒﾒｳｻ┤ﾒ,ﾒｷﾒ┤ﾒ,ｵﾌﾏﾄ┤ﾒ,ｵﾌﾒﾄ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ具象。完了相は洗い終えた時点 

 

 ﾏﾄｳ┤ﾒは「ﾏｵを水洗いする」ことである。洗濯ほど大量の水を使うのではなく、皿を洗っ

たり風呂で体を洗ったり洗面所で手を洗ったりするときに使う(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ﾏﾄｳ┤ﾉ ﾄﾉｴ 

 

 ﾒﾒｳ┤ﾒは「ﾏｵを洗濯する」である。「すすぐ」という意味もある。シャンプーやリンスは

大量の水を使わないのでﾏﾄｳ┤ﾒである。尚、大量といっても一度に大量の水を使うという意

味である。皿洗いやシャワーは風呂より水を使いうるが、一度に出る水が少ないのでﾏﾄｳ┤ﾒ

である 

 



 ﾒﾒｳｻ┤ﾒは「ﾏｵを洗剤で洗う」である。洗剤で洗えるものならﾏｵは何でも良い 

 ﾒｷﾒ┤ﾒは「ﾏｵをスポンジで洗う」である 

 ｵﾌﾏﾄ┤ﾒは「ﾏｵをシャンプーで洗う」。ｵﾌﾒﾄ┤ﾒは「ﾏｵをリンスで洗う」 

 

ｧｦｧ：粘：ﾂﾉｺ┤ﾒ,ﾂﾌｺ┤ﾒ,ﾂﾉﾒ┤ﾒ,ﾂﾉｲ┤ﾒ,ﾂﾌｲ┤ﾒ,ﾂﾉｺﾄ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは具象。ﾉﾄは終点。完了相はくっついた時点 

 

 ﾂﾉｺ┤ﾒは「ﾏｵを粘らせる」である。ﾏｵﾉあり(ｧ) 

 

(ｧ) ﾒｸ ﾂﾉｺ┤ﾌｵ ｱﾕ ＝ ｱﾕ ﾌｱ ﾂﾉｺ（これは粘っこくなっている） 

 

 ﾂﾉｺ┤ﾒはﾏｵに粘性を持たせることで、粘性を持ちうるものなら何でもﾏｵに取れる。粘性を

持たせる道具はｲﾏｵである 

 肌もﾂﾉｺ┤ﾒといえる。脂や化粧でベトベトした肌である 

 

 ﾂﾌｺ┤ﾒは「ﾏｵをさらさらにする」である。「つるつる」でも「しとやか」でも良いが、と

にかく粘性のないことである。肌の場合、さらさらな肌である 

 

 ﾂﾉﾒ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに糊付けする」である。ﾏｵは対象で、具象しか取らない。しかもふつう

は物であり、人はまずありえない。ﾉﾄは終点である。何次元体でも良いが、壁などのｨ次元

体が多い 

 

 ﾂﾉｲ┤ﾒはﾂﾉｺ┤ﾒと意味が似ているが、こちらは移動動詞である。まずはﾂﾌｲ┤ﾒから見てみる。

ﾂﾌｲ┤ﾒは「ﾏｵを滑ってﾉﾄへ行く」である。つまり「滑る」である。ﾏｵは経路でﾉﾄは終点である

(ｨ)。尚、(ｨ)では壁に激突したかまでは不明である。少なくとも壁に達したことしか述べ

ない 

 

(ｨ) ﾉｵ ﾂﾌｲ┤ﾉ ｶﾒｳｱ ﾉﾄ ｼﾌﾄ（氷の上を滑って壁まで行った） 

 



 そしてﾂﾉｲ┤ﾒは滑るの反対なので、「粘る」である。滑る道とは摩擦の少ない道であるか

ら、粘る道とは摩擦の多い道であるといえる。つまりﾂﾉｲ┤ﾒのﾏｵは摩擦の高い経路が来る。

仮にガムテープが張り巡らされた床の上を歩くような場合、摩擦の高い経路なのでﾂﾉｲ┤ﾒと

いえる 

 だが、日常的にはそのような道は存在しない。日常的には摩擦の高いのは経路のﾏｵでは

なく、むしろ移動する主体のﾕﾄである。ボールが坂を転がる際はふつう転がるを使うが、ﾂﾌ

ｲ┤ﾒとも言える。ここでもしボールが餅玉だったらどうか。これは粘つきながら坂を転がる

だろう。このような場合、ﾂﾉｲ┤ﾒといえる。ﾏｵではなく、ﾕﾄが粘性を帯びている 

 餅を坂に転がすことはふだんないが、まな板の上を転がすことならある。そのような場

合、ﾂﾉｲ┤ﾒも使うことができるというわけである(ｩ) 

 

(ｩ) ﾂﾉｻｱｺﾒｲ ﾂﾉｲ┤ﾌｴ ｲﾒｴﾒ ﾉﾄ ﾒﾄｳ（白玉がまな板の上をねばねばしながら転がって流しに落

ていく） 

 

 ﾂﾉｺﾄ┤ﾒは「ﾏｵを練ってﾉﾄにする」である。「こねる」も同じ。ﾏｵは練るもので、パンの生地

などを取る。ﾉﾄは結果物で、パンなどを取る。練ることは料理そのものではなくその下ごし

らえだが、料理に近いため料理動詞と同じ構文を取る 

 

ｧｦｨ：植：ｱﾏｵｳ┤ﾒ,ｱﾒｵｳ┤ﾒ,ｸﾉｲﾄ┤ﾒ,ｲﾒｱｵ┤ﾒ,ｲｸﾉ┤ﾒ,ｲｸﾌ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ具象。ﾉﾄ終点。完了相は植えた時点 

 

 ｱﾏｵｳ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに植える」である。ﾉﾄは土などの土壌を表わす。ﾏｵは植物を取る。動物

の場合、埋めるである。植えるは植物だけに使う 

 また、ｱﾏｵｳ┤ﾒはﾏｵの全部を植えることではない。全部を植える場合はそもそも種をまく

ときくらいしかありえない。ゆえに全部を埋める場合は種をまくという動詞のｲｸﾌ┤ﾒを使う 

 ｱﾒｵｳ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから摘む」である。一度植えたものしかﾏｵに取れない。つまり植物以外

は摘めない 

 

 ｸﾉｲﾄ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに撒く」である。種を土にまく場合だけでなく、水を地面にまくことも



できる 

 

ｧｦｩ：移動：ｲﾒ┤ﾒ,ｲﾏｱ┤ﾒ,ｲﾒｱ┤ﾒ,ﾏｶｵ┤ﾒ,ﾒｶｵ┤ﾒ,ｸﾏﾄｹ┤ﾒ,ｸﾒﾄｹ┤ﾒ,ｸﾏｵｲ┤ﾒ,ｸﾒｵｲ┤ﾒ,ｻﾌﾏ┤ﾒ,ｻﾌﾉ┤ﾒ 

 

 ｲﾒ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵへ移動する」である。ﾏｵは場所である。完了相はﾏｵへの到着時点である。

ゆえに道の途中は経過相である 

 ｲﾏｱ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵへ行く」である。ｲﾒｱ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵへ来る」である。これらは日本語の行

くと来ると同じである。英語のｺﾏと comeとは違う。英語は終点を視点にして comeを使う。

呼ばれて I'm goingという場合、視点は終点、つまり呼んだ相手のところにある。ところが

この場合、アルカではｲﾒｱ┤ﾒでなくｲﾏｱ┤ﾒを使う 

 ｲﾏｱ┤ﾒは視点から遠ざかっていく移動を表わす。今私が家にいて学校に来るとする。私が

視点の場合、視点は家に置かれる。家から学校へ私が遠ざかっていくため、ｲﾏｱ┤ﾒを使う 

 逆にｲﾒｱ┤ﾒは視点に近づいてくる移動を表わす。上の例だと、学校から誰かが家に来ると

き、ｲﾒｱ┤ﾒを使う 

 アルカではふつう私は視点になる。私が家にいる場合、学校に視点が置くのは不自然で

ある。では、もし私でなく彼だったらどうか。ミールが家にいて、シオンが学校でミール

を待っている場合はどうか。この場合、ミールに視点を置けばミールが学校へ遠ざかるの

でｲﾏｱ┤ﾒを使う。もしシオンに視点を置けば、ミールが学校に近づくのでｲﾒｱ┤ﾒを使う。私

でなければ視点は自由に置ける 

 では、これらとｲﾒ┤ﾒの違いは何か。ｲﾒ┤ﾒは視点を含まない移動である。ｲﾏｱ┤ﾒは視点から

遠ざかり、ｲﾒｱ┤ﾒは視点に近づく。だがｲﾒ┤ﾒは視点を考えない 

 より厳密にいえば、起点と終点のいずれにも視点を置かない。その代わり、起点と終点

及びその間の経路で結ばれる線以外の場所に視点を置く 

 ミールが家から学校に行く場合、家に視点を置けば起点に視点を置くことになる。学校

に視点を置けば終点に視点を置くことになる。ところがｲﾒ┤ﾒの場合、ミールが家から学校

へ移動するその全工程、起点から終点までの全てを眺められるところに視点を置く。つま

り外からの視点で移動を見るということになる。外からといっても別に遠くから見るとい

う意味ではない。起点にも終点にも視点を置かず、ただ移動だけを客観的に外部から眺め

る視点という意味である。実際の距離の問題ではない 

 ﾉｵ ｲﾏｱ┤ﾒの場合、私に視点があり、私が視点から離れていくことを意味する。映像でい



うと、私が今いる場所にカメラがあり、そこから私がだんだん遠くへ離れていくというも

のである。ﾉｵ ｲﾒ┤ﾒの場合、視点は私にない。目的地に行くまでの全工程を見渡せるところ

に視点を置く。映像でいうと、私がいるところと目的地を見渡せる上空にカメラがあると

いうものである。その分、ｲﾒ┤ﾒのほうが客観的である 

 

 ﾏｶｵ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄへ動かす」である。再帰形あり。ﾉﾄは目的地。ﾏｵは具象。ﾉﾄに着いた時点

で完了相である。また、目的地がなく、単に動かしたという場合、動かし終えた時点で完

了相である 

 ﾒｶｵ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに止める」である。このﾉﾄは動いているﾏｵを止める地点である。たとえば

動いている自転車を手でひっぱって止めようとする。ひっぱりはじめはなかなかとまらな

いが、徐々に減速していく。この過程は経過相である。やがて自転車は止まる。この止ま

った地点がﾉﾄである。そしてこの時点が完了相である 

 また、単に自転車をブレーキで減速させ、駐輪場に止める場合もﾒｶｵ┤ﾒで良い(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ﾒｶｵ┤ﾉ ｾﾉｸﾒ ﾉﾄ ｾﾉｸﾒｲﾉ 

 

 ｸﾏｵｲ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに移住させる」である。再帰形あり。ﾏｵは人で、ﾉﾄは場所である 

 ｸﾒｵｲ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに定住させる」である。詳細は同上 

 

 ｸﾏﾄｹ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄへ持っていく、連れていく」である。ﾏｵは持っていけるものなら何でも

良い。ﾉﾄは場所である 

 ｸﾒﾄｹ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄへ持ってくる、連れてくる」である。両者の違いはｲﾏｱ┤ﾒとｲﾒｱ┤ﾒの違い

である。即ち、視点から遠ざかるか近づくかである 

 

 ｻﾌﾏ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに運ぶ」である。ﾏｶｵ┤ﾒよりも圧倒的に距離が大きい。ﾏｶｵ┤ﾒは移動とい

うより動くことそのものに焦点がある。ｻﾌﾏ┤ﾒはある地点から別の地点までﾏｵの位置を変え

ることに焦点を当てる 

 ﾏｵは物でも人でも良い。ﾉﾄは場所でも受取人でも良い。持っていくとも違う。運ぶはﾏｵの

位置を新しい位置に変えることに意味がある。ふつう一度運んだものは暫くその場所に置

いておくというニュアンスがある。だが持っていくはそうではない。一度持っていっても



すぐまたどこかへやることが多い 

 ゆえにタンスをｨ階に移動させる場合、持っていくより運ぶという。ｸﾏﾄｹ┤ﾒではなくｻﾌﾏ┤

ﾒである。逆に、学校に菓子を持っていく場合、ｸﾏﾄｹ┤ﾒである 

 また、暫くそこに置いておくものはふつう重いものや定住性の高いものである。つまり

ｻﾌﾏ┤ﾒというものは重いものや定住性の高いものと結びつきやすい。タンスは重いのでｻﾌﾏ┤

ﾒである。柱時計はそこに置いたままで使うものなのでｻﾌﾏ┤ﾒである。菓子はどちらにも当

てはまらないのでｸﾏﾄｹ┤ﾒである 

 

 ｻﾌﾉ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄへ携帯する」である。ﾉﾄは場所。日本語の携帯するは移動動詞でないが、

ｻﾌﾉ┤ﾒは移動動詞である。つまり「携帯していく」である。ﾏｵは携帯できるものなら何でも

良い。人はまず取らない。物のように扱う場合だけである。親が子供を携帯するとふざけ

て言う場合くらいである 

 では、運ぶと何が違うか。ｻﾌﾏ┤ﾒはﾏｵの位置変化に焦点があった。だがｻﾌﾉ┤ﾒはﾏｵの位置

変化でなく、ﾏｵを帯びてﾉﾄへ行くという点に焦点が当たっている 

 それではｻﾌﾉ┤ﾒはｸﾏﾄｹ┤ﾒのように聞こえる。だがｸﾏﾄｹ┤ﾒは視点があり、ｻﾌﾉ┤ﾒはない。そこ

が異なる。逆に視点がない点でｻﾌﾉ┤ﾒはｲﾒ┤ﾒと同じである。つまりｻﾌﾉ┤ﾒはｲﾒ┤ﾒとｸﾏﾄｹ┤ﾒの中

間にあるといえる 

 

ｧｦｪ：進退：ｻﾉｲ┤ﾒ,ｻﾌｲ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは経路。ﾉﾄは終点。完了相は到着時 

 

 ｻﾉｲ┤ﾒは「ﾏｵを進んでﾉﾄまで行く」である。ｻﾌｲ┤ﾒは「ﾏｵを戻ってﾉﾄまで行く」である 

 これらは進行方向が確定している場合、その方向に順ずる移動（ｻﾉｲ┤ﾒ）と逆行する移動

（ｻﾌｲ┤ﾒ）とを表わす。進行方向が分からない場合は使えない 

 

ｧｦｫ：昇降：ｸﾏｱ┤ﾒ,ｸﾒｱ┤ﾒ,ｸﾏｹ┤ﾒ,ｸﾒｹ┤ﾒ,ｸﾏｷ┤ﾒ,ｸﾒｷ┤ﾒ 

 

 ｸﾏｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに上げる」である。ﾏｵを上の方向へ上げることである。方法は問わない。

投げても叩いてもロケットで発射させても良い。ﾏｵは物か人である。場所や経路は取れな



いので移動動詞ではない。ふつう物を取る 

 ｸﾒｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに落とす」である。再帰形頻発。ﾏｵは物か人。ﾏｵﾉあり(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ﾉｱ ｸﾒｱ ﾉﾄ ﾉｲﾏ 

 

 完了相は落とした時点或いは上げた時点である。たとえば崖で人をどんと突き飛ばした

瞬間がｸﾒｱ┤ﾒｲである 

 

 ｸﾏｹ┤ﾒは移動動詞で、「ﾏｵを登ってﾉﾄへ行く」である。ﾏｵは経路である。上方向への移動を

表わす。階段、山、梯子などを取る。角度は問わない。急転直下の崖でもなだらかな坂で

も同じくｸﾏｹ┤ﾒである 

 ｸﾒｹ┤ﾒは「ﾏｵを降りてﾉﾄへ行く」である。詳細はｸﾏｹ┤ﾒ 

 母親が梯子に登った子供に「ゆっくり降りてきなさい」という場合、ｸﾒｱ┤ﾒとはいえない。

ｸﾒｷ┤ﾒという。自分の意思でどこかを伝って徐々に昇降する場合はｸﾏｷ┤ﾒ,ｸﾒｷ┤ﾒを使う 

 

 完了相はﾉﾄに到着した時点である 

 

ｧｦｬ：発着：ﾄﾏｶ┤ﾒ,ﾄﾒｶ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは場所か人。完了相は到着した時点 

 

 ﾄﾏｶ┤ﾒは移動動詞で、「ﾏｵを去ってﾉﾄへ行く」である。ﾉﾄは特になければ省略する。ﾏｵは場

所である。完了相はﾉﾄへ着いた時点である 

 ﾄﾒｶ┤ﾒは「ﾌﾄから出てﾏｵに着く」である。詳細はﾄﾏｶ┤ﾒ。完了相はﾏｵに着いた時点である 

 これらは出発と到着を表わす。ﾄﾏｶ┤ﾒｱはｲﾒ┤ﾒと同じ意味を表わすが、前者は出発に焦点が

置かれる 

 

ｧｦｭ：遠近：ﾉｱｵ┤ﾒ,ﾌｱｵ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ具象。ﾉﾄは近づける相手。ﾌﾄは遠ざける相手。再帰形あり 



 完了相は近づけた時点。近づいていく時点がﾉｱｵ┤ﾒｴ。近づいてもう近づかなくても良い

ところで止まった時点でﾉｱｵ┤ﾒｲ。その後の状態がﾉｱｵ┤ﾒｵである 

 

 ﾉｱｵ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに近づける」である。ﾏｵは具象。つまり物か人。ﾉﾄは近づけられる相手で、

近づけるという移動の終点でもある。ﾉﾄも具象(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ﾉｱｵ┤ﾌｲ ﾉﾄ ｱﾌ（君に近づいた） 

 

 ﾉｱｵ┤ﾒは空間的な近さのほかに時間的に近づけることと、関係を近付けることを表わせる。

男が女に近づくような関係での近さである。数量を近付けることもできる。但し、程度の

近さは表わせない 

 

 ﾌｱｵ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから遠ざける」である。抽象的な意味はない。数学から遠ざかるなど、

非物理的な遠ざけは表わせない。数学を遠ざける場合、ｴｱﾌﾀ┤ﾒ（倦厭する）などを使う 

 

ｧｦｮ：接触：ｸﾏｳ┤ﾒ,ｸﾒｳ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは具象。完了相は接触した時点。再帰頻発 

 

 ｸﾏｳ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに接触させる」である。ｸﾒｳ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから離す」である。前述ﾉｱｵ┤ﾒ

/ﾌｱｵ┤ﾒと同じ構文である。近づくか接触か、つまり短距離かゼロ距離かという違いだけで

ある。だから構文も同じになっている 

 これらも抽象的な意味はない。ﾏｵもﾉｱｵ┤ﾒなどと同じものを取る。つまり具象のみである。

ﾉﾄ,ﾌﾄも具象である 

 

ｧｦｮ：逃避：ﾒﾄｷ┤ﾒ,ﾏﾄｷ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ具象。完了相は逃げ切った時点 

 

 ﾒﾄｷ┤ﾒは「ﾏｵから逃げる」である。更にﾉﾄをつけてどこまで逃げるかを言える 



 ﾏﾄｷ┤ﾒは「ﾏｵを追う」である。ﾉﾄをつけてどこまで追うかを言える 

 

 完了相は逃げるのを止めた時点である。逃げ切れたかどうかは不明。捕まって逃げられ

なくなっても完了相である。追跡も同じで、相手に逃げられて諦めた時点でも完了相にな

る 

 

ｧｦｯ：入出：ﾄﾉｱ┤ﾒ,ﾄﾌｱ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ具象。完了相は入れた時点。再帰頻発 

 

 ﾄﾉｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに入れる」である。ﾏｵは具象。ﾉﾄは場所である 

 ﾄﾌｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから出す」である。ﾌﾄも場所である 

 出し入れは立体の中に対して行える。ﾉﾄ,ﾌﾄは立体しか取らない。箱や靴や穴や公園など、

完全にﾏｵを囲むものから一部しか囲まないものがある。いずれにせよﾉﾄ,ﾌﾄはﾏｵを囲うような

立体である 

 抽象的な意味はない。大学を出るという場合、卒業の意味はない。場所としての大学を

出たということだけを表わす(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ﾄﾌｱ┤ﾉ ｵﾏｴ ﾌﾄ ｸﾌｷﾒ 

 

 尚、中に入るタイプの乗り物、車、電車、客船、飛行機などはﾄﾉｱ┤ﾒで「乗る」を表わす。

ｲﾏｵｹ┤ﾒは不適 

 

ｧｧｦ：戻：ｲﾏｹ┤ﾒ,ｲﾒｹ┤ﾒ,ｻﾒｷ┤ﾒ,ｴﾉﾀ┤ﾒ,ｼﾉﾄｱ┤ﾒ 

 

 ｲﾏｹ┤ﾒは「ﾏｵへ出かける」である。外出する際に使う。学校へ行く場合、買い物に行く場

合などに使う。基点となる場所からの外出なので家からとは限らない。学校にいれば学校

が基点となる。建物でなく公園のような場所でも基点になれる 

 ｲﾏｹ┤ﾒはｲﾏｱ┤ﾒと何が違うか。ｲﾏｹ┤ﾒは後でまたそこに帰ってくることを含意する。ｲﾏｱ┤ﾒ

にはそれがない 



 ﾏｵは場所である。非ﾏｵﾉ。完了相はﾏｵに到着した時点 

 

 ｲﾒｹ┤ﾒは「ﾏｵへ帰る」である。基点となる場所へ帰ることである 

 

 ｻﾒｷ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに返す」である。ﾏｵは抽具。借りたものを返す場合は具象であるが、受

けた攻撃を返す場合は抽象である(ｧ)。非ﾏｵﾉ。完了相はﾏｵをﾉﾄに返した時点 

 

(ｧ) ﾉｵ ｻﾒｷ┤ﾉ ｶﾉｵｹ ﾉﾄ ﾄﾉ 

 

 ｴﾉﾀ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに戻す」である。ﾏｵは抽具。ﾉﾄは戻した結果状態や場所。ﾏｵをﾉﾄという元

の状態や位置に戻すことを意味する(ｨ) 

 

(ｨ) ﾉｵ ｴﾉﾀ┤ﾉ ﾄﾒﾌ ﾉﾄ ｲﾌｼ（本を棚に戻した） 

 

 ｼﾉﾄｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに跳ね返す」である。ﾏｵは物や魔法などである。また、「ﾏｵをﾉﾄに反映さ

せる」という意味の場合、ﾏｵは抽象でも良い 

 

ｧｧｧ：押：ﾄﾏｱ┤ﾒ,ﾄﾒｱ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは具象。完了相はﾉﾄまで押した時点 

 

 ﾄﾏｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄまで押す」である。ﾏｵは具象。ﾉﾄは場所 

 ﾄﾒｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄまで引く」である 

 どちらも移動を伴わなくても良い。地面を押しても地面が動くことはないのと同じであ

る。ふつう手で押すことを表わすが、それ以外ならｲﾏｵで表わせば良い 

 押すはふつう視点方向に向かって非衝撃的で緩慢な圧力を加えることである。引くはそ

れと同じ力を視点方向に逆行して加えることである 

 尚、抽象的な意味はない 

 

ｧｧｧ：配達：ﾃﾉｱ┤ﾒ,ｻﾏｵｴ┤ﾒ,ｻﾒｵｴ┤ﾒ 



 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは具象。完了相は届けた時点 

 

 ﾃﾉｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄへ届ける」である。ﾏｵは具象。ﾉﾄは届けた地点で、場所か受取人。運ぶ

とは違う。ﾃﾉｱ┤ﾒは誰かにﾏｵを渡すためにﾏｵを運ぶことを表わす。つまり、渡すと運ぶが混

ざっている 

 

 ｻﾏｵｴ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに配る」である。ｻﾒｵｴ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから回収する」である 

 ｻﾏｵｴ┤ﾒとﾃﾉｱ┤ﾒとの違いは何か。ﾃﾉｱ┤ﾒは運ぶの要素があるため、その間の移動に焦点が

置かれる。それゆえ、大抵ある程度長い距離を運ぶことになる 

 ｻﾏｵｴ┤ﾒは教室で教師が生徒にプリントを配るような、距離が長いとは思えない場面で使

う。教師が家からわざわざプリントを持ってきたらﾃﾉｱ┤ﾒと言えるが、ふだんはｻﾏｵｴ┤ﾒであ

る 

 ｻﾏｵｴ┤ﾒが渡すまでの距離を問題にしないことは、街頭でのティッシュ配りに良く表われ

る。ティッシュ配りは自分が移動して誰かに配るのではなく、やってくる人に配るもので

ある。この場合、渡すまでの距離はゼロに近い。そしてティッシュ配りの場合はﾃﾉｱ┤ﾒとは

言えず、ｻﾏｵｴ┤ﾒと言う。このように、ｻﾏｵｴ┤ﾒは渡すまでの距離を問題にしない 

 

ｧｧｨ：及：ｽﾉｵｳ┤ﾒ,ｽﾌｵｳ┤ﾒ,ﾌﾄｱ┤ﾒ,ｱﾏｱ┤ﾒ,ｱﾒｱ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは抽具。完了相は広めた時点 

 

 ｽﾉｵｳ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに広める」。普及させるという意味である。ﾏｵは抽具。ﾉﾄは場所や人。

完了相は広める努力を終えた時点。結果的に広まったかどうかは不明 

 ｽﾌｵｳ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに専門化する」。ｽﾉｵｳ┤ﾒの逆で、ﾉﾄの間だけにﾏｵの普及を制限するとい

う意味である。ｽﾉｵｳ┤ﾒが広げる行為なら、ｽﾌｵｳ┤ﾒは狭める行為である 

 

 ﾌﾄｱ┤ﾒは「ｲﾏｵを使ってﾏｵにｱﾏｱについて影響を与える」である。ｱﾏｱの代わりにｾﾕﾄでも良い。

ﾏｵは影響を与える対象で、抽具。ﾏｵﾉあり(ｧ)(ｨ) 

 



(ｧ) ｸﾌﾌﾀ ｱﾕ ﾉｱ ﾌﾄｱ ｲﾏｵ[ｸﾉｵ] ｱﾕ（このことはこの理論に影響を与えた） 

(ｨ) ﾄﾉ ﾌﾄｱ┤ﾉ ｸﾌﾌﾀ ｱﾕ（彼の存在はこの理論に影響を与えた） 

 

 ｱﾏｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに対して有縁にする」。つまり関連付けるという意味である。ﾏｵ,ﾉﾄは抽具。

ﾏｵとﾉﾄを何らかの形で有縁にすることを表わす。ﾏｵ,ﾉﾄが人のときは関わらせるという意味に

もなる(ｩ) 

 

(ｩ) ﾉｵ ｱﾏｱ┤ﾉ ｵﾏｴ ﾉﾄ ﾄﾉ（彼に関わった） 

 

 ｱﾒｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに対して無縁にする」である。ﾏｵ,ﾉﾄが人のときは「関わらない」(ｪ) 

 

(ｪ) ｱﾒｱ┤ﾉﾄ ﾉﾄ ﾉｵ（私に関わらないで、ほうっておいて） 

 

ｧｧｪ：魅：ｴｱﾉﾀ┤ﾒ,ｴｱﾌﾀ┤ﾒ,ｱﾏﾀ┤ﾒ,ｱﾒﾀ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは人。ﾉﾄは抽具 

 

 ｴｱﾉﾀ┤ﾒは魅力ある状態にすることで、ｱﾏﾀ┤ﾒも同じ。ただ、前者は自分から人を惹きつけ

るような感じで、後者は自然と人を惹きつける感じ。後者がいわゆる「もてる」だとする

なら前者は「もたせる」に当たる 

 プレゼントをしたり笑わせたりして女の機嫌を取って彼女を作った場合、ｴｱﾉﾀであるが、

ｱﾏﾀではない。いうまでもなくｱﾏﾀのほうが優秀とみなされる 

 

ｧｧｬ：浮沈：ｸﾏｵｱ┤ﾒ,ｸﾒｵｱ┤ﾒ,ｸﾏｵｹ┤ﾒ,ｸﾒｵｹ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉ。ﾏｵは具象。完了相はﾉﾄまで沈みきった時点 

 

 ｸﾏｵｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに浮かべる」である。ﾏｵは具象。ﾉﾄは場所である。船はﾏｵになれるが、

水は難しい 

 水は浮かばないためというより、水を水に入れたら混ざってしまって、浮いたかどうか



分からないためである。だが、赤い水や油なら水に浮かべても水との差異が分かるので浮

いているといえる 

 つまり、ﾉﾄとﾏｵに差異があって見分けがつくなら液体でも浮かべることができるというこ

とである。気体も同じことがいえるが、見えることや浮かぶことがふつうない 

 浮かぶ場所は水だけでなく空気中でも良い。気球が浮かぶのと同じである(ｧ) 

 

(ｧ) ﾂﾉｵｺﾒｲ ﾉｱ ｸﾏｵｱ ﾉﾄ ﾂﾉｵ 

 

 ｸﾒｵｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに沈める」である。ｸﾏｵｱ┤ﾒと同じﾏｵを取る。沈められるものならﾏｵにな

る(ｨ) 

 

(ｨ) ﾂﾉｵｺﾒｲ ﾉｱ ｸﾒｵｱ ﾉﾄ ﾉｲﾏ 

 

 尚、自分で浮かぶ、自分で沈むはｸﾏｵｹ┤ﾒ,ｸﾒｵｹ┤ﾒを使う。格組は上と同じ。水泳などでよ

く使う 

 

ｧｧｭ：乗：ｲﾏｵｹ┤ﾒ,ｲﾒｵｹ┤ﾒ,ﾏｻｵ┤ﾒ,ｻﾉｵ┤ﾒ,ｴﾏｳ┤ﾒ,ｱﾉｻﾄ┤ﾒ,ｾﾉｸﾏ┤ﾒ,ｾﾉｸﾒ┤ﾒ,ﾉｸﾏ┤ﾒ,ﾉｸﾒ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。完了相は到着時点 

 

 ｲﾏｵｹ┤ﾒは「ﾏｵに乗ってﾉﾄへ行く」である。ﾏｵは乗り物。人もお馬さんごっこや肩車のとき

などは一時的に乗り物になっているといえるのでﾏｵになれる。完了相はﾉﾄへ着いた時点 

 ｲﾒｵｹ┤ﾒは「ﾌﾄから来てﾏｵで降りる」である。完了相は着いて降りた時点 

 

 ﾏｻｵ┤ﾒは「ﾏｵを運転してﾉﾄへ行く」である。ﾏｵは乗り物。ﾉﾄは場所か人。たとえばﾉﾄ ﾄﾉなら

彼の家や彼のいるところという意味である 

 

 ｻﾉｵ┤ﾒは「ﾏｵを乗り物にしてﾉﾄまで行く」である。ﾏｵは具象。人を乗り物にしたり馬を乗

り物にしたりする場合に使う。完了相はﾉﾄ到着時点 

 



 ｴﾏｳ┤ﾒは「バスでﾏｵへ行く」である。ｲﾒ┤ﾒと同じ意味で、その方法がバスである 

 同様にｱﾉｻﾄ┤ﾒはフェリーで、ﾉｻﾄ┤ﾒは船で。またｾﾉｸﾏ┤ﾒ,ｾﾉｸﾒ┤ﾒ,ﾉｸﾏ┤ﾒ,ﾉｸﾒ┤ﾒなども同じで

ある 

 

ｧｧｮ：越：ﾀﾉｲ┤ﾒ,ﾀﾌｲ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは抽具。完了相は越えた時点 

 

 ﾀﾉｲ┤ﾒは「ﾏｵを越える」である。ﾏｵが場所なら、ﾕﾄが物理的にﾏｵを越えた場所に移動した

ことを表わす。ﾏｵが人の場合、ﾕﾄがﾏｵを超越した優れた強い存在であることを意味する。或

いは失恋をふっきるという意味にもなる 

 またﾏｵが悲しみなどの感情なら、その気持ちを乗り越えたことを意味する。テストなど

の抽象の場合、テストが赤点もなく無事終わったことを示す。赤点もなくという点が日本

語の「テストを乗り越えた」とは異なる。病人の病なら、その病気の峠を越えたというこ

とを表わす 

 

 ﾀﾌｲ┤ﾒは「ﾏｵよりこちら側にいる」という意味である。ﾀﾉｲ┤ﾒはある地点を超越して向こ

う側に行くことを示す。ならﾀﾌｲ┤ﾒはある地点を超越しないでこちら側にいることを表わす。

抽象的な意味もﾀﾉｲ┤ﾒのまるまる反対である。たとえば人を取るならその人に及ばないか、

失恋をふりきれていないことを指す 

 完了相はある地点を越えようと努力したがその手前で止まってしまった時点である。ﾀﾉｲ

┤ﾒに比べて相よりアオリストで表わされることが多い 

 

ｧｧｯ：通：ｻﾏｵ┤ﾒ,ｻﾉﾄｲ┤ﾒ,ﾄﾏｴｻ┤ﾒ,ﾄﾒｴｻ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは場所。完了相はﾉﾄに着いた時点 

 

 ｻﾏｵ┤ﾒは「ﾏｵを通ってﾉﾄへ行く」である 

 ｻﾉﾄｲ┤ﾒは「ﾏｵを辿ってﾉﾄへ行く」である。ﾏｵは場所というより線や足跡や軌跡などを取る。

また、ｻﾏｵ┤ﾒと違って紙に書いた線を指でなぞって辿る場合も使える。ｻﾏｵ┤ﾒは有生の移動



だけを表わすが、ｻﾉｲﾄ┤ﾒは移動でなく指の動作なども表わせる 

 

 ﾄﾏｴｻ┤ﾒは「ﾏｵを迂回してﾉﾄへ行く」。ﾏｵは迂回路を取る。ﾉﾄが目的地である 

 ﾄﾒｴｻ┤ﾒは「ﾏｵを近道してﾉﾄへ行く」。ﾏｵは近道である 

 たとえば家から学校へ行くのに車道を行くのが近いとする。一方、歩道は安全だが遠い

とする。この条件で例を挙げると(ｧ)(ｨ)になる。(ｧ)のﾏｵは迂回路である。(ｨ)のﾏｵが近道

である。両者を逆にしないように注意。尚、特に道を指定しない場合、ﾏｵはﾒｸ化する 

 

(ｧ) ﾉｵ ﾄﾏｴｻ┤ﾉ ﾉｵｻﾏｵ ﾉﾄ ｷﾒﾄｲﾉ 

(ｨ) ﾉｵ ﾄﾒｴｻ┤ﾉ ﾉｸﾏｻﾏｵ ﾉﾄ ｷﾒﾄｲﾉ 

 

ｧｨｧ：飛：ｲﾒﾀｵ┤ﾒ,ﾄﾒｷｱ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは場所。大抵は空中なので省略されやすい。完了相は到着時。移動動詞 

 

 ｲﾒﾀｵ┤ﾒは「ﾏｵを飛んでﾉﾄまで行く」である(ｧ) 

 ﾄﾒｷｱ┤ﾒは「ﾏｵを跳んでﾉﾄまで行く」である(ｨ)。ﾉﾄが水面なら飛び込むと訳す 

 両者は飛行か跳躍かの違いしかない。飛行機はｲﾒﾀｵ┤ﾒしかできない。人間はﾄﾒｷｱ┤ﾒしかで

きない。雀はどちらもできる 

 

(ｧ) ﾉｵ ｲﾒﾀｵ┤ﾌｴ ﾂﾉｵ ﾉﾄ ﾉﾀｼﾉﾁﾉﾀｹ ｲﾏｵ ﾂﾉｸｻ 

(ｨ) ﾉｵ ﾄﾒｷｱ┤ﾌｲ ﾉﾄ ｲﾏｳﾒ（池に飛び込んだ） 

 

 尚、人も空想の中では飛べる。こういう場合の飛ぶは大抵走るよりも速いというニュア

ンスがある(ｩ)。ただ、日本語とは違ってすぐ行くよという意味ですぐ飛んでいくよとは言

えない。すぐ飛んでいくよといったら航空機を使うという意味に限定される(ｪ) 

 

(ｩ) ﾉｵ ｲﾒﾀｵ┤ﾌﾄ ﾂﾉｵ ﾉﾄ ｱﾌ 

(ｪ) ﾉｵ ｲﾒﾀｵ┤ﾏ ﾉﾄ ｱﾌ 

 



ｧｨｨ：急：ﾏｵｱ┤ﾒ,ﾒｵｱ┤ﾒ,ｱﾉｳ┤ﾒ,ｱﾌｳ┤ﾒ,ｶﾉｹ┤ﾒ,ｶﾌｹ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは抽具。完了相は早くした時点 

 

 ﾏｵｱ┤ﾒ「ﾏｵを急がせる」。ﾒｵｱ┤ﾒ「ﾏｵをゆっくりさせる」 

 ｱﾉｳ┤ﾒ「ﾏｵを速くする」。ｱﾌｳ┤ﾒ「ﾏｵを遅くする」 

 ｶﾉｹ┤ﾒ「ﾏｵを早くする」。ｶﾌｹ┤ﾒ「ﾏｵを遅くする」 

 

 全て、はやさに関する語である 

 ﾏｵｱ┤ﾒは心理的なはやさである。ゆえにﾏｵは人や人の動作を取る 

 ｱﾉｳ┤ﾒは物理的な速度を速めることである。具象を取る 

 ｶﾉｹ┤ﾒは所要時間を早くすることである。逆にｶﾌｹ┤ﾒは延長である。イベントや人の動作

などの抽象を取る 

 

ｧｨｩ：流：ﾒｲｳ┤ﾒ,ﾒﾒｲ┤ﾒ,ﾒﾄ┤ﾒ 

 

 ﾒｲｳ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに流す」。ﾏｵは具象。ﾉﾄは場所。水のあるところを指す。ただ、砂の山な

ど、水でなくとも流れるものならﾒｲｳ┤ﾒが適応される。ﾏｵﾉあり。完了相は流れていること

が認められるようになった時点。バケツの水を溝に流す場合、バケツをひっくり返して水

が溝に落ち、流れ出したその時点である。影響相はその後、流れている状態を指す(ｧ) 

 

(ｧ) ﾒﾄ ﾒｱ ﾒｲｳ ﾉﾄ ﾒｲﾒ（川に水が流れている） 

 

 ﾒﾒｲ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに注ぐ」である。ﾒｲｳ┤ﾒと何が違うか。ﾒｲｳ┤ﾒは落とした水が流れてどこ

かへ行くが、ﾒﾒｲ┤ﾒは落とした水がどこにも行かずに残る。それが違いである 

 バケツをひっくり返して水を溝に落とせばその水は溝を流れてすぐになくなってしまう。

ところが茶の水を湯のみに落とした場合、その水はどこにもいかずにその場に留まる。そ

れが違いである 

 

 ﾒﾄ┤ﾒは「ﾏｵに水をかける」である。ﾏｵは植物や地面など。人も取れる。飲ませてやるでは



なく、かけるという意味。熱射病でばてて倒れている人にバケツで水をかける場合に使え

る。また、海でふざけて恋人に水をかける場合も使える 

 

ｧｨｪ：方向：ｲﾏﾀ┤ﾒ,ｲﾒﾀ┤ﾒ,ﾒﾒﾄ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは具象。完了相は方向を変えきった時点 

 

 ｲﾏﾀ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄの方向にする」である。ﾏｵは具象で、ﾏｵの向いている終点方向がﾉﾄにな

るようにすることである(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ｲﾏﾀ┤ﾉ ｲﾌｲｱ ﾉﾄ ｲﾒｷﾉ（像を南に向けた） 

 

 ｲﾒﾀ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄからの方向にする」である。ｲﾏﾀ┤ﾒは終点を意識した方向だが、ｲﾒﾀ┤ﾒは

起点を意識した方向である。ｲﾏﾀ┤ﾒの場合、像の顔がﾉﾄに向く。逆にｲﾒﾀ┤ﾒの場合、像の背中

がﾌﾄに向く 

 仮に家と学校があり、自分はその中間の道にいるとする。(ｨ)では像を学校に向けるので

像の顔は学校へ向く。だが、像の背中が家に向くとは限らない。家と学校が一本道ならた

またま背中が家を向くが、そうでもない限り像の背中が家を向くことはない 

 (ｩ)では逆に像の顔は家から来た方向を向いている。言い換えれば像の背中は家に向いて

いる。この場合、逆に像の顔が学校を向いているかは不明である。一本道でもない限り、

顔は学校を向いていない 

 

(ｨ) ﾉｵ ｲﾏﾀ┤ﾉ ｲﾌｲｱ ﾉﾄ ｷﾒﾄｲﾉ 

(ｩ) ﾉｵ ｲﾒﾀ┤ﾉ ｲﾌｲｱ ﾌﾄ ﾀﾉ 

 

  ↑北 

  現在地 

 ／   ＼ 

家     学校 

 



 上の図で、(ｨ)の場合、像の顔は南東を向き、学校を見る。だが背中は北西を見るので家

を向かない。逆に(ｩ)の場合、像の背中は家を向き、顔は北東を向くので学校は見えない 

 

 一方、ﾒﾒﾄ┤ﾒは「ﾏｵの顔をﾉﾄに向けさせる」である。また、ﾏｵが抽象の場合、そのことに直

面するという意味になる。向き合うというところから戦うとか解決するとか乗り越えると

いった積極的なニュアンスになる 

 ﾒﾒﾄ┤ﾒは方向動詞ではなく姿勢動詞である。ﾄﾏｸ┤ﾒなどと同じである。ゆえに再帰形を取る。

ﾉｵ ﾒﾒﾄ┤ﾌｵ (ﾏﾀ) ﾉﾄ ｷﾒﾄｲﾉで「私は学校に顔を向けている」 

 

ｧｨｫ：逸：ﾁﾒｻｲ┤ﾒ,ﾁﾏｻｲ┤ﾒ,ﾉｶﾏﾄ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは抽象。完了相はそらした時点 

 

 ﾁﾒｻｲ┤ﾒは「話をそらしてﾏｵをﾉﾄに言う」。単に話をそらすなという場合、ﾏｵがﾒｸ化してﾁﾒ

ｻｲ┤ﾏﾄ ﾉﾄ ﾉｵという。ﾉﾄ ﾉｵも省略できる 

 ﾁﾏｻｲ┤ﾒは「話を戻してﾏｵをﾉﾄに言う」 

 

 ﾉｶﾏﾄ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄにそらす」で、こちらは物理的な意味でのそらすである。たとえば飛ん

できたボールをはじいてそらすといった場合に使う 

 ﾉｶﾏﾄ┤ﾒは逸らすである。反らすではない。つまり棒を曲げて反らす場合はﾉｶﾏﾄ┤ﾒではない。

これはｲｵﾌ┤ﾒである。腕を反らす、背を反らす、棒を反らす。全てｲｵﾌ┤ﾒである。ﾉｶﾏﾄ┤ﾒはボ

ールを避けたりするために逸らすことである。曲げるではない 

 

ｧｨｬ：溢：ﾒｲｱ┤ﾒ,ﾒｸｲ┤ﾒ,ｽﾉｴｱ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。ﾏｵは具象。完了相はこぼれた時点。抽象的な意味はない 

 

 ﾒｲｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄへこぼす」。ﾏｵは液体。ﾉﾄは場所。ﾏｵﾉは「こぼれる」。コップを倒して水

をこぼしたときなどに使う 

 ﾒｸｲ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄへ漏らす」。ﾏｵﾉは「漏れる」。容器か容器に準じる物の穴から液体が出る



場合に使う。失禁の意味はない 

 ｽﾉｴｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄへ垂らす」。ﾏｵﾉは「垂れる」。液体が下へ落ちていくときに使う 

 

ｧｨｭ：衝撃：ｹﾉｲｸ┤ﾒ,ｹﾉｲｱ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは具象。完了相はぶつかった時点 

 

 ｹﾉｲｸ┤ﾒは「ﾏｵとぶつかる」。ｹﾉｲｱ┤ﾒは「ﾏｵにぶつかる」。では何が違うか 

 ｹﾉｲｸ┤ﾒは動いているもの同士がぶつかり合うことである。人と車がぶつかるときなどに

使う。どちらをﾕﾄにしても良いが、ﾕﾄのほうがﾏｵより通常アニマシーが高い。つまりこの場

合、ﾕﾄは人である 

 一方、ｹﾉｲｱ┤ﾒではﾕﾄは動いているが、ﾏｵは止まっているか、少なくともこちらに向かって

激しく動いていることはない。一方的にﾕﾄがﾏｵにぶつかることである 

 

ｧｨｮ：添付：ｽﾒｲｴ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ,ﾉﾄ物。完了相は添付した時点 

 ｽﾒｲｴ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに添付する」である。ﾉﾄは手紙やメールである。ﾏｵは同封するもので、

金でも羽でも画像データでも良い。添付できれば何でも良い 

 

ｧｨｯ：染：ｴﾏﾏｲ┤ﾒ,ｵﾉｼ┤ﾒ,ｵﾌｸ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは具象。ｲﾏｵは材料、道具。ﾉﾄは色。完了相は塗り止めた時点 

 

 ｴﾏﾏｲ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵでﾉﾄに染める」。抽象的な意味はない。「染み込ませる」ともいえる。

水をシャツに染み込ませる場合などに使う 

 色を染み込ませることもできる。糸に赤の染料を染み込ませて赤い糸を作るような場合

である。これはｵﾉｼ┤ﾒではない。色を塗るのとは違う。染料を塗るのと染み込ませるのでは

動作が異なる。染み込ませる場合は液体の染料に漬けるからである 

 また、浸すや漬けるという意味もある。漬物にする場合などに使う。ﾏｵは食材で、ｲﾏｵは



ぬかみそや漬物石などの道具である 

 

 ｵﾉｼ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵでﾉﾄに塗る」である。壁にペンキを塗る場合などに使う。染めるではな

いので液体の染料に漬けることではない。どろっとしたペンキなどを塗りたくることであ

る 

 

 ｵﾌｸ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵでﾉﾄにする」である。これはｴﾏﾏｲ┤ﾒとｵﾉｼ┤ﾒの上位概念である。糸を染

める場合も壁を塗る場合も言おうと思えばｵﾌｸ┤ﾒといえる。ｵﾉｼ┤ﾒなどのほうがその状況で

は優勢ではあるものの 

 更にｵﾌｸ┤ﾒはパソコンの画面を赤に変えるというような場合にも使うことができる。パソ

コンの画面を赤く表示させることは、染料で染めることでも絵の具で塗ることでもない。

このような場合は上位概念で抽象的なｵﾌｸ┤ﾒでしか表わすことができない(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ｵﾌｸ┤ﾉ ｴﾄﾒｱ ﾒ ｴﾉﾌ ﾉﾄ ｽﾉﾀ 

 

ｧｩｦ：連：ﾉﾀｲ┤ﾒ,ﾌﾀｲ┤ﾒ,ｴﾉｸｻ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。ﾏｵ具象。完了相は繋いだ時点 

 

 ﾉﾀｲ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに繋ぐ」。物理的な接続である。繋ぐ材料はｲﾏｵで表わす。繋ぎ方は問わ

ない。はめ込み式ではめても良い。接着剤で止めても良い。リングを組み合わせて繋いで

も良い。ただ、面と面を単に接触させただけではｸﾏｳ┤ﾒでしかない。たとえばサイコロの横

に別のサイコロを接触させただけではﾉﾀｲ┤ﾒとはいえない。サイコロの間にテープや接着剤

があって初めてﾉﾀｲ┤ﾒといえる 

 ﾌﾀｲ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから外す」である。ﾉﾀｲ┤ﾒしたものを外す 

 

 ｴﾉｸｻ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに絡ませる」である。糸と糸を絡ませる場合などに使う。人同士を絡ま

せる場合、性的な意味が必ずしもあるわけではない。勿論性的に抱き合って絡まることも

あるが、組体操で人同士が絡まり合う場合にも使える。完了相は絡めた時点。再帰形あり

(ｧ) 



 

(ｧ) ﾉｵ ｴﾉｸｻ┤ﾌｵ ｵﾏｴ ﾉﾄ ﾄﾕ（彼と絡んでいる） 

 

ｧｩｧ：並：ｴﾉｴ┤ﾒ,ｴﾌｴ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは抽具。完了相は並べた時点 

 

 ｴﾉｴ┤ﾒは「ﾏｵを順に並べる」である。ｴﾌｴ┤ﾒは「ﾏｵを逆順に並べる」である。複数の要素

に一つの順序を設けたとき、順と逆順が存在する。たとえば使徒の名に日付という順序を

設けたとき、リディア、オヴィ…が順であり、クミール、クノン…が逆順である 

 ｴﾉｴ┤ﾒは複数の要素をリディア、オヴィ…というように順に並べることである。そしてｴ

ﾌｴ┤ﾒは複数の要素をクミール、クノン…というように逆順に並べることである 

 ﾏｵは抽具。リディアのように人も取れるし物も取れる。テストの日程といった抽象も取

れる。何について並ぶかはｱﾏｱで表わす(ｧ) 

 

(ｧ) ｴﾉｴ┤ﾉﾄ ｵﾏｴｴﾏ ｱﾏｱ ｵﾒ ﾄﾉｱ┤ﾏ ﾉﾄ ﾄﾏｻ（誰が電車に乗るかということについて順番どおり

に並びなさい） 

 

ｧｩｨ：混：ﾄﾏﾁ┤ﾒ,ﾄﾒﾁ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。ﾏｵは具象。完了相は混ぜた時点 

 

 ﾄﾏﾁ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに混ぜる」。ﾄﾒﾁ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから抽出する」 

 ﾏｵは液体、気体、砂のような固体である。固体や人は取りづらい。混ぜづらいからであ

る。ただ、無理に言おうと思えばいえないこともない 

 ﾄﾏﾁ┤ﾒ ﾄﾉ ﾉﾄ ﾄﾕといえば抽象的な意味はなく、本当に彼と彼女を混ぜることを意味する。た

とえばファンタジーの世界で二人を合体させたりすることを表わす 

 

ｧｩｩ：人気：ﾄﾉｲ┤ﾒ,ﾄﾌｲ┤ﾒ,ﾄﾉｲｱ┤ﾒ,ﾄﾌｲｱ┤ﾒ 

 



 非ﾏｵﾉ 

 

 ﾄﾉｲ┤ﾒは「ﾏｵを賑やかにする」である。ﾄﾌｲ┤ﾒは「ﾏｵを寂しくする、さびれさせる」である。

ﾏｵは店や公園など、場所を取る。人は取らない。ただ、集団なら取れる 

 集団は集団であるがゆえに個人より集団であることが重視される。ゆえに集団ではより

個性が埋没される。その結果人としてのアニマシーが減り、より無生性が高まる。そして

場所性の持つ無生性と合わさり、場所に準じるものと認知される。ゆえに集団もﾏｵに取れ

る 

 完了相は賑やかにした時点である 

 

 ﾄﾉｲｱ┤ﾒは「ﾏｵを人気にする」である。ﾄﾌｲｱ┤ﾒは「ﾏｵを不人気にする」である。この場合ﾏｵ

は人も場所も使える。場所も使えるということは、店はﾄﾌｲ┤ﾒともﾄﾌｲｱ┤ﾒともいえることにな

る。では両者は同じ意味を持つか 

 ﾄﾌｲ┤ﾒはさびれることである。過疎にある店なら客が少ないので、個々の客はその店を慕

っていて人気があったとしても、さびれていることに変わりはない。ゆえにﾄﾌｲ┤ﾒであるがﾄ

ﾌｲｱ┤ﾒでないということがある。したがってﾄﾌｲ┤ﾒとﾄﾌｲｱ┤ﾒは意味が異なる。さびれているの

がﾄﾌｲ┤ﾒで、人気がないのがﾄﾌｲｱ┤ﾒである 

 

ｧｩｪ：単複：ｶﾏｴ┤ﾒ,ｶﾒｴ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは抽具。完了相は数を変えた時点 

 

 ｶﾏｴ┤ﾒは「ﾏｵを複数にする」。ﾏｵは抽具なので物でも人でも試験のような抽象でも良い 

 ｶﾒｴ┤ﾒは「ﾏｵを単数にする」 

 

ｧｩｪ：溜：ｶﾉﾒｵ┤ﾒ,ｶﾉﾒﾄ┤ﾒ 

 

 ｶﾉﾒｵ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに溜める」。ﾏｵは抽具。ﾏｵは液体が多いが液体でなくとも良い。砂糖も

水も金も溜められる。怒りを溜めるというように抽象でも良い。ﾏｵﾉあり。完了相は溜め終

わった時点 



 

 ｶﾉﾒﾄ┤ﾒは「ﾏｵをビン詰する」である。ふつう液体だが、液体でなくとも良い。抽象的な意

味はない 

 

ｧｩｫ：嵌:ｹﾏｸｱ┤ﾒ,ｹﾒｸｱ┤ﾒ,ｹﾏｵｳ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ 

 

 ｹﾏｸｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄの典型例にする、型に嵌める」である。ﾏｵはﾉﾄという集合のプロトタイ

プである。ﾏｵもﾉﾄも抽具である。完了相は型に嵌めた時点 

 逆にｹﾒｸｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄの周辺的事例にする、型に嵌めない」である。ﾏｵはﾉﾄの周辺的事例

である 

 ﾕﾄは認知者を取ることができる(ｧ) 

 

(ｧ) ｶﾉﾄｱﾒ ｹﾏｸｱ┤ﾒ ｸﾌﾌｲ ﾉﾄ ｶﾉｵｲ（アルティス教徒にとってリンゴは果物の典型例である） 

 

 ｹﾏｵｳ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄの鋳型に嵌める」である。これは物理的な意味にしか使わない。溶けた

金属であるﾏｵを鋳型であるﾉﾄに流し込む場合などに使う 

 金属だけではない。ケーキを星型に焼くとき、星の形をしたカップにケーキの生地を流

し込む。このとき、カップがﾉﾄで、ケーキの生地がﾏｵである 

 紙に線を引いて作った型の上に粉をまぶす場合でも使える 

 完了相は流し込んだ時点である 

 

ｧｩｬ：敷：ｼﾉﾄｷ┤ﾒ,ｼﾏﾄｴ┤ﾒ,ﾒﾄﾒﾉ┤ﾒ,ｴｻﾉﾄ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。完了相は敷いた時点 

 

 ｼﾉﾄｷ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに敷く」である。ﾏｵは具象で、敷ける物である。カーペットやテーブル

クロスなどをﾏｵに取る。だが、カーペットやテーブルクロスは専用の語があるのでそちら

を使いやすい。ハンカチを敷いたりする場合にも使える。ﾉﾄは場所である(ｧ) 



 

(ｧ) ｷﾌｻ ﾌｱ ｼﾉﾄｷ ﾉﾄ ﾒﾄﾒｵ 

 

 尚、敷く場所は平面である。坂でも水平でも良いが、平面である。死体の顔にハンカチ

をかける場合、顔は平面でないので敷くというよりは覆うという 

 ただ、多少凹凸があっても良いこともある。山でレジャーシートを敷く場合、地面は凹

凸がある。だがｼﾉﾄｷ┤ﾒといえる。なぜか。地面は凹凸があっても全体としては平面だと認識

されるからである。顔は鼻が出っ張っていて目がくぼんでいると認識される。そのため平

面だと認識されない。地面の凹凸は大抵どうでも良いことだが、顔の凹凸は人間にとって

重要だからである 

 

 ｼﾏﾄｴ┤ﾒは「カーペットをﾏｵに敷く」。ﾏｵは場所 

 ﾒﾄﾒﾉ┤ﾒは「テーブルクロスをﾏｵに敷く」。ﾏｵは場所 

 ｴｻﾉﾄ┤ﾒは「シーツをﾏｵに敷く」。ﾏｵは場所 

 

 尚、敷けるのはこういった比較的面積の大きい広いもので、しかも薄いものである。但

し、ハンカチは狭いので必ず広いとはいえないが。クッションのように小さく厚みのある

ものは転換して敷くという意味にはなれない 

 ｻﾏｷﾉ（クッション）は転換すると衝撃を吸収するである。ｸﾏｲｱ（ベッド）はベッドに寝

かせるという意味である。構文がまるで異なる 

 

ｧｩｭ：寝具：ｸﾏｲｱ┤ﾒ,ｸﾏｲﾉ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは人。完了相は寝かせた時点 

 

 ｸﾏｲｱ┤ﾒは「ﾏｵをベッドに寝かせる」 

 ｸﾏｲﾉ┤ﾒは「ﾏｵを布団に寝かせる」 

 横にすることだけを意味する。ﾏｵが睡眠するかただ休息するかの区別はない 

 

ｧｩｮ：吊：ｽﾉﾄｻ┤ﾒ,ｻﾏｽ┤ﾒ 



 

 ｽﾉﾄｻ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに吊るす」。ﾏｵﾉあり。ﾏｵは具象。ﾉﾄは吊るす場所。吊るせるものなら何

でも良い。完了相は吊った時点 

 

 ｻﾏｽ┤ﾒは「ﾏｵを首吊りにする」。刑としての絞首刑と単なる首吊りの場合との区別はない。

再帰形あり(ｧ)。完了相は吊った時点。その後死んだかは不明 

 

(ｧ) ﾄﾉ ｻﾏｽ┤ﾉ ｵﾏｴ 

 

ｧｩｯ：巻：ﾉｼﾄ┤ﾒ,ﾉｺﾒ┤ﾒ,ﾉｺﾌ┤ﾒ,ｲﾏﾏﾄ┤ﾒ,ｲﾏﾒﾄ┤ﾒ,ｲﾏﾄｵ┤ﾒ 

 

 ﾉｼﾄ┤ﾒは「ﾏｵに包帯を巻く」。非ﾏｵﾉ。ﾏｵ人。完了相は巻いた時点 

 ﾉｺﾒ┤ﾒは「ﾏｵを螺旋にする」。ﾏｵﾉあり。ﾏｵは液体でも固体でも気体でも良い。完了相は螺

旋にした時点 

 ﾉｺﾌ┤ﾒは「ﾏｵにｲﾏｵの蔓を這わせる」。ﾏｵﾉあり。完了相は這わせた時点(ｧ) 

 

(ｧ) ｵﾌﾉﾄ ﾌｱ┤ﾌｵ ﾉｺﾌ ｲﾏｵ ﾀﾒｼ（柱に葡萄の蔓が這っている） 

 

 ｲﾏﾏﾄ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに巻く」。ﾏｵは巻く道具。ﾉﾄは巻かれる物や人。蛇が巻く場合も使える。

完了相は巻いた時点。再帰形あり(ｨ) 

 

(ｨ) ﾄﾏﾄﾏ ｲﾏﾏﾄ┤ﾌｵ ｵﾏｴ ﾉﾄ ﾄﾕﾒ 

 

 ｲﾏﾒﾄ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから巻き取る」である。巻いていたものを巻き取る場合に使う 

 

 ｲﾏﾄｵ┤ﾒは「ﾏｵに対して釣竿のリールを巻く」である。ﾏｵは獲物。巻ききった時点が完了相

なので巻いている途中は経過相(ｩ) 

 

(ｩ) ﾉｵ ｲﾏﾄｵ┤ﾌｴ ﾒﾄﾌ 

 



ｧｪｦ：収納：ﾄﾏｷｱ┤ﾒ,ｲﾏｶ┤ﾒ,ｱﾒｸｲ┤ﾒ,ｷﾌｱﾄ┤ﾒ,ｷﾉｱﾄ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは具象。ﾉﾄは場所。完了相は収納した時点 

 

 ﾄﾏｷｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに収納する」。人をドームに収納するときも使える。服をタンスにしま

うときも使える 

 ｲﾏｶ┤ﾒは「ﾏｵを箱詰めする」 

 ｱﾒｸｲ┤ﾒは「ﾏｵを倉庫にしまう」 

 ｷﾌｱﾄ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄへしまう」。ﾄﾏｷｱ┤ﾒよりも保管目的が強い。ﾄﾏｷｱ┤ﾒは収容、収納である。

人を会場に収納するときや、服をタンスに詰め込む際に使う。服をｷﾌｱﾄ┤ﾒする場合、詰め込

むというよりは保管するためにしまうというニュアンスが大きい。また、ｷﾌｱﾄ┤ﾒのほうがﾏ

ｵをもともとあった場所に戻すというニュアンスが大きい 

 ｷﾌｱﾄ┤ﾒは服だけでなく剣を鞘に収めるときにも使う。この場合、保管目的が強いため、ﾄﾏ

ｷｱ┤ﾒは使わない。ﾄﾏｷｱ┤ﾒはﾉﾄにはこれだけのものが入ることができますよということが強調

されている 

 ﾄﾏｷｱ┤ﾒはその収納能力が問われるような場面で使われやすい。鞘は剣が入るのが当たり前

で、入る数も一本と決まっている。ゆえに収納能力は目立たず、ﾄﾏｷｱ┤ﾒは言いがたい。もし

剣が二本入る鞘なら、この鞘は二本収納できるということでﾄﾏｷｱ┤ﾒを使うことができる(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉﾄ ﾒｵﾌ ｱﾕ,ﾒｸ ﾄﾏｷｱ┤ﾒﾄ ｱﾉ ｻﾌﾌｲ 

 

 ｷﾉｱﾄ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから取り出す」である 

 

ｧｪｧ：咲：ｸﾉｵｴ┤ﾒ,ｸﾌｵｴ┤ﾒ 

 

 ふつうﾏｵﾉ。ﾏｵは植物。完了相は咲いた時点 

 

 ｸﾉｵｴ┤ﾒは「ﾏｵを咲かせる」である。ﾏｵﾉだと「咲く」。ふつうﾏｵﾉだが、園芸して咲かせる

場合はﾕﾄが人(ｧ) 

 



(ｧ) ﾉｵ ｸﾉｵｴ┤ﾒ ｳﾌﾏｵﾉ ﾌｸ ｹﾒｴﾉﾄ（私は毎年カモミールを咲かせる） 

 

 ｸﾌｵｴ┤ﾒは「ﾏｵを散らす」 

 

 

ｧｪｨ：占領：ｺﾉｵｱ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。ﾏｵは抽具。完了相は占拠した時点 

 

 ｺﾉｵｱ┤ﾒは「ﾏｵをｹﾕの量やﾄﾏｳｱの範囲だけ占領する」。ﾏｵは抽具だが、ふつう具象。物理的

に町を占領するという意味が本来である。だが、抽象的に「ﾏｵを占める」という意味もあ

る。割合でどれだけ占めるかを述べるのはｺﾉｵｱ┤ﾒである 

 ベッドが部屋の面積の何割を占めるか、得票が全票の何割を占めるかなど、物理的であ

るなしに関わらず割合の占有率を表わす。有生はﾕﾄにくるが無生はｲﾏｵにくる(ｧ)(ｨ)。但し

無生でもメタファーの場合はﾕﾄに来る(ｩ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ｺﾉｵｱ┤ﾌｵ ﾒﾒｱ ｹﾕ ﾄﾒｵﾉ ﾏｲｴｹﾉﾄ（株をｫｦ％占有している） 

(ｨ) ﾒｸ ｺﾉｵｱ┤ﾌｵ ﾂﾒｵｱ ｹﾕ ｲﾏｵﾉ ﾏｲｴｺﾉﾄ ｲﾏｵ ﾒｴｲ ＝ ﾂﾒｵｱ ﾌｱ ｺﾉｵｱ ｹﾕ ｲﾏｵﾉ ﾏｲｴｺﾉﾄ ｲﾏｵ ﾒｴ

ｲ（天気は雨にｧｦ％占領されている＝天気のｧｦ％は雨だ） 

(ｩ) ﾄﾏﾌｱ ｱﾕ ｺﾉｵｱ┤ﾌｵ ﾒﾒｱ ｹﾕ ｵﾏｵﾉ ﾏｲｴｺﾉﾄ（この会社は株のｭ割を占有している） 

 

 つまりｺﾉｵｱ┤ﾒは場所を占領する場合と割合を占める場合に分かれる 

 場所を占領するとは戦争で占領する場合だけでなく、その場所に陣取っている場合も表

わす。トイレを使っている場合、トイレを占領しているという。戦争でない占領にも日常

的に使える。(ｪ)は経過相ではない。入った時点で占領したことになるから完了相である。

よってその後の使用中は影響相になる 

 

(ｪ) ﾉｵ ｺﾉｵｱ┤ﾌｵ ｼﾒﾒｲ（トイレを使っています） 

 

ｧｪｩ：含：ｲﾉｶ┤ﾒ,ｲﾌｶ┤ﾒ 



 

 ﾏｵﾉあり。ﾏｵは抽具。完了相は含んだ時点 

 ｲﾉｶ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵでﾉﾄに含む」。含まれるものは抽具で良いが、含むものが集合のような

無生の場合はﾕﾄでなくｲﾏｵになる(ｧ)(ｨ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ｲﾉｶ┤ﾉ ﾄﾉ ﾉﾄ ﾉｵﾏ（彼を計画に含んだ） 

(ｨ) ﾒｸ ｲﾉｶ┤ﾒ ｳﾌﾏｵﾉ ﾉﾄ ｸﾌｵﾉ ＝ ｳﾌﾏｵﾉ ﾒｱ ｲﾉｶ ﾉﾄ ｸﾌｵﾉ（カモミールは花に含まれる） 

 

 ｲﾌｶ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵでﾌﾄから外す」である。含まないということである 

 

ｧｪｪ：変化：ｸﾉ┤ﾒ,ｸﾌ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。ﾏｵは抽具。完了相は変えた時点 

 

 ｸﾉ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに変える」である 

 ｸﾌ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄのままにする」である。ﾌﾄを取る点に注意(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ｸﾌ┤ﾉ ｼﾌﾄ ﾌﾄ ｽﾉﾀ（壁を赤のままにした） 

 

 ｸﾉ┤ﾒはあらゆるﾏｵを取れる。ﾏｵがﾉﾄの状態に変化することを表わす。変化の内容も何でも

良い。適応する範囲が広すぎるわりに抽象的な意味はない 

 人を取る場合も人をﾉﾄの状態に変化することを表わす。ﾉﾄの内容次第で何でも表わせる。

範囲が広い上に穿った意味はないので語法はあまり気にしなくとも良い。ただ、ナル言語

の日本語とは違うのであまりｸﾉ┤ﾒを多様しないように 

 

ｧｪｫ：存在：ｳﾉ┤ﾒ,ｳﾌ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾕﾄ抽具。ﾏｵ場所。完了相はあるといえるようになった時点 

 

 ｳﾉ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵにある」である。「いる」でも良い。実在するという意味とそこに存在す



るという意味の区別はない。ﾏｵは存在する場所である。それ以外は取らない。場所といっ

ても場所化した人も取れる 

 ﾕﾄは抽具。そこに存在するという意味では具象しか取れないが、実在するという意味では

抽象も取れる 

 完了相はあるといえるようになった時点。仮に人間が人間として存在すると認められる

境界線を出産時に決めるとすると、産まれた瞬間が完了相である。産んでいる過程が経過

相である。仮に人間が存在しはじめる時点を着床時だとすると、着床時に開始相となる。

そして出産した後の生きている時点は影響相である 

 このようにｳﾉ┤ﾒには相を求めることができるが、ふつうはアオリストで用いる 

 

ｧｪｫ：再度：ｾﾏﾏｴ┤ﾒ,ｸﾒ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵはふつう抽象。完了相はやり直した時点 

 

 ｾﾏﾏｴ┤ﾒは「ﾏｵをやり直す」である。ﾏｵはふつう抽象。戦争、試験、恋愛、結婚などを取

る。失敗したものや成果が気に食わないものをもう一度行うことを表わす 

 ﾏｵが具象を取ることもある。(ｧ)の解釈は文脈による。犯人だと思われる彼について調べ

るのをやり直すとか、醒めた恋人を見直そうとやり直すとか、見放した相手をもう一度試

してやろうとやり直すとか、様々である 

 

(ｧ) ﾉｵ ｾﾏﾏｴ┤ﾉ ﾄﾉ 

 

 ﾏｵは人だけでなく、物も取れる。たとえば石も取れる。解釈はやはり文脈による。石を

やり直すとはどういう場面か。化学の実験をしている場合か。或いは川に石を投げて遊ん

でいるときもう一度投げ直してみる場合か。いずれにせよ場面によって様々である 

 

 ｸﾒ┤ﾒは「ﾏｵを再び行う」である。詳細はｾﾏﾏｴ┤ﾒと同じである。では何が違うか 

 ｾﾏﾏｴ┤ﾒは「やり直す」である。ﾏｵについての失敗をなかったことにするためにもう一度

行うことである。ﾏｵを失敗したことを撤回するために行う 

 一方、ｸﾒ┤ﾒは「再び行う」である。前にﾏｵに失敗したかどうかは不明である。仮に失敗



していたとしてもそれを撤回しようというつもりがあるとは限らない。前回とは別件でも

う一度行うという意味である 

 ｾﾏﾏｴ┤ﾒは前回とは別件ではなく、あくまで前回分をもう一度行って記録を変えようとい

う意味である 

 ｾﾏﾏｴ┤ﾒとｸﾒ┤ﾒは同じﾏｵを取れる。ただ、ニュアンスの違いがあるだけである。たとえば

競走した後で、その結果が不服なので勝敗をなかったことにしてやり直す場合はｾﾏﾏｴ┤ﾒで

あるが、今回負けたので次回は勝とうと再戦する場合はｸﾒ┤ﾒである 

 ただ、フライングではじめからやり直しという場合はｾﾏﾏｴ┤ﾒしか使えない。途中でエラ

ーが起きて降り出しに戻る場合はｾﾏﾏｴ┤ﾒを使う 

 

ｧｪｬ：直：ﾌｶﾄ┤ﾒ,ｱﾒﾉ┤ﾒ,ｱﾒﾌ┤ﾒ,ｴﾉｹ┤ﾒ,ｴﾌｹ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは抽具。ﾉﾄは結果。完了相は直した時点 

 

 ﾌｶﾄ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに修正する」 

 ｱﾒﾉ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに正しくする」 

 ｱﾒﾌ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに不正にする」 

 ｴﾉｹ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに新しくする、更新する」 

 ｴﾌｹ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに古くする」 

 

 ﾌｶﾄ┤ﾒは細かい間違いや変更を修正すること。ﾏｵは間違いや変更を持ちうるものなら何で

も良い。化粧、計算、顔、日取など、何でも良い 

 ｱﾒﾉ┤ﾒは正しくはないか或いは不正であるものを正しくすること。変更する場合には使え

ない。ｱﾒﾌ┤ﾒはその逆 

 ｴﾉｹ┤ﾒは新旧を改めることである。間違いや正不正の問題ではない 

 

ｧｪｭ：交換：ｷﾕｱ┤ﾒ 

 

 ｎ対の中心形の中では珍しく頻度が高い 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは具象。完了相は交換成立時 



 ｷﾕｱ┤ﾒは「ﾏｵをｷﾕｱと交換する。相手はﾏｲ」である。ﾏｵは具象。ｷﾕｱは交換対象。ﾏｲは交換

相手(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ｷﾕｱ┤ﾉ ｸﾌﾌｲ ﾉﾄ ｼﾒｿｴ ﾏｲ ﾄﾉ（彼と、リンゴとバナナを交換した） 

 

ｧｪｮ：死生：ｶﾉﾀｱ┤ﾒ,ｶﾌﾀｱ┤ﾒ,ｶﾏﾀｱ┤ﾒ,ｴﾏｱ┤ﾒ,ｴﾒｱ┤ﾒ,ｹﾉｵｴ┤ﾒ,ｹﾌｵｴ┤ﾒ,ｷﾉﾄｴ┤ﾒ,ｷﾌﾄｴ┤ﾒ 

 

 ｶﾉﾀｱ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵの時間や様態で生まれる」である。ｶﾌﾀｱ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵの時間や様態で生

きる」である。ｶﾏﾀｱ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵの時間や様態で死ぬ」である 

 これらは非ﾏｵﾉ。完了相は生まれた時点と死ぬ時点である。ｶﾌﾀｱ┤ﾒの完了相はそのﾏｵの生

き方を止めた時点である。必ずしも死ではない。開始相も必ずしも誕生ではない 

 (ｧ)は「私は贅沢に生きた」で、贅沢な生き方が終わったことを表わす。死んだとは限ら

ない。単にそういう生き方を止めただけかもしれない 

 

(ｧ) ﾉｵ ｶﾌﾀｱ┤ﾌｲ ｾﾏｺ 

 

 ﾏｵには方法や原因も取れる。ｶﾉﾀｱ┤ﾒは風呂場出産を取れるし、ｶﾏﾀｱ┤ﾒは絞首刑を取れる 

 

 ｴﾏｱ┤ﾒは「ﾏｵを産む」で、ｴﾒｱ┤ﾒは「ﾏｵを殺す」である。ﾏｵは人。非ﾏｵﾉ。完了相は産んだ

時点 

 ではｶﾉﾀｱ┤ﾒ,ｶﾏﾀｱ┤ﾒとの違いは何か。ｶﾏﾀｱ┤ﾒは死であり、死ぬことに焦点が当たる。誰が

息の根を止めたかということは考えず、死の様態がﾏｵになる。誰かに殺されるという人間

関係ではなく、個人が他人と関係なくどう死ぬかということを表わしている 

 ｴﾒｱ┤ﾒは殺すであり、ﾕﾄがﾏｵの息の根を止めたことに焦点が置かれる。ｶﾏﾀｱ┤ﾒは人が死ん

だことであり、殺した人が仮にいても焦点化されない。いてもいなくても言語の上では大

差ないことである。だがｴﾒｱ┤ﾒは誰が誰を殺したかを明示する 

 日本語で「息子を戦争で死なせた」というが、これはｴﾏｴ┤ﾒを使ってはならない。死ぬよ

うに仕向けたという意味になってしまうからである。ｸﾌﾒ ｴﾒｱ┤ﾉ ｾﾕというように受動態を

使うのが自然である 

 また、ｴﾒｱ┤ﾒはﾏｵﾉがある(ｨ)。殺したのが人でなく無生の場合に使う 



 

(ｨ) ﾒｸ ｴﾒｱ┤ﾉ ﾄﾉ ｲﾏｵ ﾌﾀﾒ ＝ ﾄﾉ ﾉｱ ｴﾒｱ ｸﾉｵ ﾌﾀﾒ 

 

 ｹﾉｵｴ┤ﾒは「ﾏｵを妊娠する」。ｹﾌｵｴ┤ﾒは「ﾏｵを出産する」である 

 ところで、ｴﾏｱ┤ﾒとｹﾌｵｴ┤ﾒの違いは何か。ｴﾏｱ┤ﾒは産むという意味だが、直接出産を表わ

すわけではない。産むのに関わった人物、即ち母だけでなく父も取ることができる 

 つまりｴﾏｱ┤ﾒのﾕﾄはは父でも良い。だがｹﾌｵｴ┤ﾒできるのは母だけである 

 

 ｷﾉﾄｴ┤ﾒは「ﾏｵについて生き残る、勝ち残る」である。ﾏｵは抽具。イベントを主に取る 

 ｷﾌﾄｴ┤ﾒは「ﾏｵについて生き残れない」 

 非ﾏｵﾉ。完了相は生き残った時点 

 これらは文字通り生き残るという意味の他に、試験や試合などに勝ち残ったり脱落した

りという意味もある 

 

 

ｧｪｯ：生起：ｴﾏｹ┤ﾒ,ｴﾒｹ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは無生か抽象。完了相は起こした時点 

 ｴﾏｹ┤ﾒは「ﾏｵを起こす」。ｴﾒｹ┤ﾒは「ﾏｵを消す、なくす」。ﾏｵは無生か抽象なので、火事、

雨、会議、委員会などを取る。会議の場合、ﾉｴ┤ﾒと何が違うか。ﾉｴ┤ﾒは会議を開くだが、

ｴﾏｹ┤ﾒはそもそも無い状態から会議を発足するという意味である 

 ｴﾏｹ┤ﾒは生きていないものを存在させるようにすることである。ｴﾒｹ┤ﾒはその逆である。

単にﾏｵの機能をなくすだけならﾄﾌｹ┤ﾒを使う 

 ｴﾒｹ┤ﾒの場合、ﾏｵが見えなくなるか、極めて見づらい状態にするときに使う。火を消す場

合は見えなくなるのでｴﾒｹ┤ﾒである。氷を粉々に吹き飛ばした場合、破片が見づらいので砕

くだけでなく消したともいえる 

 尚、ｴﾒｹ┤ﾒは人も取れることがある。人を爆弾で吹き飛ばす場合は破片しか残らないので

極めて見づらい状態である。このような場合、人を消したといえる。また、魔法などで姿

を消した場合もｴﾒｹ┤ﾒといえる。ｴﾒｹ┤ﾒには見えなくなるという要素もあるということであ

る 



 

ｧｫｦ：有名：ｳﾉｻ┤ﾒ,ｳﾌｻ┤ﾒ,ｻﾏｱﾉ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは抽具。ﾉﾄは人か場所。完了相は有名にした時点 

 

 ｳﾉｻ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄの間で有名にする」である 

 ｳﾌｻ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄの間で無名にする」 

 ｻﾏｱﾉ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄの間で話題にする」である。話題になってそのことについてﾉﾄに喋らせ

たり人気を出させたりすることである 

 

ｧｫｧ：充足：ｲﾉｳ┤ﾒ,ｲﾌｳ┤ﾒ,ｲﾏｳ┤ﾒ,ｲﾒｳ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。ﾏｵ抽具。ｲﾏｵ材料、道具。完了相は満足にした時点 

 

 ｲﾉｳ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵでﾉﾄに充足度ｧｦｦ％にする」である。ﾏｵが必要とする充足度をｧｦｦ％に

してやることである。ﾉﾄは受取人や場所 

 ｲﾌｳ┤ﾒは充足度が高いことを、ｲﾏｳ┤ﾒは少ないことを、ｲﾒｳ┤ﾒはｦ％であることを表わす 

 何の充足度であるかは文脈で判断する。充足度が考えられるようなものなら何でも良い。

ガソリンをタンクに満タンにする場合はもちろん、心を悲しみで一杯にするというような

比喩的な場合も表わせる 

 

ｧｫｨ：残：ｴﾏﾂ┤ﾒ,ｴﾒﾂ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉ。ﾏｵは抽具。完了相は残した時点 

 

  余分という意味である。１０人いるのに１２個ケーキがあったら２個があまり、ｴﾏﾂにな

る。１００ｇの米があるのに８０しか食べなくて後は残飯になったらその残りの２０はｴﾏﾂ

である。前者は日本語では余り、後者は残りというが、アルカではどちらもｴﾏﾂ 

 彼を残して死ぬ（ｶﾏﾀｱ┤ﾒ ｴﾉ ﾄﾉ）というような置いてけぼりにするという意味はない。ケ

ーキを残しておいてやる（ｾﾒﾄｳ┤ﾒ ｳﾌｻﾄ）という意味もない。遺産を残して死ぬ（ﾒﾀﾌｴ┤ﾒ ｹ



ﾏﾉ）という意味もない 

 尚、足りるという意味ではない。足りるは充足率が１００％のことなのでｲﾉｳである。ｴﾏ

ﾂは必要な分を超えた場合を指す。ｴﾒﾂは逆にそれに満たないことを指す 

 

ｧｫｩ：傾：ｱﾏｲ┤ﾒ,ｱﾏｲｸ┤ﾒ,ｵﾌｲｴ┤ﾒ,ｵﾉｲｴ┤ﾒ,ﾀﾒﾄ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。ﾏｵは具象。ﾉﾄは方向、終点。完了相は傾けた時点 

 

 ｱﾏｲ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに傾ける」。抽象的な意味はない。倒してはいけない。傾けるだけである。

手で支えながら傾けても良いし、斜塔のように支えなしで傾いても良い(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ｱﾏｲ┤ﾉ ｻﾉｻ ﾉﾄ ﾄﾌﾏ（手前にコップを傾けた） 

 

 ｱﾏｲｸ┤ﾒは「ﾏｵをｹﾕだけの角度を与える」。数学で使う。日常的にはあまり使わない。棒を

板に対して直角にしてとかｪｫ度にしてなどといった指示ならば日曜大工などで使いうる 

 

 ｵﾌｲｴ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに倒す」である。倒さねばならない。どう倒したかはｾﾕﾄで示す。ｵﾌｲ┤

ｴﾒをﾏｵを地面に倒すことである。地面は水平でなくて坂でも良い 

 ﾏｵを倒すにはﾏｵがふつう人のようにある程度の高さを持っている。横に寝かせた定規は

倒せない 

 そもそも形態的に倒せないものは倒せない。ボールは倒せない。丸いからである。紙も

倒せない。平たく高さがないからである。だが、箱は倒せる。但し向きが変わる。別の面

が上を向く 

 

 ｵﾉｲｴ┤ﾒは「ﾏｵをﾌﾄから起こす」。人も取れる。再帰形あり(ｨ)。ふつう起床時には毎朝(ｨ)

を行う 

 

(ｨ) ﾉｵ ｵﾉｲｴ┤ﾉ ﾌﾄ ｸﾏｲｱ 

 

 ﾀﾒﾄ┤ﾒは「ﾏｵをよろめかせる」である。ﾏｵはふつう人。酒（ｲﾏｵ）を使ってよろめかせたり、



殴ることによって（ｾﾕﾄ）よろめかせたりする。倒れるまではいかない。ふらふらの段階で

ある 

 ﾀﾒﾄ┤ﾒは物も取れる。立っているもの、とりわけぐらぐらしやすい棒などを指でつんと押

してよろめかせる場合などに使う 

 

ｧｫｪ：丸：ｼﾉﾏ┤ﾒ,ｻﾌｲﾉ┤ﾒ,ｻﾌｲﾌ┤ﾒ 

 

 ｼﾉﾏ┤ﾒは「ﾏｵの拳を丸める」こと。再帰頻発。手を握って拳を作ることである。非ﾏｵﾉ。

完了相は丸めた時点 

 

 ｻﾌｲﾉ┤ﾒは「ﾏｵに丸まりを持たせる」。とがっているものを丸めるという意味である。ﾏｵﾉ

あり。完了相は丸めた時点。抽象的な意味はない。鉛筆を使って先を丸めたり、髪が切っ

てから時間がたって丸まったり、ペンの先がつぶれて丸くなったりといった場合に使う 

 ｻﾌｲﾌ┤ﾒは「ﾏｵを尖らせる」である 

 

ｧｫｫ：潰：ｼﾉｸｼ┤ﾒ,ｺﾕｳ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ具象。完了相は潰した時点 

 

 ｼﾉｸｼ┤ﾒは「ｲﾏｵでﾏｵを擂る」。すりつぶすという意味である。ﾏｵはふつう食材が来る。大

根をおろす場合も使える。ｼﾉｸｼ┤ﾒはｲﾏｵにﾏｵを擦り付け、摩擦の衝撃によって削るように潰

すことである 

 

 ｺﾕｳ┤ﾒは「ｲﾏｵでﾏｵを潰す」である。ﾏｵは具象。日常的には液体と気体は潰せない。仮に

潰すというなら圧縮するといった程度の比喩になる。固体は何でも潰せる。ダイヤのよう

に硬いものでも潰そうという動作を行うことはできる。また、半分液体であるゼリーも潰

せる 

 

ｧｫｬ：凸凹：ｴﾉｲｴ┤ﾒ,ｴﾌｲｴ┤ﾒ,ｹﾉｳ┤ﾒ,ｹﾌｳ┤ﾒ,ｹﾌﾏｵ┤ﾒ,ｹﾌﾒｵ┤ﾒ,ﾉｲｴ┤ﾒ,ﾌｲｴ┤ﾒ 

 



 非ﾏｵﾉ。完了相は平らにした時点 

 

 ｴﾉｲｴ┤ﾒは「ﾏｵを平らにする」。表面の凹凸をなくすことである 

 ｴﾌｲｴ┤ﾒは「ﾏｵを凸凹にする」 

 ｹﾉｳ┤ﾒは「ﾏｵをざらざらにする」。ｴﾌｲｴ┤ﾒはふつう目に見える凹凸であるが、ｹﾉｳ┤ﾒは目

に見えないか見えづらい小さな突起の集まりが作るものである。タオルは糸による輪状の

小さいな突起が無数に集まってあのざらざらした感触を作っている。これは山道のように

目に見える凹凸ではない。このようなときにｹﾉｳ┤ﾒを使う 

 ｹﾌｳ┤ﾒは「ﾏｵをつるつるにする」。小さな突起をなくすことである。削ったり剥いだりと、

方法は何でも良い 

 ｹﾌﾏｵ┤ﾒは「ﾏｵをぎざぎざにする」。歯車やのこぎりの歯のように無数の刻み目がある状態

にすること。歯車やのこぎりのように、面でなく線に近い面についていうことが多い。紙

がぎざぎざという場合、面積の大きい表面部がぎざぎざなのではない。端の部分、紙の厚

みの部分がぎざぎざしていることを表わす。板ガムを包む銀紙がたまにこういう形をして

いる 

 ｹﾌﾒｵ┤ﾒは「ﾏｵのぎざぎざをとる」。丸みを帯びてつるつるにすることである 

 ﾉｲｴ┤ﾒは「ﾏｵを滑らかにする」である。ﾏｵは抽具。物を取る場合、摩擦がなく滑らかにす

ることである。水道管につまったゴミを取って水が滑らかにつかえずに出るようにする場

合はﾉｲｴ┤ﾒである 

 道路を取る場合、渋滞や人ごみを解消するという意味である。人はふつう取らない 

 試験や思考などを取ると試験や思考を問題なくつかえることないものにするという意味

になる 

 ﾌｲｴ┤ﾒは「ﾏｵをぎこちなくする」である。人との関係がぎこちないという意味では使えな

い。ぎこちない動作や演技など、人以外の物事に対して使う 

 

ｧｫｭ：開閉：ｽﾏｸ┤ﾒ,ｽﾒｸ┤ﾒ,ﾀﾏｼ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。完了相は開けた時点 

 

 ｽﾏｸ┤ﾒは「ﾏｵを開く」。ﾏｵはドアなど。押す引くスライドする回転するなど、何でも良い。



ただ、回転式は回すともいえる。脚も開ける。腕も開ける。目、口も開ける。手術で切開

する場合も使える 

 つまり、狭くなっているものを広くする場合に使うことができる。その意味ではｹﾏｲ┤ﾒに

近い。尚、抽象的な意味はない 

 ｽﾒｸ┤ﾒは「ﾏｵを閉じる」 

 ﾀﾏｼ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで閉じる、蓋をする」である。蓋をできる場合にしか使えない 

 

ｧｫｮ：増減：ｷﾉｺ┤ﾒ,ｷﾌｺ┤ﾒ,ｹﾉ┤ﾒ,ｹﾌ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。完了相は増やした時点 

 

 ｷﾉｺ┤ﾒは「ﾏｵをｹﾕだけ増やす」。ﾏｵは数えられるものや計れるものなら何でも良い。飴の

数は勿論、水でもメルバなどの単位を伴えば数えられるので増やせる。出来事の数でも良

い。したがってﾏｵは抽具 

 ｷﾌｺ┤ﾒは「ﾏｵをｹﾕだけ減らす」 

 

 ｹﾉ┤ﾒは「ﾏｵを多くする」。量はｹﾕで表わせる。ではｷﾉｺ┤ﾒと何が違うか。ｷﾉｺ┤ﾒは数を増や

すことしか表わさない。増やした結果多くなるかどうかは分からない 

 飴がｧｦ個ほしいのにｧ個しかないときを考える。ｨ個増やして計ｩ個になった場合、それは

確かに増えたといえるが多くなったとはいえない。しかしｨｦ個増やしてｨｧ個にすれば増や

したと同時に多くしたともいえる。その結果、充足度と対照して多いかどうかを見るのが

ｹﾉ┤ﾒである。ｹﾉｺ┤ﾒは充足度は考えない。一つでも増えればｷﾉｺ┤ﾒである 

 尚、結果として多ければｹﾉ┤ﾒといえるか。それは言えない。結果として多い状態を繋詞

でｹﾉということはできる。だが、動詞は多くするという動作なのでｹﾉ┤ﾒは使えないことが

ある 

 たとえば上の状況でｨｧ個の飴があるとき、ここからｧ個飴を減らす。すると計ｨｦ個である。

この一つ取るという動作は減らしているので多くするという動作ではない。だからｹﾉ┤ﾒと

はいえない。だが、ｨｦ個という結果状態は充足度に対して多いといえる。したがってｱﾕ ﾌｱ 

ｹﾉとはいえる 

 



 ｹﾌ┤ﾒは「ﾏｵを少なくする」。詳細はｹﾉ┤ﾒ。ｷﾌｺ┤ﾒとの関係もｹﾉ┤ﾒとｷﾉｺ┤ﾒの関係である 

 

ｧｫｯ：上下：ｽﾉ┤ﾒ,ｽﾌ┤ﾒ,ﾉｺﾒﾄ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。完了相は上げた時点。もうこれ以上上げる動作をしないという時点 

 

  ｽﾉ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに対して上の位置にさせる」という空間的な意味でしかない。ｽﾌ┤ﾒは下に

なってだけ 

 

 ﾉｺﾒﾄ┤ﾒは「ﾏｵを舞い上げる」である。ﾏｵﾉだと舞い上がる。ﾏｵは葉など、舞い上がるもの。

人も台風などで舞い上がるので取れる 

 尚、日本語と違って気分が高揚するという意味はない 

 

ｧｬｦ：延伸：ｷﾉﾀ┤ﾒ,ｷﾌﾀ┤ﾒ,ｷﾉﾀｳ┤ﾒ 

 

 ｷﾉﾀ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに伸ばす」。ﾉﾄは方向。ﾏｵは伸ばせる具象なら何でも良い。腕は勿論、餅、

ガム、唇など、大抵は引っ張って伸ばせるものである 

 伸ばすとは引っ張ったりして張ったり長くしたりすることである。髪や腕の場合は構造

上長くなるのではなく張るという意味である。ガムなどは長くなるという意味である 

 したがって日本語では髪を伸ばすといえるが、アルカで髪を伸ばすというと髪を引っ張

ってピーンとさせることである。ハードジェルでツンツンした髪にする場合、伸ばして固

めるといえる。尚、髪を長くするという意味で伸ばすという場合はｷﾉﾀ┤ﾒでなくｷﾏｵを使う 

 ｷﾌﾀ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに縮める」。詳細はｷﾉﾀ┤ﾒ 

 

 ｷﾉﾀｳ┤ﾒは「ﾏｵをストレッチする」。ﾏｵは人か身体部分を取る。人をﾏｵにして身体部分をｱﾏ

ｱにすることもできる。ｷﾉﾀ┤ﾒよりも健康目的、準備体操目的の意識が強い。猫が伸びをす

る場合にも使える 

 通常、健康目的なのでｷﾉﾀ┤ﾒより時間が長く、じっくり行う 

 

ｧｬｧ：強調：ｿﾉｴ┤ﾒ,ｿﾌｴ┤ﾒ 



 

 ﾏｵﾉあり。ﾏｵは抽具。完了相は強調した時点 

 

 ｿﾉｴ┤ﾒは「ﾏｵを強調する」である。ﾏｵはあらゆる抽具である。既に目立っているものを更

に目立たせても良いし、目立たないものを目立たせても良い。とにかくそれと人に分かり

やすくするように目立たせて強調することである 

 文字や絵なら可視なので色や枠や書体や太さなどを駆使して目立たせることである。声

や音ならプロミネンスやアクセントやイントネーションを駆使して目立たせることである。

全く形のない音もない思想のようなものでも強調できる。その思想が正しいとか間違って

いるとか、とにかくその思想について他の話題よりも大きく取り上げればｿﾉｴ┤ﾒといえる 

 

 ｿﾌｴ┤ﾒは逆に「ﾏｵを目立たなくする」である。強調しないというより、むしろ埋没させる

ことである 

 プラスの方向からあまりに下げてマイナスにまで食い込んでしまうとマイナスであるこ

とが今度はかえって目立つのでｿﾌｴ┤ﾒではない。プラスをゼロにして存在感をなくすことで

ある 

 

ｧｬｨ：良悪：ﾉﾏ┤ﾒ,ﾉﾒ┤ﾒ,ﾀﾉｹ┤ﾒ,ﾀﾌｹ┤ﾒ,ﾉﾀ┤ﾒ,ﾌﾀ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ抽具。完了相は良くした時点 

 

 ﾉﾏ┤ﾒは「ﾏｵを良くする」。何らかの形でﾏｵを良くすれば全て当てはまる。ﾏｵが良悪の基準

に当てはまるものなら何でも良い。実際、全て例外なく良悪の基準を当てはめられるだろ

う。数字のｧは良いｧといわれても一見ピンとこないが、字として綺麗なｧなどという解釈も

文脈によって可能である 

 いずれにせよﾉﾏ┤ﾒはﾏｵを良くすることである。良いというのは主観的なもので、誰かが

勝手に設ける基準である。誰かが多数であればその価値観が常識となる。常識外れの人間

が勝手に決めた価値観でもその人の中では良いといえる 

 何かの基準があり、それを越えることが望ましいとき、越えているものを良いという。

これがﾉﾏ┤ﾒの基本的な概念である 



 

 ﾉﾒ┤ﾒは「ﾏｵを悪くする」である。詳細はﾉﾏ┤ﾒ。人も物も抽象も取れる。解釈は文脈によ

る。ひとえに人を悪くするといってもどういう意味かは分からない。文脈で判断するのみ

である 

 これは形容詞でも同じで、悪い人といっても具体的にどういう面で悪いのか分からない 

 

 ﾀﾉｹ┤ﾒは「ﾏｵの価値を高める」である。ﾏｵを良質なものにすることである。ﾏｵは人でも物

でも良い。抽象でも良い。ﾏｵに価値を想定したとき、その価値が高いようにすることであ

る 

 ﾀﾌｹ┤ﾒは「ﾏｵの価値を低める」。価値をなくすことである 

 

 ﾉﾀ┤ﾒは「ﾏｵを完全にする」である。ﾏｵに進捗度や完成度を仮定したとき、その度合いを

ｧｦｦ％か限りなくそれに近い値にすることである。進捗度や完成度が考えられるものには何

でも使うことができる 

 ﾌﾀ┤ﾒは「ﾏｵを不完全にする」。こちらは上の度合いをｦ％かその近似値にすることである 

 

ｧｬｩ：優劣：ｽﾉｳ┤ﾒ,ｽﾌｳ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ抽具。完了相は優劣をつけた時点 

 

 ｽﾉｳ┤ﾒは「ﾏｵをｱﾏｱに関して優れたものにする」。ｱﾏｱは比較対象かﾏｵが属す集合を取る。

ﾏｵにｱﾏｱに対する優劣を与えるときに使う。ｱﾏｱがないときが文脈から判断できるか、或い

は一般と比べてという意味である 

 ｽﾉｳ┤ﾒはｱﾏｱ或いは一般と比べて優れているわけである。必ずしも良質とは限らない。比

較対象が劣悪なら良いとはいえない 

 優れているというのは何かと比べて良いということである。良いについてはﾉﾉｱ┤ﾒを参照 

 

 ｽﾌｳ┤ﾒは「ﾏｵをｱﾏｱに関して劣ったものにする」 

 

ｧｬｪ：振舞：ﾄﾉｷｱ┤ﾒ,ﾄﾌｷｱ┤ﾒ,ｾﾕｵﾉｵ┤ﾒ,ｾﾕｵﾌｵ┤ﾒ,ｱﾏﾄｴ┤ﾒ,ｱﾒﾄｴ┤ﾒ 



 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは人。完了相は上品にした時点。再帰頻発 

 

 ﾄﾉｷｱ┤ﾒは「ﾏｵを上品にする」。ﾄﾌｷｱ┤ﾒは下品 

 ｾﾕｵﾉｵ┤ﾒは「ﾏｵを優雅にする」。ｾﾕｵﾌｵ┤ﾒは粗野 

 ﾄﾉｷｱ┤ﾒとｾﾕｵﾉｵ┤ﾒの違いは何か。ﾄﾉｷｱ┤ﾒは精神的、内面的な上品さである。高い教養や高

い倫理観、高尚なマナーや作法や喋り方や振舞い方をわきまえていることである。一方、

ｾﾕｵﾉｵ┤ﾒは見た目重視である。肉体的、外見的な上品さである。服装や挙動、物腰、態度な

どについていう 

 ﾄﾉｷｱ┤ﾒとｾﾕｵﾉｵ┤ﾒは重複する面もある。喋り方や態度などはどちらにもいえることである。

ただﾄﾉｷｱな態度は内面的なもので、目に見えないが何となく上品だと感じる態度に使う。ｾ

ﾕｵﾉｵな態度は外見的なもので、スカートのたなびかせ方や座り方など、目に見えるところ

で上品だと感じる態度に使う 

 人と話していて特に向こうが上品なそぶりも見せないのにこちらが何となく上品な人だ

と思う場合、それはﾄﾉｷｱである 

 

 ｱﾏﾄｴ┤ﾒは「ﾏｵを正々堂々とさせる」。卑怯でなく倫理をわきまえ、人道にそむかず、約束

を守る態度である 

 ｱﾒﾄｴ┤ﾒは「ﾏｵを卑怯にする」。自分に好都合なことは倫理や人道や約束に背いても得よう

とする態度である 

 

ｧｬｫ：巧拙：ﾉｳｲ┤ﾒ,ﾌｳｲ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ抽具。完了相は得意になった時点 

 

 ﾉｳｲ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに対して得意にする」。ﾌｳｲ┤ﾒは苦手にする 

 ﾏｵに習得度というものを考えたとき、ﾉｳｲは習得度が高いことを表わし、ﾌｳｲは低いこと

を表わす 

 字の巧さ、リスニング・スピーキングの巧さ、人心の掴み方、スポーツ、絵、音楽など、

多彩に使える 



 

ｧｬｬ：広長：ｽﾉｵ┤ﾒ,ｽﾌｵ┤ﾒ,ｷﾏｵ┤ﾒ,ｷﾒｵ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。ﾏｵは具象。完了相は広げた時点 

 

 ｽﾉｵ┤ﾒは「ﾏｵを広げる」。ｽﾌｵ┤ﾒは狭める。面積にしか使えない 

 ｷﾏｵ┤ﾒは「ﾏｵを長くする」。ｷﾒｵ┤ﾒは短くする。物理的には長さにしか使えない。線の長さ、

面積を構成する辺の長さ、体積を構成する辺の長さである 

 抽象的には時間の長さである。要するにｷﾏｵ┤ﾒは延長である 

 

ｧｬｭ：膨萎：ｷﾉｼ┤ﾒ,ｷﾌｼ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。ﾏｵ具象。完了相は膨張した時点 

 

 ｷﾉｼ┤ﾒは「ﾏｵを膨らませる」。ﾏｵは三次元体だけを取る。借金など、抽象的なものは膨ら

まない。道具はｲﾏｵで表わす。自転車のタイヤに空気入れで空気を入れる場合、空気入れも

空気も道具になれる。膨らませるために使う気体もｲﾏｵに取れる 

 尚、道具は気体でなくても良い。液体を球の中に入れ、液体の中に熱を出す化合物を入

れておく。自動的に徐々に液体の温度は高まり、その熱によって膨張が起こる。この場合

気体ではなく液体か或いは化合物という固体で膨張を起こしたといえる 

 ｷﾌｼ┤ﾒは「ﾏｵを萎ませる」 

 

ｧｬｮ：張弛：ｳﾏｲｱ┤ﾒ,ｳﾒｲｱ┤ﾒ,ｹﾉｲ┤ﾒ,ｹﾌｲ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。ﾏｵは具象。完了相は弛緩した時点 

 

 ｳﾏｲｱ┤ﾒは「ﾏｵを縮れさせる」。ｳﾒｲｱ┤ﾒは「ﾏｵを皺にする」 

 ｹﾉｲ┤ﾒは「ﾏｵを張らせる」。ｹﾌｲ┤ﾒは「ﾏｵを弛ませる」 

 

 ｳﾏｲｱはｳﾒｲｱの集まりである。縮れは皺がいくつも寄り集まって縮まったものである。ど



ちらも二次元、三次元に使える。紙を少し折れ目をつけたくらいでは皺であるが、無数に

皺を与えるとその紙は縮れた紙といえる 

 髪の毛は皺にできるが、皺程度では目立たないのでふつうｳﾏｲｱの段階で問題にされる。

だから皺の髪というのはふつう言表されず、縮れ髪が言表される。逆に顔の場合、一本の

皺でも問題になる。ゆえに顔の皺についてはｳﾒｲｱが使われる。顔にｳﾏｲｱということもでき

るが、老人のように皺くちゃになった顔をいう。したがってｳﾏｲｱは皺くちゃにするという

意味もある 

 ｹﾉｲ┤ﾒはピーンと張った状態にすることである。ｹﾌｲ┤ﾒはその逆で、ダラーンとした状態

にすることである。二次元にも三次元にも使える。人にも物にも使える。顔や腕の筋肉を

弛ませられる 

 

ｧｬｯ：強弱：ﾉｶｵ┤ﾒ,ﾌｶｵ┤ﾒ,ｺﾉﾉｶ┤ﾒ,ｺﾉﾌｶ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ抽具。完了相は強くした時点 

 

 ﾉｶｵ┤ﾒは「ﾏｵを強くする」。ﾌｶｵ┤ﾒは弱くする。ﾏｵは抽具で、強弱を求められるものなら何

でも良い。広範囲なﾏｵを取れる。解釈は文脈による 

 

 ｺﾉﾉｶ┤ﾒは「ﾏｵを迫力あるものにする」。ｺﾉﾉｶは迫力ある様子。それに変えることである。

音楽や声などの聴覚的なものから、大きさや色使いなどの視覚的なものまで取れる。嗅覚

触覚味覚は迫力と無縁。つまり音か見た目である。人も取れる。その人の態度が迫力ある

ようにすることである 

 ｺﾉﾌｶ┤ﾒは「ﾏｵを迫力ないものにする」。ちんけなものにするという意味である 

 尚、これらは再帰頻発である 

 

ｧｭｦ：早遅：ｶﾉﾁ┤ﾒ,ｶﾌﾁ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。ﾏｵは抽具 

 

 ｶﾉﾁ┤ﾒは「ﾏｵを時間より早く行う」。遅刻の反対である。ﾏｵは抽具で、授業を取るなら授



業前に教室に到着したことを表わす 

 ｶﾌﾁ┤ﾒは「ﾏｵに遅刻する」。授業やデート、会合などイベントを取る。人も取れる。その

人との約束に遅れたという意味である 

 

ｧｭｧ：害毒：ｻﾌｱﾉ┤ﾒ,ｻﾌｱﾌ┤ﾒ,ｺﾉﾉﾄ┤ﾒ,ｺﾉﾌﾄ┤ﾒ,ｺﾉｸ┤ﾒ,ｺﾌｸ┤ﾒ 

 

 授受構文。非ﾏｵﾉ。ﾏｵは与えるもので、抽具。ﾉﾄは受取人。完了相は与えた時点 

 

 ｻﾌｱﾉ┤ﾒは「ﾏｵという薬をﾉﾄに与える」。ﾏｵは薬の名や内容 

 ｻﾌｱﾌ┤ﾒは「ﾏｵという毒をﾉﾄに与える」。服毒させるである。毒を盛るといっても良い 

 ｺﾉﾉﾄ┤ﾒは「ﾏｵという害をﾉﾄに与える」。ﾏｵは害の内容で、抽具 

 ｺﾉﾌﾄ┤ﾒは「ﾏｵという無害をﾉﾄに与える」。ﾏｵは無害の内容。殆ど動詞として使うことはない。

尚、「何かを無害にする」はｺﾉﾌﾄ┤ﾒではなく、ｸﾉ┤ﾒ ｳﾒ ﾉﾄ ｺﾉﾌﾄである 

 ｺﾉｸ┤ﾒは「ﾏｵという利益をﾉﾄに与える」 

 ｺﾌｸ┤ﾒは「ﾏｵという損害をﾉﾄに与える」 

 

ｧｭｨ：複雑：ｴﾏｸ┤ﾒ,ｴﾒｸ┤ﾒ,ｳﾏｻ┤ﾒ,ｳﾒｻ┤ﾒ,ｹﾉｼ┤ﾒ,ｹﾌｼ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。ﾏｵ抽具。完了相は複雑にした時点 

 

 ｴﾏｸ┤ﾒは「ﾏｵを複雑にする」。仕組みや体系が複雑なこと。問題などの抽象から髪型のよ

うな具象も取れる 

 ｴﾒｸ┤ﾒは「ﾏｵを単純にする」 

 

 ｳﾒｻ┤ﾒは「ﾏｵを難しくする」。ｴﾏｸ┤ﾒと違って難易度が高いことを表わす。ｳﾒｻなら大抵ｴﾏ

ｸといえるが、同一ではない。フェルマーの定理は問題としては非常に単純であるが、難易

度は極めて高い。このような場合、ｳﾒｻではあってもｴﾏｸではないといえる。ゆえに両者は

同一ではない 

 ｳﾏｻ┤ﾒは「ﾏｵを簡単にする」 

 



 ｹﾉｼ┤ﾒは「ﾏｵを面倒にする」。難しいとか複雑だということではない。労力がかかること

である。しかも大抵は難しくない単純作業の場合に使う。労力がかかる上に退屈である。

このような場合に面倒だということでｹﾉｼという 

 ｹﾌｼ┤ﾒは「ﾏｵを簡単にする」。ｳﾏｻは難易度が低いという意味だが、ｹﾌｼは面倒くさくない

という意味である。労力がかからず、時間もかからない。更に場合によっては退屈でさえ

ないかもしれない 

 

ｧｭｩ：基本：ﾁﾏｲ┤ﾒ,ﾁﾒｲ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ抽具。完了相は基本にした時点 

 

 ﾁﾏｲ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに応用する」。ﾏｵは抽具で、応用されるもの。ﾉﾄが結果物を取る。「知識を

商品化する」という場合、知識を応用して商品にするわけだからﾁﾏｲ┤ﾒ ﾄﾒｳﾕ ﾉﾄ ﾉｱｸﾏｵとす

る。ﾏｵは抽象だけでなく人でも良い。彼の何かを応用してﾉﾄにすることである 

 ﾁﾒｲ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄという基本にする」。ﾏｵは基本化されるもの。ﾉﾄは結果物。ﾁﾏｲ┤ﾒの反対で

ある。元々基本でないﾏｵを基本にするという意味である 

 

ｧｭｪ：振揺：ｸﾉｺ┤ﾒ,ﾃﾉﾉｵ┤ﾒ,ﾃﾉｴｱ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。完了相は揺らした時点 

 

 ｸﾉｺ┤ﾒは「ﾏｵを揺らす」。ﾃﾉﾉｵ┤ﾒも「ﾏｵを揺らす」である。違いは何か。ｸﾉｺ┤ﾒは小刻みに

揺れることで、グラグラその場で揺れたり貧乏ゆすりする場合に当たる。地震の揺れ方も

ｸﾉｺ┤ﾒである 

 ﾃﾉﾉｵ┤ﾒは振り子のようにゆっくりといくらかの距離を行ったり来たりすることである。

ブランコ、ゆりかごもﾃﾉﾉｵ┤ﾒである 

 

 ﾃﾉｴｱ┤ﾒは「ﾏｵを振る」である。非ﾏｵﾉ。ﾏｵの軸を中心にして、その先端を動かすことであ

る。大抵速度は速い。ﾏｵは物を取る。大抵手で振る。したがってﾏｵはふつう手で振れるも

のである。剣や棒などは振りやすい。手も振れる 



 

ｧｭｫ：暮：ｾﾏﾄｸ┤ﾒ,ﾀﾉｲｸ┤ﾒ 

 

 ｾﾏﾄｸ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵを過ごす」。ﾏｵは時間か時間が読み取れるものが来る。つまりｧ時間とい

う具体的な時間や、夏休みというような時間を読み取れるものである。内容はｾﾕﾄに来る 

 ﾀﾉｲｸ┤ﾒは「ﾕﾄにとってﾏｵという時間が過ぎる」である。ﾏｵはｾﾏﾄｸ┤ﾒと同じ。ﾕﾄはﾒｸ化しや

すい。つまりﾏｵﾉ頻発 

 ｾﾏﾄｸ┤ﾒはﾏｵという時間を過ごすことに焦点が当たる。その時間を消費したという意味で、

使ったという意味である。ﾀﾉｲｸ┤ﾒはﾏｵという時間を使ったことよりも、それが自然と過ぎ

ていったことに焦点を置く。つまり、時間の使用か経過の違いである 

 両者とも完了相は時間が過ぎた時点である 

 

ｧｭｬ：天気：ﾒｴｲ┤ﾒ,ﾏｴｲ┤ﾒ,ｴﾉﾒ┤ﾒ,ﾒﾏｴ┤ﾒ,ｽﾉﾌｷ┤ﾒ,ﾒｴｻ┤ﾒ 

 

 特殊な構文。完了相は雨が止んだ時点 

 

 ﾒｴｲ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵに雨を降らせる」である。ﾏｵは場所か人。人だと、その人に焦点を当て、

その人が雨に降られたことを強くいう。現実には場所全体に降っているのだが、その文で

は特にその人だけに焦点を当てていることになる 

 ﾕﾄはまずﾒｸである。仮に来るとすればｲﾄﾒﾒｶﾒﾄが来る。ではﾏｵﾉが多いかといわれるとそう

ではない 

 実はﾏｵも頻繁にﾒｸ化する。雨が降っているという場合、殆どどこに降っているかを問題

にすることはない。なぜなら天気予報でもないかぎり今自分のところに降っているのは明

白だからである。一々ﾒｸ ﾒｴｲ┤ﾌｴ ｲﾏﾉとは考えない。どこに降るかは自明なので、天気予報

や、誰かと電話していて相手方で降っているときなどを除けばﾏｵはﾒｸ化するのが自然であ

る 

 ﾕﾄもﾏｵもﾒｸ化した動詞はﾏｵﾉが起こらない。ゆえに雨が降っているはﾒｸ ﾒｴｲ┤ﾌｴ ﾒｸを基に

し、ﾒｸを消して単にﾒｴｲ┤ﾌｴとする。これだけで文である 

 勿論、ﾕﾄだけがﾒｸ化した場合はﾏｵﾉを使う(ｧ) 

 



(ｧ) ﾉﾀｵﾉ ﾌｱ┤ﾌｴ ﾒｴｲ（アルナでは雨が降っている） 

 

 以下、詳細は全てﾒｴｲ┤ﾒと同じである 

 ﾏｴｲ┤ﾒは晴れを意味する。晴れにした時点が完了相である 

 ｴﾉﾒ┤ﾒは雪である。雨が雪になっただけである 

 ﾒﾏｴ┤ﾒは霜である。ﾏｵに霜が降りることである 

 ｽﾉﾌｷ┤ﾒは天気と少しずれがある。これは彗星が落ちるである。「ﾕﾄはﾏｵに彗星を落とす」

で、ﾏｵﾉが他に比べて多い(ｨ) 

 

(ｨ) ﾉﾀｵﾉ ﾌｱ┤ﾌｲ ｽﾉﾌｷ（アルナに彗星が落ちた） 

 

 ﾒｴｻ┤ﾒは「ﾕﾄはﾏｵを曇らせる」。ﾏｵは場所か人。人の場合、その人のいる上空に雲があると

いうことである。ﾒｴｲ┤ﾒよりこの人は場所化している。ﾒｴｻ┤ﾒのほうがﾏｵに人を取る頻度が

少ない 

 

ｧｭｭ：三態：ｴﾉｻ┤ﾒ,ｴﾌｻ┤ﾒ,ｴﾏｻ┤ﾒ,ｴﾌｴｻ┤ﾒ,ｶﾉｻ┤ﾒ,ｶﾒｳｱ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。完了相は状態変化した時点 

 

 ｴﾉｻ┤ﾒは「ﾏｵを気体にする」。ﾏｵは液体、固体 

 ｴﾌｻ┤ﾒは「ﾏｵを液体にする」。ﾏｵは気体、固体 

 ｴﾏｻ┤ﾒは「ﾏｵを固体にする」。ﾏｵは気体、液体 

 これらは状態変化を表わす 

 

 ｴﾌｴｻ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに蒸留する」。ﾏｵは液体。ﾉﾄは結果物 

 ｶﾉｻ┤ﾒは「ﾏｵを沸騰させる」。ﾏｵはふつう液体 

 ｶﾒｳｱ┤ﾒは「ﾏｵを氷にする」。ﾏｵはふつう液体。ｴﾏｻ┤ﾒと重なる点があるが、ｶﾒｳｱ┤ﾒのほう

が狭い。水を凍らせれば氷でも固体でもある。これに関しては両者は重なっている。だが

溶けた鉄を冷やして固めた場合、固体ではあるが氷ではない。これが両者の異同である 

 



ｧｭｮ：酸：ﾉｴﾄ┤ﾒ,ﾌｴﾄ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。完了相は酸かアルカリに傾いた時点 

 ﾉｴﾄ┤ﾒは「ﾏｵを酸性にする」。酸性にしうるものなら何でも良い 

 ﾌｴﾄ┤ﾒは「ﾏｵをアルカリ性にする」 

 

ｧｭｮ：吹：ｻﾉﾄｵ┤ﾒ,ｻﾌﾄｵ┤ﾒ,ｻﾌﾕ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。完了相は吹き終わり 

 ｻﾉﾄｵ┤ﾒは「横笛でﾏｵを吹く」。ﾏｵは曲や音階や音符など、音である。ｻﾌﾄｵ┤ﾒは縦笛 

 ｻﾌﾕ┤ﾒは「口笛でﾏｵを吹く」。ﾏｵは内容。曲でも伝えたい内容でも音階でも良い。口笛を

言語の代わりに使って何かを伝える場合、ﾏｵがその内容である 

 

ｧｭｯ：風：ｱﾒﾒﾁ┤ﾒ,ｱﾒﾒﾁﾒ┤ﾒ 

 

 ｱﾒﾒﾁ┤ﾒはﾒｴｲ┤ﾒと同じ構文で、「ﾕﾄがﾏｵに風を吹かせる」である。ﾏｵは場所や人で、風を食

らうものである 

 ｱﾒﾒﾁﾒ┤ﾒは「ﾕﾄは竜巻をﾏｵに起こす」 

 

ｧｮｦ；光影：ｻﾉｳ┤ﾒ,ｻﾌｳ┤ﾒ,ｲﾌﾄｻ┤ﾒ,ｻﾉﾀｻ┤ﾒ,ｻﾌﾀｻ┤ﾒ,ｳﾒﾄｻ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。ﾏｵ具象。完了相は光った時点 

 

 ｻﾉｳ┤ﾒは「ﾏｵを光らせる」である。ﾏｵﾉ頻発 

 ｻﾌｳ┤ﾒは「ﾏｵを闇にする」である。ﾏｵﾉ頻発。闇というのは光のない状態である。ｻﾉｳ┤ﾒ

が光ある状態にすることなら、ｻﾌｳ┤ﾒはその逆である 

 ｲﾌﾄｻ┤ﾒは「ﾏｵをきらっと光らせる」。一瞬強めの光が起こって消えることである 

 

 ｻﾉﾀｻ┤ﾒは「ﾏｵを日光に晒す」である。物はもちろん、人も取れる。この場合、日焼けす

るという意味にもなるし、単にひなたぼっこするとか日向に出るという意味にもなる。完



了相は晒した時点 

 ｻﾌﾀｻ┤ﾒは「ﾏｵを日陰にあてる」である。日向から隠すとか、日陰に移すといっても良い。

日射病で倒れた人を日陰に運ぶときも使えるし、再帰形もある 

 ｳﾒﾄｻ┤ﾒは「ﾏｵを月光に晒す」。ｻﾉﾀｻ┤ﾒと詳細は同じ。月の光の当たるところに出ることや、

月の夜に外を出歩くときなどに使う 

 

ｧｮｧ：照：ｻﾉﾉｴ┤ﾒ,ｲﾉｸｻ┤ﾒ,ｲﾌｸｻ┤ﾒ,ｻﾉｸ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵ具象。完了相は照らした時点 

 

 ｻﾉﾉｴ┤ﾒは「ﾏｵをｲﾏｵで照らす」。光を当てるという意味である。ﾏｵは照らせれば何でも良

い 

 ｲﾉｸｻ┤ﾒは「ﾏｵを眩しくする」。ﾏｵを見るとき光を感じすぎて眩しく感じるようにするとい

う意味である。動詞としてはあまり使わない 

 ｲﾌｸｻ┤ﾒは「ﾏｵを暗くする、薄暗くする」。眩しいの反対である 

 ｻﾉｸ┤ﾒは「ﾏｵの明かりをつける、ﾏｵに明かりをともす」。ﾏｵは場所か人である。人を取る

場合、その人がいる部屋に証明をつけるという意味である 

 刑事が容疑者を取り調べるときに日本のドラマではスタンドの光を容疑者に当てること

があるが、あれはｻﾉｸ┤ﾒではない。ｻﾉｸ┤ﾒが人を取る場合、その人そのものを照らすのでは

なくその人がいる部屋全体を照らす。尚、刑事の例は訳すならｻﾉﾉｴ┤ﾒを使う 

 ｻﾉｸ┤ﾒ ﾄﾉといったときに彼を照らすと誤訳しないように。彼のいる部屋に明かりをともし

たという意味である。つまりｻﾉﾉｴ┤ﾒが取る人は人であるが、ｻﾉｸ┤ﾒが取る人は場所化した人

であるといえる 

 

ｧｮｨ：消：ｷﾉﾌｳ┤ﾒ,ｸﾌｲｸ┤ﾒ 

 

 ｷﾉﾌｳ┤ﾒは「ﾏｵを消火する」。ﾏｵは場所や火の種類。たとえば家を消火する場合は場所で、

キャンプファイヤーや焚き火を消火する場合は火の種類である。非ﾏｵﾉ。完了相は消し終わ

った時点 

 



 ｸﾌｲｸ┤ﾒは「ﾏｵを取り消す」である。キャンセルするという意味。ﾏｵは抽具。内容を取る。

会議、授業というようなイベントとしての名詞も取れる。更に人も取れる。その人との約

束をキャンセルするという意味になる 

 ｸﾌｲｸ┤ﾒは一度すると決めていたものをやはり止めることである。ﾏｵが何らかの行為を表

わすものならﾏｵに何が来ても構わない。たとえ人が来てもその人との何らかの行為の約束

をキャンセルすると解釈できる 

 

ｧｮｩ：寒暖：ﾉｷ┤ﾒ,ﾌｷ┤ﾒ,ﾏｷ┤ﾒ,ﾒｷ┤ﾒ,ﾉｷﾉ┤ﾒ,ｻﾉｷﾉ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉ。完了相は熱くした時点 

 

 ﾉｷ┤ﾒは「ﾏｵを熱くする」。熱いでも暑いでも良い。ﾏｵは具象。抽象は取らない。温度を持

ちうるものなら何でも良い 

 ﾌｷ┤ﾒは暖める。ﾏｷ┤ﾒは涼しくする。ﾒｷ┤ﾒは冷やす。ﾌｷは性格が温かいことも表わす。ﾒｷ

は性格が冷たいことも表わす 

 

 ﾉｷﾉ┤ﾒは「ﾏｵをレンジで温める」 

 ｻﾉｷﾉ┤ﾒは「ﾏｵを日焼けさせる」。再帰頻発。完了相は日焼け終了時で、日焼け成功かどう

かは不明 

 

ｧｮｪ：濡乾：ﾒｶﾉ┤ﾒ,ﾒｶﾌ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。完了相は乾いた時点 

 

 ﾒｶﾉ┤ﾒは「ｱﾏｱに関してﾏｵをｲﾏｵで湿らせる」。ﾉﾄは使えない。ﾏｵは具象。主に固体に使う。

気体も湿らせられる。液体には使えない。元々液体なので湿っているためである 

 ﾒｶﾌ┤ﾒは「ｱﾏｱに関してﾏｵをｲﾏｵで乾かす」。三態全て乾かせるが気体にはあまり使わない。

ｱﾏｱはﾏｵの持っている水分を取る。たとえば「水分に関してシャツをドライヤーで乾かす」

という場合、(ｧ)である 

 



(ｧ) ﾉｵ ﾒｶﾌ┤ﾌ ｴﾉﾄﾉ ｱﾏｱ ﾒﾄ ｲﾏｵ ﾒｶﾌﾉﾀ 

 

 尚、自然と乾く場合はﾏｵﾉを使う(ｨ) 

 

(ｨ) ｴﾉﾄﾉ ﾉｱ ﾒｶﾌ ｸﾉｵ ｻﾉﾀｻ 日光でシャツが乾いた 

 

ｧｮｫ：剛柔：ｽﾏｵ┤ﾒ,ｽﾒｵ┤ﾒ,ｸﾉｵｹ┤ﾒ,ｸﾌｵｹ┤ﾒ,ｷﾉｸ┤ﾒ,ｷﾌｸ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。動詞は希少。ふつう形容詞。その形容詞の意味を持たせた時点で完了相 

 

 ｽﾏｵ┤ﾒは「ﾏｵを固くする」。ｸﾉｵｹ┤ﾒ,ｷﾉｸ┤ﾒも同じ構文で意味も類似 

 ｽﾒｵ┤ﾒは「ﾏｵを柔らかくする」。ｸﾌｵｹ┤ﾒ,ｷﾌｸ┤ﾒも同様 

 

 ｽﾏｵは純粋な固さに使う。感触の固さについて使う。鉄はｽﾏｵだがボールはｽﾒｵである。床

はｽﾏｵだがカーペットや布団もｽﾒｵである 

 ｸﾉｵｹは曲げにくい変形しにくい固さについて使う。ワイヤー部分が金属でできたハンガ

ーの感触は固い。ゆえにｽﾏｵである。しかしハンガーのワイヤーは細いので簡単に曲がる。

ゆえにｸﾌｵｹである 

 ｷﾉｸは壊れにくい固さについて使う。ゴムボールはｽﾒｵでｸﾌｵｹだがｷﾉｸである 

 このように、ｽﾏｵ,ｸﾉｵｹ,ｷﾉｸは適応範囲も意味も異なる。ｽﾒｵ,ｸﾌｵｹ,ｷﾌｸについても同様で

ある 

 

ｧｮｬ：澄濁：ｷﾀﾏｵ┤ﾒ,ｷﾀﾒｵ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。完了相は純度を変えた時点 

 

 ｷﾀﾏｵ┤ﾒは「ﾏｵを濁らせる」。混濁物が多い状態にすることである。液体について使う。ま

た、味の元となる物質を混濁物として見たとき、その比率が水分に対して大きいときもｷﾀﾏ

ｵといえる。つまりこれは味が濃い場合である。こってりした味に使う 

 また、ｷﾀﾏｵ自体は名詞として濁りの元や料理に関する灰汁などを表わす 



 

 ｷﾀﾒｵ┤ﾒは逆に「ﾏｵを澄ませる」。料理に使うとﾏｵの灰汁を取るという意味になる。また、

灰汁が見られない場合は味を薄くするという意味にもなる。両者はｷﾀﾒｵ┤ﾒ ｳﾒ ｱﾏｱ ｷﾀﾏｵと

ｷﾀﾒｵ┤ﾒ ｳﾒ ｱﾏｱ ｳﾏﾌとで区別される 

 

ｧｮｯ：若老：ｴﾉｸ┤ﾒ,ｴﾌｸ┤ﾒ,ﾄﾉﾂ┤ﾒ,ﾄﾌﾂ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉ。ﾏｵは人。完了相は若くした時点 

 

 ｴﾉｸ┤ﾒは「ﾏｵを若くする」。非ﾏｵﾉは魔法を使った場合、メイクなどで若く見せかけた場合

などにしか使わない。若返るという意味ではﾏｵﾉである 

 ｴﾌｸ┤ﾒは「ﾏｵを老いさせる」。老いるはﾏｵﾉ 

 

 ﾄﾉﾂ┤ﾒは「ﾏｵを成熟させる、成長させる」。ﾏｵは人か物。物は特に動植物。ﾏｵﾉが多い 

 ﾄﾌﾂ┤ﾒは「ﾏｵを未熟にする」 

 

ｧｯｦ：大太：ｱﾉｴ┤ﾒ,ｱﾌｴ┤ﾒ,ﾂﾉｳ┤ﾒ,ﾂﾌｳ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。ﾏｵは具象。完了相は大きくした時点 

 

 ｱﾉｴ┤ﾒは「ﾏｵを大きくする」。ﾏｵは三次元体しか取らない 

 ｱﾌｴ┤ﾒは小さくする 

 ﾂﾉｳ┤ﾒは「ﾏｵを太らせる」。三次元体か二次元体に使う。二次元体でも太いといえるのは、

テレビの太った俳優を見て太いといえることからも明らかである。テレビは画面なので二

次元である。二次元の映像を見ながら実際にはこれは人間だから三次元のはずだと考えて

太いといっている 

 つまり逆に言えば三次元から立体性を捨象した二次元に関して太いといえることになる。

そしてそれ以外の二次元、つまり立体を前提とした二次元以外にはﾂﾉｳ┤ﾒといえない 

 ﾏｵは線、棒、人などに使える 

 ﾂﾌｳ┤ﾒは細くする 



 

ｧｯｧ：苗：ｲｸﾉ┤ﾒ,ｲｸﾌ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。。ﾉﾄは場所。完了相は植えた時点 

 

 ｲｸﾉ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに植える」。ﾏｵは苗だけを取る 

 ｲｸﾌ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに植える」。ﾏｵは種だけを取る 

  

 

ｧｯｨ：腐：ｺﾏｴ┤ﾒ,ｺﾒｴ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉ。ﾏｵは食材。完了相は腐ってもう食べられなくなった時点 

 

 ｺﾏｴ┤ﾒは「ﾏｵを発酵させる」。勝手に発酵したらﾏｵﾉ 

 ｺﾒｴ┤ﾒは「ﾏｵを腐らせる」。ｺﾏｴ┤ﾒは食品を作る作業なのでｺﾒｴ┤ﾒよりﾕﾄが人間になりやす

い。ｺﾒｴ┤ﾒはわざわざ腐らせることはしないのでﾏｵﾉ率が高い 

 

ｧｯｩ：匂：ｱﾏﾉｵ┤ﾒ,ｱﾏｴ┤ﾒ,ｳﾏﾌ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。完了相は匂いをつけた時点 

 

 ｱﾏﾉｵ┤ﾒは「ﾏｵを嗅ぐ」。鼻でくんくんと匂いを嗅ぐことである 

 ｱﾏｴ┤ﾒはｷﾌｱ┤ﾒ構文で、ﾏｵという匂いをﾉﾄに与えること。つまりﾉﾄはﾏｵの匂いがするという

こと 

 ｳﾏﾌ┤ﾒはｱﾏｴ┤ﾒと同じで、匂いが味になっただけである 

 

ｧｯｪ：酔：ｶﾏﾄｹ┤ﾒ,ﾀﾌﾒｴ┤ﾒ,ﾉｾﾕ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。完了相は酔った時点 

 ｶﾏﾄｹ┤ﾒは「ﾏｵを酔わせる」。ふつう再帰形 



 ﾀﾌﾒｴ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに陶酔させる」。ふつう再帰形。これは酒で酔わせるのではない。自分

を絵画に陶酔させる場合、自分がﾏｵで絵画がﾉﾄである 

 ﾉｾﾕ┤ﾒは「ﾏｵに麻酔を打つ」である。医療などの目的で麻酔を施すことである。手段はｲﾏ

ｵで述べる。たとえば注射器が来ても良いし、麻酔名が来ても良い 

 

ｧｯｫ：親疎：ｺﾉｳ┤ﾒ,ｺﾌｳ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。完了相は蜜にした時点 

 

 ｺﾉｳ┤ﾒは「ﾏｵを密にする」。ｺﾌｳ┤ﾒは疎。まばらでも良い 

 

ｧｯｬ：必要：ｳﾉｱ┤ﾒ,ｳﾌｱ┤ﾒ,ｳﾏｱ┤ﾒ,ｳﾒｱ┤ﾒ,ｱｳﾉ┤ﾒ,ｱｳﾌ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは抽具。完了相は必要とした時点。必要としている状態は影響相 

 

 ｳﾉｱ┤ﾒは「ﾏｵを必要とする」。必要性がｧｦｦ％か極めてそれに近い状態である。ｳﾌｱ┤ﾒは必

要性が高い。ｳﾏｱ┤ﾒは低い。ｳﾒｱ┤ﾒはｦ％か極めてそれに近い状態である 

 ｱｳﾉ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに需要する」。ﾏｵは抽具。商品でも企業側の処遇でも良い。商品としてﾏ

ｵを必要とすることである。ﾉﾄは需要を要求される人や企業である 

 ｱｳﾌ┤ﾒは逆に「ﾏｵをﾉﾄへ供給する」である 

 

ｧｯｭ：同等：ｲﾉｲ┤ﾒ,ｲﾌｲ┤ﾒ,ｲﾏｲ┤ﾒ,ｲﾒｲ┤ﾒ,ｱﾌｲﾄ┤ﾒ,ｴｻﾉｱ┤ﾒ,ｴｻﾌｱ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。ﾏｵは抽具。完了相は似せた時点 

 

 ｲﾉｲ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄと同じにする」。同一性をｧｦｦ％か極めてそれに近い状態にすること。ｲﾌ

ｲ┤ﾒは同一性が高いことで、似せる。ｲﾏｲ┤ﾒは低いことで、異なる。ｲﾒｲ┤ﾒはｦ％かそれに近

い状態 

 

 ｱﾌｲﾄ┤ﾒは「ﾏｵを真似る」。ﾏｵが人なら真似をする。物ならコピーする 



 

 ｴｻﾉｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄと差別する」。これは縦の区別で、ﾏｵとﾉﾄは良悪や上下関係などの点で

差を持って区別される。ｴｻﾌｱ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄと区別する」。こちらは横の区別でﾏｵとﾉﾄの扱い

の差はない 

 

ｧｯｮ：相応：ｹﾉﾁ┤ﾒ,ｹﾌﾁ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。ﾏｵは抽具。完了相は相応と決めた時点 

 

 ｹﾉﾁ┤ﾒは「ﾏｵはﾉﾄにふさわしい」。ﾏｵは人が多いが抽具も取れる。ﾉﾄは内容が多いが人も取

れる。ﾉﾄが人とはたとえば「彼は彼女にふさわしい」というような場合である 

 ｹﾉﾁ┤ﾒは当たるという意味はない。ふさわしいを当たると訳すことができる場合もあるが、

ｧ年はｩｬｫ日に当たるというような意味の当たるはない 

 ｹﾌﾁ┤ﾒは「ﾏｵはﾉﾄにふさわしくない」。単にふさわしくないどころか完全にミスマッチであ

ることを表わす 

 

ｧｯｯ：終始：ﾄﾉｸ┤ﾒ,ﾄﾌｸ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。ﾏｵは抽具。完了相は最初にする何らかの事態が終わったとき 

 

 ﾄﾉｸ┤ﾒは「ﾏｵを最初にする」。ﾄﾉｸが副詞の場合、初めてするという意味だが、動詞だとニ

ュアンスが異なる。ﾏｵをｧ番目に行う行為とするという意味である 

 たとえば遊園地に行ってまずジェットコースターに乗り、空中ブランコとコーヒーカッ

プを経て、最後にメリーゴーランドに乗るとする。このときｧ番目はジェットコースターで

あるからﾄﾉｸ┤ﾒのﾏｵはジェットコースターになる 

 ﾄﾌｸ┤ﾒは逆に「ﾏｵを最後にする」で、ﾏｵを締めくくりとするという意味である。上の例で

いうと最後に乗ったのはメリーゴーランドなので、ﾏｵはメリーゴーランドが来る(ｧ) 

 

(ｧ) ﾉｵ ﾄﾌｸ┤ﾉ ｸﾒｸｻﾉｼ（最後はメリーゴーランドに乗った） 

 



ｨｦｦ：源：ｸﾏｸｴ┤ﾒ,ｸﾒｸｴ┤ﾒ,ﾒｸﾏ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。完了相は起源とした時点 

 

 ｸﾏｸｴ┤ﾒは「ﾏｵをｱﾏｱの起源とする」。ﾏｵもｱﾏｱも抽具 

 ｸﾒｸｴ┤ﾒは「ﾏｵをｱﾏｱの起源でなくする」。ｸﾏｸｴ┤ﾒの場合、ﾏｵはｱﾏｱに関して起源であった。

ｸﾒｸｴ┤ﾒではﾏｵはｱﾏｱについての起源ではない。ﾏｵがｱﾏｱに関する作品であった場合、ﾕﾄは何か

を盗作したり真似たりして、つまりぱくってﾏｵを作ったということになる 

 

 ﾒｸﾏ┤ﾒは「ﾏｵをｱﾏｱの源泉にする」である。ｸﾏｸｴ┤ﾒと同じ構文で、意味も似ている。ﾒｸﾏ┤

ﾒの場合ﾏｵは源泉で、抽象的な意味はない。泉の源泉や川の源泉をはじめに、石油やダイヤ

の源泉などを表わすこともできる 

 語源としての源泉という抽象的な言い方はできない。語源はｶﾒｱｸﾏｸｴ 

 

ｨｦｧ：要素：ﾉｼ┤ﾒ,ｸﾒﾌ┤ﾒ,ｸﾒﾉ┤ﾒ 

 

 非ﾏｵﾉ。完了相は材料にした時点 

 

 ﾉｼ┤ﾒは「ﾏｵをｱﾏｱの材料にする」。ﾏｵ,ｱﾏｱは抽具。木を椅子の材料にすることは勿論、テ

ープの内容を報道の材料にするという抽象的な場合にも使える 

 ｸﾒﾌ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに属させる」。ﾉﾄは集団や体系が来る。ﾏｵは成員である。どちらも抽具 

 ｸﾒﾉ┤ﾒは「ﾏｵを体系化する」。ﾏｵをシステムに作り上げることである 

 

ｨｦｨ：合：ｹﾉｸ┤ﾒ,ｹﾌｸ┤ﾒ 

 

 ﾏｵﾉあり。完了相は適させた時点 

 ｹﾉｸ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに適させる」。ﾏｵ,ﾉﾄ抽具 

 ｹﾌｸ┤ﾒは「ﾏｵをﾉﾄに不適にさせる」 

 では、ｹﾉﾁとｹﾉｸの違いは何か。ｹﾉﾁは当たるのが当然という意味である。なるべくしてな

る正当性や必然性について述べている。ｹﾉｸは適しているである。正当性というよりは、都



合が良いとか合理的であるという意味になる 

 ｱﾌ ﾒｱ ｹﾉｸ(ｹﾉﾁ) ﾉﾄ ｷﾉｹ ｱﾕという場合を考える。ｹﾉｸの場合、君がこの仕事につくと合理

的だということを表わす。君は時間や能力の点でこの仕事に向いているという意味である。

ｹﾉﾁだと向いているということは表わさない。「他の人は全員出払っているが誰かがやらね

ばならない。そうなると君がこの仕事を請け負うのは当然だ」と、このような際に使う 

 

ｨｦｩ：遊戯：ﾉｳﾏ┤ﾒ,ﾉｳﾏｵ┤ﾒ 

 

 ﾏｵは遊ぶ内容、或いは趣味の内容。演奏するなどと同じ型。ﾉｳﾏ┤ﾒはﾏｵをして遊ぶ。ﾉｳﾏ

ｵ┤ﾒはﾏｵの趣味を行う。趣味とするという定義ではなく、趣味を実行しているさま。ﾉｵ ﾉｳﾏ

ｵ┤ﾌｴ ｷﾏﾄは今現在趣味の研究をしていること。定義するならﾉｵ ﾉｳﾏｵ┤ﾒ ｷﾏﾄという 

 

ｨｦｪ：繋辞：ﾒｱ,ﾉｱ,ﾌｱ,ﾏｱ,ﾕｱ 

 

 完全に非ﾏｵﾉ。繋辞である。時相詞をつけることができる。相を持つこともできる。時制

を伴う際は繋辞の時制と合わせる。たとえばﾌｱの完了相はﾌｱ┤ﾌｲである 

 ﾒｱ,ﾕｱは通時、ﾉｱは過去、ﾌｱは現在、ﾏｱは未来である 

 無相の場合、純時相詞はつけない。ﾌｱ┤ﾌなどは不適ということである 

 無相はアオリストであり、将前相から影響相まで全ての段階を含んで一つの点として動

詞を見たものである。将前相からといったが、実際に一つの点としてまとめられる主なも

のは経過相から影響相までが多い 

 ﾒｱ┤ﾒｲとﾒｱは異なる。ﾒｱ ｸﾉとも異なる。ﾒｱは単にアオリストとしての意味しか持たない。

ﾒｱ┤ﾒｲは完了相で、ﾒｱ ｸﾉはアオリストに変化したことを指す 

 たとえば明け方に徐々に明るくなっていくのを見ているとする。そしてついに空が明る

くなったとする。このときは徐々に空が明るくなっていくのを段階的に認知しているので

ﾂﾉｵ ﾌｱ┤ﾌｲ ｻﾉｴという 

 もし空が明るくなった状態が段階を持つものでなく単に夜と朝の対比である場合はﾂﾉｵ 

ﾌｱ ｸﾉ ｻﾉｴという 

 尚、ﾂﾉｵ ﾌｱ┤ﾌｲ ｸﾉ ｻﾉｴという言い方もできる。ｸﾉと完了相はそもそも相反するものでは

ないからである。単にﾂﾉｵ ﾌｱ ｻﾉｴといった場合、それは今空が明るいことしか表わさない。



その前は夜で暗かったのか、その前は昼で明るかったままなのかという区別はできない。

そこでｸﾉ,ｸﾌの出番である 

 ﾂﾉｵ ﾌｱ ｸﾉ ｻﾉｴの場合、それまでは夜で暗かったのが明るくなったという意味である。逆

にﾂﾉｵ ﾌｱ ｸﾌ ｻﾉｴの場合、それまでどおり明るいという意味である 

 ｸﾉ,ｸﾌが表わすのはその状態に至る過程においてその状態であったかなかったかという

ことである。完了とか未完了といった概念とはそもそも関係がない。にもかかわらずしば

しば混同されるのは日本語でどちらもタ形で表わすことがあるからである 

 一方、完了相は完了したことを表わす。ある行為を段階に分け、その行為のどの段階に

いるかを表わしたものが相である。そして完了相はその相の一つである。変化、不変化と

いった概念とは関係がない。ゆえに両者は共起できる 

 ﾂﾉｵ ﾌｱ┤ﾌｲ ｸﾉ ｻﾉｴは段階的に空が明るくなっていくのを見て、ついに明るくなったとい

うことを表わす。それに加えてそれまでは夜で暗かったということに対する変化も表わす。

つまり一気に明るくなったのではなく、徐々に明るくなって、しかもそれ以前は暗かった

ということを述べている 

 尚、相はアオリストか法時相詞にしない限り必ず述べねばならない要素であるが、ｸﾉ,ｸﾌ

は随意的な要素である。ｸﾉ,ｸﾌはいわなければいわないでも良い。単に変化か保持かの区別

がつかなくなるだけである 

 

 


